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Ⅰ．総括 
第 52 次観測隊長 山内 恭 
1. 緒言 
2010（平成 22）年度に出発した第 52 次南極地域観測隊（以後「第 52 次隊」と略記）は、2009 年 11
月の第 135 回南極地域観測統合推進本部総会（以後「本部総会」と略記）で決定された「南極地域観測
第Ⅷ期 6か年計画」の初年度の計画を実行した。第Ⅷ期計画では、将来問題検討部会報告「21 世紀に向








また、第 52 次隊は、新南極観測船「しらせ」就航の 2 年次にあたり、昭和基地における新たな輸送体
制による安定的・効率的なオペレーションの確立をはかった。さらに、東京—フリーマントル間も一部隊
員が乗船し船上大気観測を実施した。 
第 52次隊は､越冬隊 30名､夏隊 33名､同行者 28名（公開利用研究者、海鷹丸乗船研究者、大学院学生、
観測設備技術者、氷海航行試験関係者、中・高等学校教員、環境省職員、報道関係者、韓国メディア派遣者、




2011 年 2 月中旬、「しらせ」は第 51 次越冬隊 28 名、第 52 次夏隊 30 名と同行者 18 名を収容し、昭和
基地沖を離れ復路行動を開始した。リュツォ・ホルム湾の氷海離脱後、海底圧力計の揚収、海底重力観
測の他、ケープダンレー沖での係留系設置・回収、海洋観測、東経 110 度線、150 度線での重点海洋観
測を行った。悪天候で日程が遅れたため、当初予定していたアムンゼン湾での観測は断念した。その後、
東経 150 度線に沿って北上し、3月中旬に南極圏を離脱した。3月 18 日、「しらせ」はオーストラリアの
シドニー港へ入港し、20 日、第 51 次越冬隊と第 52 次夏隊、および同行者はシドニーから空路帰国した。
「しらせ」は東日本大震災の報を受け予定を早め 22 日シドニー港を出発し、4 月 5 日に横須賀港に帰港
した。 
一方、海鷹丸による観測として、重点研究観測の下、南極海における長期係留系観測、有殻翼足類の
調査等、観測隊員 3 名、同行者 10 名により実施した。隊員は 12 月 20 日成田空港より出発し、21 日オ
ーストラリア・フリーマントル港で海鷹丸に乗船した。2010 年 12 月 24 日フリーマントル出港、長期係
留系観測、有殻翼足類の調査等を実施の上、2011 年 1 月 22 日ホバートへ入港した。帰路は 1月 25 日成
田空港に到着した。 
第 52 次隊越冬隊は、1月下旬に昭和基地の引き継ぎを行い、2月 1日を目途に第 51 次越冬隊と実質的
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2. 観測計画と隊の編制 
2.1 観測計画 
第 52 次南極地域観測隊では、上記の「南極地域観測第Ⅷ期 6 か年計画」を踏まえ、第 136 回本部総会
（2010 年 6 月 18 日）において承認された第 52 次南極地域観測実施計画及び設営計画に基づいて行動実施












電離層 情報通信研究機構 ①電離層の観測 ②宇宙天気予報に必要なデータ収集 
気 象 気象庁 
①地上気象観測 ②高層気象観測 ③オゾン観測  
④日射・放射量の観測  ⑤特殊ゾンデ観測 ⑥天気解析 
⑦その他の観測（ロボット気象計観測、調査旅行中の気象観
測） 






























電離層 情報通信研究機構 電離層の移動観測 








地 圏 地殻圏変動のモニタリング 
生物圏 生態系変動のモニタリング 




































第 52 次隊では、観測計画の検討と並行して隊員編成を進めた。2009 年 11 月 9 日の第 135 回本部総会で
隊長兼夏隊長、副隊長兼越冬隊長、夏隊副隊長、越冬隊副隊長が決定された。隊員候補については、2010
年 3 月、長野県乗鞍岳で冬期総合訓練を実施し、2010 年 6 月 18 日の第 136 回本部総会にて大部分の隊員
を決定する運びとなった。隊員決定後、同月、群馬県草津において夏期総合訓練を実施した。以後、7月
1 日に多くの隊員が極地研職員に採用、各種部門訓練、物品調達、梱包等の準備を行い、10 月中旬から
11 月初旬にかけて物資の搬出、南極観測船しらせへの搭載を行った。第 52 次隊の観測実施計画と隊員編
成は、最終的に 2010 年 11 月 10 日の第 137 回本部総会で決定した。しらせは、2010 年 11 月 11 日、5 名
の隊員・同行者を乗せ東京晴海埠頭を出航した。観測隊本隊は 11 月 24 日に成田空港を出発し、オースト
ラリア・パース空港を経て、25 日にフリーマントル港でしらせに乗船した。11 月 30 日にフリーマントル
港を出航し南極へ向かった。 
海鷹丸による隊は、12 月 20 日成田空港を出発し、21 日フリーマントル港で海鷹丸に乗船した。24 日フ
リーマントル港を出港し南大洋での観測に向かった。 
出発までの経過概要を以下に示す。 
2009 年 6 月：第 134 回本部総会にて第 52 次南極地域観測計画の決定 
2009 年 11 月：第 135 回本部総会にて隊長等の決定 
2010 年 3 月：隊員候補者等の乗鞍岳冬期総合訓練 
2010 年 6 月：第 136 回本部総会にて隊員および観測実施計画の決定 
      隊員等の草津夏期総合訓練 
2010 年 7 月：隊員室開き。各種部門別訓練、物資調達の実施 
      しらせとの実務者会合開催（極地研） 
2010 年 8 月：第１回全員集合（極地研） 
      しらせ国内巡航に併せ、観測訓練実施 
2010 年 10 月：第２回全員集合（極地研） 
       五者連絡会議開催（しらせ） 
2010 年 11 月 10 日：第 137 回本部総会にて行動実施計画の決定、未決定隊員の決定 
         第３回全員集合（極地研） 
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      11 日：しらせ、晴海出港 
      24 日：観測隊本隊成田出発 
2010 年 12 月 20 日：海鷹丸による隊、成田出発 
2.3 隊の編成 
第 52 次隊の越冬隊と夏隊編成および同行者の一覧を表Ⅰ.2.3-1 に示す。第 52 次隊では、設営系 7 名、
観測系（モニタリング観測）3名の隊員枠に対して公募され、合計 10 名が採用された。 
 
 







 年齢※1 所     属 隊 員 歴 等





 51 気象庁観測部 
第30次越冬隊,
第37次越冬隊












































































































































































































































































◎ 38 稚内市教育委員会   








 年齢※2 所     属 隊 員 歴 等












































 43 海上保安庁海洋情報部   


























































































































































 49 広島大学大学院生物圏科学研究科   




















45 筑波大学大学院生命環境科学研究科 第39次夏隊 











































































 45 国立極地研究所南極観測センター   











































































 57 東京大学大学院工学系研究科   












































































 44 高知県立高知小津高等学校   
その他 Sung Soo CHO 42 MUNHWA BROADCASTING CORP.（韓国）   
その他 Seong Hyeon JO 31 MUNHWA BROADCASTING CORP.（韓国）   







 年齢※4 所     属 隊 員 歴 等 
研究者 平塚 悠治
ひらつか  ゆうじ
 32 琉球大学理学部   
大学院学生 本川 正三
もとかわ しょうぞう
 27 創価大学大学院工学研究科   
大学院学生 秋葉 文弘
あきは  ふみひろ
 25 石巻専修大学大学院理工学研究科   
大学院学生 高尾 信太郎
たかお   しんたろう
 26 北海道大学大学院環境科学院   
大学院学生 鈴木 陽大
すずき  あきひろ





 40 創価大学大学院工学研究科   
研究者 甘糟 和男
あまかす かずお
 33 東京海洋大学海洋科学部   
研究者 茂木 正人
もてき  まさと
 42 東京海洋大学海洋科学部   
研究者 橋濱 史典
はしはま ふみのり
 31 東京海洋大学海洋科学部   
研究者 小野 敦史
おの   あつし
 27 東京海洋大学海洋科学部   
※4：夏隊同行者（海鷹丸乗船者）の出発時の平均年齢 30.6 才 
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2.4 運営体制 
第 52 次隊の夏期間と越冬中の運営体制をそれぞれ以下のように定めた。 
 
 
○南極本部の決定による第 52 次南極地域観測隊の体制 
観測隊長  兼 夏隊長 山内 恭 
観測副隊長 兼 越冬隊長 宮本 仁美 
観測副隊長 兼 夏副隊長 大塚 英明 
観測副隊長 兼 越冬副隊長 堤 雅基 
 
○昭和基地夏期オペレーション会議メンバー 
観測隊長  兼 夏隊長 山内 恭 
観測副隊長 兼 越冬隊長 宮本 仁美 
観測副隊長 兼 夏副隊長 大塚 英明 
観測副隊長 兼 越冬副隊長（兼観測主任） 堤 雅基 
ドーム観測 本山 秀明 
船上観測 小達 恒夫 
沿岸野外観測 高橋 晃周 
総務・気象・基地観測 久光 純司 
設営主任 岡山 英樹 
建築・土木 山中 義憲 
医療 兼定 博彦 
通信・安全主任 近藤 匠 
FA・野外主任 樋口 和生 
越冬庶務（輸送担当） 市川 正和 
夏庶務 小濱 広美 
 
○晴海からしらせ乗船 
リーダー 大塚 英明 
一般研究観測（エアロゾル観測） 村山 利幸 
モニタリング観測（エアサンプリング） 木名瀬 健 
輸送・庶務 市川 正和 
 
○海鷹丸乗船 
リーダー 佐々木 洋 
重点研究観測（生態系応答） 橋田 元 
一般研究観測（プランクトン） 北出 裕二郎 
 
○夏期記録担当者 
 昭和基地 ドーム 海鷹丸 
公式記録 山内 恭 本山 秀明 佐々木 洋 
日誌記録 小濱 広美 倉元 隆之 橋田 元 
写真記録 小濱 広美 倉元 隆之 橋田 元 
観測隊報告 高橋 晃周 倉元 隆之 橋田 元 
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○越冬隊オペレーションメンバー 
 常任 代行 代行 2 
越冬隊長 宮本 堤 久光 
観測主任 堤 久光 池田 
設営主任 岡山 加藤 渡邉 
生活主任 加藤 池田 須藤 
安全主任 近藤 樋口 加藤 
野外主任 樋口 近藤 柏木 
総務 久光 樋口 加藤 
 
○越冬隊各部門責任者 
◎基本観測 ：   久光純司 ◎設営系  
   機械： 岡山英樹 
◎研究観測 ：   堤 雅基 通信： 近藤巧 
 調理： 工藤茂巳 
 医療： 兼定博彦 
 環境保全： 柏木隆宏 
 多目的大型アンテナ： 高平忍 
 LAN・インテルサット： 須藤和之 
 建築・土木： 渡邉慶太郎 
 装備・フィールドアシスタント：樋口和生 



























































 第 52 次南極地域観測事業費（平成 22 年度）の経費概要を以下に示す。 
3.1 南極地域観測事業費 
   観測隊員経費 75,120 千円 
観測部門経費 197,963 千円 
海上輸送部門経費       3,215,093 千円 
本部経費  21,655 千円 
合  計 3,509,831 千円 
 
表Ⅰ.3.1-1 観測部門経費内訳 
部  門 予 算 額（千円） 主要調達物品 
定常観測  
    電離層 45,461 衛星測位電波観測システム 
  気象 72,251 波長別紫外域日射系補修 
  海洋物理・化学 20,096 投下式塩分水温深度計プローブ 
  潮汐 2,851 潮位観測装置保守財 
  地理・地形 52,959 地上レーザースキャナ 
  地震・重力 29 重力計記録紙 
 定常観測合計 193,647  
共通 4,316 資料整理費・梱包輸送費等 
    総合計 197,963  
 
表Ⅰ.3.1-2 海上輸送部門経費内訳 
部  門 予 算 額（千円） 備    考 
職員諸手当 97,480  
職員旅費 494  
外国旅費 3,305  
庁費 139,402  
糧食費 81,687  
油購入費 652,445  
諸器材購入費 45,015  
航空機修理費 1,428,523  
艦船修理費 766,742  
合   計 3,215,093  
- 12 - 
3.2 情報・システム研究機構運営費交付金（特別教育研究経費） 
研究観測経費 311,102 千円 
設営部門経費 468,794 千円 
観測事業支援経費 186,532 千円 
共通経費およびその他 254,567 千円 




部  門 予算額(千円） 主要調達物品 
1. 重点プロジェクト研究 132,822  
南極域から探る地球温暖化  




AJ-2   南極海生態系の応答を通して探る地球環
境変動 
50,320 表層係留系観測装置 




2. 一般プロジェクト研究 102,045  
AP-1  南極からの赤外線・テラヘルツ天文学の開拓  7,020 南極用固定望遠鏡 
AP-2  南極点基地における電子・陽子オーロラの
全天イメージャ観測 












4,500 1680MHzーFM 送信機 






















AP-25  南大洋観測システムによる環境変動解析 7,998 RMT 用 CTD 
 
3. 萌芽研究観測 5,500  
AH-2   気球分離型無人航空機による成層圏・自由
対流圏観測システムの開発 
2,000 気球分離型無人航空機 




AH-4   野外 GPS データ無線通信遠隔回収実験およ
び長期間観測試験 
2,500 GPS データ伝送装置 
 
4. モニタリング研究観測 70,735  
AMU  宙空圏変動のモニタリング 13,990 冷却 CCD カメラ 
AMP    気水圏変動のモニタリング 20,517 光散乱粒子計測装置 
AMG  地殻圏変動のモニタリング 21,488 水素メーザー監視装置 
AMB  生態系変動のモニタリング 8,040 二酸化炭素測定装置整備 
AMS  地球観測衛星データによる環境変動のモニタリング 6,700 データ処理解析用計算機 
 




部  門 予算額 (千円) 主要調達物品 
 機械 124,711 ラフテレーンクレーン、内陸用橇 
 燃料 75,027 W 軽油、JP-5  
 建築・土木 180,000 自然エネルギー棟、情報処理棟改修部材 
 通信 6,000 無線機 
 医療 7,058 医薬品、医療機器 
 装備 25,000 個人および共同装備 
 予備食 5,000 越冬食糧、予備食 
 環境保全・廃棄物処理 16,500 昭和基地埋立土壌分析、オイルキャリー 
 輸送 29,948 ドラム缶パレット、船舶用固定具 
 




項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 観測隊関連経費 33,675  
 訓練経費 15,211  
 身体検査経費 16,244  
 出入国・隊員打合せ関係 2,020  
 隊員公募経費 200  
 
2. 観測事業支援経費 152,857  
 外国旅費・国際会議開催費 2,600  
 梱包輸送費 47,200  
 廃棄物処理費 14,000  
 隊員派遣外国旅費 62,000  
 事務連絡費 17,840  
 出発・帰国関連経費 4,670  
 広報関連経費（広報資料作成） 1,897  
 隊員保険料 1,000  
イリジウム電話通信費 1,000  
シンポジウム関係旅費 650  
 
観測事業支援軽費 合 計 186,532  




項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 南極観測共通 194,737  
 インテルサット衛星通信費 106,757  
 ヘリコプターチャーター 49,980  
 海鷹丸 38,000  
  
2. 資料整理費等 13,529  










 生態系モニタリング 2,810  















3. 人件費他（公募採用者分） 42,399  
  
4. 留保 3,902  
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Ⅱ．安全管理体制を充実させる 















   既存マニュアル類が適切に利用されているか、内容に不備が無いか点検する。 
    既存マニュアル： 
・「第 52 次南極地域観測隊行動実施計画書」 
・「事故例集（2009 年版）」（夏期総合訓練で配布） 
・「野外行動マニュアル（2010 年版）」（しらせ船上で配布） 
・「雪上車マニュアル（2009 年版）」（第 2回全員打合せ会で関係者に配布） 
・「野外行動指針（2010 年版）」（しらせ船上で配布） 
・「南極救急医療マニュアル（2010 年版）（第 3回全員打合せ会で配布） 
——————————————————————————————————————————————— 
なお、2010 年 10 月 21 日に開催された国立極地研究所危機管理委員会の下に置かれた極地観測安全対
策常置分科会における議論において、第 52 次隊が南緯 55 度を南に越えて以降、日本南極地域観測隊は
全て第 52 次観測隊長の指揮下に入ること、ただし、昭和基地内外での活動は、2011 年 2 月 1日の越冬交
代までは第 51 次越冬隊内規他の定めに従うことを確認した。 
 
4.2 出発前の訓練 




- 16 - 
表Ⅰ.4-1 第 52 次隊安全学習活動一覧 

















（第 49 次越冬隊医療担当） 












小林 亘、 北村 俊之、 
高津 充於、山本 篤 
（国立登山研修所派遣講師） 




（第 48 次越冬医療担当） 




（第 50 次越冬フィールドアシスタント） 






平成 22 年 6月 23 日
（夏期総合訓練） 
救命救急処置訓練 東京消防庁・（財）東京救急協会 




(第 45・49 次越冬機械担当) 
平成 22 年 6月 23 日
（夏期総合訓練） 










（第 51 次夏隊建築・土木担当） 






平成 22 年 8月 26 日
(第 1回全員打ち合わ
せ会) 









平成 22 年 10 月 1 日
(第2回全員打合せ会)
KY 講習（実習）   





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































訓練名 対象 時期 実施場所 形式 講師等 
救命胴衣装着法 全員 11月 30日 しらせ 実技 しらせ 




航空機救難用具及び航空火工品取扱法 全員 12月 1日 しらせ 実技 しらせ 
溺者救助（人員確認）訓練、総員離艦立付 全員 12月 1日 しらせ 実技 しらせ 
夏作業期間中の日課と安全対策、運営体制 全員 12月 8日 しらせ 講義 山内隊長 
昭和基地での輸送作業と危険 全員 12月 8日 しらせ 講義 大塚副隊長 
越冬中の安全対策（防災体制） 全員 12月 8日 しらせ 講義 宮本越冬隊長 
夏期設営作業と危険 全員 12月 9日 しらせ 講義 岡山・山中 
昭和基地の機械、車両 全員 12月 9日 しらせ 講義 谷口 
安全教育 DVD（「助かった」、「安全な玉掛作業
の進め」） 
全員 12月 9日 しらせ 講義 DVD鑑賞 
野外における気象観測 全員 12月 10日 しらせ 講義 久光 




重機オペレータからみた危険と KYT 全員 12月 10日 しらせ 講義 木村・山中 
野外活動時の危険 全員 12月 11日 しらせ 講義 樋口 
安全教育 DVD（「重機が襲う」、「切る刺す」） 全員 12月 11日 しらせ 講義 DVD鑑賞 
お口の健康を守るために 全員 12月 12日 しらせ 講義 
三好しらせ歯
科長 
南極における医療・応急処置 全員 12月 12日 しらせ 講義 兼定・青山 




















1月 22日 昭和基地 実技 51次越冬隊 
第 52次越冬内規 越冬隊 越冬開始時 昭和基地 内規 宮本・堤 
ブリザード対策指針 越冬隊 越冬開始時 昭和基地 内規 久光 
防火・防災指針 越冬隊 越冬開始時 昭和基地 内規 近藤 
越冬中の医療 越冬隊 越冬開始時 昭和基地 内規 兼定 
野外における安全行動指針 越冬隊 越冬開始時 昭和基地 内規 樋口 
レスキュー指針 越冬隊 越冬開始時 昭和基地 内規 樋口 
外出制限発令中の気象定常高層気象観測実施に
関する安全対策について 
越冬隊 越冬開始時 昭和基地 内規 久光 
昭和基地周辺のボート等の管理・運用に関する
指針 
越冬隊 越冬開始時 昭和基地 内規 宮本・堤 
- 22 - 








基地周辺地形把握訓練 越冬隊 越冬中 昭和基地 実技 樋口・近藤 





総合防災訓練 越冬隊 越冬中毎月 昭和基地 実技 
宮本・堤・ 
岡山・樋口 
消火訓練とポンプの取り扱い講習 越冬隊 2月 23日 昭和基地 実技 
 
消火器取り扱い講習 越冬隊 2月 24日 昭和基地 
  






昭和基地 実技 岡山 
野外活動訓練 越冬隊 越冬中 昭和基地 実技 樋口・近藤 
遠隔医療電話会議 越冬隊 越冬中毎月 昭和基地 
 
国内と連携 
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Ⅱ. 夏期行動 
1. 夏期行動経過の概要 山内 恭 
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表Ⅱ.1-1 第 52次夏期行動実施計画と結果の概要 
「しらせ」行動概要 
日程 B日程 実施結果 行動 主な観測内容 
2010 年 11 月         
11 月 11日   11 月 11日 「しらせ」晴海出港 
船上観測：電離層長波電波観測、エアロゾ
ル観測、 
          海上重力観測、地磁気観測（全航路） 
11 月 24日   24 日 観測隊成田出発   




11 月 30日   30 日 フリーマントル出港   
2010 年 12 月       
 浅海海洋観測、オーストラリア気象局漂
流ブイ投入 
12 月 5 日   12 月 5 日 南緯 55度通過   
         浅海海洋観測（重点） 




    19 日   海底圧力計設置 
12 月 12日 12 月 20日 12 月 20日 定着氷縁着   
          
12 月 16日 12 月 24日 12 月 23日 昭和基地第 1便、準備空輸   
    〜26日 緊急物資輸送   
    23 日 野外観測支援 
沿岸野外観測：地学、測地、陸上生物、ペ
ンギン調査 
    23〜24 日 S16 ドーム旅行隊送りこみ  定着氷、宙空西オングル 
12 月 23日 1 月 5 日 12 月 31日 昭和基地接岸 
ドーム旅行：ルート上雪氷観測、氷床コア
持帰、 
    1 月 2〜5日 燃料バルク輸送 
 フィルンエアサンプリング、浅層掘削、
天文観測 
    5〜10日 氷上輸送 昭和基地作業：大型大気レーダー建設、 
    1月7日〜2月7日 作業支援（〜2.9） 
 自然エネルギー棟建設、発電機オーバホ
ール 
2011 年 1月   21〜23 日 本格空輸  その他越冬観測・設営の準備・引き継ぎ 
    
14〜19 日；28〜
30 日 
持ち帰り輸送（氷上；空輸）   
      S16 観測・引き継ぎ 
S16：気象、地学、生物、設営、とっつきル
ート引き継ぎ 




2011 年 2月         
2 月 1 日   2 月 1 日 昭和基地越冬交代   










      定着氷縁観測  氷海海洋観測（CTD、ネット等） 
2 月 15 日 2 月 20 日 2 月 18 日 昭和基地最終便   
    24 日    海底圧力計揚収、海底重力観測 
2月18日～20日 2 月 23 日 ー アムンゼン湾/ 防錆  リーセルラルセン山等空撮・調査 




2011 年 3月         
3 月 4 日～6 日 3 月 6 日～7 日 3 月 5〜6日 重点観測 110度線  浅海海洋観測（重点） 
- 25 - 
3 月 8 日～9 日 3 月 9 日 10 日 重点観測 150度線   
3 月 11 日 3 月 11 日 11 日 北上開始（150度線）   
3 月 13 日   13 日 南緯 55度通過  JAMSTEC 漂流ブイ投入 
         浅海海洋観測 
3 月 18 日   18 日 「しらせ」シドニー入港   




3 月 24 日   24 日 「しらせ」シドニー出港   
2011 年 4月         
4 月 10 日   4 月 10 日 「しらせ」帰国（晴海）   




実施結果 行動 観測内容 
2010 年 11 月 2010 年 11 月 
 
  
11 月 12日 11 月 12日 「海鷹丸」豊海出港   
2010 年 12 月 2010 年 12 月 
 
  




12 月 20日 12 月 20日 観測隊員東京（成田）出発   




12 月 24日 12 月 24日 フリーマントル出港   
12 月 29日 12 月 29日 南緯 55度通過（南下）   
    
 
長期係留系観測（CO2センサー、FRRF） 
2011 年 1月 2011 年 1月 
 
有殻翼足類の調査 
1 月 21 日 1 月 21 日 南緯 55度通過（北上）   
1 月 22 日 1 月 22 日 「海鷹丸」ホバート入港   




1 月 25 日 1 月 25 日 観測隊員帰国（成田）   
1 月 27 日 1 月 27 日 「海鷹丸」ホバート出港   
2011 年 3月 2011 年 3月 
 
  
3 月 4 日 3 月 4 日 「海鷹丸」帰国（豊海）   
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図Ⅱ.1-1 夏期間 2010年 12月から 2011 年 2月までの日平均風速と最大風速 
1.1 「しらせ」により昭和基地に向かう隊 
1.1.1 往路 











11 月 30 日、「しらせ」はフリーマントルを出港、船上観測を行いつつ、12 月 5 日に南極圏（南緯
55 度以南）に入った。この間にオーストラリア気象局から依頼された気象観測用ブイを投入した。東






23 日にようやく昭和基地への第 1 便を飛ばすことができ、昭和基地への越冬隊員等の送り込み、準備







































 昭和基地 1,229t（内訳：観測 258t、設営 971t（うち食料 64t、燃料 650t）） 
 船上観測・設営 26t 
 S16 18t 
接岸不能の場合、大型物資・バルク燃料を含め物資の輸送は、空輸及び氷上輸送により可能な限り行
い、輸送量 540t（内訳:基本観測 40t、設営 60t（食料 40tを含む）、燃料 440t）とし、但し、これは
現行の基本観測と生活を維持するために必要な物資のみで、現場の状況判断により輸送量を決定するこ
ととしていた。実際には年内ぎりぎりで接岸がかなったが、天候不順もあって、その後の氷上輸送、空







が予定 1900人日、実質 2300 人日弱と、近年にない多さであった。従って、昭和基地作業支援について
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も、作業量が極めて多いことから、例年の人日を超えた支援をしらせに要請し、また、作業の習熟度や
休日の設定など合理的な対応を検討した。実際、1月 7 日から 2月 7 日まで、6泊 7 日 2期、5 泊 6 日 1





ーのアンテナ基礎掘削機の部品）が行われ、S17での引き取り作業を 2月 3日から 4日にかけて行った。 
第 52次隊の設営計画の概要を表Ⅱ.1.1.3-1にまとめて示した。 
 










   



































通信 ・無線通信回線運用 ・各種通信機器の保守 ・保守部品 
医療 ・医療業務 ・医薬品 ・医療機器 









多目的アンテナ ・大型アンテナおよびレドーム保守 ・保守部品 
インテルサット・LAN ・インテルサット衛星通信の運用・保守 ・保守部品 


















加者 2名、大学院学生 3名、大型大気レーダー技術者 4名、ヘリコプター技術者 2 名はそれぞれ観測活
動に直接参加したので、観測計画の中でその動きは把握されていた。しかし、それ以外の同行者、報道、








第 52次隊越冬隊は、1月下旬に昭和基地の引き継ぎを行い、2月 1日に第 51次隊と越冬を交代した。 
2 月 18 日、「しらせ」は定着氷縁にて第 51 次越冬隊 28 名、第 52 次夏隊 30 名と同行者 18 名を最終








沖での係留系設置 5カ所・回収 2カ所を 2日間で済ませることができた。以後、海洋観測、東経 110 度
線、150度線での重点海洋観測を行いつつ東経 150度線に沿って北上し、3月 13日に南極圏を離脱した。 
3月 18日、「しらせ」はオーストラリアのシドニー港へ入港し、20日、第 51次越冬隊と第 52次夏隊、







































リーチや広報活動に協力することとした。第 52 次隊で派遣された教員 2 名による「南極授業」を夏期
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2. 夏期観測計画 
2.1 重点研究観測 
2.1.1 南極域中層・超高層大気を通して探る地球環境変動 【AJ1】      中村 卓司 






次の支援で現行の全天単色イメージャを撤去した。1 月 28 日-2 月 3 日 全天単色イメージャ(ASI)の設















置の設置・調整および試験観測、初期観測を行う。12 月 24-30 日 緊急品として輸送した冷却受信機系
を光学観測棟内に搬入し、その組み立てを開始した。また、設営の支援の下、光学観測棟内の電源工事、
空調ダクト工事およびミリ波天窓工事を行った。12 月 31 日-1 月 6 日 冷却受信機系の組み上げが終了
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パワー法の観測プログラムを整備し、オゾンの線スペクトルを取得した。視野中に障害物が入らない観
測可能高度角範囲を測定から求めた。また、大気の光学的厚みを測定し、晴天時の 250GHz 帯での光学
的厚みが 0.25 程度であることがわかった。天窓の発泡スチロール材の損失量を測定し、乾燥時は 1%程
度だが、霜や氷の付着時は 4%程度であることがわかった。2 月 11-17 日 2 月 10 日の計画停電に合わせ
て極低温冷凍機を一度暖め、超伝導ミクサと冷却アンプの温度安定化のため真空容器内部のケーブル交
換とアンプへの熱配分の変更を行なった。その後の再立ち上げと動作確認を行い、NO2-オゾン同時観測

















  ○ 南極昭和基地大型大気レーダー観測 AJ1-52_04      堤 雅基・中村 卓司 




る装置である。直径 160mの敷地内に 1045 本の 3素子直交八木アンテナを配置し、47MHz500kWの出力を
有するモノスタティック・コヒーレント・パルスレーダーである。南極域では初の大型大気レーダーと
なる。本レーダー観測について、52 次夏期間には、昨年度 51 次隊でアンテナ面に 200 点分測量位置出
しをした後を受けて 1045 箇所のアンテナおよび分配架の位置出しを行い、掘削機を利用して地面穴を
掘ってアンテナ基礎鋼管 1045 本と分配架基礎鋼管 55 本の計 1100 本の基礎鋼管埋設し、その上に自立
型のアルミ合金アンテナを設置する。1045 本のうち、最低 57 本のアンテナについては、送受信機およ
びケーブルを接続して初期観測を開始する。 12 月 24-30 日 まず迷子沢のレーダーサイトの積雪など
の状況を確認した後、アンテナ基礎ポイント出し作業を行いながら、掘削機で深さ 1m の穴を掘って基
礎鋼管の設置を進めた。30日までに 83本の基礎設置を完了した。12月 31日-1 月 6 日 基礎鋼管の埋設
総数が 140ほどとなった。また過去の観測隊のアンテナの残骸など、不要物撤去を行った。1月 7-13 日 
氷上輸送により新しい掘削機とコンプレッサーが到着して基礎掘削作業を進め、基礎総数は 261本とな
った。また、しらせ支援によりアンテナ 77 本の設置が完了した。1 月 14-20 日 期間後半は天候が悪く
作業効率が上がらなかったが、基礎設置総数は 367となり、全体の 1/3に達した。アンテナ設置数は 222
本となり、全体の 20%を超えた。 1 月 21-27 日 掘削総数は 512 に達し、アンテナ設置数は 360 を越え
た。また 3 群分の 57 アンテナには送受信モジュールを取り付けた。1 月 28 日-2 月 3 日 基礎穴の掘削
総数は 670本に達し、しらせ支援によるアンテナ設置総数も 450本を越えた。並行して、掘削機による
掘削が不可能な地形においてケミカルアンカー式の基礎設置を進めた。2月 4-10 日 基礎掘削数は 899
となり、アンテナ設置数は 618となった。また、送信機とアンテナの間のケーブル接続、支線式アンテ
ナ基礎設置なども合わせて行った。 2 月 11-17 日 アンテナと分配架の当初予定総数 1100 個所のうち、
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行う。ライダー装置は、82cm大型望遠鏡、Nd:YAG Qスイッチ・パルス・レーザー(6W、 2Wの 2台)、受
信分光計および PMT(光電子増倍管)4ch によるデータ取得装置からなる。夏期間の最初に約 2 週間で設
置調整を行い、その後試験観測の後、夜を待って晴天時に観測を行う。12 月 24-30 日 緊急品を光学観
測棟・情報処理棟内に搬入し、設営の支援で光学観測棟内の電源工事・空調ダクト工事を行った。エレ
キ系・PC の動作チェック、およびネットワーク設定を行った。 12 月 31 日-1 月 6 日 光学観測棟床下
の電源ケーブル敷設、光学定盤の精密設置を行い、82cm大型望遠鏡、受信光学系の設置・組み立て・調
整を行った。 1 月 7 日-13 日 82cm 大型望遠鏡、受信光学系の調整が完了し、本格空輸後の全体組み上
げ調整に向けた準備を行った。1月 21-27 日 今回の輸送で最も慎重な扱いが必要であった 2台の YAG レ
ーザーの設置・配線を完了し、動作・性能を確認した。国内試験と同様の性能が示され、輸送中のずれ
等がないことが確認された。システム全体の稼働に向けて、セットアップを継続した。 1月 28 日-2 月
3日 システムの組み立てを完了し、自動観測試験、警報装置の稼働、制御ソフトのバグ出し、光学観測
棟天窓（ライダー用）の設置を行った。また、試験観測を行い高度 4km付近の雲からの散乱を受信して
システムの動作を確認した。 2月 4-10日 送受信系間の光軸調整を行い、2月 4日夜から晴天時夜間(薄
明中）に観測を開始した。5 晩観測し、成層圏・中間圏の温度プロファイルとその時間変化を解析で得
ることができた。2月 11-17 日 さらに 2晩夜間の観測を行い成層圏・中間圏の温度プロファイルのデー
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品後に一度は動作させて見る等の対応も考えられるがそのことにより部品が消耗することも考えられ
るので今後の課題である。 





南極夏期シーズン以降、およそ 3 年に 2 度の頻度で行われている。国際極年 2007-2008 にあたる 2007/08
南極夏期シーズンには昭和基地沖での集中観測が行われた他、オーストラリアやフランスとの国際共同観
測に参画するなど、「海鷹丸」の南大洋での調査・観測活動は世界的にも注目されている。 
今回の観測航海（UM-10-04）は、「海鷹丸」の平成 22（2010）年度遠洋航海（平成 22 年 11 月 12 日～
















氏名 所属・職 担当 
*佐々木 洋 石巻専修大学・教授 AJ-2 
*北出 裕二郎 東京海洋大学海洋科学部・准教授 AP-25 
*橋田 元 情報・システム研究機構国立極地研究所・助教 AJ-2 
平塚 悠治 琉球大学・博士研究員 AJ-2 
本川 正三 創価大学大学院工学研究科・博士後期課程 2年 AJ-2 
秋葉 文弘 石巻専修大学大学院理工学研究科・博士後期課程 1年 AJ-2 
高尾 信太郎 北海道大学大学院環境科学院・博士後期課程 1年 AJ-2 
鈴木 陽大 東北大学大学院農学研究科・博士前期課程 1年 AJ-2 
  桑原ビクター伸一 創価大学大学院工学研究科・准教授 AJ-2 
  甘糟 和男 東京海洋大学海洋科学部・助教 AP-25 
  茂木 正人 東京海洋大学海洋科学部・准教授 AP-25 
  橋濱 史典 東京海洋大学海洋科学部・助教 AP-25 
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表Ⅱ.2.1.2-2「海鷹丸」観測の行動計画。 
日付 項目 
2010年 12 月 20日 東京/成田発 
12月 21日 パース着、フリーマントル港へ移動、「海鷹丸」乗船 
12月 21日～23日 観測機器等の準備 
12月 24日 フリーマントル港出港、航走観測開始 
12月 26日 St.C01着、110°E線の停船観測開始 
12月 30日  St.C05着、重点研究観測集中海域における観測を開始。 ～
 110°E周辺氷縁海域で海洋観測 
2011年 1 月 5 日 St.C16発、重点研究観測集中観測海域を離脱。 
1月 9日  デュモン・デュルビル基地沖着 ～
 140°E線の観測点における観測を開始。 
1月 18日 St.D15発、すべての停船観測を終了。 
1月 22日～1 月 23日 ホバート寄港、観測機器等の片付け 
1月 24日 「海鷹丸」下船、ホバート発、シドニー経由 
1月 25日 東京/成田着 
 











測を継続した。2011 年 1 月 5 日、C16 での観測を最後に重点研究観測集中観測海域を離脱し、デュモン・
デュルビル基地沖に向けて移動した。移動の間、航走観測および有殻翼足類飼育実験を継続した。 
1月 7日以降、低気圧の影響を受け、風速 15～20m/s、うねり 4～5mの荒天中の航行となった。このため
航行速度が十分に得られず、140°E線の観測開始時点では当初予定よりも、やや遅れることとなった。ま
た、1月 9日には 140°E線の南端の観測点 DDUを目指したが、荒天とパックアイスに南進を阻まれ、当該
測点を取止め、北上しつつ D05以北の停船観測を継続した。140°E線の測点では東京海洋大学研究課題の






包を進め、物資の移動および保定作業を 23 日には完了した。24 日に同船を下船し、当初予定通り、25 日
朝に成田空港に到着した。 
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表Ⅱ.2.1.2-3「海鷹丸」観測における隊員等の役割分担。なお、*印は「しらせ」における観測。 
観測設営計画調書 担当隊員 担当同行者 
重点研究観測【AJ-2】のミッション名およびコード 
AJ2-52_01長期係留系観測 佐々木 秋葉 
*AJ2-52_02重点観測点停船観測 小達  
AJ2-52_03植物プランクトンの色素分布 佐々木 本川、高尾 
AJ2-52_04植物プランクトンの生理活性 佐々木 本川、高尾 
AJ2-52_05植物プランクトンの分布 佐々木 本川、高尾、
桑原ビクター 
AJ2-52_06植物プランクトン耐酸性培養実験装置の考案と予備実験 佐々木  
AJ2-52_07表層係留系観測 佐々木、橋田 秋葉 
*AJ2-52_08表層漂流系投入作業 小達  
AJ2-52_09物質循環に及ぼす植物プランクトンの役割 佐々木 本川、高尾 
AJ2-52_10有殻翼足類の分布 佐々木 秋葉 
AJ2-52_11有殻翼足類の耐酸性化実験 佐々木 平塚、秋葉、
鈴木 
AJ2-52_12溶存炭酸物質の時間変化 橋田  
AJ2-52_13溶存炭酸物質の空間分布 橋田  
一般研究観測【AP-25】のミッション名およびコード 




第 1回南極研究観測シンポジウム（2007年 6月 15日）、南極地域観測第Ⅷ期 6か年計画（平成 22年度




がなされ、南極地域観測第Ⅷ期 6 か年計画の第一次案が 2009 年 6 月 19 日に開催された南極地域統合推進
本部総会において決定された。以降、2009 年 7 月 29 日（札幌）、2009 年 11 月 16 日（国立極地研究所）
に研究集会を開催し、主として 6か年計画の前半 3か年の計画詳細を検討した。 
3) 乗船者打合せおよび 国内航海における観測訓練 
2010年 
3月 1日～5日 第 52次観測隊冬期総合訓練（乗鞍高原） 
・佐々木、橋田参加 
3月 28日 サブテーマ 2全体打合せ（東京海洋大学） 
・観測計画について 
3月 30日 UM-10-04航海調整会議（東京海洋大学） 
・東京海洋大学計画とサブテーマ 2計画の調整打合せ 
4月 21日 東京海洋大・国立極地研究所連携協議会運航分科会（東京海洋大学） 
・UM-10-04航海計画について 
5月 14日 第Ⅷ期 6か年計画重点研究観測専門部会（国立極地研究所） 
・第 52次隊観測計画および予算配分案審議 
6月 21日～55 日 第 52次観測隊夏期総合訓練（草津） 
・小達参加 
7月 11日 サブテーマ 2全体打合せ（海鷹丸、豊海ふ頭） 
・シップタイム、採水計画調整 
7月 12日～16 日 海鷹丸 UM-10-02航海（豊海～屋久島） 
・観測装置動作確認（乗船者：佐々木、高尾、鈴木、秋葉、本川） 
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8月 19日 UM-10-04航海調整会議（東京海洋大学） 
・UM-10-04シップタイム等について  
9月 6日～10 日 しらせ訓練航海（稚内～秋田） 
・表層係留系投入訓練（乗船者：小達、橋田） 
9月 15日 第 4回南極研究観測シンポジウム（国立極地研究所） 
・第 52次隊およびそれ以降の観測計画紹介 
10月 11日～16日 海鷹丸 UM-10-03航海（鹿児島～東京） 
・観測装置動作確認（乗船者：橋田、秋葉、鈴木、本川、平塚） 
10月 14日 第Ⅷ期 6か年計画重点研究観測専門部会（国立極地研究所） 
・第 52次観測隊観測計画案 
・第 53次観測隊以降の観測計画および予算要求案について 
11月 5日 UM-10-04乗船者全体打合せ（海鷹丸、豊海ふ頭） 
・観測物資積込み 
・海鷹丸への観測概要紹介と観測打ち合わせ 















定、水深、水温計の設定を行うトラップ設置水深に 3 台、海底直上約 40m付近に北大低温研所有の TD計を
1台設置した。これらの作業は 12月 31日にすべて終了した。 
2) 投入作業 
12月 31 日 18:12、59°32.5’S、 113°34.5’Eにおいて係留系の投入開始。最浅層のフロートから順に
投入し、中層フロートやセディメントトラップを表層に長く浮かべながら最後に錘を 19:08 に投入する。
錘投入後にトランスデューサー海中に投入し、系の沈降確認、距離を測定する。南に約 1 マイル航走後再
度距離測定。係留系の設置位置は、59°59.9’S、 109°58.1’E、水深約 4400m。 
3) 測定項目 
深層係留系に設置した 3台のセディメントトラップ（水深約 500m、約 1500m、約 3000m）を用いて粒状物
質の沈降量を 1年間にわたって経時的に測定する。分析項目は POC、 PON、 PIC、 有殻翼足類などである。
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1)しらせ往路 





12月 6日：測点 AJ2(59.600°S 110.001°E)、「しらせ」L05、「海鷹丸」St.C06と同一測点。 
観測項目は AJ1と同じ。 
12月 6日～7 日：測点 AJ3(62.002°S 110.013°E)、「海鷹丸」St.C07と同一測点。 
観測項目は AJ1と同じ。 
2)しらせ復路 
3月 5日：測点 AJ1’(58.230°S 110.000°E) 
観測項目は AJ1と同じ。 
3月 6日：測点 AJ2’(59.572°S 110.014°E) 
観測項目は AJ1と同じ。 
3月 7日：測点 AJ3’(61.591°S 110.017°E) 
観測項目は AJ1と同じ。 








にするため、次の観測を東経 110度の観測線上 7点（C01、C02、C03、C04、C05、C06、C10）、東経 140度
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測線上 7点（C01、C02、C03、C04、C05、C06、C10）、140°Eの観測線上 4点（D07、D10、D12、D14）、及
び観測点 D15 である。 
・光吸収と光束消散係数の鉛直観測 
光吸収－光束消散係数計（Twin ac-9、WETLabs製）を用いて、深度 100mまでの鉛直観測を行った。 
・植物プランクトンのサイズ別光学特性観測のための採水 
CTD（Falmouth Scientific, Inc.）に取り付けたニスキン採水器（20L）を用いて行った。採水深度は、
深度 3m と、海表面を 100%とした相対照度が、10 と 1%となる深度とした。相対照度深度は、CTD に取り付












東経 110度の観測線上 7点（C01、C02、C03、C04、C05、C06、C10）において、表層（0-100mの 7層：100、
75、50、25、20、10、0m）において採水し、濾過処理後、Turner Design蛍光光度計にて分析した。 
・計数用試料海水採取 
110°E の観測線上 7 点（C01、C02、C03、C04、C05、C06、C10）、140°E の観測線上 4 点（D07、D10、
D12、D14）、及び観測点 D15 において、表層（0-100m の 7 層：100、75、50、25、20、10、0m）の試料を
500mLをホルマリン固定した。帰国後、走査型電子顕微鏡を用いて種組成と細胞密度測定を実施する。 
【問題点と課題】 











  セディメントトラップ、CTD 
2) 「しらせ」における投入作業 
12月 4日 17:00 起動 




（08:00、 12:00、 16:00、 20:00JST）に毎時の位置情報を FAXで国内から海鷹丸に送信した。 
4) 「海鷹丸」による回収作業 
観測点 C05終了後に 110°E 線を離れ、回収予定地点に移動開始。 
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12月 31日 














2010年 12月 28日から 2011年 1月 5日にかけて、重点研究観測集中観測海域（50°S以南, 110°E付近）
の観測点（C03、C04、C05、C06、C07、C08、C09、C10、C11、KY1、C12、C13、C18、C17、a01、a02、C16）









炭素ボンベから送気される純 CO2ガスの 2 種類のガスを、ガス混合装置のマスフロコントローラーで流量調
整した上で混合し、CO2濃度 1000〜1030ppm のガスを作成した。なお、実際に作成したガスの CO2濃度は、
ガスアナライザーで定期的にモニターし、状況に応じてマスフロコントローラーの流量を微調整した。 
3) Limacina helicinaの貝殻成長速度の測定および CO2濃度制御下における成長実験 
観測点（C07、C08、C10、C13、C17、KY）において採集された有殻翼足類 Limacina helicina Antarctica 
を飼育実験に使用した。染色処理の後、アクリル円形飼育水槽と 1L ポリカーボネイトボトルに入れ 1～2
週間の飼育を行った。飼育後、翼足類はフリーザーにて冷凍保存した。 
観測点 (D10、D12) において採集された有殻翼足類 Limacina helicina antarctica と Limacina 
retroversa australisを飼育実験に使用した。染色処理後、CO2濃度を大気平衡（コントロール）と 1000 ppm




検討する。同時に SEM (走査型電子顕微鏡) を用いて貝殻構造についても検討する。 
4) 酸性化海水環境が有殻翼足類に与える影響評価 
 観測点 D09 において採集された有殻翼足類 Limacina helicina antarctica を用い、pH を低下させた海
水化で飼育実験を行った。4槽の円盤水槽に CO2濃度が 380ppmと 1000ppmの CO2ガスをそれぞれ 2 槽ずつバ
































110μmと 330μm、水深 150m からの鉛直曳き）は全 23測点、ガマ口ネット（口径 60cm、目合 100μm、0-50, 
















・標準ガス（それぞれ 200、 266、 320、 400ppmv）で 6 時間毎に校正 
・6時間おきに大気中 CO2濃度を測定 
ブリッジ直上に設置された大気の取入れ口からダイアフラムポンプを用いて大気を採集。30分間連続






・CTD に取付けたニスキン採水器（2.5L）によって各深度の試料海水を SIBATA 社製 250 ml 摺り合わせ















2.1.2.12 表層漂流系観測【AJ2-52_4】 小達 恒夫 
【概要・経過】 
12 月 6 日：測点 AJ1 実施（CTD、ノルパックネット）、測点 AJ2（L05 と同一点）実施（CTD、ノルパ
ックネット）、表層係留系投入。 
12月 7日：測点 AJ3実施（CTD、ノルパックネット） 
採水試料については 6. 観測データ・採取試料一覧を参照。 
【問題点と課題】 
特になし。  
2.1.3 氷期—間氷期サイクルから見た現在と将来の地球環境【AJ3】  本山 秀明 
○ 第 52次夏期内陸ドーム旅行 AJ3-52_02     本山 秀明・倉元 隆之・新堀 邦夫 
○ 南極氷床コア分析と気候モデリングに基づく氷期・間氷期の気候変動メカニズムの解明 AAO-2-52_01 
 小端 拓郎 
○ 内陸旅行ルート上での埋設深を違えた雪尺による南極氷床表面質量収支測定精度の検証および無人気
象観測装置の保守点検 AAD-52_08 日下 稜 
【概要】 
12月 23日と 24日にヘリオペにて「しらせ」及び「昭和基地」から人員、物資を S16へ空輸した。10
フィートコンテナと同等の大きさである天文観測用の観測モジュールと発電モジュール及び大型橇 2台
分の部材はスリングで空輸した。これらの組み立てや物資の荷受けなどのため合計 8名の観測隊員の支
援を受けた。出発準備を行ったのち 12月 26日に S16を出発した。内陸旅行隊員 10 名、SM100型雪上車
4 台と観測・設営物資や燃料ドラムを積んだ多量の橇を牽引し、ルート沿いの観測を実施しながらドー
ムふじ基地へ向かった。51 次越冬隊によって車輛、橇の準備、燃料の橇積みと 51 次隊みずほ旅行にて
みずほ基地へ燃料橇 8台をデポしてあったので、出発準備は速やかに行うことができた。途中みずほ基
地から中継拠点までは昨年作成した悪路を避けたルートを走行した。ドームふじ基地には 1 月 12 日に
到着した。ここで 18 日間滞在し、深層掘削孔の検層観測、浅層掘削、フィルンエアーサンプリング、
40cm望遠鏡による観測、発電モジュールを電源とする通年の無人天文観測、無人観測装置のメンテなど








床深層コアなど冷凍試料 295箱の「しらせ」持ち帰り空輸を 2月 12日に行った。S16にて雪上車やそり
の整理、持ち帰り物資及び残置物資の整理後、2月 14 日からヘリオペのスタンバイとなったが、天候が
安定しなく、2月 15日に人員のみ「昭和基地」及び「しらせ」へピックアップされた。結局 S16 の物資
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【経過】 
1）気水圏        
ア）表面積雪サンプリング                  本山 秀明・倉元 隆之 
・ルート沿い 10km毎サンプリング              
気水圏変動モニタリング研究観測 「氷床動態観測」の観測項目である。S16 からドームふじへの往




宇宙塵研究用に 20 箱、一般化学成分分析用に 10 箱をドームふじ基地から南西に約 4km 離れた地点に




イ) 積雪ピット観測 本山 秀明・倉元 隆之 
・ 2.2mピット                                       





地の風上で行った。試料採取地点は H224、NMD142、MD476、浅層掘削地点、MD580、MD28 の 6 地点であ
る。層位の観察、雪温の測定を実施し、積雪試料を深度 3cm 間隔で PP 容器に採取した。それぞれの観
測地点と観測日、観測深度は、以下の通りである。H224：2010 年 12 月 27 日、102 cm、NMD142：2011
年 1 月 1 日、66 cm、MD476：1 月 8 日、99 cm、浅層掘削地点：1 月 20 日、150 cm、MD580：1 月 30 日、
102 cm、MD28：2 月 6 日、81cm。採取した積雪試料は融解せずに全て S30 からしらせに空輸し、冷凍コ
ンテナに積載した。 
 
ウ) 雪尺観測 本山 秀明・倉元 隆之 
 気水圏変動モニタリング研究観測 「氷床動態観測」の観測項目である。往路に昨年作成したみず
ほ基地から中継拠点までの新規ルートである NMDルート、帰路にドームふじから S16までの MD, Z, H, S
ルートにある 2km毎の雪尺を測定した。また往路に S16, H68, H180, S122, Z40, ドームふじ基地の 36
本雪尺網、みずほ基地の 101本雪尺列、MD364, MD560, DF80の 50本雪尺列、帰路に MD180の 50 本雪尺
列観測を行った。 
 
エ) GPSによる走行データ収集 小端 拓郎・倉元 隆之 
GPS による走行データ収集のために、PC ベースの GPS ナビゲーションシステムを雪上車に設置し使用
した。主にハンディタイプの GPSをナビゲーションとして使用し、PCベースのシステムは、その補助と
しても使用した。S16 における各車（SM112、SM114、SM115、SM116）への設置作業は、2010 年 12 月 24
日および 25日に行った。設置した 2つのシステムの構成は次のとおり。 
・GPSコンパス （SM112、SM115、SM116）–GPSアンテナ – アンテナケーブル– Vector sensor (SM115
のみ VS100)– シリアルケーブル – Tough book  (ノートタイプ PC) – PocketMax/Fugawi (設定ソフト
ウェアおよびナビゲーションソフトウェア) 
・GPSセンサ（SM114）–GPS18x USB – USBケーブル – Tough book – Spanner/Fugawi 
今回の旅行では、S16からみずほ基地、MD364（中継拠点）を経由して、ドームふじ基地、浅層掘削地
点まで雪上車で走行した。みずほ基地から MD364 までの間は、往路は NMD ルート、復路は MD ルートを
走行した。データは、雪上車の走行中に収集しており、朝のキャンプ地出発から夜のキャンプ地に到着
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までを対象とした。ドームふじに滞在期間および停滞期間は、データの収集を行っていない。収集した




ータ(NMEA)を取得した。それを仮想ポート(COM3 等)で Fugawi に送り、データの表示と記録を行うシス
テムであったが、2010 年 12 月 28 日から Spanner と Fugawi の接続がうまくいかず、データ取得が断続
的となった。その後データ記録はできないが、位置情報等は GPS と Fugawi を直接接続することで取得
できることが判明したため、2011年 1月 9日以降のデータ取得は行わず、位置表示のみに用いた。他の





オ) GPSによる氷床表面地形観測                     本山 秀明 








気温，風向・風速の雪面からのセンサー高を 1cm 単位で測定した。みずほ基地は 12 月 30 日、中継拠







だ 2台と交換。Argos-AWSプログラムの更新を 1月 18日に行った。 
・中継拠点の無人気象観測装置（Argos）のプログラム更新 
測定要素：気温，気圧，風向，風速、湿度、氷床表面の高さ変化 
使用測器名：米国ウィスコンシン大学開発のシステム(Argos) 。Argos-AWSプログラムの更新を 1月 7
日に行った。 
 






ク) 雪上車の姿勢及び加速度計測                                          日下 稜 
本研究はドーム旅行の往復，移動中に計測を行った。測定項目は雪上車 SM112 の 3 軸加速度および食
料橇の 3軸加速度である。計画当初はジャイロセンサーを用いて雪上車の角加速度も計測する予定であ
ったが，計器故障のため加速度のみの測定となった。橇の加速度については，加速度計が-30℃程度で





度計は 1 回の収録で記録できるサンプル数が限られていて、100Hz で収録した場合半日程度で測定が終
了してしまうことが主な理由である。 
 
ケ) 内陸旅行ルート上での埋設深を違えた雪尺による南極氷床表面質量収支測定精度の検証 日下 稜 
ドームふじ、H240、H68の 3ヶ所にて雪尺の設置を行った。雪尺には、ルート雪尺に用いる長さ 250cm、
直径 3cm 程度の竹ざおを利用した。設置箇所は行程の関係で減らしたが、1 ヶ所当たりの雪尺設置本数
を増やすこととした。設置本数はそれぞれ、ドームふじで 8本、H240および H68 で 4本である。設置方















                                                                        
・浅層掘削               本山 秀明・新堀 邦夫・倉元 隆之・日下 稜 
1 月 19 日から 1 月 26 日の日程でドームふじ基地から 7km 南の南緯 77 度 22.4 分、東経 39 度 39.4 分
の地点に移動して浅層掘削を実施した。浅層掘削は 8.9m まではコア回収率が 8 割と悪かった。それか
らは 96mまで順調に行うことができたが、フィルンエアサンプリングのときにケーブル縛り紐が落ちた
らしく、その回収に手こずった。そのため時間なくなり、掘削深 113mで終了した（コア深度は 112.61m）。
浅層コアサンプルは中型ダンボールで 38 梱になり、冷凍状態で国内に持ち帰る。 
 
・フィルンエアーサンプリング                                    小端 拓郎 
現在のドームふじ基地周辺は吹きだまりの効果で、表面の状態などが自然の状態でないため、氷床浅
層掘削・フィルンエアーサンプリング地点を、ドームふじ基地から南に約 10 km 程度離れた地点（77°
22’，39°39’）に設定し、氷床浅層コア掘削孔でフィルンエアーの採取を行った。今回新しく製作し
たサンプリング装置は、加圧及び排気用ボックス、サンプリングボックス、サンプリングヘッド、チュ
ーブ、ガラスフラスコ等から構成されている。装置の組立ておよび試験は 2010 年 1 月 19 日に行った。
また、地上大気と深度 10.51 mのサンプリングを 1月 20 日、深度 20.28 mと、33.17mでサンプリング
を 1月 21日、深度 52.07 mと 63.25mのサンプリングを 1月 22日、深度 81.08 mと 91.97mのサンプリ
ングを 1月 23 日、深度 96.05 mのサンプリングを 1月 24 日、最後に地上大気のサンプリングを 1 月 25
日に行った。最終的な確定深度は、後の報告を参照。サンプル数は、52.07mで 1 サンプルである以外は
各深度 3 サンプル採取した。大気サンプルは、トータル 15 個のサンプルを採取した。当初の予定であ
った 15－20 深度のサンプリングは日程が短く行えなかったが、開発したサンプル手法ははほぼ、計画
通り実行することができた。 
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・ 浅層掘削孔温度プロファイル                       小端 拓郎 





112ｍまで 7深度の温度測定を行い、センサーを引き上げる際には 21 深度での測定を行った。上げる時
と、下げる際の同じ深さにおける温度はよく一致していた。引き上げる際、61m 付近でコードの表面が
割れてしまったが、テープで補修後問題なく最後まで温度測定ができた。 
                                                
・氷床コア回収 倉元 隆之・本山 秀明 





帰る作業を行った。持ち帰りコアの内訳は、51 次隊で回収した 600m 台の続きから 1400m 台（14-106）
まで 194梱、持ち帰りのリクエストがあった 2000～2110m（20-003～21-029）22梱であり、すべて中ダ
ンに梱包されている。なお、今回の作業後、ドームふじ基地雪洞内に残っている第 2 期氷床コアは 172
梱である。 
回収した氷床コアは、2t橇 6台へ積み込みを行った。各橇に古布団、大判のビニルシートの順に敷き、
その上に 2 段積みで中ダン 36 個の氷床コアを載せた。大判のビニルシートで氷床コアを包み、前後左
右にできた隙間と上部に雪をのせて包み込んだ。氷床コアが外気温や日射の影響で暖まることがないよ
うに、さらに上から銀シートで覆い、ラッシングして橇積みを完成させた。ドームふじから S30まで橇
で輸送した後、S30 からしらせに空輸、しらせに到着後、直ちに 2 台の冷凍コンテナ(-28 度設定)に積
載した。 
 
2) 天文  「金星の赤外線観測と越冬用天文観測装置の設営」   高遠 徳尚・沖田 博文 
2.2.1 南極からの赤外線・テラヘルツ天文学の開拓【AP1】 
○ 金星の赤外線観測と越冬用天文観測装置の設営 AP1-52_01にて報告 
 
3）宙空                                    倉元 隆之 
52 次ドーム旅行隊への宙空無人磁力計関係の作業依頼項目は、往路の MD364 (中継拠点) およびドー
ムふじ基地でのメモリーカードの交換作業である。 





いて昭和基地へのヘリオペが実施されなかった。そのため、S16 に止めている SM116 の車内に残置する
こととなった。なお、S16（SM116 車内）に残置したことは、宙空の 52 次越冬隊員である有田隊員にメ
ール連絡し、越冬中のオペレーションで回収してもらうことを確認した。 
 
4）気象観測                                 日下 稜・本山 秀明 
 観測は内陸旅行の全期間で 1 日 3 回行った。途中、Kestrel 気象計の三脚の脚が取れるトラブルが
あったが、コンパクトカメラ用の三脚で代用した。また、1月 13日には Kestrel 気象計のプロペラが破
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損したが、これは予備品と交換した。その他は特にトラブルも無く観測することが出来た。Kestrel 気
象計は操作も簡単で計測に時間がかからない為非常に便利である。また、54日間、1 日 3回計測したが、































- 50 - 
2.2 一般研究観測 
2.2.1 南極からの赤外線・テラヘルツ天文学の開拓【AP1】  
○ 金星の赤外線観測と越冬用天文観測装置の設営 AP1-52_01  高遠 徳尚 















は問題なく順調に稼動した。また東北大全天カメラを 40cm望遠鏡の近くに設置し 1月 15日～28日のサ
イト及び雲の様子を記録した。 
16m気象タワーは 1月 18日に設置し、1月 24日より気温、CT
2の連続測定を開始した。 
無人発電モジュール（PLATO-F）の設置ではいくつかの問題は発生したが、すべて解決して 1 月 26 日









TwinCam、 HRCAM2、 Snodar、16m気象タワーの測器は PLATO-Fから電源供給されており、54次隊が来
訪するまでの 2年間、無人で運用される予定である。装置モジュール屋上には 4台の Webカメラが設置
されており、通年でサイトの情況をモニタできるようになっている。40cm望遠鏡及び東北大全天カメラ

















2.2.2 太陽風エネルギーの磁気圏流入と電離圏応答の南北共役性の研究【AP3】   有田 真 
○ SuperDARN短波レーダー観測 AP3-52_01 有田 真 
【概要・経過】 









○ 無人磁力計（沿岸）AP3-52_03 有田 真 
【概要・経過】 




















○ 無人磁力計（内陸）AP3-52_07  有田 真 
【概要・経過】 
H68(1月 12日)、中継拠点(1月 7日)、ドームふじ(1月 18 日)に設置された無人磁力計の保守作業を行
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磁力計は、現地収録型である。この保守はドームふじ旅行隊が行った。CF カードを交換し、データを回
収し観測装置の正常な起動を確認した。回収した CF カードは、S16 から昭和基地へのヘリによる観測物
資輸送が行えなかったため 2011年 3月現在 S16に残置してある状態である。 
【問題点・課題】 
H68は CFカードの交換によりデータの伝送再開を行うことができなかった。再起動に使用した CF カー
ドは持ち帰っており、このログ解析等によりデータ伝送が再開できなかった原因の究明が必要である。 
2.2.3 係留系による、未知の南極底層水と海氷生産量・厚さの直接観測【AP5】 小野 数也 
○ 係留系による、未知の南極底層水と海氷生産量・厚さの直接観測 AP5-52_01  
小野 数也・深町 康・尾関 俊浩 
【概要・経過】 
ケープ・ダンレー沖の 5点において、2011年 2 月 27日の 1日間で、超音波流速プロファイラー・流速
計・水温塩分計・水温計・切離装置を取り付けた係留系を設置した。係留点付近では海洋観測及び海底
地形調査も行った。設置した係留系は 2 年後の 54次隊で回収予定。 
  N5 06:55 設置作業開始 07:32 シンカー投入 
  N4 10:39 設置作業開始 11:12 シンカー投入 
  N3 12:37 設置作業開始 13:09 シンカー投入 
  N2 14:17 設置作業開始 14:36 シンカー投入 


















2.2.4 南大洋インド洋区の海氷分布と海洋物理環境の観測【AP6】  尾関 俊浩 
○ しらせ航路上の海氷・海洋物理観測 AP6-52_01    尾関 俊浩・小野 数也・深町 康 
【概要・経過】 













氷ハンモックアイス帯、一年氷帯、多年氷帯のデータを取得した。途中 12 月 21 日にラミングで大きく
割れた氷盤とセンサが接触し、レーザ距離計の光軸がずれたが 12 月 22 日に修復した。またセンサ保護
木枠が一部破損した。2 月 14 日ブリザードの来襲に備えてセンサの巻き上げと観測装置の固縛防水作業





の流氷域全てで実施した。定着氷域では 4 名～12 名でワッチを組み、氷厚、積雪深等を 1 時間毎に観測
した。復路でも 5 名でワッチを組み、上記と同じ項目について定着氷域から流氷縁まで 1 時間毎に観測
した。  
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3．航海中の各種データ取得 
往路・復路を通じて、表層の海洋循環を把握するため、船底搭載 ADCP による観測を実施した。また、
東経 110 度の航路上においては表層の水温・塩分分布を把握するため、1 度毎の XCTD 観測も実施した。













○ 昭和基地付近定着氷の観測 AP6-52_02  尾関 俊浩・小野 数也・深町 康 
【概要・経過】 






ームの撤収が必要となることから、往路の氷上キャリブレーションは 12 月 28 日に弁天島沖において実
施された。氷厚センサ直下の 6カ所でドリリングにより氷厚を計測し、1カ所で海氷コアを採取した。ま
た、復路では 2月 6日に昭和基地接岸地点で氷上キャリブレーションを行った。氷厚センサ直下の 10カ
所でドリリングにより氷厚を計測し、1カ所で海氷コアを採取した。 
2．定着氷でのソリ牽引型氷厚観測システム（アイスワーム）による観測 













2.2.5 南極オゾンホールに関連した成層圏大気微量成分の観測【AP7】  木名瀬 健 
○ 53次の FTIR観測のためのテスト観測 AP7-52_01 木名瀬 健 
【概要・経過】 
高分解能赤外分光計（FTIR）の試験調整として HBR セルによる測定（2/7）および実大気での
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本観測（2/8 2Mまで、2/10 5Mまで）を実施した。 
【問題点・課題】 
・MCTセンサーがぐらついている。手で触ると Amlitude の値が大きく変化する。 
・Amplitudeの値が一定以上大きくなると（たとえば 7L であれば 1500 以上）マイナスの値を出力する。 
・サントラッカーより室内に入る光の位置が測器に対して大きくずれている。晴れた日に時間を見つけ
て光軸の調整を行う必要がある。 
2.2.6 エアロゾルから見た南大洋・氷縁域の物質循環過程【AP11】  村山 利幸・木名瀬 健 
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○ エアロゾルから見た南大洋・氷縁域の物質循環過程—船上観測—昭和基地観測 AP11-52_01W  木名瀬 健 
【概要・経過】 
・ エサロメータによる BC重量濃度の測定：新しく持ち込んだエサロメータ（Aethalometer）を 12 月















2.2.7 中期的気候変化に対するアデリーペンギンの生態応答の解明【AP12】  高橋 晃周 
○  ペンギン行動生態調査 AP12-52_02, ペンギン繁殖状況調査 AP12-52_03 高橋 晃周・渡辺 佑基 
【概要・経過】 
2010年 12 月 23日から 2011 年 2月 7日までラングホブデ袋浦に 47日間滞在し、アデリーペンギンの
行動生態調査、繁殖状況調査を行った。また 2 月 12 日に袋浦の繁殖地で、12 月 27 日、1 月 6 日、1 月
21日、2月 4 日、2月 13日にラングホブデ水くぐり浦の繁殖地で、繁殖状況の調査を日帰りで行った。


















による装着を JAREで行うのは初めてであったため、1月 4 日にまず 2個体に取り付け、17日後に再捕獲
して足に擦り傷などの問題がないことを確認した上で、1 月 25 日〜31 日の間に残り 18 個体への装着を
行った。2月 1 日〜12日の間に再捕獲して足環の状態を確認したところ、3個体の足に足環があたってで
きた擦り傷が見られたため、これらの個体については足環をとりはずして回収した。残り 17個体につい





から 108羽の雛がふ化したが、雛数は 68 羽(1/1)、46羽(1/15)、37羽(1/31)、26羽(2/12)と繁殖初期の
うちに繁殖に失敗する巣が多かった。雛の体重計測は 12 月 29日－2 月 3日まで計 8回、28羽〜18羽（雛
の死亡により後半はサンプル数が減少）に対して行った。 
水くぐり浦の繁殖地においても計 5 回の営巣数および雛数のカウントを実施した。水くぐり浦でも営
巣数は 170巣(12/27)〜95巣(1/6)、雛数は 48羽(1/21)、44 羽(2/4)、27羽(2/13)と例年より少なかった。 
観測隊ヘリを使った海氷状況センサスの際にルンパ（1/25写真を後日解析）、シガーレン（1/25 雛 0
羽）、ひさご島(1/25 雛 4 羽)の繁殖地の状況を空撮によって確認した。また他の野外パーティーから聞




















2.2.8 変動環境下における南極陸上生態系の多様性と物質循環【AP13】 長沼 毅 
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2.2.9 プランクトン群集組成の変動と環境変動との関係に関する研究【AP25】  北出 裕二郎 
日本南極地域観測隊では、第 7 次隊の観測再開より定常観測として海洋物理・化学観測および海洋生物
観測が実施されてきた（海洋生物観測は第 38 次隊よりモニタリング研究観測となっている）。特に、110°
E 線に沿った観測データは 40 年以上にわたり蓄積されており、南大洋の海洋環境変動を解析する上で貴重
なものとなっている。しかしながら、第 51 次隊より就航した新「しらせ」においては、航走しながらの表
層連続観測および浅層における各層観測は実施するが、これまで行われてきた表層から底層の停船の全層




具体的には、110°E 線の観測点 40°S（C01）、45°S（C02）、50°S（C03）、55°S（C04）および 60°
S（C06）、140°E 線の、50°S（D15）、55°S（D14）、60°S（D12）、62°30’S（D10）および 65°S（D07）
の計 10 観測点を設定し、海底付近までの CTD 観測、栄養塩の測定、NORPAC（ノルパック）ネットでのプ
ランクトン採集を行った。ただし、観測点 D15 は航走時間短縮のため、予定していた地点から西への変更
を余儀なくされた（50°S、143°40’E）。また、同様の理由で、D14 と D15 の CTD は深度 1000 m までの
キャストに変更された。 
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1) Hydrography 観測 
南大洋インド洋セクター東部の 110°Eと 140 °Eに沿った海洋環境をモニタリングするため、カローセ
ルマルチサンプラーを搭載した CTD（Sea-Bird 社 SBE911 Plus と SBE43）による観測を実施した。CTD フ
レームには LADCP（RDI 社 300kHz）が取り付けられており、流速の鉛直プロファイルが計測されるシステ
ムになっている。本課題に関する測点は、図Ⅱ.1.2.-1の C01、C02、 C03、 C04、 C06、 D07、 D10、 D12、 
D14、 D15 の 10 地点である。海面から海底直上までの水温・塩分・溶存酸素の鉛直分布が得られた。ただ





D12、D14、D15 の 計 10測点において NORPACネット (口径 0.45 m、目合 100μmおよび 330μm) による観
測を実施した。採集は深度 150～0 mの鉛直曳きを行った。ネットには濾水計 (離合社) を取り付け、濾水










2.2.10 極限環境下における南極観測隊員の医学的研究【AP14】           兼定 博彦・青山 貴子 




















影響を調査した。              
事前に調査内容を説明し、同意の得られた 26名を対象として、無作為に試験食のオルニチン(400mg) 
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1日 1回、4週間経口摂取する群と摂取しない群の 2群に分け、以下のアンケートおよび血液検査を実
施した。アンケートとして、POMS、VAS、OSA睡眠調査票を使用した。それらを南極出発前、南極到着後 















○ 破傷風菌調査 AP14-52_02 青山 貴子 
【概要・経過】 
野外調査チーム（陸上生物、ペンギン、地圏、地質）に行動範囲内での土壌サンプル採取を依頼した。





○ 酸化ストレス調査 AP14-52_07 青山 貴子 
【概要・経過】 
しらせ船内において、2010 年 12月 7日より 12月 14日にかけ、25人より血液を採取し酸化ストレス
の指標である d-ROMおよび BAP値を測定した。 
【問題点・課題】 
とくになし 
2.2.11 東南極地殻形成過程の地質学的岩石学的精密解析【AP23】 角替 敏昭 
○ 東南極地殻形成過程の地質学的岩石学的精密解析 AP23-52_01 角替 敏昭・宮本 知治・Daniel Dunkley 
○ 地殻深部における部分融解メルトの挙動と異種岩石間の相互作用に関する岩石学的研究 AAD-52_07 
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動メカニズムを解明する。以上の 5 つの主要テーマに沿って、地質隊員 4 名は平成 22 年 12 月 23 日か
ら平成 23年 2 月 18日までの約 2ヶ月間、しらせヘリおよび観測隊ヘリを用いて、地質調査および岩石
試料の採集を行った。調査範囲は表Ⅱ.2.2.11-1 に示すように、プリンスオラフ海岸からプリンスハラ
ルド海岸までの広範囲の地域に及んだ。調査は第 1期（スカレビークスハルセン周辺）、第 2 期（宗谷
海岸南部〜プリンスハラルド海岸）、第 3期（プリンスオラフ海岸）、第 4期（ラングホブデ）の 4ス
テージに分けて行った。以下にそれぞれのステージの調査概要と経過を示す。 
 
表 II.2.2.11-1 地質隊調査地域一覧 
番号 露岩名 期間 参加者 
1 スカレビークスハルセン 2010.12.23 - 2011.1.10 角替、宮本、Dunkley、加藤 
2 ヒューカ* 2010/12/29 宮本、Dunkley 
3 テーレン* 2010/12/30 角替、宮本、Dunkley 
4 すだれ岩* 2011.1.5, 2011.1.10 角替、宮本、Dunkley 
5 スカーレン* 2011/1/6 Dunkley、加藤 
6 ベルオッデン* 2011/1/8 宮本、Dunkley 
7 からめて岬** 2011/1/12 角替、宮本、Dunkley 
8 アウストホブデ 2011.1.14 - 2011.1.17 角替、宮本、Dunkley、加藤、樋口（52次 FA） 
9 ルンドボークスヘッタ 2011.1.17 - 2011.1.28 角替、宮本、Dunkley、加藤 





12 インホブデ** 2011/2/2 角替、宮本、Dunkley、宙空隊員等 5名 
13 西オングル* 2011/2/6 角替、宮本、Dunkley、加藤 
14 東オングル* 2011/2/6 角替、宮本、Dunkley、加藤 
15 かすみ岩 2011.2.7-2011.2.9 角替、加藤 
16 二番岩 2011.2.7-2011.2.9 宮本、Dunkley 
17 天文台岩 2011.2.9-2011.2.12 角替、宮本、Dunkley、加藤 
18 明るい岬 2011.2.12-2011.2.14 角替、加藤 
19 奥岩 2011.2.12-2011.2.14 宮本、Dunkley 
20 たま岬*** 2011/2/14 角替、宮本、Dunkley、加藤 
21 ラングホブデ（雪鳥沢） 2011.2.14-2011.2.18 角替、宮本、Dunkley、加藤、森岡（52次同行者）、 
   
秋本（52次同行者）、 
















ボークスヘッタへ移動して 28 日まで調査を行った。この間、24 日には観測隊ヘリにてベスレクナウセ
ンの日帰り調査を行った。28日にはしらせヘリでのボツンヌーテンへの移動を試みたが、視界不良のた
め途中で引き返し、物資と人員はしらせに戻った。2 日後の 30 日に再びボツンヌーテンを目指したが、




した。帰艦後、しらせヘリを用いたラングホブデ水くぐり浦周辺の調査を行った。2 月 2 日にインホブ
デに再チャレンジし、ようやく到達して地質調査と試料採集を行った。その後、6 日には観測隊ヘリを
用いて西オングル島と東オングル島の日帰り調査を行った。 
第 3 期：このステージはプリンスオラフ海岸へ進出した。まず、2 月 7 日にしらせヘリにて二番岩に
2 名、かすみ岩に 2 名を投入し、今回のオペレーションで初めて、2 つのパーティーによる別々の調査
を行った。幸いにも天候は安定しており、大きなトラブルもなく、9日に天文台岩で合流した。その後、















・2 月 16 日午後 17 時 30 分頃、 ラングホブデ南部の地質調査から雪鳥沢小屋への帰還中、隊員 1 名が
強風に煽られて岩の間に落ちた際、左下腿を負傷した。その後、調査に同行していた隊員に支えられ















2.2.12 南極域の固体地球振動特性と不均質構造・ダイナミクスの解明【AP17】 上田 淳一 






























 ・2010/12/23～12/24 ルンドボークスヘッタ 
 ・2010/12/24～12/28 スカルブスネスきざはし浜 
  ・2010/12/30        昭和基地（重力計室付近） 
 ・2011/1/2～1/5     ラングホブデ雪鳥沢 
 ・2011/1/7～1/9     パッダ 
 ・2011/1/9          かなめ島 
 ・2011/1/12         からめて岬（北二つ岩） 
  ・2011/1/14～1/17   スカーレン大池 
  ・2011/1/21         ラングホブデざくろ池 
  ・2011/1/25         西オングル島大池 
  ・2011/1/29～1/31   S16 
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2.3 モニタリング観測 
2.3.1 宙空圏変動のモニタリング【AMU】 町屋 広和 





















○ 地磁気観測 AMU4-52_01 有田 真 
【概要・経過】 






2.3.2 気水圏変動のモニタリング【AMP】 木名瀬 健 










3056), 1/10(3057), 5日 2:43(#4001)、東大フロン分析用サンプリング：1/30(TS144,T910), 2/5(T1000, 
T913, TS179), 2/10(T1002, TS191)、NOAA 温室効果期待分析用サンプリング：1/6 22:25(#4759-99，
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#4760-99)、極地研大容量サンプリング：4日 01:13～7:22(10.0MPa)。CO2炭素同位体比分析用二酸化炭




○ 大気微量成分観測（エアロゾルの粒径分布の観測）AMP3-52 木名瀬 健 
【概要・経過】 
12月 28日、第 52次持ち込みの TD100, CPC3010, KC01Eおよび新規導入のリレー制御装置を設置。51







○ 南極氷床の質量収支モニタリング AMP4-52 本山 秀明・倉元 隆之 
【概要・経過】 
ドームふじ旅行中に観測を実施した。往路みずほ基地から中継拠点までは昨年悪路を避けた NMDルー
トが作成され、2km 毎の雪尺観測により、始めての 1 年間の質量収支量観測が実施出来た。帰路は従来













2.3.3 地殻圏変動のモニタリング【AMG】 太田 晴美 
1)沿岸露岸域における広帯域地震計によるモニタリング観測（AMG10-52） 太田 晴美 








・2011/1/2～1/5   ラングホブデ雪鳥沢 
・2011/1/14～1/17  スカーレン大池 
【問題点・課題】 
広帯域地震計は、データが途切れることなく連続観測できる観測システム（通年観測）が望まれる。











2010年 11月のフリーマントル出港から 2011年 3月シドニー入港までの間、「しらせ」第 5観測室設















2010年 11月のフリーマントル出港から、2011年 3月シドニー入港までの間、「しらせ」第 1観測室
において、地磁気 3成分の連続観測と解析処理に必要な航海情報の連続収録を行った。観測中は適宜巡
回を行い、稼動状況を監視した。昨年度からの課題である測器のハングアップによる収録停止が 2度に
見られたが、一度は電源 ON/OFF よる測器のリセットにより復旧、もう 1 度は自然復旧した。上記収録
停止期間は以下の通り。 
 2010年 12 月 15日 10:06-2010年 12 月 16日 04:20 




磁力計の検定と船体磁場影響評価のため、「8 の字航行」を以下に示す 8 地点で実施した。8 の字航
行は片回頭 365°以上、船速 10ノット程度、所要時間片回頭約 10分程度で行った。 
2010年 12 月 01日 05:58-06:16UT：112°16.6'E, 37°06.8'S 
2010年 12 月 04日 01:52-02:09UT：110°01.8'E, 50°36.0'S 
2011年 02 月 25日 10:00-10:17UT：50°18.2'E, 65°00.2'S 
2011年 03 月 03日 07:43-08:01UT：90°05.7'E, 62°11.8'S 
2011年 03 月 09日 00:00-00:18UT：132°44.0'E, 62°34.8'S 
2011年 03 月 10日 21:15-21:33UT：149°49.8'E, 63°04.9'S 
2011年 03 月 12日 08:07-08:25UT：150°03.7'E, 56°01.4'S 
2011年 03 月 14日 06:28-06:45UT：152°01.4'E, 45°48.9'S 
【問題点と課題】 







































往路（2010年 12月 12日） 
・海底圧力計 1台の新規設置 
設置ポイントは海氷が多い状態であったが、ポイント付近で開放水面域を探し投入した。 
20:24UT 海底圧力計投入、水深 200mまで沈降を確認 




復路（2010年 2月 24日） 
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・52次往路設置海底圧力計の位置決め 
03:17～04:14UT 位置決め作業実施（音響 3点測量） 



















3)地温の通年観測（AMG12-52） 太田 晴美 
【概要と経過】 
地温連続観測点において地温計の更新作業を実施した。観測点と作業日程は以下の通り。 
 ラングホブデざくろ池 （2011年 1 月 21日） 









4) 衛星データの地上検証 AM5-52 岩波 俊介 
○ 衛星データの地上検証 AMG5-52_01 
 岩波 俊介・上田 淳一・小野 数也・深町 康・太田 晴美・J51津和 佑子 
【概要・経過】 
越冬期間中に海氷上で行う GPSブイによる測定を、夏季期間に海面に浮かべて予備的に行った。2011
年 1 月 10 日 06:00UTC〜1 月 19 日 14:00UTC までの期間に衛星データの地上検証観測を目的として西の






2. ブイ設置後の16-17日頃には、ブイが座礁して傾いていることが確認されている。  









5)露岸 GPS観測（AMG9-52） 太田晴美 
【概要と経過】 
下記の観測点において 2 周波精密 GPS 受信装置（以下 GPS）による地殻変動観測を実施。衛星のカッ
トオフアングルは 0度として、測定した。 
ルンドボークスヘッタ （2010年 12 月 23日、2011 年 1月 24日） 
スカルブスネスきざはし浜 （2010年 12 月 24日～12 月 26日） 
ラングホブデ雪鳥沢 （2011年 1 月 2日～1月 5日） 
パッダ島 （2011年 1 月 7日～1月 9日） 
スカーレン大池 （2011年 1 月 14日～1月 17 日） 
スカルブスネスきざはし浜、ラングホブデ雪鳥沢、スカーレン大池においては Ashtech社製 Z-FX GPS
受信機を用いての 24時間連続観測を実施した。電力はシール型鉛蓄電池 2～3台を用いた。 
ルンドボークスヘッタにおいては、51 次隊夏期間において設置した無人 GPS 観測装置（太陽光パネ
ル・キャパシターを利用）の保守・データ回収を実施した。12 月 23 日の作業にて測器の不調が判明し
たため、国内担当者からの指示により 1 月 24日に再度観測地に行き、測器の回収を行った。 













2.3.4 生態系変動のモニタリング【AMB】   小達 恒夫・小林 悟志 
1)海洋生態系モニタリング(AMB2/5) 小達 恒夫 
○ 表層観測 AMB2/5_1 
【概要と経過】 
12 月 1 日から 3 月 16 日の期間（砕氷航行時は除く）、海洋表層モニタリングシステムを起動し、水
温・塩分、クロロフィル蛍光値、二酸化炭素分圧の測定を行った。適宜、海水試料を採取した。 
採水試料については 6. 観測データ・採取試料一覧を参照。 
  




○ 浅層鉛直観測 AMB2/5_2 
【概要と経過】 
12月 2日：測点 L01実施（CTD、ノルパックネット） 
12月 3日：測点 L02実施（CTD、ノルパックネット） 
12月 4日：測点 L03実施（CTD、ノルパックネット） 
12月 5日：測点 L04実施（CTD、ノルパックネット） 
12月 6日：測点 L05実施（CTD、ノルパックネット） 
3月 6日：測点 AJ2実施（濾水計キャリブレーション） 
3月 11日：測点 L06実施（CTD、ノルパックネット）、測点 L07実施（CTD、ノルパックネット） 
3月 12日：測点 L08実施（CTD、ノルパックネット） 
3月 13日：測点 L09 
3月 14日：測点 L10 




○ 氷海内停船観測 AMB2/5_3 
【概要と経過】 
2月 9日：測点 A実施（CTD、ガマグチネット） 
2月 12日：測点 B実施（CTD、ガマグチネット） 
2月 18日：測点 C実施（CTD、ガマグチネット） 
2月 23日：測点 D実施（CTD、ガマグチネット） 
2月 24日：測点 BP実施（CTD、ガマグチネット） 




○ CPR観測 AMB2/5_4 
【概要と経過】 
12月 3日：測点 L02、CPR1 回目投入 
12月 4日：測点 L03、CPR1 回目揚収、CPR2回目投入 
12月 5日：測点 L04、CPR2 回目揚収、CPR3回目投入 
12月 6日：測点 L05、CPR3 回目揚収 
3月 11日：測点 L06、CPR4 回目投入、測点 L07、CPR4 回目揚収、CPR5回目投入 
3月 12日：測点 L08、CPR5 回目揚収、CPR6回目投入 
3月 13日：測点 L09、CPR6 回目揚収 












2)南極陸上生態系モニタリング(AMB6)  小林 悟志 







気象モニタリングについては、2 月 2 日に、きざはし浜孫池脇湖岸設置のデータ回収および、バッテ
リー交換を行い。2月 10日に、ユキドリ沢中流域設置のデータ回収および、バッテリー交換を行った。 
ユキドリ沢での植生変化では、ASPA エリア内の永久コドラートのメンテナンスと写真撮影を 2 月 9
日～10 日にかけて行った。6 角チャンバーに関しては、1 機の保定用のロープが傷んでおり、新しいロ
ープに取り変えた。永久コドラートは、現在永続されている（記録されているもの）、蘚類 24 ポイン
ト、地衣類 23 ポイントのモニタリング調査を行った。 
蘚類については、コケ 26は、49次から欠測しており、今回 52次でもその場所を見つけることは出来
なかった。コケ 22については、その存在が確認できなかった。 
地衣類については、地衣 15 は 49次以降から欠測で、52次でも見つけることができなかった。 
また、引き継ぎの記録にない地衣 27 が地衣 10 の 2ｍ程上部に存在しており、比較邸新しい銀のボル
ト 4 つに、タグが地衣 27 と明記されており、これについては写真撮影と GPS で緯度・経度の記録を行
った。 
地衣 10については、GPSの記録から、位置を確認して特定したが、ボルト 1本のみでタグは無かった。 
今回のモニタリング調査では、永久コドラートの状況は、ほぼ、51 次隊が記録した通りであったが、

















○ 湖沼環境モニタリング AMB6-52_02 小林 悟志 
【概要・経過】 
スカルブスネスのきざはし浜小屋をベースに、 
2 月 3 日、親子池にて、設置位置（69-28.514’S  39-36.154’E）で係留計回収作業を行い、ロガー
データの収集を実行した。 
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2月 4日、親子池にて水位計設置。設置位置は、係留計と同じ位置。 
2 月 6 日、長池設置ビデオ機の 2 機の回収。ビデオ機は新型と旧型の 2 機であったが、ゴムボートを
用いて両機種とも損傷はなく、引き上げることができた。ビデオデータは良好な状態であることが予想
される。詳しいデータは極地研に持ち帰った後に行う予定。 

























○ 土壌・藻類モニタリング AMB6-52_0 小林 悟志 
【概要・経過】 
昭和基地周辺の土壌・藻類モニタリングは、昭和基地周辺（東オングル島）は 1 月 24 日・26 日・28




















2.4.1 電離層観測【TN】  北内 英章 
1) 電離層の観測 TN1-52 












52次隊では、基地内の電離層観測小屋（サイト固有名 SYO1）と管理棟庶務室（SYO2）の 2ヶ所に GPS
シンチレーション観測システムを設置し、観測を開始した。観測システムは、GPS 受信装置部と観測記
録装置部からなる。前者は GPS受信機（GSV4004B）と GPS アンテナ（GPS-702-GG）、後者は Linuxサー
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は、昭和基地でのみ長期継続中である。近年では、電離層高度の長期変動と地球温暖化との関連が指摘
されるなど、電離層長期観測データの重要性が高まっている。 
昭和基地における電離層垂直観測は、①従来の送信電力 10kW の 10C 型電離層観測システム 1 機とそ
の観測電波を送受信する 30mデルタアンテナ 1基、②51 次隊で建設したより低電力で安定運用が可能な
新型 FMCW 電離層観測システム 2 機と 40m デルタアンテナ 1 基から構成される。53 次隊では①の老朽化
した 30m デルタアンテナに代わる②の 40m デルタアンテナをもう 1 基建設し、2 基冗長化構成を確立す
る。 
今 52次隊では、特に新型 FMCW1号機、2号機と 40mデルタアンテナの保守点検、および次期デルタア
ンテナ建設予定地の測量、積雪調査、資材の在庫確認を実施した。昨年 10月 15 日から観測停止してい
た新型 FMCW1 号機は復旧した。原因は、制御 PCの OS Windows Vista のセキュリティ設定でユーザーア
カウント制御（UAC）が有効になっていたため、FMCW 観測スケジュールプログラム SkManagerII が USB












一方、次期 40m デルタアンテナ建設予定地の測量は、更に夏隊同行者の株式会社ランドサーベイ 白
石氏の協力も得て実施した。タワー中心から各支線、エレメントの固定点、計 8 点にのびる各線に沿っ
て、その固定点のレベルと前後 1,2,3mの高低差、都合 7x8=56点の測量を実施した。このデータは、必
要な資材の準備と現場対応を容易にする。また積雪状況は、12 月 28 日の調査では傾斜地、窪地にあっ
た積雪約 1.2m は、2 月 12 日の測量ではすっかり融けてなくなっていた。しかし、別の固定点 1 つが氷
に閉ざされ、目印の杭を見つけることができなかった。このように建設予定地は 1月でもかなりの残雪
が予想されるため、53 次隊到着、夏作業前に除雪、砂撒きの支援を現 52 次越冬隊に依頼する必要があ
るかもしれない。 
その他、NICT 小金井本部から電離層観測小屋の新型 FMCW ほか観測機材を監視するため、ネットワー
クカメラを設置した。越冬期間の作業量軽減を進める。また、今次隊で持ち込んだアンテナ台を用いて、
新型 FMCW1号機と 2号機の GPSアンテナを電離層観測小屋の屋根に敷設されたスノコに移設した。 
【問題点・課題】 
新型 FMCW1号機の内蔵液晶モニタの故障は運用上とくに問題ないが、持ち帰り修理する場合、取外し
方を確認する必要がある。国内からの連絡待ちであったが、最終便 2 月 18 日に間に合わなかったため
持ち帰らなかった。 




電離層観測小屋には暖房設備はなく、換気扇が 2 つだけある。新型 FMCW の安定稼働、引いては越冬
期間の作業量軽減のためにも、今後、適切な室温管理が必要になるかもしれない。同様に、現在の無線
LANを有線 LAN にする必要があるかもしれない。 
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2) 宇宙天気に必要なデータ収集 TN2-52 






DNS 作業 OS 設置場所 目的、作業内容、その他 
PC33 保守 WinXP 電離層棟 データロガー装置制御 PC、筐体内部清掃、要更新 
PC108 保守 WinXP 電離層棟 汎用 PC、筐体内部清掃と内蔵 HDD交換 
PC186 保守 WinXP 電離層棟 データロガー装置制御 PC、内蔵 HDD整理 
PC188 新設 Win7 電離層観測小屋 汎用 PC 
PC193 新設 Linux 電離層棟 南極電離層観測データのデータ伝送実験のためのサーバ 
 
また、電離層観測小屋は 52 次隊で装置が増えることもあり、ルータを新設して IP アドレスを整理し
た。ルータにグローバル IP（133.57.32.34）を振り、観測装置類はその下のプライベート IP 空間に接
続した。現在、以下の装置が接続されている。 
 南極衛星電波シンチレーション観測システム SYO1 









3) 電離層の移動観測 TN3-52 










なる観測の実施が待たれている。平成 21 年度に高精度計測器の開発を始め、51 次隊の「しらせ」にお
いてテスト観測を実施した。52次隊、53 次隊の「しらせ」において本観測を実施する計画である。 











2.4.2 気象観測【TJM】 久光 純司 
 ○ 気象ロボット観測 TJM6-52_01 
【概要・経過】 















 ○ DROMLANへの気象情報提供 
【概要・経過】 
2011年 2 月 1 日から 51次隊より業務を引き継ぎ、DROMLAN（ドロンイングモードランド航空網）オペ
レーション時に以下の通り気象情報の提供を行った。 
 




2.4.3 潮汐観測【TC】 田中 喜年 












なし     
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 ○ 水準測量 TC02-52_03  田中 喜年 
【概要・経過】 
球分体の変動確認調査のため、1 月 19 日、験潮所付属球分体～国土地理院 BM1040 の水準測量を実施

















を実施した。東経 110°ラインの停点観測では XCTD-2F(1,850m)、南北に航行している場合には、緯度 1
度ごとに XCTD-1(1,000m),XBT-T6(460m),XBT-T7(780m)の 3 錘類、東西に航行している場合には、経度 2
～5 度ごとに、XCTD-1 及び XBT-T7 の 2 種類を使用した。その他の海域では水深に応じて XCTD-2F 又は
XCTD-1を使用した。            
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2.4.5 測地観測【TG】 小野里 正明 
1) 測地観測 TG01-52   
○ GPS連続観測局（昭和基地 IGS点）及び GPS固定観測装置（ラングホブデ）保守 TG01-52_01 
 小野里 正明 
【概要・経過】 
1. GPS 連続観測局（昭和基地 IGS 点）の保守を実施した。この点は、第 36 次観測隊（1994）により設
置され、世界測地系における経緯度原点に位置付けられている。座標値は ITRF2000 及び GRS80 測地
系に基づいて与えられ、ITRF に登録されている。また、IGS へデータを送信し GPS 衛星の軌道決定
等に貢献している。 
本観測局の保守は、2011 年 1 月 15 日に受信装置の UPS 交換を実施した。UPS は 2 個ある内の 1 個を
交換した。また、2011 年 2 月 11 日に計画停電対応を実施。計画停電終了後に再起動を行った。2011
年 2月 17日に受信機が正常に動作しない不具合が見つかったため、再度、再起動を実施した。 
2. GPS 固定観測装置（ラングホブデ）の保守を実施した。この点は、第 41 次観測隊（1999）により露
岩地域等においてポストグレーシャルリバウンドの検出を目的として設置された。 
本装置の保守は、2011年 1 月 3日に受信装置の GPSデータ回収及び設定変更を実施した。GPSデータ
は 2010 年 1 月から約 1 年分を回収、設定変更は GPS データの取得間隔を 30 秒から 1 分に変更した。 
【問題点・課題】 














が 7日から 10 日程度必要と思われる。これに伴い、作業人員も 28人日以上必要と見込まれる。本測量
を円滑に実施するためには、支援要員の確保が重要な課題である。 
 
○ 精密測地網測量 TG01-52_03 小野里 正明 
【概要・経過】 
第 36 次観測隊(1994)により昭和基地 IGS 点が設置されたことから、基準点測量はこの点を実質的な
原点として扱い、ここを基点とした GPS による相対測位で基準点の新設及び改測を行っている。第 41
次観測隊(1999)以降の観測及び解析は、昭和基地 IGS点の ITRF2000、GRS80測地系に基づく測量成果を
使用している。 
本測量は、2011 年 1 月 9 日に「かなめ島」において、基準点№5201 を新設し GPS 測量を実施。2011
年 1 月 12 日に「からめて岬二つ岩」において、基準点№5202 を新設し GPS 測量を実施。2011 年 2 月 9
日に「明るい岬」において、基準点№197改測のため GPS測量を実施した。 
また、2010 年 12 月 26 日に「スカルブスネスきざはし浜」基準点№5102 において GPS 測量、簡易験
潮、簡易水準測量、重力測量を予定していたが、海氷のため簡易験潮が実施できない状況であったため、
作業は全て中止とした。ただし、2011 年 1 月 28 日に簡易験潮予定点調査を実施し予定点 1 点を新たに
選点した。 
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【問題点・課題】 








○ 露岩域変動測量 TG01-52_04 小野里 正明 
【概要・経過】 
本測量は、第 38 次観測隊（1996）から氷床変動の検出を目的として行っている。観測地域は昭和基
地東方約 19km に位置する S16周辺である。観測は、2011 年 1月 29日から 30日にかけて P50、S16、S17





2) 地形観測 TG02-52 
○ 対空標識設置 TG02-52_01 小野里 正明 
【概要・経過】 
対空標識設置作業は、地図作成に必要な基準点を空中写真上で認識しやすくするため、基準点に標識




・2011年 1 月 9日に「かなめ島」において、基準点№5201を新設し対空標識を設置。 







○ 簡易空中写真撮影 TG02-52_02 小野里 正明 
【概要・経過】 
空中写真撮影は、現地の状況把握や地図の作成にはかかせない業務である。南極地域での空中写真撮





・2011年 2 月 1日に東オングル島 C1～C6、合計 174枚撮影。 
・2011年 2 月 2日にスカルブスネスきざはし浜 C1、C4、合計 24枚撮影。 
・2011年 2 月 7日に東オングル島 C1～C6、合計 210枚撮影。 
【問題点・課題】 
簡易空中写真撮影は、しらせ艦載ヘリコプター（CH-101）を使用して実施した。撮影は、おおむね順
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・2010年 12 月 26日にスカルブスネス（きざはし浜）の地上型レーザスキャナー計測を実施。 
・2010年 12 月 27日にスカルブスネス（きざはし浜）の RTK-GPS測量を実施。 
・2011年 1 月 22日に昭和基地の地上型レーザスキャナー計測を実施。 
・2011年 1 月 24日、25日に昭和基地の地上型レーザスキャナー計測を実施。 
・2011年 1 月 26日に昭和基地の地上型レーザスキャナー計測及び RTK-GPS測量を実施。 
・2011年 2 月 8日に昭和基地の RTK-GPS測量を実施。 
・2011年 2 月 12日に昭和基地の地上型レーザスキャナー計測を実施 
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3. 夏期設営計画 
3.1 夏期作業計画全般 山中 義憲 
【経過】 
12 月 23 日に昭和基地第一便となり隊員のほとんどが昭和基地入りし、ヘリコプター輸送の荷受け、
貨油輸送、氷上輸送、夏期観測、設営作業、引き継ぎを始めた。以後 2 月 17 日まで毎朝、全員が集ま
り、ラジオ体操、作業内容の確認と安全確認事項のチェック、服装チェックを行った。また、夕食後の
ミーティングでヒヤリハットの報告を実施し安全意識の共有、高揚に努めた。夏期作業期間 12 月 23日
～2 月 18 日までの全 63 日（作業日 52 日、休日 5 日、作業不能日 6 日）で、観測隊は合計 2076.5 人工
だった。しらせ支援は 1 月 7 日～2 月 6 日までで合計 386.5 人工だった。詳細を以下の表に記す。しら
せ接岸が例年より遅かった為（12月 31日）と昭和観測史上 1月の日照時間が最低という気象条件の為、




工事内容 観測隊 しらせ支援 合 計 
大型大気レーダー観測小屋建設 66.5 30.5 97.0 
大型大気レーダー観測小屋電気設備 71.5 42.0 113.5 
自然エネルギー棟 383.0 73.0 456.0 
情報処理棟天窓改修 10.0 0.0 10.0 
コンクリートプラント 98.5 56.0 154.5 
除雪、道路整備 37.0 7.0 44.0 
エンジン OH、電源切替 29.5 39.0 68.5 
車両整備 20.0 0.0 20.0 
環境 73.5 8.0 81.5 
パンジー 312.5 78.5 391.0 
貨油輸送、氷上輸送 88.0 0.0 88.0 
光学観測棟、ダクト、電気改修 10.0 0.0 10.0 
光学観測棟天窓改修 4.0 0.0 4.0 
調理 74.0 0.0 74.0 
予備冷凍庫修理 0.0 19.5 19.5 
食品運搬 57.5 12.0 69.5 
一斉清掃 8.0 5.0 13.0 
ラフター組立 3.0 0.0 3.0 
計画停電 10.0 0.0 10.0 
非常用発電機整備、保護リレー試験 11.0 0.0 11.0 
設備 15.0 0.0 15.0 
汚水処理棟基礎 7.0 3.0 10.0 
その他設営作業 87.0 4.0 91.0 
昭和基地観測作業 600.0 0.0 600.0 
合 計 2076.5 386.5 2463.0 
 
【問題点・課題】 










3.2 輸送   大塚 英明・市川 正和 
3.2.1 国内準備概要【STR52-03】 
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表Ⅱ.3.2-1 第 52次隊物資集計表 
区   分 梱  数 
重 量 (kg) 
容積（m3） 
NET GROSS 
船  上 
観  測 733  15,934  18,731  107.53  
設  営 210  4,445  5,014  107.00  
船上 小計 943  20,379  23,745  214.53  
      
昭和基地 
観  測 414  179,622  257,935  1,112.87  
設  営 611  874,809  950,187  2,151.78  
食  糧 63  33,220  56,587  228.77  
予備食 7  4,174  7,455  31.65  
昭和基地 小計 1,095  1,091,825  1,272,164  3,525.07  
      
S-16輸送物資 267  15,926  16,809  102.78  
      
総  合  計 2,305  1,128,130  1,312,718  3,842.38  
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表Ⅱ.3.2-2 第 52次隊大井倉庫搬入及びしらせ搭載日程 
日   程 午      前  午      後  
10 月 12日 (火) 
（極地研発）（業者直送着） 
WK10 宙空、WK13 生物医学、B･WE 装備 WD 環境
保全、 
WM 機械   ※12ft ドライコンテナは部門に係わら
ず順次搬出                       
（極地研発） 
WM 機械【積み置き分も含む】 
（定常機関着） B･WK3 電離層、BK5 海底地形･潮汐、
BK9 測地 
10 月 13日 (水) 
（極地研発） WM 機械、WK11 気水圏、WR 通信、
WI 医療 WK15 衛星受信、B･WO 公用、WL LAN 
（業者直送着） WM 機械、WS 食糧（免税品）、
WK 観測系全部門 
（極地研発） WT 建築【積み置き分も含む】 
10 月 14日 (木) 
（極地研発） WT 建築 
（業者直送着） C～T 設営系全部門（WS・G 食糧
を除く） 
（極地研発） WT 建築               
（業者直送着） K 観測系全部門（予備日）  
10 月 15日 (金) 
（極地研発）（業者直送着） 
WK4 気象、WK16,17,18モニタ、WK21 PANSY 
（極地研発） 
（定常機関着） 
 XK11,XK20,XE,XM S-16 物資     WK4 気象 
10 月 16日 (土)      
10 月 17日 (日)      
10 月 18日 (月) （極地研発）（業者直送着） BK（C～U）全部門  （極地研発） BK（C～U）全部門【積み置き分も含む】       
10 月 19日 (火) 
（極地研発）（業者直送着） WS 食糧 WG 予備
食   
（極地研発）  WS 食糧、WG 予備食 
｛設営系業者直送予備日｝     
10 月 20日 (水) 極地研発第 1次最終便（危険物を除く） <午後「しらせ」大井ふ頭接岸> 
10 月 21日 
搭載開始 
(木) 












10 月 23日 (土)       
10 月 24日 (日)      
10 月 25日 (月) 





その他雑貨   保定 
04H プロパンカー
ドル保定 
10 月 26日 (火) 
2H PANSY、建築 ※クレーン車・ブル業者直送着 保定 
※モジュール橇着、業者直送大型橇着 
4H スチコン（冷房・食料） 
5H スチコン               
04H 大型物資（橇） 
保定 
10 月 27日 (水) 
2H 保定      ※危険物極地研発   
※気象 Heカードル・単管業者直送着 
4H スチコン（冷房・食料） 
5H スチコン、He カードル               
04H 大型物資（鉄
骨） 保定 
10 月 28日 (木) 
1H PANSY（掘削機）、建築（パネル・鋼材など） 
機械（ラフタークレーン・ブルドーザーほか大型物資） 
4H スチコン（冷房） 保定 
5H スチコン 保定  He カードル             
04H 危険物 保定 
10 月 29日 (金) 
1H 建築（パネル・鋼材など） ※私物コンテナ
極地研発 
保定 ※12ft 冷凍・冷蔵・冷房ｺﾝﾃﾅ極地研発 





10 月 30日 (土)       
10 月 31日 (日)       
11 月 1 日 (月) 
1H 建築（パネル） 保定 
 ※極地研発第 2 次最終便（船室私物）/20ft コ
ンテナ 2 台発 





11 月 2 日 (火) 
1H 保定  ※小型ヘリコプター・機材直送着 
※個人斡旋免税品（明治屋） 





11 月 3 日 (水) 文化の日     
11 月 4 日 (木) 1H 保定 ※船室内への私物搬入最終日 3H  野外物資 緊急物資 保定 
1～4 観測室･公室･
事務室 
11 月 5 日 (金) 予備日（保定状況艦長検査） 予備日 予備日 
11 月 9 日 (火)  「しらせ」大井ふ頭から晴海ふ頭へ回航 
11 月 11日 (木) 「しらせ」晴海ふ頭から出航 
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⑤貨油輸送開始後のワッチ体制   
・昼間帯：※鯉田・関崎 
    ・夜間帯：※谷口・伊東 
8)送油順序は、W軽油→JP－5の予定。入れるタンクは 100kℓアルミタンク。 
















③使用車両：SM60×1  SM65×3 ミニブル×2 
該    当    物    資 重   量 輸送形態 運 転 担 当 隊 員 
ラフテレーン・クレーン車体 13,660kg プラ橇積 鯉田･関崎 
ラフテレーン・クレーン用 
ブーム・アッセンブリ‐ 4,240kg 橇積 伊東 
ラフテレーン・クレーン用 
ジブ・アッセンブリー 180kg 橇積 加藤 
ラフテレーン・クレーン用 
フック 221kg 橇積 加藤 
ラフテレーン・クレーン用 
アウトリガー・アッセンブリー 800kg 橇積 加藤 
ラフテレーン・クレーン用 
アウトリガー・アッセンブリー 800kg 橇積 加藤 
PANSY削孔機  橇積  
発電機 3,280kg 橇積 谷口       
自然エネルギー棟パネル材等  橇積 岡山･加藤･伊東･ 鯉田･谷口･関崎 
12ftドライコンテナ  橇積 岡山･加藤･伊東･ 鯉田･谷口･関崎 
12ft冷凍コンテナ  橇積 岡山･加藤･伊東･ 鯉田･谷口･関崎 
リキッドコンテナ  橇積  
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④荷揚げ場所 12ftコンテナは見晴らし側に荷揚げする。 




＊2㌧積み木製橇 4台は牽引ワイヤー等を装着後 1台の橇に 4台分の荷枠等を積む。 













③使用車両：SM60×1台  SM65×3 
④留意事項 








「しらせ」が昭和基地沖に到着したのは 12 月 31 日深夜となり、翌 1 月 1 日は年頭の諸行事のため全











52 次隊物資の氷上輸送は、持込に続いて持ち帰りまでを含め 1 月 5 日から開始後途中悪天による中
止や準備期間を挟み 1 月 19 日まで続けられた。初日には、過去最大重量となるラフタークレーン車の
輸送を実施したが、日本から輸送用として指示されていたプラスティック製の橇を装着し氷上を雪上車
で牽引し出発したものの、数百メートルも行かないうちに橇が車両の重みでたわんでしまい、橇を着け
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ることでむしろ抵抗が増してしまい車体が雪面下に沈み込むというトラブルが発生した。 
直ちに、牽引の雪上車を増やしたり牽引方法を変えるなど手を尽くしたものの効果はなく、揚陸地点
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の雪上車運転については 52 次隊が担当した。ただし、52次搬入の大型ラフテレーンクレーン車は操作

















                 
表Ⅱ.3.2-3 廃棄物持ち帰り一覧表 
廃 棄 物 荷 姿 梱 数 重量 kg 備   考 
51ドラム缶 140 19,165   
50ドラム缶 128 17,430   
49ドラム缶 168 28,234   
エコバック 83 11,410 12ftコンテナ収納 
1廃エコバック 39 7,600 12ftコンテナ収納 
タイコン 236 6,802 12ftコンテナ収納 
49スチコン 22 7,250   
1廃スチコン 83 30,800 12ftコンテナ収納 
リターナブルパレット 35 40,650   
49リターナブルパレット 1 3,450   
裸 11 12,140   
電線ドラム 1 17,650 12ftコンテナ収納 
木枠 3 534 12ftコンテナ収納 
旧スチコン 3 1,460   
ヘリコン 6 2,650   
スチコン 27 7,400   
アンテナ 1 4,940 12ftコンテナ収納 
木 1 2,590 12ftコンテナ収納 
断熱材（不燃） 1 660 12ftコンテナ収納 
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表Ⅱ.3.2-4 52次隊輸送量実績表 
  空     輸  （kg） 氷  上 （kg） 貨油(kg）   
日 付 昭和送り S-16送り 野外送り 昭和戻り S-16戻り 野外戻り 昭和送り 昭和戻り 送り 備 考 
12月23日 1,925  7,578  4,118                
12月24日   10,715  448                
12月25日 31,674    859                
12月28日           463          
1月 2日     1,006            137,700    
1月 3日                 202,743    
1月 4日                 97,524    
1月 5日                 88,033  貨油終了 
1月 6日             58,350      氷上開始 
1月 7日     101        48,492        
1月 8日             70,121        
1月 9日             47,905        
1月 10日           1,125  153,800      
12ft ｺﾝﾃ
ﾅ 
1月 11日             107,840      
12ft ｺﾝﾃ
ﾅ 
1月 12日 6,198    123      69        ﾘｷｯﾄﾞｺﾝ 
1月 13日 14,477                  ﾘｷｯﾄﾞｺﾝ 
1月 14日     1,193                
1月 15日               48,570    持ち帰り 
1月 16日               22,450      
1月 17日               127,178      
1月 19日               58,030      
1月 21日 40,819                  本格空輸 
1月 22日 71,679                    
1月 23日 87,736                  持ち帰り 
1月 28日       39,039    1,091          
1月 29日     77  69,542              
1月 30日     105  42,445    989          
2月 4日 130                  DROMLAN 
2月 7日     960  1,188    1,158          
2月 12日     3    7,609          ﾄﾞｰﾑｺｱ 
2月 14日     50  249    1,101          
2月 18日       132    907        昭和最終 
2月 21日         4,380          S16最終 
小 計 254,638  18,293  9,043  152,595  11,989  6,903  486,508  256,228  526,000    
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表Ⅱ.3.2-5 第 52次隊輸送関連日誌 
日  付 記            事 
11 月 26日 フリーマントル港での物資搭載（51・52次食料品、WK20天文モジュール、豪気象局委託ブイ） 
30 日 フリーマントル港出航 
12 月 5日 しらせ各科との第 1 回輸送事前打合せ 
8 日       〃  第 2 回輸送事前打合せ 
12 日 輸送調整会議（観測隊、しらせ各科全体会議） 
15 日 氷上輸送事前打ち合わせ 
16 日 51 次越冬隊からの輸送要望事項検討会 
19 日 輸送分担関係隊員事前勉強会 
20 日 S16 スリング空輸物資準備作業 
21 日 準備空輸物資最終打ち合わせ 
22 日 準備空輸物資集積作業開始 
23 日 準備空輸開始：夏宿開設、S16、野外観測物資空輸 9.5トン 
24 日 S16 スリング空輸：大型橇 2台、天文モジュールコンテナ 2台 計 18.3トン 
25 日 昭和基地緊急物資空輸：観測物資、設営物資 計 31.7トン 
27 日 昭和基地氷上輸送準備開始～30日まで 
29 日 しらせ機関科との貨油送油準備、手順等打ち合わせ 
31 日 昭和基地沖接岸 
1 月 1日 年頭行事 
2 日 貨油ﾎｰｽ展張・送油開始：軽油 137.7 トン    野外観測支援物資：1.01 トン 
3 日 送油量：軽油 202.7 トン 
5 日 
送油量：軽油 48トン JP5 40 トン 全量終了 
昭和基地氷上輸送：22:00 開始 自エネパネル、クレーン車、削孔機    計 58.4 トン 
6 日     〃   ：23:00開始 自エネパネル、WM 器材 計 48.5トン 
7 日         〃   ：23:00開始 自エネパネル、鉄骨、観測器材 計 70.1トン 
8 日     〃   ：22:00開始 PANSYパネル、ガスカードル 計 47.9 トン 
9 日     〃   ：23:00開始 12ft ドライコンテナ 33個 計 153.8 トン 
10 日     〃 ：23:00開始 12ftドライ、リーファー23個 計 107.8トン、野外観測支援物資：1.1トン 
11 日 持ち帰り氷上輸送 ：03:30開始 リターナブルパレット 16 個 計 19.1トン 
12 日 昭和基地スリング空輸：リキッドコンテナ 2 個 1 セット 3 基 計 6.2 トン 
13 日          〃      ：リキッドコンテナ 2 個 1 セット 7 基 計 14.5トン 
14 日 持ち帰り氷上輸送 ：23:00～ SM100雪上車、大型廃棄物  計 48.6 トン 
15 日        〃      ：23:00～ リーファーコンテナ 計 22.5トン 
16 日        〃      ：21:00～ リーファーコンテナ、ドライコンテナ 計 127.2 トン 
17 日 強風のため氷上輸送中止 
18 日       〃 
19 日 持ち帰り氷上輸送 ：19:30 ドラム缶パレット（JP-5） 6台（24本） 計 5.5 トン 
21 日 昭和基地本格空輸開始 ：スチールコンテナ、一般物資 27 便 計 40.8 トン 
22 日       〃         ：スチールコンテナ、Heカードル 37便 計 71.7トン 
23 日       〃         ：スチールコンテナ、一般物資 32便 計 87.7トン 
28 日 持ち帰り空輸 ：39.1 トン（Heカードル、単管ボンベ、スチコン いずれも観測物資） 
29 日    〃     ：69.5 トン（スチコン、ドラム缶パレット いずれも廃棄物） 
1 月 30 日 持ち帰り空輸 ：42.5 トン（スチコン、ドラム缶パレット いずれも廃棄物、野外観測物資） 
2 月 4日 
DROMLAN を利用した日本からの緊急物資空輸対応のため S-17 からホイールローダー用タイヤ 250kg、
PANSY用機材 130kg を昭和基地へ移送した。 
12 日 S-30より氷床掘削コア等 7.6 トン空輸 
14 日 昭和基地より 52次物資持ち帰り 0.25トン空輸 
18 日 昭和基地最終便 52次物資持ち帰り  計 0.13トン 
21 日 
S-16よりのドーム旅行隊持ち帰り物資  計 4.4トン （天候不良のため廃棄物は残置となった） 
午後、しらせヘリコプターブレード取り外し、防錆作業 今次行動でのしらせヘリ運用終了 
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3.3 昭和基地設営作業 
3.3.1 建築・土木【SCS】  山中 義憲・井熊 英治・坂下 大輔・芳賀 一吉・木村 直之 
○ 建築・土木作業の概要 山中 義憲 
1）作業の概要 
第 52 次夏期作業の新築・新設工事計画内容としては、大型大気レーダー観測制御小屋建設、自然エ
ネルギー棟建設工事、夏宿給排水管用 U 字溝設置工事、道路整備・C ヘリ横整備、コンクリートプラン
ト運用。改修工事計画内容としては、情報処理棟天窓改修、光学観測棟天窓改修があった。 































今回持ち込んだ建築物資は、総重 215,289kg、全容積 856.54ｍ3、総梱包数 293個であった。 
今回は昭和に緊急物資のみ空輸を行い、昭和沖に到着後(しらせ接岸 12月 31日)、大型物資は作業工









しらせの接岸が例年より遅れ 12月 31日となり 1月 2 日より大型物資の搬入が始まった。またスチコ
ンの搬入は 1 月 21日からとなった。大型物資の橇輸送を 52次が受け持ち､配送を 51次に協力をしても
らい配送希望地に輸送してもらった。また 12フィートコンテナの輸送を 52次、荷受けとコンテナヤー
ドへの設置を 51次隊に行ってもらった。コンテナヤードに 2年分のコンテナを 1段で配置出来ない為、
一部 2段積みにて配置した。 
 




























○ 自然エネルギー棟工事（SCS-52_02） 山中 義憲 
【概要】 
自然エネルギー棟建設工事（3F床まで、飾り屋根除く） 
下部基礎梁構造：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 600ｍｍ×350ｍｍ及び 1000ｍｍ×350ｍｍ 
上部基礎梁構造：鉄骨造（溶融亜鉛メッキ）  G1 H-488*300*11*18 
                                      G2 H-294*200*8*12 
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1F、2F壁、木質パネル構造 平均パネル 1枚当たり（2300*3000*200）400kg 













場 3 段、車庫内の内部足場を組み 1 階壁、2 階床のパネルを建て込み、天井クレーン鉄骨、天井クレー
ンの組立を行った。その後外部足場 4 段目とその上部手摺り(5 段目)を組立て 2 階壁 3 階床の建て込み













ALC も断熱パネルにした方が基礎鉄骨からの熱の影響も受けにくい。今後 1 階の蓄電池室の床が ALC で
あり補強がないことも懸念される。 
X0 通り側は地盤が 1F 床より高い為、道路面を伝わって来る雪解け水の排水措置等が必要と考え X0
通り側の基礎外部地盤を下げ雪解け水が流れるように施工したので今後の観察が必要である。現状を観





○ 夏宿給排水管用 U字溝設置工事（SCS-52_03）  山中 義憲 
【概要】 
    第一夏宿 給水用 U字溝設置 
第二夏宿舎の給水配管工事に伴う道路横断を U字溝にて行う。 










○ 情報処理棟、光学観測棟天窓改修工事（SCS-52_04） 山中 義憲 
【概要】 
・情報処理棟 構造：高床 木製パネル 
天井パネルに 3箇所追加天窓取付 































Cヘリ横の地盤は一度整備してあったが 1 箇所 2ｍ角程度で地盤沈下していた。(未補修) 
 




既存ミキサー容積 0.25ｍ3    52次夏期実績 209バッチ 
【経過】 






自然エネ基礎コン 1日目 1/5 30バッチ 7.50ｍ3 
自然エネ基礎コン 2日目 1/6 25バッチ 6.25ｍ3 
自然エネ基礎コン 3日目 1/7 27バッチ 6.75ｍ3 
自然エネ基礎コン 4日目 1/8 29バッチ 7.25ｍ3 
自然エネ基礎コン  5日目 1/9 30バッチ 7.50ｍ3 
自然エネ設備基礎、パンジー捨コン 1/10 17バッチ 4.25ｍ3 
自然エネ設備基礎、パンジー捨コン 1/13 17バッチ 4.25ｍ3 
パンジー基礎ベースコン 1/17 13バッチ 3.25ｍ3 
パンジー基礎ボイドコン 1/21 12バッチ 3.00ｍ3 
パンジー階段基礎、汚水処理基礎 2/6 9バッチ 2.25ｍ3 
合   計  209バッチ 52.25ｍ3 
 
標準打設時間を 1時間当たり 4～6バッチを基準とする（1バッチ 0.25ｍ3） 
上記はホッパーとラフターを使用しての打設結果である。 
今回は、日本で試験練りを行い 1バッチ当たりセメント 4缶の躯体配合とセメント 2缶の捨てコン配




 砂バケツ（9分目） セメント 水 
捨てコン配合 27杯 2缶 37～44L 
躯体配合 
（骨材 40mm以下のみ） 27杯 4缶 50～55L 
躯体配合 
（骨材選別せず） 27杯 4缶 45～55L 
 
人員配置 プラント側  配合を見る人           1人 
            水を入れる人           1人 
            セメント、骨材を入れる人     2人 
               骨材をバケツに入れる人      6人 
               ラフター、ミニバックホー     1人 
               ダンプ運転手（ホッパー運搬）   2人 
 
        現場打設側  打設工           3人～5人適宜 
















3.3.2 機械【SME】  岡山 英樹 
○ 300kVA 発電機一号機オーバーホール SME-52_07     伊東 裕之 
【概要・経過】 
300kVA 発電機一号機のオーバーホールを 1月に実施した。日程は以下のとおり。 
2011年 1 月 5 日～1月 6日（しらせ支援前の段取り作業） 
2011年 1 月 7 日～1月 17日（しらせ支援を伴う OH作業） 






















○ 機械設備（夏宿）の管理、運用 SME-52_09   鯉田 淳  
【概要】 
夏期間の夏作業をするための、第 1夏宿及び第 2夏宿の機械設備について管理し運用する。 
おもに、ワッチし異常があれば修理する。 
【経過】 





































3.3.3 通信【SCO】  近藤 巧 





通信主局を 2 月 10日に昭和基地から「しらせ」へ移した。 
(2) 夏期作業期間中の通信 
夏期作業期間中における昭和基地での通信は、主に UHF ハンディートランシーバーを使って行った。
51次隊からの借用分の 15台と今回修理済み持込分 3台の合計 18台で運用し、夏期作業を進める上で必
要かつ重要なものとして充分有効に活用できた。 
使用チャンネルについて 51 次隊は 3Chを、52次隊は 1Ch を使用し、両隊の通信が混信により混乱しな
いよう 51次隊と事前調整を行った。1Chで直接通信が出来ない場合、その都度中継した。51次隊の許可
を得て 3Chを使用することもあった。 
51 次隊の運用でアンテナ林の UHF 基地局のアンテナを 3Ch レピータ用として使用していたため、1Ch










































西オングル島の小屋は、小屋設置の UHF 無線機を使用し、良好な通信を行った。 
その他、ラングホブデ地域とオングル島周辺地域の通信は VHFで、それ以外は HF またはイリジウムを
使用した。 
野外観測に参加する隊員に対して、しらせ艦上で通信機器の取り扱いについて説明し、実際に飛行甲
板で HFアンテナを展張して、昭和基地通信室と HF帯で交信をする実習を行った。 
  







































装置を 51 次隊で試験的に再設置したものだが使用頻度も高く、導入から 20 年以上経過しているものな
ので、更新する必要がある。 




野外観測隊に携行させた HF トランシーバー、JSB-20K(10W型 日本無線製)は製造から 20年以上経過
したものであり老朽化が激しい。また、RS115A（アンリツ製）は重量が重いため、軽量化を求める野外
調査隊には不評であり使用される回数も少なくなっている。このようなことから数年前から携帯型 HFト
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ランシーバーについて更新が検討されているが、早急な導入が望まれる。 





2 月 11 日に計画停電を行った。イリジウム、インマルサット、非常用 VHF 車載機、UHF 車載機は約 3
時間の停電の間 UPSで動作することが確認できた。しかし、アンテナ林の VHF、UHFが停電してしまうた
め、今後 UPS にて停電時も使用できるようにすることが望ましい。 
(6) 火災報知機の誤報対策 
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3.3.4 調理・食糧【SFS】 工藤 茂巳・長谷川 雄一 
1. 調理作業 
2010年 12 月 23日午後より 2011年 1 月 7日朝食まで第一夏宿で調理業務はじまる。 
1月 7日以降 2 月 1日朝食までしらせ支援となる。 
元旦はブランチ形式、立食として祝賀会とする。 
朝食 和洋折衷ビュッフェスタイル 15日 
昼食 和洋折衷 14日 
夕食 和洋折衷 13日  内、祝賀会の朝食、昼食を含む 
12月 27日に 51次隊が歓迎会を開いてくれてそのさい調理業務を行う。 




作業期間：2010年 12 月 23日午前 
作業人員：52次隊 30人  
b) 越冬隊冷凍品、冷蔵品、予備食冷凍品の搬入 
概要：越冬冷凍、冷蔵、予備食冷凍品を昭和基地へ搬入 
作業期間：2011年 1 月 11日（9日、10日、搬入の下調べ） 
作業人員：越冬隊、夏隊、数名（40名ほど） 
作業内容：12フィートリーファコンテナをコンテナヤードから昭和基地へ輸送後 













作業内容：1月 28日から月末まで引き継ぎとして調理業務を 51次隊 
調理員と管理棟厨房でおこなう。 
e) その他 
1月 7日から 2 月 1日の間、手のあいているときは建築やパンジーの手伝いをした。 
 
3.3.5 医療【SHO】 兼定 博彦・青山 貴子 




症や軽微な外傷などであった。平成 23 年 1 月 10 日にコンクリートプラントで発生した事故により左手
指を受傷した隊員については、X線検査を行なって左第 4指末節骨骨折と診断、経過観察を継続した。 
歯科診療は、五者連絡会議で依頼していた案件どおりに「しらせ」支援として、歯科処置を希望する

























○ 水質検査 SHO-52_03 
【概要・経過】 






3.3.6 環境保全【SWE】 柏木 隆宏 
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排水量が多量で薬の使用量、フロック掬いなど多くこまめに作業を行う必要があり、この時期はオーバ
ーフロー状態である。 
3.3.7 多目的アンテナ【SBD】 高平 忍 
○ 大型アンテナの保守 

















・OHIG70 2日 UT 18:00 ～ 4日 UT 18:00 
・OHIG71 8日 UT 17:30 ～ 9日 UT 17:30 
・OHIG72 9日 UT 18:00 ～ 10日 UT 18:00 
 
3.3.8 LAN・インテルサット【SISL】 須藤 和之 
○ しらせ～昭和基地間無線 LAN運用 SISL-52-02 
【経過】 
12月 20日：しらせ船上（左舷）に無線 LANアンテナの設置 
12月 29日：岩島海氷監視カメラ、および無線 LAN中継の業務引継ぎを実施 
1月 2日： 12 月 31日のしらせ接岸後、しらせ～昭和基地間の無線 LANアンテナの方向調整、および接










・しらせ～昭和基地間の無線 LAN 接続後、しらせ艦内に設置の観測用 PC（複数台）から大量のデータ
が、無線 LAN 回線を経由して昭和基地 LANにも影響（気象データ等の伝送に支障）が生じる事態とな
り、しらせ無線 LAN回線の入り口にある昭和基地ルータ（ファイアウォール）にて、特定のプロトコ
ルポート閉鎖を実施（その後、気象データなどの伝送も正常化）。 




















・また、53次隊の到着時には、無線 LAN ユニット（本体）の交換を実施する予定。 
 




・11月 25日～ フリーマントル乗艦隊員へのメール、無線 LAN、およびプリンタ設定等のサポート 
・12月 2日 イリジウム Openportの設置、およびインマルサット回線との併用運用開始 
・12月上旬～ Openport接続の安定稼動が確認されたため、本格稼動を開始 
・1月上旬 しらせ無線 LAN 開通に伴い、インマルサット回線停止（Openport運用のみ） 
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方法および設置場所の確保が必要である。 










12月 4日 安全教育「南極での野外活動」 対象者：しらせ乗員 
12月 11日 安全教育「野外活動時の危険」 対象者：52次隊全員 
12月 25日 海氷安全講習 対象者：尾関、深町、小野、久光、杉山、 
12月 27日 海氷安全講習 対象者：鯉田、芳賀、谷口、関崎、末廣、浅野 












12月 23日～24日 S16にてドーム旅行隊支援 大型そり組み立て等 
 
1.1.4 野外観測支援(SEQ-52-04) 
12月 23日 FAルート引き継ぎ（S16〜とっつき岬） 装備引き継ぎ （51次立本、樋口） 
12月 25日 観測隊ヘリの慣熟フライトに同行（ラングホブデ往復）（末廣、浅野、樋口） 
12月 29日～30日 スカルビックハルセン 地質調査に参加する教員同行者に同行（森岡、樋口）現
地で地質隊と合流 
1月 3日 報道陣島内取材サポート（韓国メディア 2名、芹沢、青山、樋口） 
1月 5日 報道陣氷上輸送取材サポート（韓国メディア 2名、芹沢、宮本越冬隊長、樋口） 
1月 6日 みずくぐり浦ペンギン観察（森岡、韓国メディア 2名、芹沢、樋口）現地でペン
ギンチームと合流 
1月 9日 かなめ島 測地・基準点設置（小野里、上田、樋口） 
1月 10日 西の浦 気水圏・GPS ブイ設置（深町、尾関、小野、田中、岩波、上田、51 次津和、
樋口） 
1月 11日 水くぐり浦 同行者・ペンギン観察（酒井、森岡、芹沢、韓国メディア 2名、樋口） 
1月 12日 からめて岬 測地・基準点設置 地学・地質調査（小野里、上田、51 次津和、
角替、宮本、加藤・Dunkley・樋口） 
1月 14日～17日 地質隊アウストホブデ調査支援（メンバー：角替、宮本、Dankley、加藤、樋口） 
1月 14日 昭和基地～アウストホブデ南岩ベースキャンプ設置後、中岩調査  
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1月 15日 ベースキャンプ～北岩往復 北岩調査 
1月 16日 南岩調査 
1月 17日 南岩調査後、ベースキャンプ～昭和基地 
1月 19日 海洋観測・検潮支援（於、西の浦、GPSブイ回収、検潮用目盛設置） 
1月 21日 同行者みずくぐり浦ペンギン観察 （韓国メディア 2名、森岡、秋本、芹沢、樋口） 
1月 28日 地質隊支援でボツンヌーテンに向うも荒天に阻まれ引き返し、オペレーション延期 
1月 29日 ルート偵察及び気水圏支援で空撮 （宮本越冬隊長、樋口） 
 ルート偵察：昭和基地～向岩～S16、とっつき岬～昭和基地 
 気水圏支援空撮：ラングホブデ氷河 
1月 30日 地質隊支援でボツンヌーテンに向うも荒天に阻まれ引き返し、オペレーション中止 
1月 31日 宙空支援でインホブデに向かうも視界不良で引き返し 
2月 1日 ルート偵察及び気水圏支援で空撮 （山内隊長、樋口） 
 ルート偵察：昭和基地～向岩～S16 
 気水圏支援空撮：ラングホブデ氷河、白瀬氷河 
2月 2日 宙空支援でインホブデオペレーション （町屋、有田、51次木村・大市、樋口） 
 終了後、陸上生物支援のためにスカルブスネスきざはし浜小屋入り。 
2月 2日～9日 スカルブスネス 陸上生物支援（長沼、小林、柏木、樋口、51 次工藤・小久保・
北島・吉田・増永） 
2月 2日 夕刻きざはし浜小屋入り、観測準備 
2月 3日 鳥の巣湾ルッカリー調査、親子池及び長池で係留計の回収と設置 
2月 4日 長池でビデオカメラ回収準備、すりばち山手前サンプリング 
2月 5日 船底池方面 
2月 6日 長池で係留計、ビデオカメラ回収 
2月 7日 浴池、ユビワ谷 
2月 8日 北部地域 
2月 9日 きざはし浜小屋立ち下げ後、昭和基地帰投 
 
1.1.5 その他 
12月 25日 ライフロープ設置[基地主要部（地学棟）～第 1夏宿] 
12月 26日 ライフロープ設置[第 1夏宿～第 2夏宿］ 
個人用ライフロープを第 1 夏宿に配置 
日帰り野外行動用申請用紙を第 1夏宿に設置 
































機管理についてはパーティー任せになっており、送り出す 52 次隊としての検討はなされていなかった。 
計画が具体化した段階のしらせ船内で検討会を実施するなど、隊として野外オペレーションの危機管理
に関する方針を確認する場を設ける必要があるだろう。 
3.3.10 庶務・情報発信【APR】 小濱 広美 
 ○情報発信_夏期 APR-52_01 
【概要・経過】 
南極授業 5 回（1/28 北海道登別明日中等教育学校、1/29 旭川市旭山動物園、2/3 高知県立高知小津













































3.3.11 観測隊ヘリコプター【AHE】  末廣 哲也・浅野 圭吾・山内 恭 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 120 - 
○小型ヘリコプターの運用 AAD-52_02 末廣 哲也・浅野 圭吾 
1. 経過概要 
観測隊ヘリコプター（アエロスパシアル式 AS350B 型 JA9428 愛称：ゆきどり）は、トラックにより
大井ふ頭へ運搬後、しらせヘリ格納庫内に搬入し、輸送された。しらせが昭和基地の北西 12NM の地点に




実施できた。2 月 4日には、DROMLANを利用して S17へ運ばれたタイヤをスリングにより昭和基地へ輸送
した。 
2月 14日、観測隊ヘリはしらせへ帰艦し、第 52次行動におけるすべての飛行作業を終了した。天候不
良による作業中止は 5 日、総飛行時間は 47 時間 52 分、着陸回数は 226 回であった。しらせへの帰艦回
数は、ブリザード避難によるものが 5 回、機体の修理点検に伴うものが 3 回であった（作業日数 53 日、






陸準備が完了し、17時頃着陸、撤収は 18 時頃であった。 
観測隊ヘリには整備士を除いて最大 4名が搭乗し、各野外地点への輸送を行った。1日の飛行時間は最










 燃料は航空用燃料 JETA-1 を使用した。予め昭和基地に配置されていた 51次持ち込み燃料は 18ドラ















（kg） 部門 飛行地域 
2010.12.25 0:48 3 1 200 空輸、慣熟 オングル島、ラングホブデ 
2010.12.26 0:43 3 5 130 教員、環境省、地圏 雪鳥沢、きざはし浜 
2010.12.29 1:18 4 4 650 地質、教員、FA スカレビークハルセン、 ヒューカ 
2010.12.30 2:01 8 5 700 地質、教員、FA スカレビークハルセン、 テーレン 
2011.01.01 0:02 1 0 0 空輸 ブリザード避難 
2011.01.05 3:25 16 9 1,490 地質、地圏 雪鳥沢、スカレビークハルセン、すだれ岩、 
2011.01.06 2:19 10 7 810 地質、報道、教員、FA 水くぐり浦、スカーレン、 スカレビークハルセン 
2011.01.07 0:18 2 2 100 環境省、教員 袋浦 
2011.01.08 2:34 7 6 700 地質、教員、報道 スカレビークハルセン、 ベルオッデン、スカーレン 
2011.01.09 2:21 5 5 300 FA、測地 パッダ島、かなめ島 





2011.01.11 0:48 6 6 240 報道、教員、FA 水くぐり浦 
2011.01.12 0:48 2 3 70 設営、教員 つばき池 
2011.01.13 1:49 6 3 440 陸上生物、教員 つばき池 
2011.01.14 1:20 4 7 150 報道、ペンギン、宙空 袋浦、スカーレン 
2011.01.15 1:10 8 3 630 ペンギン、陸上生物 袋浦、ざくろ池 
2011.01.16 0:21 3 3 60 報道 袋浦 
2011.01.21 2:31 19 13 860 
地圏、報道、ペンギン、 
陸上生物、環境省、教員、FA 袋浦、ざくろ池、水くぐり浦 
2011.01.22 1:22 14 17 1,340 
宙空、陸上生物、環境省、教員、
地質、地圏 西オングル、とっつき岬 
2011.01.23 0:55 10 16 860 
海洋観測、地圏、宙空、FA、 
陸上生物、環境省、教員 袋浦、西オングル、とっつき岬 




2011.01.25 1:03 10 10 340 地圏、陸上生物、環境省 西オングル、オングルカルベン、袋浦 
2011.01.26 0:03 1 0 0 空輸 機体修理 
2011.01.29 1:31 2 2 0 ルート偵察 S16 、ラングホブデ 
2011.02.01 2:59 5 6 0 設営、ルート偵察 袋浦、S16、S17、しらせ氷河 
2011.02.03 0:53 4 2 60 環境省 雪鳥沢 
2011.02.04 1:35 8 4 490 ペンギン、報道 S17、袋浦、水くぐり浦 
2011.02.05 2:22 3 3 30 報道、その他 きざはし浜 
2011.02.06 2:20 15 8 600 地質、その他 西オングル、きざはし浜、長池 
2011.02.11 0:38 4 9 400 教員、環境省 雪鳥沢 
2011.02.12 0:36 4 2 420 
ペンギン、陸上生物、報道、 
教員 袋浦 
2011.02.13 1:12 11 7 360 
ペンギン、報道、陸上生物、 
教員 水くぐり浦、雪鳥沢、苔平 
2011.02.14 0:12 1 0 150 空輸 しらせ帰艦 
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4. その他の夏期計画 
4.1 同行者課題 
4.1.1 報道（日本新聞協会代表取材）【AAD-52_01】 芹沢 伸生 
【概要・経過】 























4.1.2 放送ドキュメンタリー撮影【AAD-52_10】  Seong Hyeon JO・Sugn Soo CHO（山内 恭） 
【概要・経過】 
韓国 MBC (MUNHWA BROADCASTING CORP.) 社の 50 周年記念放送ドキュメンタリー作成を目的としたイ
ンタビューと撮影のために、カメラマンとプロデユーサーの 2名が同行した。日本南極地域観測隊の研
究活動と隊員の生活、自然の姿、特に動植物の生態を撮影することを目指し、下記の活動を行った。 
・ペンギンの生態（8日間：1月 6、11、14−16、21日、2 月 4、13日） 
・野外観測：露岩域地質調査、ペンギン調査 
・観測隊の主要行事：ヘリコプター第一便、越冬交代式、昭和基地最終便 
















4.1.3 南極地域の現地調査（環境省）【AAD-52_03】 秋本 周 
1) 南極地域観測活動実態把握調査 
【概要・経過】 






















































4.1.4 「しらせ」氷海性能試験【AAD-52 05】 土屋 好寛 
























・12 月 20 日～21 日、リュツオ・ホルム湾定着氷において実施し、これと併せて氷状観察、及び気象
状況を 1時間おきに記録した。 
b) ラミング砕氷性能確認試験 
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・12 月 21 日～22 日リュツオ・ホルム湾において、助走距離を 200ｍ、300ｍ、400ｍとし実施した。
記録は、時間、位置、貫入速度、進出距離また、前回の試験同様に氷状観察及び気象状況を実験に
併せて記録した。 





画を 6時間に調整し実施した。氷状観察は 30分、気象状況は 1時間間隔の記録とした。 
2-2. フィールド選定計測 
ａ) 旋回性能確認試験 
・2011年 2 月 5日ホブデ湾沖の定着氷において左右旋回試験を実施した。試験に併せて氷況観察を 30
分間隔、気象状況を 1 時間間隔に記録した。またヘリコプターによって、旋回試験時の航跡を空撮


































図Ⅱ.4.1.4-1 氷中旋回性能試験の航跡空撮 図Ⅱ.4.1.4-2 GPSによる左右旋回航跡 






4.1.5 教員派遣プログラム 【AAD-52_09】 酒井 誠至・森岡 美和 
○ 南極授業 AAD-52_09 
【概要・経過】 
1．授業実施状況と結果 
南極授業について、当初各担当 2 回ずつ計 4 回の予定であったが、2 人で 1 回の授業を加え、計 5 回
の授業を実施した。概要は以下の通りである。 




2) 1 月 29 日、旭川市旭山動物園において、希望参加者 130 名対象に 60 分間の授業を行った。内容は、
ペンギンを中心とした南極の生態系について。 
3) 2月 3日、高知県立高知小津高等学校において理数科 1年生 38名および保護者対象に 100分間の授業
を行った。内容は、南極における夏の自然概要と南極大陸の地史について。 
4) 2 月 5 日、高知県立高知小津高等学校において小・中・高校生を中心に一般希望者 70 名を対象に 60
分間の授業を行った。内容は、南極の夏の自然と観測活動・隊員の生活について。 














4.2.1 南極巨大沿岸ポリニアにおける、係留計等における海氷高精度観測【AA0-1-52】 深町 康 
○ 南極巨大沿岸ポリニアにおける、係留計等における海氷高精度観測 AA0-1-52 















 CD2:  切り離しコマンド 2:41 (UTC) 
  揚収始め  3:40 
  揚収終了  3:59 
 CD1: 切り離しコマンド 6:37 (UTC) 
  揚収始め  7:03 





















4.2.2 南極氷床コア分析と気候モデリングに基づく氷期・間氷期の気候変動メカニズムの解明 【AA0-2-52】小端 拓郎 
  以下の項目内で報告 
  2.1.3 氷期—間氷期サイクルから見た現在と将来の地球環境【AJ1】  
  ○ 南極氷床コア分析と気候モデリングに基づく氷期・間氷期の気候変動メカニズムの解明  
   AAO-2-52_01     小端 拓郎  
4.3 受託課題 
4.3.1 オーストラリア気象ブイの投入【AAS-52_02】 小野 数也 




ID: 3611630 45-11.1938S, 110-00.2510E, 12/3 01:48 UTC 
ID: 3617630 50-36.5140S, 110-01.9281E, 12/4 02:11 UTC 
ID: 3613630 54-53.4842S, 110-00.7285E, 12/5 01:59 UTC 
ID: 36246 60-3.8675S, 110-01.3503E, 12/6 08:43 UTC 
ID: 36229 60-23.4927S, 100-01.6454E, 12/8 08:06 UTC 
ID: 36247 59-03.0566S, 89-42.3642E, 12/9 11:52 UTC 
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4.3.2 Argo フロートの投入【AAS-52_01】   小野 数也 
○  Argoフロートの投入 AAS-52_01    小野 数也・深町 康 
【概要・経過】 
しらせ復路、東経 150度線の航路上の 2 地点で、Argoフロートの投入を行った。行った点を以下に記
す。 
Argos ID: 68563 56-02.141S 150-03.395E  3/12 8:30 UTC 
Argos ID: 68559 50-57.578S 150-11.718E  3/13 5:59 UTC 
【問題点・課題】 
特になし。 
4.3.3 Repeat Photographyによる最近 10-20年の氷床縁辺部の変動検出【AAS-52_03】   宮本 仁美 
○ Repeat Photographyによる最近 10-20 年の氷床縁辺部の変動検出 AAS-52_03 
 宮本 仁美・樋口 和生・山内 恭 
【概要・経過】 




























月日 曜日 天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 艦位 海水温
2010年
11月11日 (木） 晴 17.0℃ N 4 1019.4HPa 30% 晴海ふ頭 19.4℃ 1200 晴海出港
11月12日 (金) 晴 22.6℃ E 8 1022.0HPa 40% 29°30'N　137°01'E 26℃ 船上物品配置作業
11月13日 (土） 晴 27.0℃ SE 17 1017.1HPa 84% 23°31'N　134°13'E 27℃
11月14日 (日） 晴 30.5℃ E 19 1015.4HPa 71% 17°18'N　131°26'E 30℃
11月15日 (月) 曇 28.8℃ EN 19 1010.3HPa 78% 11°07'N　137°01'E 30℃
11月16日 (火) 晴 29.3℃ NNW 6 1010.3HPa 71% 05°09'N　125°38'E 30℃
11月17日 (水) 晴 29.3℃ SSW 7 1009.6HPa 73% 01°26'N　120°14'E 30℃
11月18日 （木） 晴 30.7℃ S 8 1010.4HPa 64% 03°45'S　118°15'E 31℃
11月19日 （金） 晴 29.8℃ S 19 1009.3HPa 67% 08°37'S　115°45'E 30℃
11月20日 （土） 晴 29.4℃ SE 11 1008.9HPa 67% 14°20'S　114°32'E 30℃ 免税品分配作業
11月21日 （日） 晴 27.3℃ S 8 1011.1HPa 74% 20°06'S　113°19'E 27℃
11月22日 （月） 晴 25.1℃ W 2 1011.7HPa 71% 24°45'S　112°18'E 25℃
11月23日 （火） 曇後晴 20.8℃ S 24 1015.6HPa 65% 28°58'S　112°51'E 24℃ 時刻帯変更
11月24日 （水） 曇 23.5℃ SW 16 1019.5HPa 96% フリーマントル港外 21℃ 1730 成田空港集合
2030 成田空港出発









11月27日 （土） 晴 27.5℃ Ｅ 12 1017.8HPa 50% フリーマントル港 － 0740 全体ミーティング
0800 免税品、食料品搭載
11月28日 (日） 晴 32℃ NE 21 1017.2HPa 18% フリーマントル港 － 終日自由行動
11月29日 (月） 晴 29℃ E 21 1013.2HPa 52% フリーマントル港 － 0930 パース日本人学校特別公開
1900 西豪州日本人会忘年会




















12月3日 （金） 曇 9.0℃ SSE 17 1023.3HPa 87% 45°53'7"S　109°59'55"E 9.5℃ オーストラリア気象局ブイ投入開始
1330 しらせ大学講座
1820 全体ミーティング
12月4日 (土) 曇 4.8℃ NW 17 1025.7HPa 71% 51°06'4"S　110°00'3"E 4.4℃ 1330 しらせ大学講座
1530 観測隊員による南極安全講話（しらせ乗員へ：山中隊員、樋口隊員）
1820 全体ミーティング
12月5日 (日） 曇 2.8℃ SSE 5 1016.3HPa 82% 55°21'55"S　109°59'51"E1.2℃ 0947 南緯55度通過
1320 沿岸野外観測関係者打合せ
1820 全体ミーティング
12月6日 (月） 曇 2.2℃ N 20 1000.0HPa 84% 59°29'01"S　110°00'00"E0.5℃ 1651 初氷山視認（60 22'S  110 00'E）
1820 全体ミーティング
12月7日 (火） 曇 -0.5℃ W 23 986.3HPa 72% 61°44'05"S　108°41'9"E -1.1℃ 航路を西向きに変針
1820 全体ミーティング
12月8日 (水) 曇 -0.1℃ W 17 1001.0HPa 59% 60°32'S　101°9'E -0.9℃ 0830 安全教育プログラム(夏期作業・日課、輸送、越冬中の安全対策）
1330 コンクウイスキー配布
1820 全体ミーティング





月日 曜日 天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 艦位 海水温 事項














12月13日 (月） 曇 1℃ 976.1HPa 71% 59°11.2'S　56°05.1'E -0.6℃ 1300 夏期オペレーション会議
1820 全体ミーティング
2000 しらせ夜学（高橋・渡邉慶）








12月15日 (水） 曇 0.0℃ 989.4HPa 85% 61°47.4'S　41°42.1'E -1.6℃ 1820 全体ミーティング
12月16日 (木） 雪 -2.5℃ 14 978HPa 83% 65°13.8'S　38°20.48'E -1.8℃ 1820 全体ミーティング
2324 海底圧力計設置
12月17日 (金) 曇 -2.8℃ 220 8 995.0HPa 81% 67°21.23'S　38°1.19'E -1.8℃ 1820 全体ミーティング
12月18日 (土) 晴 3.6℃ S180 8 983.1HPa 68% 67°36.16'S　39°51.27'E -1.6℃ 1820 全体ミーティング
2200 リュッツホルム湾定着氷縁に到着
12月19日 (日） 快晴 1.0℃ WSW 5 978.1HPa 75% 68°24.45'S　38°43.3'E -1.7℃ しらせへりブレード取り付け作業
1820 全体ミーティング
2015 しらせ合同懇親会
12月20日 (月） 曇 1.2℃ ENE 16 983.5HPa 68% 68°24.396'S　38°43.258'E-1.7℃ しらせヘリ(92号機）試飛行
1820 全体ミーティング
1929 定着氷進入
12月21日 (火） 曇 2.5℃ E 10 984.3HPa 68% 68°24.396'S　38°43.258'E-1.7℃ 強風により飛行作業取り止め
1820 全体ミーティング
12月22日 (水) 曇 2.5℃ SSE 13 989.3HPa 61% 68°57.17'S　39°03.23'E -1.8℃ 昭和第1便準備（91号機試飛行）
1820 全体ミーティング





























月日 曜日 天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 艦位 海水温 事項









































































月日 曜日 天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 艦位 海水温 事項
















































































月日 曜日 天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 艦位 海水温 事項










































































月日 曜日 天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 艦位 海水温 事項
















































1月24日 （月） 晴 0.4℃ NE 25 982.7HPa 74% 69°00.45'S　39°37.1'E -1.6℃


























月日 曜日 天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 艦位 海水温 事項








































1月31日 （月） 雪 0.2℃ NNE 17 991.6HPa 76% 69°00.45'S　39°37.1'E -1.6℃


























月日 曜日 天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 艦位 海水温 事項
















































2月8日 （火） 快晴 -1.4℃ S 9 994.1HPa 45% 69°05.5'S　39°30.7'E -1.6℃ しらせ昭和沖離岸
1830 51次52次合同ミーティング
2月9日 （水） 快晴 -2.0℃ ESE 1 989.6HPa 53% 69°03'S　39°20.5'E -1.7℃ 51次隊１名、しらせに帰還
しらせへり 野外観測支援（明るい岬、二番岩、かすみ岩、天文台岩、白瀬氷河、きざはし浜、雪鳥沢、）計６便
1830 51次52次合同ミーティング
2月10日 （木） 晴 -5.7℃ ENE 6 992.0HPa 62% 69°01.8'S　39°17.6'E -1.8℃
1830 51次52次合同ミーティング





月日 曜日 天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 艦位 海水温 事項




2月13日 （日） 曇 -3.6℃ ESE 10 995.7HPa 51% 68°58.2'S　39°08.1'E -1.8℃ 観測隊ヘリ 不具合（油圧計監視スイッチ異常）が発生するもしらせ艦上での修理後、1時間遅れで実施（しらせ、水くぐり浦、雪鳥沢人員輸送）
1830 51次52次合同ミーティング




2月15日 （火） 曇 -3.5℃ NE 24 1006.0HPa 63% 68°56.8'S　39°02.9'E -1.8℃ 51次隊３名、しらせに帰還
しらせへり 荒天のため飛行作業遅延、S16、昭和人員ピックアップのみ、計１便
1830 51次52次合同ミーティング
2月16日 （水） 曇 -0.3℃ NE 26 997.3HPa 88% 68°56.8'S　39°03.0'E -1.8℃ 1830 51次52次合同ミーティング
2月17日 （木） 雪 1.3℃ NNE 23 995.2HPa 82% 68°45.7'S　38°48.9'E -1.8℃ 1830 51次52次合同ミーティング
（昭和） 自然エネルギー棟上棟式





2月19日 （土） ふぶき -4.0℃ ENE 51 966.6HPa 89% 68°31.3'S　38°42.1'E -1.8℃ しらせへり 荒天のため飛行作業中止
1820 51次52次合同ミーティング
（昭和） 初ブリザード成立後、Ａ級ブリザード
2月20日 （日） 雪 0.9℃ N 18 988.6HPa 89% 68°26.6'S　38°43.2'E -1.8℃ しらせへり 荒天のため、飛行作業中止
1820 51次52次合同ミーティング
（昭和） 越冬成立式（悪天候のため、管理棟食堂で実施）
2月21日 （月） 晴 -5.0℃ SSW 12 994.7HPa 74% 68°28.8'S　38°45.4'E -1.8℃ しらせへり Ｓ１６よりドーム隊物資撤収、計３便。全輸送支援終了、ブレード取り外
1820 51次52次合同ミーティング
2月22日 （火） 晴 -5.0℃ SW 1 983.5HPa 66% 68°19.6'S　38°49.5'E -1.8℃ 定着氷離脱
1820 51次52次合同ミーティング




2月24日 （木） 曇 0.3℃ NE 10 970.3HPa 88% 66°41.7'S　38°47.6'E -0.3℃ 海底圧力計回収
艦内娯楽大会（ダーツ・輪投げ）
1820 51次52次合同ミーティング




2月26日 （土） 雪 1.1℃ W 31 983.0HPa 82% 64°55.5'S　60°37.9'E -1.1℃ 1820 51次52次合同ミーティング
2300 時刻帯変更　2300D→2400E
（昭和） 福島ケルン前で越冬成立の誓い
2月27日 （日） 晴 -7.5℃ ESE 10 983.9HPa 43% 66°53'S　67°42.'E -1.6℃ ケープダンレイ沖　係留系設置
1820 51次52次合同ミーティング
- 140 -
月日 曜日 天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 艦位 海水温 事項
2月28日 （月） 晴 -7.0℃ SW 6 988.1HPa 42% 67°33.7'S　68°50.8'E -1.7℃ ケープダンレイ沖　係留系揚収
1820 51次52次合同ミーティング
3月1日 （火） 雪 -8.6℃ 130 10 996.9HPa 73% 68°03.8'S　72°43.6'E -1.5℃ 1820 51次52次合同ミーティング
3月2日 （水） 雪 0.9℃ 360 42 961.8HPa 66% 64°30.232'S　78°13'E -0.5℃ 1330 南極大学講座（52次小野里）
1820 51次52次合同ミーティング




3月4日 （金） 曇 3.9℃ WNW 18 997.9HPa 77% 59°51.02'S　100°27.40'E 1.6℃ 1330 南極大学講座（51次高見、52次水野、51次立本）
1820 51次52次合同ミーティング
2300 時刻帯変更　2300F→2400G
3月5日 （土） 霧雨 4.4℃ NW 25 998.8HPa 89% 58°20.40'S　109°43.38'E 2.0℃ 海洋観測AJ1
0830 南極大学講座（51次津和、52次渡辺）
1820 51次52次合同ミーティング
3月6日 （日） 曇 2.3℃ NW 20 996.9HPa 77% 60°31.4'S　110°05.1'E 2.3℃ 海洋観測AJ2
1820 51次52次合同ミーティング
3月7日 （月） 曇 1.0℃ N 9 980.8HPa 72% 62°04.24'S　111°31.03'E 1.0℃ 海洋観測AJ3
1820 51次52次合同ミーティング
2300 時刻帯変更　2300G→2400H
3月8日 （火） 曇 -0.7℃ SW 43 974.0HPa 80% 62°17.3'S　123°00.7'E 1.1℃ 南極工芸展
1820 51次52次合同ミーティング
3月9日 （水） 曇 2.0℃ ENE 6 1000.2HPa 80% 62°17.3'S　123°00.7'E 1.1℃ 八の字航行
1820 51次52次合同ミーティング
2300 時刻帯変更　2300H→2400I
3月10日 （木） 曇 1.3℃ NE 22 988.5HPa 73% 62°50.4'S　143°19.9'E 1.6℃ 海洋観測AJ4
1820 51次52次合同ミーティング
2300 時刻帯変更　2300I→2400J
3月11日 （金） 霧雨 3.0℃ NW 23 994.3HPa 90% 61°59.02'S　149°50.01'E 1.6℃ 海洋観測 ST-L7
八の字航行
1820 51次52次合同ミーティング
3月12日 （土） 曇 4.8℃ NW 27 995.4HPa 85% 56°57.16'S　149°59.58'E 4.2℃ 海洋観測 ST-L8
1820 51次52次合同ミーティング
3月13日 （日） 雨 9.4℃ WNW 25 1005.9HPa 85% 51°41.94'S　150°02.23'E 8.5℃ 海洋観測 ST-L9
0005 南緯55度通過
1820 51次52次合同ミーティング




3月15日 （火） 晴 16.4℃ SW 3 1023.5HPa 53% 41°58.05'S　151°51.03'E 18.6℃ 1100 寄港地講和
1820 51次52次合同ミーティング
3月16日 （水） 曇 22.3℃ SSW 24 1017.0HPa 65% 37°11.4'S　151°43.2'E 23.0℃ 1820 51次52次合同ミーティング
2300 時刻帯変更　2300J→2400K
3月17日 （木） 曇 25.0℃ SSW 18 1019.0HPa 80% 33°46'S　151°22'E 25.0℃ 1730 51次52次合同ミーティング（最終）
1900 洋上慰霊祭
3月18日 （金） 曇 21.5℃ SW 11 1017.8HPa 95% 33°51.3'S　151°14.8'E - 1000 シドニー入港
1030 帰国説明会










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 155 - 
Ⅲ. 昭和基地越冬経過 
1. 一般概況 
1.1 越冬期間概要 宮本 仁美 




















また基地沖の海氷上に滑走路を開港、11 月中に 4 度バスラ―ターボ機が飛来した。12 月 23 日には第一便
とともに 53次隊が到着したが、「しらせ」はついに昭和基地沖に姿を見せることなく、1月 21日には正式
に接岸を断念した。1 月 24 日夜からは片道 30km、3 時間 30 分に及ぶ長距離氷上輸送を開始、2 月 10 日未
明まで継続した。2 月 10 日夕方に終了した空輸と合わせ、総計 800t 以上の物資を昭和基地に輸送し、53
次越冬成立を確信した 2 月 12 日、例年より 12 日遅れで越冬交代を行った。その後、第一夏期隊員宿舎で
一晩過ごした後、残留支援する 6名を除く 24名は 13 日朝「しらせ」に移った、残り 6名のうち 1名は 17
日に、5名は 20日の最終便で「しらせ」に戻り、52次越冬隊の全ての昭和基地活動を終了した。 
1.2 各月の概要 宮本 仁美 
1.2.1 全般 
 【2011年 2 月】 
 1日 10時、19広場において、山内第 52次観測隊長以下夏隊員・同行者 37名、中藤しらせ艦長以下しら
せ乗組員 39名の立ち合いの下、51次越冬隊との越冬交代式を挙行した。これにより、昭和基地及びその周
辺における観測活動、基地の維持管理、運営を引き継ぐとともに、基地中心部での生活がスタートした。








が続き、S16でのドーム物資ピックアップもできない中、18日 16時 37分、大塚副隊長以下夏隊・同行者 9
名を乗せた昭和最終便が基地を離れ、30人の越冬体制となった。 
 同日夜から夏作業日課から夏日課に切り替え、夏作業は続くものの越冬準備中心の生活に入った。続く














23日には第 2 回目の防災訓練を 52次隊としては初の本格消火訓練として実施した。海氷状況が安定してき

















中旬と下旬に各々2回、計 5 回のブリザードがあり、その都度除雪におわれた。特に 2度の A級ブリザード
により、大型大気レーダーの一部が雪に覆われる、オーロラレーダーが折れる、焼却炉棟横でドラム缶で
嵩上げしていた 3個の 12ft コンテナが横転する、焼却炉棟のドアが破壊されるなどの被害があった。しか
しながら、極夜を前に日に日に昼間の時間が短くなる中、効率的に外作業をこなした。また冬明けの野外
活動に備えたレスキューリーダー訓練やレスキュー訓練（2・4・7・11・18日）、南極安全講習（6・13・18・
29 日）を行った。8 日には第 3 回目の防災訓練を、怪我人が出たことを想定して実施した。野外活動も始
まり、6 日には宙空部門の西オングルオペレーションを、16 日にはアイスオペレーションを実施した。さ
らに 20-27日にかけて 52次隊初の宿泊を伴う野外活動として S16オペレーション（ドーム隊の装備・廃棄
物回収、雪上車整備、通信機器整備、気象ロボットメンテナンス、橇引き出し、南極教室用題材作成等）
- 157 - 










入したため、極夜期間（31 日～7 月 12 日）に午前 10 時から午後 2 時の薄明時間帯以外に基地主要部外に
行く・居る場合には、その時点で通信室に連絡することとした。上旬から中旬にかけては比較的天気が安







は第 4 回目の防災訓練を極夜期を想定して行った。野外活動は、岩島 LAN カメラの撤収、中高生コンテス
トのプランクトン採取等を実施した。南極教室も 20 日から始まり、26 日、30 日と計 3 回実施した。その
他の TV会議として 25日に遠隔医療会議を行った他、WXCへの切り戻しに伴う TV会議用設定確認や南極教
室のための接続試験等を実施とした。恒例となった全体清掃は 29日に実施した（倉庫棟階段下及び通路棟















9 日（三重県津市藤水小）、27 日（苫小牧工業高専）と計 3 回実施した。その他の TV 会議として設営シン
ポジウム（3日）、遠隔医療会議（29日）を行った他、南極教室接続試験や必要に応じて部門別の打ち合わ
せを実施した。 




で 19日に 19 広場においてオープニングセレモニーを実施、翌 20日から、ブランチ後の時間を利用して趣
向を凝らしたイベントや調理担当隊員の丹精を込めた豪華な料理の数々を堪能した。この祭典を通じて、













 6 日に安全管理点検（作業工作棟）を、20 日に第 6 回目の防災訓練を行った。同時に実施する予定であ
った実際の消火器を使用した消火訓練は同日が強風のため翌 21日に実施した。医療関連では 4～10日に第




















スネスルート工作、30 日～9 月 2 日の S16 オペレーションを、日帰りで西オングル小屋の無線 LAN の保守
（1日）、とっつき岬からの SM100の回収（4日）、アンテナ島の送信設備のメンテナンス（23、30日）、雪尺
測定（毎週）を実施した。夏休みのため南極教室は 30 日（滋賀大学付属小）の 1 回であったが、イベント
として 6日に南極樺太犬を偲ぶこどもの国フェスティバル、16日に女子中高生夏の学校を、5、12、19、26









- 159 - 







雪尺測定（毎週）を実施した。南極教室は 14 日（常陸大宮市立美和小）、16 日（川崎市立宿河原小）、21
日（旭川市立東明中）の 3 回、イベントとして 4日に石狩市、10日にりくべつ宇宙地球科学記念館との TV






















 月末には観測部会（28 日）、オペレーション会議（28 日）、全体会議（29 日）を開催し、10 月の活動状
況、11月の予定などを確認した。 
 【11月】 
 22日から一日中太陽が沈まなくなった。好天が持続し、気温も上昇、26日には 2月 20日以来、9か月振
りに最高気温がプラスとなった。アデリーペンギン、ウェッデルアザラシだけでなくナンキョクオオトウ
ゾクカモメやユキドリも頻繁に姿を見せ始めて本格的な「夏」を迎え、月初めからは 24時間 2 交代制での
除雪を開始するなど、隊全体としても、また各部門毎でも 53 次隊を迎える作業を本格的に開始した。17





和基地）と、計 5回の対応を行った。特に 9日及び 20 日は基地内での休養・食事を提供した。主な野外活
動として、ペンギンセンサスや DROMLAN 対応の他、地圏オペレーション、海水・破傷風菌サンプリングな
どを実施した。安全管理点検を 10日に、積雪状況の監視を 14日に、防災訓練を 18 日に実施して基地の安
全管理に努めた。南極教室は 11 日（気仙沼市立面瀬小）、18 日（習志野市立谷津小）、22 日（姫路市立船
- 160 - 
津小）の 3回実施し、52次としての対応は全て終了した。その他、6日（科学の祭典ひたちなか）、13日（中
高生ジュニアフォーラム）、19日（あまみエフエム）への対応を行った。 








 52次単独の宿泊を伴う野外活動は 2～3 日のペンギンセンサスで全て終了した。28日からは 53 次隊の野
外観測支援としての活動が始まった。積雪状況の監視を 9 日に、防災訓練を 14 日に、安全管理点検を 22
日に、また 13～15 日には越冬中最後となる第 4 回健康診断を実施した。24 日、26～27 日に準備空輸があ
り、53次隊の緊急物資の荷受けを行った。また 23日から毎日 53次隊との打ち合わせを実施し、翌日の車
両・重機の割振り、作業内容の確認を行い、夏期間中の安全の確保に努めた。その他、1 日（読売 KODOMO




 【2012年 1 月】 






に定められた目標量の輸送を達成できる見込みとなった。氷上輸送を 52 次隊主体で、本格空輸を 53 次隊






管庫の安全管理点検を 22 日に行った。氷上輸送の始まった 24 日からは、輸送の開始前及び荷受け作業開
始前に作業者全員によるミーティングを毎回実施し、作業内容の確認を行うなど安全の確保に努めている。




日、11 日には基地中心部の清掃など越冬交代の準備を行い、12 日 9 時から 19 広場において、霧に包まれ
た中で 53次隊との越冬交代式を執り行った。越冬交代後、天候の回復を待って第一夏期隊員宿舎で待機し
ていたが、結局 12 日にはヘリコプターは飛ばず、13 日 10 時 15 分艦発の便で、53 次隊支援のため基地に
残る 6名を除いた 24名が「しらせ」にピックアップされた。第一回目の VLBI実験終了後の 17日に 1名が、
残り 5名は 20 日の最終便で「しらせ」に戻り、30名の越冬隊員全てが無事「しらせ」に帰艦した。 
1.2.2 気象・海氷状況 
 【2011年 2 月】 
- 161 - 
 月前半は風の弱い穏やかな日が、特に 4日から 13日前半までは晴天が続いたが、月半ば以降は風雪の強
い状態が 2～3 日毎に周期的に訪れた。ブリザードにはならなかったものの、16 日、17 日には 2 月として
歴代第 3位となる強風を観測した。52次隊としての初のブリザードは 19日に成立した A級であった。風雪
により、15 日 15 時 30 分から 16 日 10 時 00 分まで、16 日 17 時 30 分から 17 日 06 時 0 分まで、19 日 08










 中旬は周期的に天気が変化したが、上旬及び下旬は好天が持続し、月合計日照時間は 3月としては歴代 2
位の多さを記録するなど、総じて穏やかな天候となった。9日及び 15日には C級ブリザードとなったが、
悪天は長続きしなかった。風雪により、9日 8時 20分から 10日 10時 00分まで、11 日 16時 30分から 12
日 08 時 00 分まで、13 日 08 時 30 分から 13 時 30 分まで、15 日 06 時 15 分から 08 時 15 分まで、15 日 15
時 30分から 16日 07 時 00分まで、26日 16 時 00分から 27日 06 時 20分まで外出制限をした。天気が良か
ったことから、気温が低く（月平均気温は 3月としては歴代 3位）、風速も弱く（月平均風速は 3月として
は歴代 4位）経過したため、20日には居住棟回りの温水配管が凍結し、手空き総員で修復におわれた。基





じ T17 付近に幅 30cm（1m 離れたところで氷厚 30cm 程度）のタイドクラックがあった。その他のとっつき









や雪の多い天候となった。3～4日に B級、12～13日及び 23～24日に A 級、16～17日及び 30日に C 級と、
計 5回のブリザードを観測した。13日には 4月としては歴代 2位の最大風速（37.9m/s）、歴代 4 位の最大
瞬間風速（45.1m/s）を観測した。一方 22 日には最低気温-27.8度を記録するなど冬の訪れを感じさせる月
でもあった。風雪のため 3日 07時 15分から 5日 14 時 00分まで、12日 14 時 15分から 14日 18 時 45 分ま
で、23 日 14 時 22 分から 25 日 06 時 30 分まで、30 日 12 時 30 分から 5 月 1 日 08 時 00 分まで外出制限を
した。A級ブリザード後の 15 日及び 28日に基地回りの積雪状況の監視を実施した。 
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した。 
 【5月】 
 天気は、上旬は周期的に変化し中旬は好天が持続したが、下旬は一転して荒れ模様となった。22 日に B
級、25～26日及び 30日～6 月 1日に A級と、計 3回のブリザードを観測した。25日には 5月としては歴代
10位の最大風速（38.4m/s）を観測した。月最深積雪は 5月としては初めて 100cmを超える 114cm を記録し
た。風雪のため 22日 06時 00分から 20 時 30分まで、25 日 01時 45分から 26日 21 時 45分まで、27日 15
時 00 分から 28 日 05 時 30 分まで、30 日 01 時 15 分から 6 月 1 日 07 時 30 分まで外出制限をした。B 級ブ
リザード後の 23日に基地回りの積雪状況の監視を実施した。 




 上旬の前半と後半、月半ばに一時晴れた他は曇りや雪の日が多く、荒れた天気となった。11～12 日に A
級、20～21日及び 25～26日に B級、27日に C級と、計 4回のブリザードを観測した。6月の月平均気温と
して歴代 2位（高）の-11.7℃を記録した他、25日には 6月として歴代 3位（高）の日最高気温（-2.3℃）
を観測した。降雪の深さの月合計も 4 月以来 3 か月連続で 100cm を超え、月最深積雪は 6 月として歴代 2
位の 126cmを記録した。風雪のため 1日 22時 00分から 2日 06 時 30分まで、6日 10 時 10分から 23時 00
分まで、11 日 00 時 50 分から 12 日 06 時 30 分まで、20 日 03 時 30 分から 21 日 16 時 10 分まで、24 日 23






やかな天候で、気温・風ともにほぼ平年並みに経過した。4～5日に B級、22～23日に A級、の 2回のブリ
ザードを観測した。1 日の降雪の深さとしては、5 日に 20cm（7 月としては 2006 年以降で最深）を記録し
たが、降雪の深さの月合計は 45cmにとどまった。月最深積雪は 7月として歴代 2 位の 124cmであった。風
雪のため 4日 20時 30分から 5日 15 時 00分まで、12日 23 時 45分から 13日 06 時 30分まで、13日 11 時
10分から 13 時 10分まで、18日 09 時 25 分から 14時 10分まで、22 日 07時 30分から 23日 18 時 15分ま
で、30日 06 時 30分から 09時 30分まで外出制限をした。 
 今月は気象の雪尺測定、通信のアンテナ島メンテナンス、設営の北の浦橇デポ地・見晴らし岩への移動
以外に、極夜中の 9日に岩島への遠足、極夜明けの 28 日に地圏及び海氷調査のためのとっつき岬オペレー





月平均気温では歴代 10位の高温となった。2、11、16～17日に C級、7～8日に B級、の 4回のブリザード
を観測した。1日の降雪の深さとして 20日に 15cmを記録した他、降雪の深さの月合計も 91cmとなり、共
に 8月としては 2006年以降で最大となった。また月最深積雪も 8月として歴代 2 位の 120cmであった。風
雪のため 1日 23時 00分から 2日 14 時 30分まで、7日 10 時 30分から 8 日 12時 45分まで、10日 18 時 30
分から 20 時 40 分まで、11 日 05 時 00 分から 10 時 50 分まで、11 日 13 時 30 分から 21 時 05 分まで、16
日 19時 35分から 17日 13 時 25分まで、26日 05 時 30 分から 09時 30分まで外出制限をした。 
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 中旬の半ば及び下旬の前半を除いて良い天気の日が多かった。気温は上旬と下旬は平年より高かったが、
中旬は平年値より 4℃も低く経過した。16日～17日に B 級、23～24日及び 26日～27 日に C級の計 3回の
ブリザードを観測したが、16日～17日のブリザードは 8月 17日以来 1か月振りであった。月最深積雪も、
52 次としては最も深い、8 月として歴代 2 位の 128cm であった。風雪のため 2 日 09 時 15 分から 18 時 45
分まで、16 日 13 時 00 分から 17 日 15 時 30 分まで、22 日 20 時 20 分から 24 日 16 時 50 分まで、26 日 13
時 00分から 27日 00 時 15分まで外出制限をした。 
 とっつき岬ルート上の T17 ポイント北側のクラック、ラングホブデルート上のクラック・プレッシャー
リッジについては開水面がなく、氷厚も十分であり、雪上車の通過に問題はなかった。雪鳥沢小屋手前の




このため、月平均気温は歴代第 2位の低温（-16.2℃）を記録した。14～16日に B級、20～21日に C級と、
2 回のブリザードを観測した。風雪のため 14 日 16 時 45 分から 16 日 10 時 00 分まで、20 日 20 時 15 分か
ら 21日 06時 30分まで外出制限をした。 
 各ルート上のクラック・プレッシャーリッジについて、とっつき岬の上陸地点やラングホブデルートで
は近辺にあざらしがいることから開水面があるものと推察したが、氷厚は十分であり、雪上車の通過に問
題はなかった。基地周辺の氷厚は、西の浦で 180cm（8 日測定）、岩島南西側で 170cm（8 日測定）、オング
ル海峡中央からやや大陸よりの地点で 180cm（23日測定）、向岩直下で 230cm（8日測定）であった。 
 【11月】 
 下旬の前半は悪天となったが、それ以外は好天が持続し、夏らしい穏やかな天候となった。月平均気温
は歴代第 5位の高温（-5.5℃）を記録し、10月に比べ 10℃以上も暖かくなった。20～22日に B級ブリザー








でも歴代第 3 位（-3.3℃）の低温となった。中旬は、旬平均風速が 10m/s を超えるなど荒れた天気が続い
た。月を通して日照時間の少ない状態が続き、月合計日照時間は前月より 40時間以上も短く、12月として
歴代第 1 位の寡少となった。15～16 日、17～18 日に相次いで B 級ブリザードを観測した。さらに 19～20
日はブリザードにはならなかったが平均 29.1m/s（12月として歴代 8 位）、瞬間 34.9m/s（12月として歴代
10 位）の地吹雪を伴う強風となった。風雪のため 15 日 20 時 30 分から 18 日 11 時 40 分まで、19 日 22 時








 【2012年 1 月】 
 上旬は晴天が持続したが、中旬から曇や雪の日が多くなり、特に 25日以降は風雪の強い日が続いた。月
平均気温は 1 月として歴代 10位の低温（-1.4℃）を、31日には 1月として歴代 3位となる日合計降雪量（17
㎝）を観測した。30～31日にかけては C 級ブリザードを記録した。風雪のため 14 日 08時 00分から 16時
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00 分まで、26 日 05 時 30 分から 14 時 00 分まで、27 日 06 時 15 分から 14 時 40 分まで、27 日 19 時 40 分






月として歴代 8 位の低温となる-15.9℃の日最低気温を観測した。風雪のため、1 日 15 時 15 分から 16 時





 【2011年 2 月】 
 観測関係では、気水圏は 5 日、エアロゾルゾンデを飛揚した。地圏では 51 次隊の支援を受けて 2～3 日
及び 8～10日に VLBI実験を実施した。また宙空では 3月 1日のオーロラ光学観測開始に備えた灯火管制等
の準備を実施した。大型大気レーダー関連では、3月中の観測開始を目指しケーブル配線、観測制御小屋の
整備等を除雪と並行して実施した。 






















き止め、修理を行った。このため動作確認等を含めて 1か月間に 4回の電源切替を実施した。 
 【5月】 



















































ント参加・南極教室・昭和基地 NOW 等の情報発信などを実施した。みずほ旅行に使用する SM100 を 3 台昭














守、昭和基地 NOW の更新などを実施した。燃料移送は 8 日及び 9 日の 2 日間行う予定であったが、みはら
しにあるポンプが故障したため 9 日は中止し、古いポンプの部品を用いて修理した。その他燃料に関して














燃料移送は、修理したポンプを使用して 7、8 日に行った。また 12 日には西オングル・テレメトリ小屋に




 9月 23日以来欠測となっていた S16（P50）の気象ロボットについて、7日に修理を行い復旧した。宙空
部門では、大型大気レーダーエリアでの除雪・砂撒き作業を本格的に開始した。気水圏部門の観測装置の




等の補修、野外観測支援、南極教室、情報発信などを実施した。燃料移送を 5日及び 13 日に実施したほか、

















18 日の 2 回実施した。LAN 関係では、夏作業に備え A ヘリポートの WEB カメラ・岩島無線 LAN 中継所を立
ち上げた。医療関係では遠隔医療 TV会議を 21日に実施した。 
 【2012年 1 月】 
 観測作業については、2月 1日に業務を 53次隊に引き継いだ。 
 気象部門では、太陽高度が観測に必要な位置まで下がるようになったことからドブソン分光光度計によ
るオゾン反転観測を 11日から再開した。また S16気象ロボットの保守・S17移動気象観測装置の回収を 53
次隊との引継を兼ねて 19日に実施した。宙空部門では、23日にプロトン現象が発生したことに伴いミリ波









 3日からは氷上輸送、空輸ともに貨油輸送が主体となり、氷上輸送は 10日未明、空輸は 10日夕方で、53
次越冬成立に必要な物資を全て搬入した。5日にはオーバーホール中の 2号機エンジンの警報試験中に全停
電が発生したが、1時間で復旧し、観測、設営ともに大きな被害はなかった。3号機エンジンのオーバーホ
ールは 6日で終了し、8日には 1号機から 2号機への電源切替を行った。 
1.2.4 その他 
 【2011年 2 月】 
 3日、5日、6日に TV会議システムを利用した南極授業、19日には稚内市との電話交信、28日には遠隔
医療 TV会議を実施した。各生活係の活動も越冬交代と同時に開始した。日刊新聞の発行、バーの営業（最
終便までは週 3 日、以降週 2 日）、娯楽係による各種イベント（節分、夏隊お疲れ様会）、農協による種蒔
きなどが行われた。19 日、20 日に予定していた東オングル島内野外実習遠足は悪天のため 27 日に延期し
て実施した。また、同日、福島ケルン前にて再度慰霊祭を実施し、越冬中の安全祈願をした。 
 【3月】 





 日本に向け北上を続けていた「しらせ」との通信試験では 1日（北緯 19度）は交信できたが、以後は入
感がなかった。8・16日には雪上車講習会を開催し大部分の隊員が雪上車に触れる機会を持った。生活係の
活動としては、2・9日に教養係による職場訪問、10日にイベント係によるお花見会兼 4月度誕生会、アル









































大会を、17日には 12月期誕生会を兼ねたゲーム大会を実施した。23 日以降は 53次隊が到着したことから
バーの営業日を週 3 日（火、木、土）とした。また 28 日には 53 次隊との互いの紹介を兼ねた顔合わせ会
を開催した。農協係はスプラウトを除いては栽培を終了、漁協係も 13日にライギョダマシの仕掛けを回収
するなど、各係とも次隊への引継準備を始めた。30 日に 53 次隊有志も参加しての餅つき大会を、31 日午
後には総員で管理棟、通路棟の大掃除を行い、管理棟非常口に除夜の鐘を設置して新年に備えた。 
 【2012年 1 月】 
 元旦は調理隊員が腕によりをかけた特製のお節料理を皆で楽しみゆっくりと過ごしたが、その後は夏作







地に向かっていた DROMLAN 機が、マラジョージナヤ基地の悪天のため、急きょ S17 に着陸、給油後プログ
レス基地に直接向かった。4 日に「しらせ」副長、医務長、歯科長、衛生士の基地視察対応を行った。全て
の輸送が終了した 10 日夜は豪華な休日料理を皆で楽しんだ。12 日にピックアップされなかったため、12
日の昼食及び夕食は第一夏期隊員宿舎で、調理担当隊員が料理した。 
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2. 運営 




























 常任 代行 代行２ 
越冬隊長 宮本 堤 久光 
観測主任 堤 久光 池田 
設営主任 岡山 加藤 渡邉 
生活主任 加藤 池田 須藤 
安全主任 近藤 樋口 加藤 
野外主任 樋口 近藤 柏木 
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表Ⅲ.2.1.1-2 各部門責任者 
◎基本観測 ：   久光純司 
   
◎研究観測 ：   堤 雅基 
◎設営系 
  機械：        岡山英樹 
  通信：        近藤 巧 
  調理：        工藤茂巳 
  医療：        兼定博彦 
  環境保全：      柏木隆宏 
  多目的大型アンテナ： 高平 忍 
LAN・インテルサット： 須藤和之 
建築・土木：     渡邉慶太郎 
  野外観測支援：    樋口和生 







【会議名】 【議長】 【メンバー】 【記録】 
（1） 全体会議 総務 全隊員 庶務 
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表Ⅲ.2.1.1-5 施設管理責任者 
・管理棟    
  管理棟全般 岡山   
  1階空調機械室・受水槽室 鯉田  1階エントランス・倉庫・食糧倉庫 工藤 
  2階医務室・医療施設 兼定  2階娯楽室・バー 青山 
  3通信室・電話室・通信施設 近藤  3階印刷室 市川 
  3階書庫・庶務室 市川  3階サロン 礒野 
  3階厨房・食堂 工藤  3階隊長室 宮本 
  ガスボンベ庫 岡山  喫煙ルーム 市川 
・居住棟    
  第1居住棟 木名瀬  第2居住棟 渡邉 
・倉庫棟    
  1階倉庫 樋口  2階冷蔵庫・冷凍庫 工藤 
  設営事務室 岡山   
・通路棟 鯉田 ・汚水処理棟 柏木 
・発電棟    
  発電棟全般 岡山   
  1階機械室 鯉田  1階発電機設備 伊東 
  第1冷凍庫・第2冷凍庫 工藤  2階制御室 加藤 
  2階理髪室 鯉田  2階グリーンルーム 町屋 
  2階風呂・洗面所・脱衣所・ 
   便所・洗濯場・廊下 
鯉田  2階女子便所・風呂・前室 青山 
・旧焼却炉棟（木工室） 渡邉 ・旧娯楽棟 樋口 
・作業工作棟 関崎 ・機械建築倉庫 渡邉 
・電離層棟 岩波 ・旧電離棟および関連施設 町屋 
・地学棟 岩波 ・気象棟および関連施設（含放球棟） 久光 
・管制棟 樋口 ・環境科学棟 久光 
・観測倉庫 木名瀬 ・観測棟（含ボンベ庫） 木名瀬 
・清浄大気観測室 木名瀬 ・情報処理棟 有田 
・光学観測棟 有田 ・衛星受信棟 高平 
・大型アンテナレドーム 高平 ・インテルサット制御室・レドーム 須藤 
・非常用物品庫 宮本 ・小型発電機小屋 伊東 
・地磁気変化計室 町屋 ・地震計室 岩波 
・重力計室 岩波 ・検潮儀室 岩波 
・送信棟 近藤 ・第１HFレーダー小屋 有田 
・第2HFレーダー小屋 有田 ・新第１HFレーダー小屋 有田 
・MFレーダー小屋 堤 ・旧水素ガス発生器室 久光 
・RT棟 有田 ・推薬庫 柏木 
・非常発電棟 伊東 ・風力発電制御盤小屋 岡山 
・第1夏期隊員宿舎 鯉田 ・第2夏期隊員宿舎 岡山 
・Aヘリポート待機小屋 加藤 ・車庫 谷口 
・焼却炉 柏木 ・第2廃棄物保管庫 柏木 
・焼却炉棟 柏木 ・廃棄物集積所 柏木 
・東部地区分電盤小屋 岡山 ・西部地区分電盤小屋 岡山 
・予備食冷凍庫 工藤 ・燃料タンク 谷口 
・貯水槽 鯉田 ・基地ポンプ小屋 谷口 
・天測点西赤居カブ 樋口 ・見晴らし岩ポンプ小屋 谷口 
（野外行動危険品保管）  ・Cヘリポート管制待機小屋 谷口 
・自然エネルギー棟 岡山 ・大型大気レーダー・観測制御小屋 堤 
 






































































① 業務時間は、夜勤を除き夏日課では 0800-1700、冬日課では 0900-1700 とする。 
② 休日は日曜日及び隊長の定める日とする。 
③ 休日の朝食は各人が適宜摂ることとし、昼食に替えてブランチを設ける 
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2011 年 2 月 1 日 制定 
2011 年 2 月 28 日 改正（施設管理責任者及びライフロープ維持担当者・区間の一部修正） 
 
2.1.2 ブリザード対策指針 
1） ブリザードの定義およびランク分けを表Ⅲ.2.1.2-1 に示す。 
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表Ⅲ.2.1.2-1 ブリザードの定義 
ランク 視程 風速 継続時間 
A 級 100m 未満 25m/s 以上 6時間以上
B級 1000m 未満 15m/s 以上 12 時間以上










発令内容 視程 風速 備考 
外出禁止令 100m 未満 30m/s 以上 風速基準を 25m/s より 30m/s に変更（2008.10.08） 
外出注意令 1000m 未満 15m/s 以上  


































































（注 1） 通信室への所在連絡について： 
使用する無線は UHF のみ、電話は 222 番のみとする。 
管理棟にいる隊員は、可能な限り通信室にて各自で人員確認ボードの名札を移動すること。 
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風速 30m/s 以上 
かつ 









風速 15m/s 以上 
かつ 





















































































































































































































































消 火 器 ：加藤、柏木（インパルス消火器含む） 
消火ポンプ ：岡山、伊東 
ホース及び筒先 ：消火班担当者 











































































班 長：柏木 防火 空 
筒 先：高平 耐火 空＃
    町屋 耐火 空＃ 
ホース：久光 防火 
【連絡】 









救 助：池田 耐火 空＃
    関崎 耐火 空＃ 











    岩波 
礒野【連絡】
    工藤 Ｈ補 
    市川 Ｈ補 
 
消火本部（昭和通信） 
指 揮： 宮本【記録】 
通 信： 近藤【記録】 
連絡班 
班 長：堤     久光/加藤           渡邉             礒野 
 






































     宮本隊長：通信室（管理棟が火災の場合、気象棟）へ駆けつける。 
     近藤  ：通信室（管理棟が火災の場合、気象棟）へ駆けつける。 
イ） 現場指揮 
     岡山 ：消火器を持って現場に駆けつける。 
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・ ポンプ係（小栗、杉山、木名瀬、須藤、長谷川、加藤）は発電棟へ行き、消火ポンプを起動、
給水ホースの配管放水準備を行う。 



























c） 消火班全般その 2 


























7） 破壊班の行動手順書                     
a） 破壊班全般その 1 
・ 火災報知器及びサイレンが鳴動。 






・ 現場指揮が「破壊開始」の指示をハンドマイク又は UHF 無線機で班長へ出す。 
・ 破壊班はその指示を確認後、破壊活動を行う。 
・ 破壊活動はできる範囲とし、決して無理な破壊活動は行わない。 








8） 医療班の行動手順書                     
a） 医療班全般その 1 
・ 火災報知器及びサイレンが鳴動。 
・ 各班員は火災時、UHF 無線機を携帯しておく。使用周波数等は別途定める。 
・ 班員（兼定、青山、礒野、高野、岩波）は初期消火をする。 
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・ 救助係は放水消火時負傷した者が出た場合、救助できるよう待機する。 
c） 医療班全般その 2 















2011 年 3 月改訂 
1） はじめに 












 a） 基地のタンクに保管中にタンクから流出する。 
 b） 見晴らし岩から基地主要部のタンクに移送中に（配管より）流出する。 
 c） 基地主要部タンクから発電棟への移送中に流出する。 
 d） 各観測棟のタンク及び関連機器より暖房用燃料の給油中等に流出する。 
 e） 基地周辺に保管している燃料・油脂類のドラム缶やリキッドタンクから給油中や移動中等に流   











- 193 - 
表Ⅲ.2.1.5-1 昭和基地の貯油施設と貯油容量（2011 年 3 月現在） 
場 所 種   類 貯油量（kl） 設置年（隊次） 
 50kl アルミタンク  ①W軽 49.9 1968（10） 
 50kl アルミタンク  ②W軽 0 1969（11） 
 100kl アルミタンク ①JP-5 0.5 1993（35） 
 100kl アルミタンク ②W軽 98.8 1994（36） 
 100kl アルミタンク ③W軽 100.8 1996（38） 
 100kl アルミタンク ④W軽 99.7 1997（39） 
 100kl アルミタンク ⑤W軽 92.5 2000（42） 
 100kl アルミタンク ⑥JP-5 74.3 2005（47） 
 100kl アルミタンク ⑦W軽 100.0 2003（45） 
 100kl アルミタンク ⑧W軽 21.8 2004（46） 
 100kl アルミタンク ⑨W軽 100.0 2007（48） 
 100kl アルミタンク ⑩JP-5 49.8 2008（49） 
基地主要部 25kl アルミタンク  ①W軽 6.6 1997（39） 
 25kl アルミタンク  ②W軽 24.2 2000（42） 
 20kl アルミタンク  ①W軽 18.1 1965（7） 
 20kl アルミタンク  ②JP-5 6.5 1966（8） 
（車両用） 20kl アルミタンク  ③W軽 16.1 1967（9） 
（非常発電棟） 10kl ステンレスタンク W軽 8.9 1973（15） 
 20kl FRP タンク JP-5 1.5 1978（20） 
送油配管内 見晴らし岩～基地主要部 W 軽 2 2008（49） 
車庫付近 他 ドラム缶（W軽） 145.8  
C へり付近 リキッドタンク（南軽） 20.0  
B へり付近 ドラム缶（JET-A1） 12.6  
 
b） 貯蔵されている燃料油 
   昭和基地に貯蔵されている燃料油の種類とその性質、貯蔵量を表Ⅲ.2.1.5-2 に示す。 
 
表Ⅲ.2.1.5-2 燃料油の種類とその性状および貯蔵量（2011 年 3 月現在） 
品 名 引火点 流動点 貯蔵形態 貯蔵量 （kl） 
Ｗ軽油（ウインター軽油） 52 -35 タンク、ドラム
缶 
850.3 
南極軽油 56 -72.5 ドラム缶、 
リキッドタンク
88.1 
JP-5 61 -46 タンク 212.6 
JET A-1 38 -47 ドラム缶 20.8 




る。この作業は機械担当隊員により、ほぼ 1か月に 1 度程度行われている。この作業に使用される
移送ポンプは見晴らし岩ポンプ小屋に設置されており、移送能力は約 8.0 kl/hr である。移送中は
見晴らし岩に 2人、基地主要部のタンクに 2人、発電棟及び倉庫棟で 1 人が作業を行う。また、移
送中は適宜パイプラインの漏れやタンクのオーバーフローを監視する必要がある。 
 基地主要部のタンクから発電棟までは 1日に 2度、機械担当隊員により発電機の燃料として軽油
の移送が行われている。また、ボイラーの燃料である JP-5 は自動給油されている。これらの移送
に使用されるポンプは基地主要部にあるポンプ小屋に設置されている。さらに、発電棟内において
















現在は第 1 防油堤（6 基、600kl 分）のみが完成し、第 2 防油堤（6 基、500kl 分）は、未定であ
る。 





























  キ） 車庫周辺のドラム缶及びリキッドタンクにデポしている燃料や油脂類から流出する場合 
     重機等でドラム缶やリキッドタンクの移動作業中、ドラム缶やリキッドタンクを倒す、落とす、    













   ア） 指揮系統 
本部：越冬隊長 → 現場指揮：設営主任（安全主任） → 機械隊員 → 全隊員 
   イ） 施設の監視 
     機械隊員が担当 
   ウ） 対応チームメンバーの構成と役割 
基本的には消火体制に準じるものとする。 
本部 → 通信室に設置 
現場指揮（設営主任） → 本部と連絡をとり、現場で防災作業の指揮をとる。 
消火班・破壊班（防災作業チーム）→ 現場指揮の指示により活動する。 












項目 行 動 備 考 
1 油の流出を発見したら直ちに通信室へ状況報告 危険な地域にいる隊員に連絡 





4 本部は報告に基づいて適切な対応を検討 本部を通信室に設置 









8 隊全体で反省会をおこない報告書を作成する  
9 必要に応じ流出後のモニタリングをおこなう  
 
 表Ⅲ.2.1.5-3 に示した作業は、状況により以下の表Ⅲ.2.1.5-4～6 の三つのケースに分けられる。 
 
表Ⅲ.2.1.5-4 大型～中型貯油施設からの油流出 
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表Ⅲ.2.1.5-5 燃料移送中の油流出 
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f）報告 
   油流出の対応が終了次第、以下の内容を含んだ報告書を作成し極地研究所へ提出する。 
    ア） 流出した油の種類と量 
    イ） 概要・流出原因 
    ウ） 人的被害、環境への影響、施設等の被害状況 
    エ） 対処措置 
     オ） 油流出および対処措置の経過記録 
      カ） 今後のとるべき措置 












  1） 昭和基地での医療体制 




  日本国内との差： 
   ① 看護師、放射線技師、検査技師などパラメディカルはいない。 
   ② 近隣に高次の医療機関は存在しない。 
   ③ 薬品、物資等が不足してもすぐに補給することは出来ない。 
   ④ CT 等のさらに精密な検査はできない。 
   ⑤ 医療隊員自身が患者の場合は治療できないことも多い。 
   つまり設備はある程度整っているが、医療スタッフは極めて脆弱である。 
   b） 対策 
  ① 看護師、放射線技師、検査技師などパラメディカルはいない。 
    →隊員の中より早期にパラメディカル役を養成する。 
  ② 近隣に高次の医療機関は存在しない。 
    →日本国内との遠隔医療。場合によっては患者搬出を検討。もし搬出するにしても時間がかか
 る。極寒期には不可能。 
  ③ 薬品、物資等が不足してもすぐに補給することは出来ない。 
    →可能なら飛行機から必要物資の投下など検討。しかし可能としても決定までに時間がかかる 
  ④ CT 等のさらに精密な検査はできない。 
     →必要な場合、搬出を検討しなければならないが、もし搬出できたとしても、検査が行われる
 頃には、既に判断がついている可能性が高い。 
   ⑤ 医師自身が患者の場合は治療できないことも多い。 
     →日本国内医師の判断を仰ぐ。 
 
  2） 野外で患者が発生した場合 
軽症の場合：無線指示により、携帯した野外医療セットを用い、応急処置をする。 
         昭和基地に帰還するかどうかは、状況を見て判断する。 
重症の場合：現場では応急処置をしたのち、昭和基地へ向かう。 
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         昭和基地では医療体制を整え、救出に向かう。 
         傷病者がいると判断される場合、医療隊員も救出隊に加わり、 
         ランデブー方式で一刻も早く治療を開始することを原則とする。 
 
  3） 越冬中の健康管理 
越冬期問中は近隣に高度医療機関が存在しないため疾病発生を未然に防ぐ予防医学が大切となる。 
      ①年 3 回の採血、胸部写真（適宜心電図も含む）で健康チェックを施行、本人ヘフィードバックす   
    る。異常がでた場合は再検査、投薬に至る前に自己管理で疾病発症の芽を摘む。 
②日本での採血、健康チェックをもとに、更に個人を対象として定期的に食生活を見直す。 
 ③極域での紫外線は予想以上に強いので、隊員全員に周知徹底する。 
      ④日常的に凍傷、低体温症などの発症が予想されるため長時間外出の際には防寒に努める。 
 





  5） まとめ 
     昭和基地で治療困難な場合、文化圏へ搬出することを考えなければならないが、重篤であればある
ほど時間的余裕はなく、救命することは困難である。 
   国内での同様の治療法がとれないときも多いので日頃の健康管理が重要である。 
   やはり予防が第一と隊員全員が自覚し行動することが最も大事である。 
2.1.7 廃棄物処理細則 









 日常的に発生する廃棄物の処理方法と作業者を表Ⅲ.2.1.7-1 に示す。 
 
表Ⅲ.2.1.7-1 廃棄物処理作業内容 
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表Ⅲ.2.1.7-2 廃棄物分別表 
分別項目 種別 例 備考 
可燃物 







ゴム類 輪ゴムなど天然ゴム製品 小さいものに限る 
繊維 綿､麻､純ウール､タオル  
吸殻 タバコの吸殻  
医療系可燃物 感染物の付着してない物のみ  
ダンボール ダンボール 1 次処理で圧縮。場合により持帰ることがある 








ビニール類 塩化ビニールなど  
合成繊維 ヤッケ､衣服  
プラ プラ表示物 PP、PE、PS など 「プラ」非表示でも、判断できれば良い 
PET PET 表示物 ペットボトルなど 「PET」非表示でも、判断できればよい 
生ゴミ 生ゴミ 厨房の生ゴミ、不要食材、汚水処理装置の汚泥、野外持帰り糞尿  
複合物 複合物 家電製品、OA 機器、PC ケーブルなど 2 種以上の要素を含むもの 
空き缶 空き缶 アルミ､スチール、大型缶、一斗缶  
金属 鉄・非鉄金属 鉄、アルミ、ステンレス、銅など アルミホイルも含む 
ゴム･皮革 ゴム・皮革 ゴム長靴､革手袋など  
ガラス ガラス 空きビン、板ガラスなど 色別はしない 
陶器 陶器 茶碗、湯呑み、ガイシなど  
乾電池 乾電池 乾電池  
バッテリー バッテリー 車両用バッテリーなど  
電 球 ･ 蛍 光 灯 電球・蛍光灯 直管、輪管、コンパクト管など 割らないこと 
電線 電線 キャプタイヤケーブルなど PC ケーブルは除く 
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  3） 環境保全当番について 
当番の体制及び作業内容を以下に示す。 
a） 体  制 





  4） 焼却炉等の運用に際しては、運転前に気象棟に連絡をして運転の可否の判断を仰ぐこととする。
 判断基準は表Ⅲ.2.1.7-3 に定める。 
 
  5） その他 
  ・「焼却不適物」とは、南極地域での焼却処分が不適当である場合ことを意味する。 
  ・タイコンに詰める場合、持帰りを考慮して 50kg 以下にする。 


















































火災 ガス爆発 ガス中毒 怪我・病気 食中毒 酒酔い  





寒冷傷害（凍傷、低体温症、凍死） 野営地崩壊 火災 ガス爆発
ガス中毒 怪我・病気 雪上車 橇 スノーモービル  
海氷上 
タイドクラック 氷山のクレバス パドル 薄氷 海氷流出 シャ




氷河崩落  落石 タイドクラック 氷山のクレバス パドル 薄
氷 シャーベット状海氷 ロストポジション 潜水 
氷河上 
クレバス帯 転落 滑落 ロストポジション 
内陸 ロストポジション サスツルギ 
山脈・露岩地域 落石 土砂崩れ 雪崩 転落 滑落 潜水 
ヒューマンファクター 
生活技術 行動技術 過信 慢心 過労 ストレス 睡眠不足 性





























- 204 - 
⑦温暖になり、海氷厚が１m以下となり、クラックやパドルが目立つようになる頃には、車両一台で
の行動はしない。 
⑧車両から 100m 以上離れない。それ以上の移動は車両で行う。 
 


































指揮： 越冬隊長 宮本仁美 
本部員： 副隊長・観測主任 堤雅基 
 総務・気象 久光純司（※） 
 野外主任 樋口和生（※） 
 設営主任 岡山英樹（※） 
 通信隊員 近藤巧 
 医療隊員 兼定博彦 青山貴子
記録： 庶務 市川正和（※） 
（※）レスキュー隊員兼任 
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  レスキュー隊 ：レスキュー隊長、隊員ともレスキュー本部で決定するが、原則としてあらかじめ越 
          冬隊長の指名したレスキュー要員から選ぶ。 
 
  レスキュー隊員：表Ⅲ.2.1.9-1 の通り 3班・12 名体制とし、必要に応じて医療隊員を同行させる。 






 リーダー サブリーダー メンバー 
A 班 樋口和生（ＦＡ・野外主任） 鯉田淳（機械） 高平忍（多目的） 山本敦（気象） 
B 班 柏木隆宏（環境保全） 谷口和幸（機械） 有田真（宙空） 高野松美（気象） 










 定時交信時間は原則 2000LT とし、定時交信で連絡が取れなかった場合、翌朝 0750LT を臨時交信
時間とする。 
 








   イ） 短波（HF）無線機を使用する場合 
 定時交信は、主周波数 4540KHz にて行う。主周波数にて 15 分間交信ができない場合には副周波
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c） 内陸での野外活動 
 定時交信は、主周波数 4540KHz にて行う。主周波数で 15 分間交信ができない場合には、副周波

















図Ⅲ.2.1.9-1 JARE52 緊急時連絡カード 
 
5） レスキュー体制 
  レスキキュー発動時の組織図を図Ⅲ.2.1.9-2 に示す。  
a） 検討 
  ①越冬隊長は、レスキュー本部に集合したメンバーと非常事態の状況を分析し、レスキューの具体 
  的方法等の検討を行う。 
   ②同時にレスキュー隊派遣に備え、機械担当隊員に車輛の立ち上げを指示する。 
   ③医療隊員の派遣が必要かどうかも慎重に検討する。 








１．事故日時 ２．現場の人員と事故者  
３．事故現場の位置（緯度経度をＧＰＳで読み取る）  
４．事故の状況 ５．怪我人の容態 ６．救助の必要性  
７．車両の状況 ８．食料の残量 ９．燃料の残量  
１０．現地の天候（風向・風速・視程・気温・天気）  



















【主周波数】 [沿岸・内陸共通] 4540kHz  
【副周波数】 [沿岸] 3024ｋＨｚ  [内陸] 7771kHz 














＜表面＞                  ＜裏面＞ 
 
















  ①本部の記録担当（庶務）はレスキュー体制発動後の検討会の議事、通信などの記録を取る。 
  ②通信担当者は通信に当たって、通信記録を収録するように努める。 




  非常時に備えレスキュー隊ができる限り速やかに出発できるように、機械、装備、調理、医療、通信 
 部門などの協力のもと、以下を常備すること。 
  
  機械 SM60 型雪上車 2 台 
   SM40 型雪上車 1 台 
 浮上型雪上車 1 台 
 スノーモービル 2 台 
 2 トンそり 2 台 
 スノーモービル用そり 2 台 
 道板・スリングベルト 適量 
  装備 赤旗、レスキュー用共同装備、調理器具、燃料  
  食糧 レスキュー用非常食  
  医療 携帯用医療セット  
  通信 車載用・携帯用通信機 2 組 
 
b） レスキュー隊員としての装備 




  装備担当は、非常用装備品の他に以下の特別装備を常備し、レスキュー隊は必要に応じて携帯する。 
 寝袋、ツェルト、プラスチック登山靴、12 本爪アイゼン、ピッケル、ツェルト、布団、拡声器、 
 背負子、縄（ワイヤ）はしご、はしご、あぶみ、レスキューウインチ、牽引ウィンチ、発煙筒、 
 笛、ローソク、ガムテープ、ビニールテープ、2L 程度の燃料用ポリタン、デジカメ、ビデオカメラ、 
 マッチまたはライター、GPS、予備電池、イリジウム電話器、サーチライト、遭難者用着替え、 
 飲料水、テルモス、ペットボトル、竹ざお等 













《 レスキュー組織図 》 
 
本    部 
本 部 長（総指揮）：宮本越冬隊長  
本 部 員 ：堤 久光 樋口 岡山 兼定 青山 
記    録 ：市川 
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 ③旅行中の生活態度上の不注意（過度のアルコール等）にともなう事故 







  2） 作業現場における安全対策 











    ⑥ブリザードやホワイトアウト時には、停滞の決断も含め特に慎重に行動をする。 
    ⑦観測機器の運用に関わるけがや事故の発生を防ぐために、習熟訓練や安全教育を徹底する。 








  3） 安全対策に関するミーティング等の実施 











喫煙については倉庫棟 2階の喫煙所 1カ所とした。 
2） 消火体制 




51 次隊との越冬交代前の 1 月 22 日に行われた消火訓練を見学し、自分達が行うべき仕事を確認し
た。2月の消火訓練の前に各自自分が着用する耐火服・防火服・防火靴のサイズ合わせを行った。消
火班・救助係の耐火服・防火服着用者の試着を行い、ヘルメット・上着・ズボン・靴に名前を記入






































ものを各自考えて行うよう指導した。10 月 20 日の訓練では、西部配電小屋からの出火と要救助者の
発生を想定した訓練を行った。消火中に酸素が切れ、マスクの使い方の習熟や酸素残量の確認を行
う等の反省事項や、ポンプを運ぶ橇に振れ止めのロープを付ける改善提案があった。また電気火災
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時の注意事項について設営主任から説明を受けた。11 月 18 日の訓練では、汚水処理棟からの出火と
要救助者の発生、建物の延焼を食い止めるための重機出動を想定して訓練を実施した。主要部付近
が火災になった場合の注意事項や破壊班が重機で通路を破壊するタイミングについてのディスカッ
ションを行った。12 月 14 日の訓練では、小型発電機小屋からの出火と要救助者の発生を想定した訓
練を行った。ポンプ係とホース班の連携についての意見が出され、次回の訓練で改善することとな





















































































6 月 13 日 :管制棟、旧焼却炉棟（木工室）、旧娯楽棟、作業工作棟、7 月 6 日 ：作業工作棟、8 月 12
日 ：焼却炉棟、電離層棟、電離層観測小屋、RT 棟、予備食冷凍庫、非常発電機小屋。9月 20 日 :第 2
夏期隊員宿舎、機械建築倉庫、Aヘリポート待機小屋。10 月 17 日 :インテル制御室・レドーム、清浄
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大気観測室、地磁気変化計室、地震計室、大型アンテナレドーム。11 月 10 日 :大型大気レーダー・
観測制御小屋、Cヘリポート管制待機小屋、風発小屋、第 1HF レーダー小屋、新第 1HF レーダー小屋、
第 2HF レーダー小屋、MF レーダー小屋、検潮儀室、送信棟。12 月 22 日 :重力計室、見晴らし岩ポン
プ小屋、第 1 夏期隊員宿舎、非常用物品庫。1月 22 日 :第 2 廃棄物保管庫。 




2.2.5 事故・災害発生状況と経過 宮本 仁美 
      事故・災害発生状況と経過については、「6.2.4 越冬隊の運営と安全管理」の項を参照のこと。 
2.3 生活 
2.3.1 日課 市川 正和 
1 年を通しての日課は、過去の例に倣い、昭和最終便が飛んだ 2月 18 日までを夏作業日課、その後、4
月 30 日までを夏日課、5 月 1 日から 8 月 31 日までを冬日課、9 月 1 日から 1 月 31 日までを夏日課とし
たが、53 次隊との越冬交代式が当初予定していた 2012 年 2 月 1日から 12 日に延期となったため、その
間も夏日課とした。冬日課中は週休 2日（土日）とし、夏日課中は基本を日曜日のみ休日日課としたが、
冬日課直前の 4 月及び夏日課に変わった直後の 9 月は、就業時間も変更になることから、日課変更の移
行期間と定め、4月 9日、16 日、9月 10 日、17 日の各土曜日を休日日課とした。越冬開始直後の夏作業
日課中は天候、作業の進捗状況を鑑み、越冬交代式が執り行われた 1 日、ドーム旅行隊が昭和入りした
15 日を休日日課とし、夏日課に移行した直後の 2 月は、昭和最終便が飛んだ翌日からの 19 日、20 日及
び 27 日を休日日課とした。53 次隊本格輸送及び 52 次隊持ち帰り輸送が始まった後は、休日返上で作業
にあたった。 
冬日課中は 9 時から 17 時を就業時間とし、それ以外は 8 時から 17 時とした。この時間に合わせ、朝
食時間も 1 時間変更した。また、毎週土日は夕食前にミーティングを行い、平日は夕食後のミーティン




2.3.2 当直業務 市川 正和 
隊長と調理隊員を除いた全員での輪番制とした。越冬開始直後の 2 月は引き継ぎを兼ねた 2 人体制で
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表Ⅲ.2.3.2-1 曜日別清掃区分 
曜日 業  務 
月 発電棟廊下清掃 
火 玄関→防 A通路、バー、娯楽室、玄関清掃 
水 管理棟廊下、階段、印刷室、電話室清掃 
木 発電棟廊下清掃 
金 玄関→防 A通路清掃、バー・娯楽室・玄関清掃 
土 管理棟廊下、階段清掃、各所タオル、足ふきマット洗濯 
日 2 階トイレ清掃、タオルの取り込み＆配置 
2.3.3 居住棟当番 












3） 第二居住棟 渡邉 慶太郎 
居住棟に住む 15 名全員での週替わりの輪番制とした。業務により当番業務をできる日が異なるた
め、当番週の中の任意の日に当番業務を実施することとした。越冬直後は当番 1 人体制で行ったが














1） 概要 加藤 凡典 
生活部会は 2 月に初回一度だけ行い、その後は月末に活動報告を LAN ディスクに書き込んでもらっ
た。これは月末の会議の数を減らす上で有効であった。 
従前の生活係の班編成は夏訓練の時にアンケートを取りそれをもとに決めていた。従前のやり方は











    ・業務型、半業務型、積極型の係員は、その係の立場を理解して協力する。メンバーは国内で決 
    定し、越冬交替後の早い立上げに対応する。それ以外の同好会型については係長は国内で決める 
    が、メンバーは越冬交替後に募集する。 
    ・越冬交替後のメンバー募集でメンバーが集まらず係が活動できないと判断された時、その係は 
    運用中止にでき、また新たな係の追加要望があれば自由に追加運用できる。 
    ・活動するしないに関係なく器具、機材、物品、部品、ソフトウェアー、材料、食材類（種など） 
    の在庫管理が必要な係は係長が責任をもって前次隊、後次隊との引継ぎ並びに調達参考意見を作 
    成する。またその活動内容は越冬報告に記載が必要となる。 
・その他問題が発生した時は生活主任に相談して解決に努力する。 










































c） アマチュア無線（半業務型） 近藤 巧 
ア) 概要 
 アマチュア無線係は 7名であったが、実際に運用したのは近藤、須藤の 2名であった。保有資格















による通信（SSB）は安定して交信できるコンディションの時に限られた。その他 PSK や RTTY など
のデジタル方式が運用できるようなインターフェースを越冬後半に作成し、運用に成功した。トピ
ックとなるイベントは子供の日特別運用、関西アマチュア無線フェスティバルとの電話による南極




付けた多くの質問にも回答を行い、南極観測の PR が出来たと思う。無線業務日誌は、PC 及び電子
ログソフト（Turbo HAMLOG）を利用し、QSL カード印刷までを行った。今回 JARL に報告した上で、
新しくHPを作成し、交信記録については電子ログの情報をその都度HPに掲載した。昨年まではJARL
にメールで送付し、その後 JARL の HP に掲載されていたため、更新に 1ヶ月以上かかることもあっ
た。今回の方法は情報の更新が早く、交信した局はすぐに確認できるため好評であり、53 次隊にも
引き継いだ。なお、QSL カードは 52 次隊では 6000 枚を昭和基地に持ち込んだが、不足したため追
加印刷を JARL にお願いし、帰国後発行作業を行うこととした。 
ウ） 設備 
 アンテナは 51 次隊の設置場所及び設備をそのまま引き継ぎ、無線機は 52 次隊で持ち込んだ修理
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上がりの IC-756PRO をメイン機として運用した。51 次隊から引き継いだアンテナは 10/18/24MHz
用のロータリーダイポール（TD-1230S）および14/21/28MHz用の4エレメント八木アンテナ（TA341）










CV-48 3.8/7M バーチカル 中古 40 次隊持込 （RT 棟） 
248A 18/24M 3/4el 新品 41 次隊持込 （RT 棟） 
CL-6A 50M 5el 新品 33 次隊持込 （RT 棟） 
TA341 14/21/28M 4el 新品 44 次隊持込 （通信室） 
T2-3VX 18/24M 3el 新品 46 次隊持込 （インマルカブース） 
R801JX 3.5/3.8M DP 新品 46 次隊持込 （インマルカブース） 
    TD-3040  7/10M DP 新品 48 次隊持込 （インマルカブース） 
T3-3VX 10/18/24M 3el 新品 50 次隊持込 （インマルカブース） 
運用机の側に 430MHz 帯 EME 用らしきアンテナあり （乾物庫） 
衛星用 制御ローテーター 中古と思われる （乾物庫） 
同軸ケーブル 5D-2V 他 100m 4～5 巻 （インマルカブース） 
マストベアリング台 新品 46 次隊持込 （倉庫棟階段横の通信棚） 
ローテーター＋ベアリング台 新品 52 次隊クリエイト寄贈（倉庫棟） 
ダイポールアンテナ 新品 52 次隊第一電波寄贈 （乾物庫） 
オ） その他の活動 
 その他、アマチュア無線家向け雑誌（CQ 誌）に 4月号から 12 月号までアマチュア無線、その他






を介して日本との通信手段を確保することも想定し、年 1 回程度訓練を実施することを提案する。 
 
d） 新聞（積極型） 木名瀬 健 
新聞紙名は、日本出発後、夏期間中に公募し、『カタバ風の便り』に決定した。新聞係員は長 1名、
補佐 1名、係員 16 名として活動を開始したが、3月より係員は越冬隊員全員とし、新聞当番は越冬
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f） 図書・教養（積極型） 兼定 博彦 














第 1回目前半 3 月 26 日（土）13:00～14:50 
電離層棟、地学棟、気象棟、放球棟、作業工作棟   
第 1 回目後半 4 月 2日（土）13:10～15:10 
観測棟、情報処理棟、衛星受信棟、地磁気変化計室、多目的アンテナ、大型大気レーダー観測
制御小屋、インテルサット制御室 
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第 2回目 4 月 9日（土）13:00～16:50 
電離層棟、地学棟、気象棟、放球棟、作業工作棟、観測棟、情報処理棟、衛星受信棟、地磁
気変化計室、多目的アンテナ、大型大気レーダー観測制御小屋、インテルサット制御室 
第 3回目 5 月 14 日（土）13:00～14:45 
汚水処理棟、発電棟造水設備、発電設備、管理棟医務室、通信室、隊長室 
・南極大学講座 
講座の日程は 5 月 16 日～8 月 26 日の期間に原則として毎週月曜日の 19:30～20:30、1 日 2
コマの講義を予定した。越冬隊員全員が講師になり、講義内容と形式は自由で、自己紹介を含
めて 1 人 30 分間程度の持ち時間で講義が行なわれた。それぞれの講義日の 1 週間前に正式な
題目と要旨を管理棟の掲示板に貼り出した。初日には開講式、最終日には修了式を行ない、南
極大学長（図書・教養係長）が全員に修了証書を授与した。南極大学講座の講義一覧を表
Ⅲ.2.3.5 -1 に示す。 
 
表Ⅲ.2.3.5-1 南極大学講座の講義一覧 
講義日 講師 題目 司会・進行
5月 16 日 
鯉田 淳 「姫路について」 
兼定 
市川 正和 「わがまち・わが仲間」 
5 月 23 日 
高平 忍 「ローズ・サハラ」 
樋口 
樋口 和生 「ネパールの山・人・自然」 
5 月 30 日 
久光 純司 「気象庁の仕事の一部」 
有田 
池田 満久 「旅とビールと世界遺産」 
6 月 06 日 
宮本 仁美 「静止気象衛星 ―「ひまわり」とボクと、時々、少年野球― 」 
兼定 
町屋 広和 「一隊員が見たグアテマラ」 
6 月 13 日 
木名瀬 健 「わが弓道と一射絶命の精神」 
樋口 
加藤 凡典 「安全を考える (ワープを考える) 」 
6 月 20 日 休講 ミッドウインター祭  
6 月 27 日 
関崎 匠 「我が家の米作り」 
有田 
小栗 秀之 「島 ～薩南諸島と温泉～ 」 
7 月 04 日 
堤 雅基 「アメリカ南極基地(マクマードと南極点)の紹介」 
兼定 
伊東 裕之 「ヤン坊マー坊」 
7 月 11 日 
近藤 巧 「近藤 巧と無線」 
樋口 
工藤 茂巳 「硫黄島と私」 
7 月 18 日 
青山 貴子 「神経屋(Neurologist)というお仕事」 
有田 
渡邉 慶太郎 「日本を偏った切り口で考える会」 
7 月 25 日 
高野 松美 「異文化に触れる」 
兼定 
谷口 和幸 「EV 体験記」 
8 月 01 日 
岡山 英樹 「趣味のバイク」 
樋口 
長谷川 雄一 「レストランの楽しみ方」 
8 月 08 日 
柏木 隆宏 「こんな感じで山登っています」 
有田 
須藤 和之 「衛星通信と海底ケーブル」 
8 月 15 日 
杉山 暢昌 「しぞーか考 ―「しぞーか」でも特に「遠州」ってこんなとこ― 」 
兼定 
岩波 俊介 「普段の仕事について」 
8 月 22 日 
山本 敦 「山本 敦の趣味・教養 ～教養編～ 」 
樋口 
礒野 靖子 「靖子はなぜ靖子か」 
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8 月 26 日 
有田 真 「地磁気とオーロラ」 
有田 
兼定 博彦 「日本の医療よもやま話」 
 








年月日 曜日 活動内容 
2011/1/1 土 新年会 
2011/1/27 木 51 次隊お疲れ様会 
2011/2/17 日 52 次夏隊お疲れ様会 
2011/3/4 金 お雛祭り 
2011/4/10 日 お花見 
2011/5/14 土 ミニゲーム大会 
2011/7/7 木 ビアガーデンパーテー 
2011/8/7 日 ブリ命名権争奪バトルゲーム大会 
2011/9/18 日 北海道イベント 
2011/10/2 日 秋のイベント 
2011/11/20 日 お誕生会のみ 
2011/12/18 日 すごろくゲーム大会 
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写真Ⅲ.2.3.5-1 3 月行事・ひな祭り 
 
写真Ⅲ.2.3.5-2 4 月行事・花見 
 
写真Ⅲ.2.3.5-3  5 月行事・ミニゲーム大会 
 
写真Ⅲ.2.3.5-4  7 月行事・ビアガーデン 
 
写真Ⅲ.2.3.5-5 8 月行事・ブリ命名権争奪バトル 
 
写真Ⅲ.2.3.5-6 11 月行事・お誕生日会 
 








1 年間の活動報告を表Ⅲ.2.3.5-3 にまとめる 
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表Ⅲ.2.3.5 -3 スポーツ係活動報告 
 計画 備考 
2011年 2月 51 次・52 次対抗ドッチボール大会 日程が調整つかず断念 
3 月 雪合戦 居住区対抗 
4 月 ダーツ大会 個人戦 
5 月 流鏑馬 個人戦 
6 月 大運動会（MWF） 借り物競走・ピンポン球リレー・ ケンケンリレー・綱引き 
7 月 ソフトボール大会 荒天の為中止 
8 月 ソフトボール大会 海氷上にグランドを設置 くじ引きでチームを決めた 
9 月 雪合戦 居住区対抗 
10 月 活動無し  
11 月 活動なし  
12 月 ダーツ大会 第 1便到達予想ダーツ大会 
2011年 1月 52 次・53 次対抗ソフトボール大会 日程が調整つかず断念 
 
i） バー（積極型） 青山 貴子 
店名は、52 次全隊員から公募し、投票にて「ご自由に（52）」に決定した。係の人員は 11 名（青山、
岩波、久光、小栗、岡山、鯉田、関崎、近藤、工藤、柏木、樋口）で構成された。 
基本的な運営は、火・土の週 2回（冬日課中の 6月から 9月は火、金）、21 時から 23 時であった。53








よび 12 月の全体行事としてのアイスオペレーション時採取余剰分を使用した。 






酒類では、ジンが 10 月に、ウォッカが 1 月になくなった他はほぼ充足していた。グラスなどバー関係
の物品で不足はなかった。 
 
j） 農協（積極型） 町屋 広和 
メンバーは町屋・高野・宮本・久光・渡邉・礒野・関崎・山本・岩波・柏木の 10 名であった。当初、
係員全員で mirai 栽培器を使用し栽培していたが、グリーンルームが手狭であり全てのメンバーが参加
出来る訳ではなかった。幸いにも栽培器は mirai 栽培器の他にもハイポニカ 501、ハイポニカ 601、ハイ
ポニカ 301、そしてスプラウト用のバットなどと幾つか種類があった。 













― ― もやし 1.5kg 
4 月 小松菜 2kg、青梗菜
2kg 
― ― もやし 1kg 
5 月 ― ― ― もやし 1.2kg 




バジル適宜収穫 ミニトマト 34 個 もやし 3.65kg、カイ
ワレ 2kg 
7 月 サンチュ 3.9kg  きゅうり 2本 ― カイワレ 2kg、もや
し 7.5kg 
8 月 ― きゅうり 1本 ― もやし 10.9kg、カイ
ワレ 4.5kg、辛子菜
0.47kg 








ラ 0.6kg 収穫 






11 月 サンチュ 0.85kg 収
穫 




































5 月 8日に漁協メンバーを中心に西の浦にて釣りを行った。場所は 52 次隊で実施したプランクトン
採集地点を利用して、釣具の確認、氷の穴開け方法などの確認を兼ねた釣りとなった。 







てはショウギス 10 匹、ウロコギス 1匹の合計 11 匹、サイズ 15～25cm 程度であった。 
9 月 10 日、再び、西の浦にて釣りを行った。参加者は久光、渡辺、町屋、柏木、青山、岩波、長谷
川、須藤の 7 名で実施した。氷厚は依然として 2m を超えて（2m10cm）おり、氷の穴開け作業も大変で
あった。釣果は前回よりも多い 13 匹となったが、サイズとしては 10～15cm と小さめであった。餌や
仕掛けなども前回と同様であった。 
イ) ライギョダマシ釣り 
10 月 23 日にライギョダマシ釣りのポイントを向岩ルートの M12 ポイント(南緯 69 度 01 分 04 秒、
東経 39 度 39 分 59 秒)に決定した。この場所は見晴～向岩間のオングル海峡であり、南極大陸（向岩）
寄りに 3分の 2ほどの地点である。積雪が 2m を超える場所もあるとの情報があったが、現地は裸氷が
見えていた。 
氷厚は約 2m であり、直径 20cm のエンジンドリルを利用して 12（4×3）個の穴を開けた。円形の穴
が開いたものの、海面下 2m の氷底の氷の除去に手間取り、完全貫通までに 3 日間を要してしまった。 
ライギョダマシ釣りの仕掛けとしては、15 号 PE ラインに 1m 間隔に針（ハリス 10 号 50cm）を取り
付け、10 本針とした。餌は主にスルメイカ、モンゴウイカ、タイ、サンマ、カジキマグロ等を用いた。











l） ビール工場（同好会型）                          山本 敦 
ア） 国内におけるビール係の活動 
地ビール係は係長の山本のみ国内で決め、昭和基地でお手伝いをその都度募集することになった。ビ





もと行った。52 次隊で選択した醸造方法は 51 次隊と同じ一般的な「樽仕込み」であり、醸造日、銘柄、
加糖量、プライミングシュガー量などの醸造情報をその都度醸造ノートに記入した。昭和基地における
ビール作成の実績は表Ⅲ 2.3.5-5 のとおりである。 
 













m） ソフトクリーム（同好会型） 長谷川 雄一 
ソフトクリーム係は長谷川１名で運営した。ソフトクリームのアパレイユはバニラ 12 ケース、チョコ
6ケース、抹茶 6ケース、ストロベリー6ケース（各 12 本入）の計 30 ケースを持ち込み、51 次隊より引
き継いだ 10 ケースを合わせ計 40 ケースで運営した。 
毎月 1回不定期にシアター係の上映日に合わせ 1週間の食べ放題を実施、7月、10 月、12 月の 3ヵ月
は 2週間の食べ放題を実施した。 
運営当初はソフトクリームの硬さの調整がうまくいかず機械隊員の協力のもと調整を行った。 
ソフトクリームマシーンのメンテナンスとして、6ヵ月ごとに定期的部品交換を 7 月と 1月に行った。 
1 月には 53 次隊の係に引き継ぎを行い、アパレイユを入れる際の注意点や洗浄の仕方とメンテナンス
の方法を説明した。交換部品の調達や引き継ぎについては機械の設備隊員に一任していることも伝えた。 
ソフトクリームのアパレイユは 40 ケースのうち 32 ケースを消費し、残りの 8ケースは 53 次隊に引き
継いでもらうこととした。 
 






回数  種   類 仕込み日 瓶詰日 本数 備考 
1 Pilsner 2 月 27 日 3 月 9 日 26 本 黄金色 
2 Pilsner 5 月 18 日 6 月 10 日 26 本 黄金色 
〃  Stout 5 月 18 日 6 月 4 日 26 本 黒ビール 
3 Strong Ale 10 月 25 日 11 月 17 日 24 本 濃いレンガ色 
〃  Bitter 10 月 25 日 11 月 17 日 26 本 深いブロンズ色 
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o） 工房 小栗 秀之 













p） 理髪 鯉田 淳 
理髪係は、鯉田１名であった。国内にて 2010 年 11 月 11 日に「学校法人資生堂学園学校」の大崎智実
氏のご厚意で理髪訓練を受けた。51 次隊からの調達参考により、電動バリカン(Panasonic 製)を 1 台と、









q） シアター 礒野 靖子 
隊員に向けての主な活動は映画上映と DVD ソフトの貸し出しであった。映画上映は食堂のプロジェク




その他の業務としては、サロンにある DVD を既存のケースから DVD トールケースに入れ替える作業を
おこなった。51 次隊から引き継いだ中ダン 5箱の在庫は全て入れ替えてラベル付けを終了している。53
次隊には複数枚収納できるケースの調達を依頼しており、シリーズものをこれに入れ替えることで収納








2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 12 月 2/11まで 合計
4 1 3 3 5 3 2 8 7 1 3 11 51 
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・1月 麺作り講習。麺作りの講師として、52 次夏隊・50 次越冬隊の井熊隊員に、うどんの打ち方
を習い実地した。メンバーは 11 人・使用した白椿の量 5.5kg 
・3 月 27 日麺を打つ際のエプロン製作。エプロン・三角巾の藍染を実地。エプロン・三角巾は他部
門からの支給品。また、エプロン以外にも Tシャツなど各々が好きな物を藍染した。 
メンバーは自由参加型の為、越冬隊のほぼ全員が参加した。 
・5月 29 日 第 1回開催。メンバーは 11 人・使用した白椿の量 5.5kg 
・9 月 25 日 第 2回開催。メンバーは 12 人・使用した白椿の量 6.0kg 
 







t） その他（有志グループ） 岩波 俊介 
・ヨーグルト作り 
当初、生活係には登録されていなかったが、極夜開け頃に調理隊員 2名と LL 牛乳の消費状況を見つつ
6L 単位でヨーグルトの作成を実施することとなった。作業は、岩波＋気象隊員（小栗，高野，杉山）ま
たは堤のうち 2〜3名のボランティア体勢で、調理隊員の厨房作業が終了した後に実施した。前次隊では
カスピ海ヨーグルトの種菌を持込み作成していたようであるが、52 次隊では L.derbrueckii 


















の塩が作られた。収率は 380g/10L 程度であった。 
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2.3.6 ミッドウィンター祭 柏木 隆宏 




















  6 月 20 日（月） 6 月 21 日（火） 6月 22 日（水） 6月 23 日（木） 6 月 24 日（金）













仮装コンテスト   
    
17:00 
  













  沖縄バー 
自主バー 
23:00       











3.1.1.1 ミリ波分光計による分子分光観測【AJ1-52_02W】 礒野 靖子 
1）概要 
52次隊で新規に設置したミリ波分光観測装置を用いて 250GHz帯域の電波観測をおこなう。観測領域は、






















プロトン現象は 8、9月、2012年 1月の計 3回発生した。現象発生から一週間程度は 24時間の観測体
制を敷き、観測ターゲットを切り替えながら観測を継続した。8、9 月の観測では NO2は未検出であった




2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 
運用日 test 10 14 19 21 27 20 19 25 24 23 21 
プロトン
現象 - - - - - - 6 6 - - - 6 
オゾン - 10 8 13 20 27 14 19 24 24 23 15 
NO2 - 10 10 10 11 16 12 7 7 - - - 
NO - - - - - - - - - - - 6 
ClO - - - - - - - 4 5 5 - - 
 
- 231 - 
3) 問題点・課題 



























NO2の観測はおよそ 2 秒に 1 回の頻度で周波数発振器（SG）の周波数を切り替えている。観測制御 PC
から SGに信号を送る際、通信エラーが起きることがあった。GPIBケーブルの交換、配線の確認などをお
こない対処している。 
光学観測棟の空調に不具合が発生し、3 月 5日、4月 21日、5 月 11 日の 3回、室温が 30度以上に上昇















































1043箇所、分配架用 55箇所、計 1098箇所）の掘削と設置を完了させ、その内の 908本の基礎にアンテ
ナを設置した。また、観測制御小屋の建設と、配電盤やラックといった大型機器の小屋内への搬入も完
了した。また、52次隊で稼働予定の 3群 57 本のアンテナによる部分システムを完成させるべく、送受信
モジュール 57 台全てのアンテナへの取り付けと、分配架 3台の内 1 台の設置を完了させ、残り作業を越
冬隊が引き継いだ。最終便直後の A 級ブリザードの影響による作業の遅れもあったが、残り 2 台の分配
架の設置やケーブル敷設、小屋内機器設置などを行い、平成 22年度末の 3月下旬に初期観測に必要な部
分システムを完成させ、対流圏における 3次元風速観測データの取得に成功した。図Ⅲ.3.1.1.3-1に、
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53次隊の到着後は、53次隊からの支援要請を受けてレーダー建設作業に参加した。並行して、52次隊
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3.1.1.4 MFレーダー観測【AJ1-52_06】 堤 雅基・有田 真・町屋 広和 
1） 概要 
昭和基地上空 60～120km の高度領域の水平風速を連続観測する装置である。東オングル島の蜂の巣山
の南側に位置する直径約 200m のエリアに設置された 4 基のクロスダイポールアンテナを使用する。40
次隊で設置して以来の連続観測を行っており、52次隊でもほぼ問題なく連続データを取得した。 
2） 経過 
2 月の越冬交代以降、51 次隊から引き継いで連続観測を実施した。6 月 7～8 日と 9 月 17～18 日の 2
回（計 2日間ほど）、レーダー内蔵の GPS 時計に不具合が生じ、それぞれ、GPSユニットのパーツ交換（6
月）および再立ち上げ（9月）を行って復旧した。データ欠測はなかったが、データ内の時刻にずれがあ
るので、この期間のデータの取り扱いには注意が必要である。また、2月 11日および翌年 1月 5日の計

























LAN 装置（第一 HF レーダー小屋と情報処理棟間に既設。通常は電源 OFF）の維持を今後も行ってゆく必
要がある。 
 
3.1.1.5 airglow_冬期【AJ1-52_07】  町屋 広和・有田 真・堤 雅基 
1） 概要 
a） 全天単色イメージャ 
全天単色イメージャ（All Sky Imager以下 ASIと略称）は、専用設計された全周魚眼レンズと縮小光
学系、5種のフィルタを搭載できるフィルタ切り替え装置、背面照射型電子冷却 CCDカメラからなり、情
報処理棟に設置されている。OI（557.7 nm）、OI（630.0 nm）、N2+1NG（427.8nm）の 3種類のフィルタを
順次切換えて観測を行っている。 
b） OH回転温度観測 
OH回転温度観測（以下 OHと略称）は CCD センサーと回折格子を使って OH大気光の回転振動帯スペク
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52次隊で ASI 一式を新規に持ち込み設置した。3月 1日から 9月 30日までスケジュール通り悪天候時
を除いて 132 晩分の観測を行った。観測当初からフィルタ 4 とフィルタ 5 において画像下の部分が欠け
る現象が時々見られたが、4月 28日頃、国内 PIにより撮影設定を変更し読み出し時間を長くするよう指
示があり、以降は大きなトラブルもなく観測出来た。 
フィルタ 4のピントが甘く 6月 8日にピント合わせを行った。6月 28 日のブリザード後、アクリルド
ームが凍りつき、プラジェットヒーターでゆっくり暖めて融かした。6月 30日の観測中に windows自動
更新により再起動がかかり 2時間近く欠測した。11月 18 日には、建築隊員により紫外線防護アクリルド
ームが取り付けられた。 
b） OH 





設定の-70 度になったが、表示が正常を示す青色に変わらず赤色の状態のまま観測を開始した。5 月 10
日、光学観測棟の室温が 18 時（UT）頃から 37℃まで急上昇した。発見は 23時（UT）頃で OHの CCD 温度
が-40度（赤表示）であったため観測停止し、ソフト再起動により CCDの温度を-70℃まで戻し観測再開
した。6月 28 日、ブリザード後にアクリルドームが凍りつき、プラジェットヒーターでゆっくり暖めて
融かした。8 月 3 日、PC がウィルス感染していることが判明し、以後アンチウィルスソフトをインスト
ールした。 
3） 問題点・課題 












観測開始前に ASI の光学アクリルドームや OH のガラス板を拭く場合は、拭きムラを作らないために、
日中にアルコールを染み込ませたキムワイプでこすらずに行うのがよい。時間が経つと拭きムラが判る
ため、観測開始まで充分な時間をかけて拭きムラがないことを確認した方がよい。 
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3.1.1.6 レイリーライダー観測_冬期【AJ1-52_08】  堤 雅基・有田 真・町屋 広和 













の夜勤を担当する宙空隊員の 2 名にも操作を依頼し、越冬期間の運用を行った。小レーザーには 6 月 8
日に全く発振しなくなる不具合が発生したが、国内と連絡を取り、ヒューズの交換などを行って 6月 18
日に復旧した。これ以外には小レーザーに不具合は生じなかった。冷却水の交換および補充は越冬中に







8 月初めには再び不調となり、9 月をもってこれ以上の調整作業を行うことを断念して 53 次隊による適
合品の持ち込みを待つこととした。 
光学観測棟の空調装置に、動作不安定が見られた。5 月 10日には空調装置の暴走により室温が 40℃程
度まで上昇し、運用中の小レーザーが高温を検出して自動停止した。設営隊員を通じて国内業者と連絡
をとり、暴走の起こらないよう設定変更を行った。 
53 次隊到着後の 12 月下旬に適合品の消耗品を使って大レーザーを復旧した。53 次隊との引継ぎを兼
ねて、大小レーザーの冷却水や水フィルターなどの交換を行い、1月には視野調整、受信瞳径調整、光学
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3.2 一般研究観測【AP】 
3.2.1 太陽風エネルギーの磁気圏流入と電磁圏応答の南北共役性の研究【AP3-52】 
3.2.1.1 SuperDARN短波レーダー観測【AP3-52_01】 有田 真・町屋 広和 
1） 概要 

















エレメントパイプ 1を P8A に交換。 
EL7 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
Uボルトを U2A に交換。 
エレメントパイプ 1を P11A に交換。 
EL9 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
エレメントパイプ 1を P15A に交換。 
エレメントパイプ 2を P13A に交換。 
エレメントパイプ 3を P6B に交換。 
EL10 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
エレメントパイプ 1を P15A に交換。 
エレメントパイプ 2を P13A に交換。 
エレメントパイプ 3を P7B に交換。 
フェーズライン 
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表Ⅲ.3.2.1.1-2 アンテナ保守作業一覧 
2010年 HF2M08の保守を表Ⅲ.3.2.1.1-1の作業方針に従って実施。 







7月 28日 HF2I02EL8をアンテナブームから撤去。 
12月 3～6日 保守部品の整理、在庫調査を実施。 






4月 29日 新第 1HFレーダー小屋に温度収録ロガー設置 
6月 3日 観測棟の hfctl、hfsrv1の電源配線を変更。 




10月 11日 hf2、hf2dio等の UPSを交換。 
10月 25日 新第 1HFレーダー小屋の電源配線整理。 
11～12月 観測棟、情報処理棟、HFレーダー関連小屋内の予備品の整理 











てきた。52次隊では、2011 年 6月 1日に新第 1HFレーダー小屋のケーブル引き込み口のコーキングを建
築隊員に依頼し行なった。その後越冬期間中は大量の吹き込みは発生していない。 
d） 青旗赤旗の整備 












2月 19日 雑音レベルが大きくなる不具合が発生。調査を行い 2 月 26日に原因の送信機（PA#3）を停止。 
4月 14日 hf2に異常が発生。国内からの遠隔再起動により復旧。 





エラーとなり、復旧作業を要したが 5月 12 日に復旧。観測に影響なし。 
6月 24日 hf1d1（node8）に異常が発生。遠隔再起動により 6月 25日復旧 
6月 27日 HF2PA#13に内部電源異常発生。出力、その他 LED表示などに異常なし。状態を検知する側のエラーの可能性も考えられる。 
9月 3日 hf1d1（node8）に異常が発生。現地 PC再起動により復旧。 
9月 5日 hf2（node4）に異常が発生。国内からの遠隔再起動により復旧。 
10月 24日 hf2に異常が発生。再起動により復旧。 
11月 16日 hf2に異常が発生。再起動により復旧。 
11月 30日 hf2に異常が発生。再起動により復旧。 
2012年 
1月 4日 































パス計画した 175 パスから、全欠測、受信中止/不可の 19 パスを除いた 156 パスのデータを受信し、そ
の内 149パスが正常受信、7パスが一部欠測であった。尚、運用仰角は 20～83度とした。 
欠測事由の内訳は以下の通りである。 
a） 一部欠測 7パス：1分以上の欠測 
衛星側事由（受信レベル低下による）  3件 
運用事由（TLM PCのオペレーション）  1件 
外部システム事由（TLEの DL停止）  3件 
b） 全欠測 10パス：パスの半分もしくは 5分以上の欠測 
衛星側事由（ダウンリンクなし）  6件 
外部システム事由（TLEの DL停止）  4件 
c） 受信中止/不可 9件 
基地作業、荒天     4件 
JAXAの受信中止依頼による   5件 
 
表Ⅲ.3.2.1.2-1 れいめい受信パス数 月別一覧 
  2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 総数 
正常受信 5 17 19 19 15 19 11 11 13 4 11 5 149 
受信中止 0 1 0 2 0 0 0 0 0 3 3 0 9 
一部欠測 0 2 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 7 
全欠測 1 3 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 10 
 







48次 49次 50次 51次 52次 
一部欠測 30 4 23 36 7


















3.2.1.3 ELF電磁波【AP3-52_04】 有田 真・町屋 広和 
1） 概要 




























b） 全天 TV カメラ 















に従い 3月 2 日から 9月 29 日まで悪天候時を除き 119 晩分の観測を行った。観測後半に一時的に Ch5 の
異常値があったが大きなトラブルもなく観測出来た。 
8月 3日、PCがウィルス感染していることが判明し、以後アンチウィルスソフトをインストールした。
9月 27および 29日、Ch5の異常値を確認した。10月 11 日、建築隊員による SPMのベース部はがれの補
修を行った。 
b） ATV 







ターで暖めて融かした。11 月 18 日、建築隊員により紫外線防護アクリルドームが取り付けられた。12
月 2・28日、1 月 16・18日に光学観測ドーム付近からの水漏れに対して、建築隊員と一緒にシーリング
を実施した。 
c） WATEC 
3月 1日から 10月 15日まで悪天候時を除き 201晩の観測を行った。録画の際に人為的なミスで録画に
失敗したことはあったが、光に強い光学観測機器であるため多くの観測時間が取れた。 
4月 15～21 日 DVD入力が誤っており観測が記録出来ていなかった。タイムラプスに収録はしていたの
でデータ欠損にはなっていない。DVDへの予約は手入力で行っており間違いが多かったので、5月頃 DVD1
と DVD2の予約時間を計算する表を作成し、さらに昼勤隊員と夜勤隊員によるダブルチェックを行い、ミ
























































2011年 10 月 30日から ch1のデータ異常が発生した。調査の結果、センサー回転軸付近に入った雪が
融けて氷となり、回転を妨げていたことが原因であることが判明した。雪の侵入箇所を防ぎ予備機と交
換し 11月 10 日に観測を再開した。交換機は持ち帰った。 
2011年 12 月 20日から ch3のデータ異常が発生した。調査の結果、センサー下にある電力を供給して
いる LANケーブルのコネクタ部分が、雪融け水により腐食していることが判明した。LANケーブルの端子
を新しく作成、コネクタを新品に交換、自己癒着テープとビニールテープで養生して 12 月 24 日に観測
を再開した。 
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2012 年 1 月 6～7 日、53 次隊夏作業として 53 次隊員により Ch1、2 のセンサー三脚～エフレックス管
補強作業実施。 
2012 年 1 月 15 日、53 次隊夏作業として 53 次隊員により収録用 PC の交換作業実施。これまで収録は










収録用の予備 PCは少なくとも１台、センサーの予備は 2 つ準備しておくのがよい。センサーケーブル
の延長用の接続部がセンサー下にある。この接続部は屋外に設置できる仕様になっていなかったため、














2011年 1 月 7 日に 52次隊ドーム旅行隊に依頼し、MD364の無人磁力計（BASモデル）の外観目視点検、
写真撮影、メモリーカードの交換を実施した。 
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2011 年 1 月 18 日に 52 次ドーム旅行隊に依頼し、ドームふじの無人磁力計（BAS モデル）の外観目視
点検、写真撮影、メモリーカードの交換を実施した。 
2011 年 10 月 6 日（みずほ内陸旅行の往路）に H68 の無人磁力計（NIPR モデル）のシステムの掘り出
し、外観目視点検、写真撮影、充電済みバッテリへの交換、CFメモリカードの交換と再起動を実施した。
2011年 1 月 12 日の作業時と同様、データ転送は再開されなかった。回収した CFメモリカードには 2011
年 1月 12日～10月 6日(欠測期間を含む)までのデータが書き込まれており収録は行われていた。積雪量
は 51 次隊同季から 75cm 程度、52 次隊夏からは 55cm 程度であった。ロガーボックスは雪面下 80cm（写
真Ⅲ.3.2.1.6-1）にあり、システムの掘り出しに 5 人で 2 時間程度の時間を要した。撤収時には、次回
の掘り出し時にケーブル等を傷つけないようにシステムにダンボールで蓋をしたのちに、雪をかぶせた。 





2011年 10 月 17日（みずほ内陸旅行の復路）に H68の無人磁力計（NIPRモデル）のシステムの掘り出
し、外観目視点検、写真撮影、CF メモリカードの交換と再起動を実施した。2011 年 10 月 6 日の作業時
と同様、データ転送は再開されなかった。回収した CF メモリカードには 2011年 10月 6日～10 月 17日
までのデータが書き込まれており収録は行われていた。10月 6日と 10月 17日の再起動時のログを国内
で解析した結果、ロガーボックスに一部不具合がある可能性が判明し、53次隊夏作業期間に新規ロガー
ボックスを持ち込み交換することになった。 
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写真Ⅲ.3.2.1.6-1 H68システム掘り出し時（2011年 10 月 6日） 
 
写真Ⅲ.3.2.1.6-2 みずほ基地無人磁力計（2011年 10 月 12日） 
 
3.2.2 南極オゾンホールに関連した成層圏大気微粒子成分の観測【AP7-52】 
3.2.2.1 53次の FTIR観測のためのテスト観測【AP7-52_01】 木名瀬 健 



















回数 Detector その他 (wavenumber) （cm-1） 
1M 3900-4400 0.0035 4 InSb 
 
2M 2800-3700 0.0035 4 InSb 
 
3M 2400-3200 0.0035 4 InSb 
 
4M 2000-2600 0.0035 4 InSb 
 
5M 1700-2200 0.0035 4 InSb 
 
6M 500-1380 0.0035 4, 16 MCT 2008/2/22に取り外し 
6L 500-1380 0.007 4 MCT 2008/2/22に取り外し 
0M 4000-7500 0.015 16 InSb 
2008/2/22に取り付け, 
2011/9/21以降観測中止 
0L 1900-7890 0.05 32 InSb 
2008/2/22に取り付け, 
2011/9/21以降観測中止 
7M 500-1100 0.0035 4, 16 MCT 2008/2/22に取り付け 
7L 500-1100 0.007 4 MCT 2008/2/22に取り付け 
8M 1000-1600 0.0035 4, 16 MCT 2008/2/22に取り付け 
8L 1000-1600 0.007 4 MCT 2008/2/22に取り付け 
 
【経過】FTIRは、48次隊により持ち込まれ観測が行われてきたが 50次隊、51次隊では観測は行われなか
った。52 次隊ではこれまで使用していた観測パラメータを 2008 年 2 月 2 日より表Ⅲ.3.2.2.1-1 のよう
に変更し、2011年 9 月 21日より 0M、0L観測を中止にして観測を行った。 
観測再開初日となる 2 月 7 日に HBr 試験を実施した。それにより正常に動作していることを確認し、
晴となった 2 月 8 日に、太陽光を光源に用いた分光観測を開始した。その後は、晴天時に随時観測を行
った。しかし 4月 21日の観測時に MCTセンサーでの受光がうまく行われなくなり、観測波形も正常時の
輝線型ではなく、団子型となった。その後は極夜期（4 月 21 日～9 月 6 日）に入ったため観測は行って
いないが時間が取れるときに HBr試験で疑似観測をしながら調整を試みた。しかし HBr試験では InSbセ
ンサーを使用するため、MCTセンサーでの受光値異常の問題は解決されなかった。 
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表Ⅲ3.2.2.1-2 52次隊における FTIR観測実績 















1 2011/2/7 晴れ 19:15 20:50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
2 2011/2/8 快晴 14:57 17:22 2 2 2 2 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 
3 2011/2/10 快晴 9:04 15:04 2 2 2 2 2 2 2 0 1 0 0 1 0 0 
4 2011/2/27 曇り時々晴れ 13:23 16:51 2 2 2 2 2 2 0 0 1 0 0 2 0 0 
5 2011/3/1 快晴 10:30 15:30 2 2 2 2 2 2 2 2 2 0 4 2 0 0 
6 2011/3/3 快晴 13:32 14:12 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 
7 2011/3/5 快晴 14:21 16:52 2 2 4 0 0 0 0 0 3 0 0 2 0 0 
8 2011/3/19 快晴 10:20 17:43 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 0 
9 2011/3/25 曇り時々晴れ 13:25 14:56 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 
10 2011/3/29 晴れ 11:21 15:12 2 2 2 2 2 2 2 0 2 2 0 1 0 0 
11 2011/3/31 晴れ 10:57 17:21 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 0 1 0 0 
12 2011/4/1 - 17:23 19:45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
13 2011/4/21 曇り時々晴れ 11:20 13:15 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 
14 2011/8/4 快晴 9:44 3:44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
15 2011/9/6 - 11:15 13:57 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
16 2011/9/14 - - 3:12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
17 2011/9/19 晴れ 14:29 15:04 2 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 
18 2011/9/21 曇り 10:24 16:28 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
19 2011/9/25 晴れ 8:34 10:09 - - 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 
20 2011/9/29 快晴 10:13 17:34 - - 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 4 0 
21 2011/9/30 快晴 10:44 - - - 2 2 2 2 2 2 1 2 4 1 2 0 
22 2011/10/1 快晴 10:06 14:16 - - 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 0 
23 2011/10/3 快晴 7:42 14:26 - - 2 2 2 2 2 2 1 4 2 1 2 0 
24 2011/10/4 晴れ（うす雲あり) 9:47 14:43 - - 2 2 2 2 2 2 1 2 2 1 0 0 
25 2011/10/5 快晴 10:15 11:43 - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 
26 2011/10/6 晴れ（うす雲あり) 9:00 14:43 - - 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 
27 2011/10/7 快晴 10:43 16:00 - - 2 2 2 2 2 2 3 2 2 3 2 0 
28 2011/10/11 快晴 14:10 17:45 - - 2 2 2 2 2 2 1 0 2 1 0 0 
29 2011/10/22 快晴 13:00 17:44 - - 2 2 2 2 0 2 1 2 2 1 2 2 
30 2011/10/23 快晴 12:30 17:23 - - 2 2 2 2 2 6 2 2 4 1 2 0 
31 2011/10/24 快晴 9:38 18:50 - - 2 2 2 2 2 2 2 0 2 2 0 0 
32 2011/10/26 快晴 9:36 14:23 - - 2 2 2 2 2 4 2 2 2 2 2 0 
33 2011/11/1 快晴 15:02 17:08 - - 2 2 2 2 2 4 1 0 2 1 0 0 
34 2011/11/2 快晴 11:02 16:49 - - 4 2 2 2 0 0 2 2 0 1 2 0 
35 2011/11/3 晴れ時々曇り 10:58 16:05 - - 2 2 2 2 2 0 1 2 0 1 2 0 
36 2011/11/9 晴れ（うす雲あり) 11:11 17:32 - - 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 0 
37 2011/11/10 晴れ 14:00 17:01 - - 2 2 2 2 2 0 1 2 0 1 2 0 
38 2011/11/11 快晴 6:30 17:17 - - 4 4 4 4 2 2 3 2 2 2 2 0 
39 2011/11/16 晴れ 10:38 15:30 - - 2 2 2 2 2 2 1 2 2 1 2 0 
40 2011/11/17 晴れ 13:19 17:09 - - 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 0 
41 2011/11/19 快晴 9:19 13:05 - - 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 0 
42 2011/11/26 晴れ 15:42 16:43 - - 2 2 2 0 0 2 1 0 0 1 0 0 
43 2011/12/14 晴れ 7:35 13:04 - - 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 
44 2011/12/19 曇り時々晴れ 17:09 17:42 - - 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 
45 2011/12/26 晴れ（うす雲あり) 14:22 18:48 - - 2 2 2 2 2 0 1 2 0 1 0 0 
46 2011/12/29 晴れ（うす雲あり) 10:12 10:38 - - 2 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 
47 2012/1/10 快晴 11:06 22:51 - - 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
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散乱方式 前方 60°散乱 
GPSゾンデ部 RS-AS03G（改造型 RS-01G） 
地上設備 GPS高層気象観測システム 
飛揚台数 1台 
梱包方法 干渉防止のアルミシールドを内面に行う。GPS ゾンデ部は OPCより発泡スチロールスペーサーをはさんで連結。 
気  球 3000 g 










【問題点・課題】52次隊持込みのエアロゾルゾンデは YH20128と YH20103の 2台であったが、YH20128 は
偽係数・ノイズが非常に激しく、使用に耐えられる状態ではなかった。チェックピン電圧点検を行いノ
イズを確認、オシロスコープでの波形にも異常を確認した。国内との相談の結果レーザーの発振不良と
観 測 目 的 到達高度
2011年 2月 6日 引継ぎ 35.7 km
飛揚年月日





































12月、例年オゾンホールの影響を受け始める 9月、1年で最も低波長 UVBが到達する 10月、9月の対照
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表Ⅲ.3.2.4.1-1 牛皮サンプル照射実験一覧 
サンプル名 照射開始期日 回収期日 
夏  12日 12月 23日 1月 4日 
夏  25日 12月 23日 1月 17日 
秋-1 12日 2月 2日 2月 14日 
秋-1 25日 2月 2日 2月 27日 
秋-2 12日 3月 12日 3月 24日 
秋-2 25日 2月 27日 3月 24日 
春-1 12日 9月 20日 10月 2日 
春-1 25日 9月 20日 10月 16日 
春-2 12日 10月 28日 11月 9日 
春-2 25日 10月 16日 11月 10日 
 
注記：春-1 25 日サンプル回収日と春-2 25 日サンプルの照射開始日の予定は 10月 15日であったが
ブリザードであったため翌日 10月 16日に実施した。 
 




けを実施し、1年後の 2011年 12月 24日にサンプル U-9-2012、U-10-2012、N-9-2012、N-10-2012、W-11-2012、
W-12-2012を回収し 52次隊にて冷蔵保存し持ち帰った。 
3.2.5 極限環境下における南極観測隊員の医学的研究【AP14-52】 
3.2.5.1 レジオネラ調査【AP14-52_01】 兼定 博彦 
【概要・経過】 
39次隊の調査で昭和基地の 24時間循環風呂濾過フィルターからレジオネラ菌遺伝子（DNA）を検出し
た結果を踏まえ、以後は 43 次隊、44次隊、46次隊、47 次隊、48次隊、49次隊、50 次隊、51次隊と調
査が引き継がれ、東邦大学医学部微生物・感染症学講座 石井良和氏との共同研究によりレジオネラ菌の
持ち込み経路と基地内およびその周辺での分布についてモニタリングが行なわれている。 
今回は 2011年 12月 16日に昭和基地発電棟の浴槽、循環濾過フィルター、中水濾過フィルター、2012



















よび表面下 20 ㎝の 3種類の深さから少量ずつ試料を採取した（一部は状況により表層のみ、ないし表面
下 10㎝まで）。検体は早期にマイナス 20 度にて冷凍保存した。 
夏期間については各野外行動チームにサンプリングを依頼したが、その際の検体採取部位は表層のみ
とした。試料は 52次夏期間で 17地域から 71検体を得た。越冬期間中は東オングル島内 34か所から 34





生に委託する。破傷風菌検出方法は破傷風毒素遺伝子の DNA抽出法による予定である。  
 






























3.2.5.5 酸化ストレス調査【AP14-52_07】 青山 貴子 
年 4 回の健康診断時血液検査にあわせて協力隊員より血液サンプルを採取し、フリーラジカル分析装
置（ウィスマー社 Fras4）を用いて酸化ストレスの指標として使用されている項目（d-ROMおよび BAPテ






3.3.1.1 地球観測衛星データ受信【AMS1-52_01】  高平 忍 
1） 概要 









  2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 総数 
NOAA 287 341 352 260 234 232 310 241 295 276 305 299 3432 
DMSP 431 538 432 555 423 561 384 327 636 757 541 615 6200 
TERRA 302 302 301 303 312 302 302 290 303 293 298 298 3606 




本項については、「4.6.1.1 項 L/S アンテナ・受信設備及び X バンドアンテナ・受信設備保守」を参
照されたい。 
 
3.3.1.2 オーロラ全天カメラ観測【AMU1-52_01】  町屋 広和・有田 真 
1） 概要 






b） エレクトロンオーロライメージャ（以降 EAI） 
EAIは、全周魚眼レンズ、発光輝線（428.15nm）透過フィルタ、冷却式 CCDを備え、沿磁力線電流（ 以
降 FAC）降り込み領域で生起されるエレクトロンオーロラの発光強度と空間分布を捉えることを目的とし
て 52 次隊で設置した。本システムは観測用 PC に組み込まれた自動観測ソフトにより自動運用され、撮
影した画像データを Web配信出来る。 
c） プロトンオーロライメージャ（以降 PAI） 
PAIは、全周魚眼レンズ、Hβ発光輝線（486.1nm）透過フィルタ、冷却式 CCDを備え、FAC降り込み領
域で生起されるプロトンオーロラの発光強度と空間分布を捉えることを目的として、51次隊で導入した
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機器である。本システムは観測用 PCに組み込まれた自動観測ソフトにより自動運用され、撮影した画像
データを Web 配信することが出来る。 
2） 経過 
10月 13日に宙空圏の LANネットワークでトラブルが起きた。その際、光学観測をしていた CDC、PAI、
EAIのサマリープロットがところどころ転送されなかった。 
a） CDC＆CDC予備 
CDCは 52次隊にてグレードアップしたカメラ（Nikon D3s）を持ち込み新たに設置した。3月 1日から
10 月 15 日まで悪天候時を除いて 186 晩分の観測を行った。通常は 30 秒間のインターバルで撮影し、7
月頃からオーロラブレークアップが発生しそうな時はマニュアルにて10秒間インターバルに切り替えて
撮影し、オーロラ活動が弱まったら 30秒間のインターバルに戻して撮影した。 
CDC の予備には 51 次隊で CDC 用に観測していたカメラ（Nikon D700）を使用して、CDC と同じ光学ア
クリルドームで 2 月後半から 3 月にかけて試験的に観測を行った。カメラをコントロールするソフトに
は windows XP サービスパック 3 以上が必要であったが、観測用 PC はサービスパック 2 であったため更
新が必要であった。またカメラをコントロールするソフトのライセンス取得も必要であり、それらに時
間がかかった。その後ウィルス感染があったが観測自体は順調であった。6月 28 日、ブリザード後アク
リルドームが凍りつき、プラジェットヒーターで暖めて融かした。8 月 3 日、PC がウィルス感染してい
ることが判明し、以後アンチウィルスソフトをインストールした。11月 18日、建築隊員により紫外線防
護アクリルドームが取り付けられた。12月 2・28日、1 月 16・18日に光学観測ドーム付近からの水漏れ
に対して、建築隊員と一緒にシーリングを施した。 
b） EAI 

































えば PAI、EAI、CDC などの PC が同じ機種を使っていれば、現用のマシン以外に同じ機種 PC を予備に 1
台用意しておけば部品取りのマシンとして使える。各観測に要求される一番高いスペックの PCに合わせ
る必要があるので初期購入額はコスト高になるが、トラブルを考慮した際のランニングコストは安くな








3.3.1.3 リオメータ観測【AMU2-52_01】 町屋 広和・有田 真 
1） 概要 


















写真Ⅲ.3.3.1.3-1 曲がった支柱の例 写真Ⅲ.3.3.1.3-2 コネクターから抜けた 
ケーブルの例 















































1月 23日 コリメータ系ヒーター、送信機OFF（衛星受信棟にて操作） 
4月 6日 VLFデータ異常調査。VLF概観チェック、出力データ確認、対向試験 
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5月 18日 PCM系が予備バッテリーに切り替わる。 
6月 15～16日 西オングルバッテリ充電旅行 
8月 1日 無線LAN機器の再起動、VLFテレメータ部取り付け、送信波チェック、居住カブースの保守 
8月 5～6日 西オングルバッテリ充電旅行、風発信号チェック、リオメータ保守、FM_VLF
支線補修 
9月 6日 無線LAN機器、リオメータ、風発保守、太陽系バッテリー交換 
9月 30日 無線LAN機器、風発保守、シールバッテリー16個持ち帰り（観測倉庫に保管） 
11月 11日 無線LANアンテナ回転防止策、FMテレメーターコネクター部補修、VLF/ULFキャリブレーション、風発ロガーのIPアドレス確認 







VLFは越冬開始直後の 2月 22 日にデータが飽和した状態になり、トラブルが解決されたのは 8月 1日
だった。VLF 用の FM テレメータ送信器にかかる直流電圧が供給されていなかったため、5 か月以上に渡
って正常な観測データを取得出来なかった。その他、PCM系のビットシンクロアナライザーのヒューズ切
れで PCM系の観測データが異常値となった。FMテレメータ送信で電力を消費しなかった分、FM 用バッテ
リーの消費は少なかった。バッテリーの充電は 1泊 2 日旅行を 2回行った。 
a） VLF 
2011年 2 月 11 日と 2012年 1 月 5日に計画停電があり観測を停止した。 
2 月 11 日、VLF の全てのチャンネルにおいて値が飽和した状態（レクチグラフは左側に振りきれ、検
波器は over load、PC Logger は平常時より振れが大きくプラスにオフセットがのった状態）になった。
2月 27日、一時正常に復帰したが再び現象が現れた。信号系、送信系、受信系の 3系統を切り分けて、4
月 6日と 6月 14～15日にチェックを行い、6 月 15日に FM テレメータ送信器を持ち帰った。7月 20 日に





ーションは、52次隊の夏作業にて実施後、11月 11日と 53 次隊の夏作業時に実施した。 
b） ULF 
2011年 2 月 11 日と 2012年 1 月 5日に計画停電があり観測を停止した。キャリブレーションは VLFと




2011年 2 月 11 日と 2012年 1 月 5日に計画停電があり観測を停止した。6月 14～15日に輻射器のワイ
ヤー切れと支線切れを発見して補修した。8 月 5～6 日、PCM エンコーダの電圧をチェックし、破損した




52 次隊で新規に持ち込んだ風向風速計を支柱に取りつけて設置した。1 号機の無線 LAN 装置を設置し
ロガーLS7000の交換、2号機の LS7000を交換、53次隊夏作業に向けてキャブタイヤケーブルを敷設した。 











5 月 1 日以降、1 号機のロガーA と無線 LAN-A に昭和基地側から接続出来なくなった。6 月 14～15 日、
無線 LAN装置のアンテナが風で回転しており修正した。いつからか明確ではないがロガーAとロガーB に
おいて ftp のみ、または ftp と telnet 時には ping も通らなくなるトラブルが頻発している。ロガーの
設定を見直し ftpの負荷を軽減することを試みたが、トラブルは依然として継続している。 
e） バッテリー充電 
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f） 西オングル保守 
4 月 6 日に機械隊員による 10kVA ディーゼル発電機メンテナンス、6 月 14 日に機械隊員による発電機
オイル交換を実施した。7月 14日、衛星受信棟にある IPアドレス整理のため、衛星受信棟にある西オン
グル向けルーターの撤去を行った。8月 5～6日、建築隊員による居カブのメンテナンスを行った。10月










































地磁気静穏日に実施した。2011 年 2 月から 2012 年 1 月の期間における地磁気絶対観測結果を表







2011 年 1 月 17 日に FT 型磁気儀を 52 次隊持ち込みのもの（50 次隊で持ち帰り修理したもの）と交換
し 51 次隊で使用していた WILD 社製磁気儀と比較観測を実施した。比較観測の結果、観測の継続性は維
持されていることを確認した。観測結果については 51 次隊の越冬報告に記載している。磁気儀にあわせ
て三脚も更新したため、絶対観測点の床上の高さをそれまでの 137cm から 139cm に変更した。磁場傾度
を考慮した結果、2cmの変更は観測の継続性に問題ないと判断した。6 月 10日に FT 型磁気儀のバッテリ





全磁力 水平成分 鉛直成分 偏角 伏角 
磁気儀 
（nT） （nT） （nT） （°） （′） （°） （′） 
2011/02/23 14:12 43044.2 19211.5 -38518.6 -49 57.3 -63 29.52 FT 
2011/03/18 10:49 43029.4 19211.4 -38502.3 -50 3.55 -63 28.94 FT 
2011/04/26 11:11 43032.4 19218.1 -38502.8 -50 2.67 -63 28.47 FT 
2011/05/19 11:17 43038.8 19223.5 -38507.1 -50 2.5 -63 28.24 FT 
2011/06/17 10:28 43032.4 19228.6 -38497.2 -50 3.49 -63 27.52 FT 
2011/07/25 11:08 43028.8 19219.1 -38498.1 -50 4.62 -63 28.24 FT 
2011/08/24 11:10 43031.3 19224.0 -38498.7 -50 6.80 -63 27.91 FT 
2011/10/01 11:58 43048.7 19216.7 -38521.1 -50 4.84 -63 29.23 FT 
2011/10/26 11:05 43041.8 19209.5 -38517.3 -50 6.26 -63 29.61 FT 
2011/11/22 12:09 43040.2 19216.4 -38512.7 -50 0.94 -63 28.95 FT 
2011/12/21 11:17 43030.7 19232.1 -38495.4 -50 5.88 -63 27.21 FT 




























2011年 2月から 2012年 1月までの観測基線値結果を表Ⅲ.3.3.1.5-2に示す。 




観測時刻 水平成分（nT） 偏角（′） 鉛直成分（nT） 
2011/02/23 14:12 18031.39 18613.615 -38526.54 
2011/03/18 10:49 18027.59 18613.698 -38528.98 
2011/04/26 11:11 18030.59 18613.723 -38533.46 
2011/05/19 11:17 18031.88 18614.052 -38537.41 
2011/06/17 10:28 18030.35 18613.900 -38533.91 
2011/07/25 11:08 18030.94 18613.700 -38535.42 
2011/08/24 11:10 18032.68 18613.894 -38538.18 
2011/10/01 11:58 18032.17 18614.000 -38535.09 
2011/10/26 11:05 18031.79 18614.158 -38534.60 
2011/11/22 12:09 18024.83 18613.873 -38526.62 
2011/12/21 11:17 18025.21 18614.173 -38526.16 









地磁気静穏日に MB-162の各成分に±100nTをそれぞれ 20 秒間入力し、キャリブレーションを行っ
た。2011年 2 月から 2012年 1月までのキャリブレーション結果を表Ⅲ.3.3.1.5-3に示す。 
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表Ⅲ.3.3.1.5-3 MB-162のキャリブレーション結果 
実施日 水平成分 偏角 鉛直成分 
2011/02/21 0.9759 0.9960 0.9841 
2011/03/19 1.0017 1.0070 0.9907 
2011/04/26 0.9952 0.9986 0.9900 
2011/05/20 0.9980 1.0015 0.9888 
2011/06/17 1.0035 0.9988 0.9860 
2011/07/29 1.0077 1.0027 0.9896 
2011/08/24 0.9959 0.9967 0.9890 
2011/09/22 0.9960 1.0001 0.9899 
2011/10/26 1.0025 0.9900 0.9813 
2011/11/22 0.9975 1.0003 0.9854 
2011/12/26 1.0052 0.9967 0.9840 
2012/01/19 0.9997 0.9968 0.9949 
平均 0.9982 0.9988 0.9878 

















年 11月 5日～9日にかけて行なった。結果を図Ⅲ.3.3.1.5-1に示す。この図は、各測点において 52






- 265 - 
 
図Ⅲ.3.3.1.5-1 50次隊からの変化量（52次－50次） 
                     ★:地磁気変化計室 ●:各磁場測量点 
 




幹 LANに接続されている。GS10のポート 1～8は 133.57.32.xxx、ポート 9～17は 133.57.43.xxxがそれ
ぞれ割り当てられている。ポート 16 は大型大気レーダー観測制御小屋、ポート 17 は観測棟にそれぞれ
接続されている。宙空圏のデフォルトゲートウェイ（133.57．43.1）は設営事務室に設置されている。 
b） uapsrv1＆uapsrv2＆uapraid1＆uapraid2 
uapsrv1と uapsrv2は国内転送サーバーであり、uapraid1と uapraid2 は uapsrv1と uapsrv2にそれぞ
れ接続されている NASである。uapraid1と uapraid2は同型機でそれぞれ 12個の HDDの Slotで構成され
ている。 
c） NAS1 
NAS1 は宙空圏が使用しているファイルサーバーの名称であり、4 つの HDD で構成されている。1 つの





ウェイの IP アドレス（133.57.43.1）を取得してしまい、ゲートウェイの IP アドレスが重複し、
133.57.43.xxxのネットワーク接続が不安定になりデータ転送に障害が起きた 
2012 年 1 月 4～7 日および 15 日に、ネットワークが不安定となり、ftp やインターネットがダウンす
るトラブルが発生した。トラブルシューティングの一つとして GS10の再起動を行った際、GS10の設定が
消えたため新しく設定した GS10 に交換した。GS10 の交換後もトラブルは継続した。1 度目は




9月 16日、uapraid1の slot8が壊れて、rebuildの最中に slot11と slot12が続けて壊れたため、rebuild
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モート作業により uapsrv1 の環境を uapsrv2（hfsrv2）に構築して uapraid1を切り離して起動させた。 
発生時期は不明だが、uapsrv2の前面パネルのシステム状態表示ランプが異常を示す橙色の点滅になっ





隊で持ち込んだ RAMカード 2枚と交換した。起動後システム状態表示ランプが緑色になり uapraid2 は正
常となった。 
uapraid2は uapsrv2に接続されている。uapsrv2の RAMカードを交換する際に uapraid2の電源を OFF
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表Ⅲ.3.3.2.1.1-1 大気サンプリング実績一覧 
名 称 東大 
東北大温室 
効果 CO2精製 NOAA 
東 北 大 大 容 量 
















N2O 、 δ C13
（CO2） 
δC13（CO2） CO2、CH4 O2/N2 大気 











試料採取配管 試料採取配管 試料採取配管 試料採取配管 
試料容器 ステンレス製
2 L、6 L、 12 L 
パイレックス
ガラス製 0.8 L 
パイレックス
ガラス製 1 L 
パイレックス
ガラス製 1.5 L 
パイレックス
ガラス製 2 L 
アルミニウム
製 10 L 
初期容器 






































2月採取日 5、10 5、15、22、26 14、18、23、27 15、28 15、27 4 





2、20、25 3、18、25 15 
5月採取日 無し 7、12、22 6、11、13、14、
20、24 12 9、29 無し 









9、23 10、21、31 31 
9月採取日 無し 6、14、21 6、14、22 5、22 22 無し 
10月採取日 無し 7、14、19 4、7、14、19、
21 
16 14、20 24 
11月採取日 無し 2、7、15、24 3、6、15、25 2、15 3、15 なし 











・2011年 2 月 11日と 2012 年 1月 5日に計画停電のため測定全停止を行った。復電後すぐに立上げ直し
を行い、手動チェックガス分析で問題がないことを確認し連続測定を再開した。 
・3月 1日に PCの故障によるデータ受信の停止を発見、予備 PCに交換して測定復帰した。 
・2011 年 2 月 11 日の計画停電以降標準偏差が大きくなっていたため 3 月 4 日に測定を中断し、HC トラ
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ップの再焼出しを行った。しかし標準偏差の改善は見られなかった。以降 9 月 6 日に至るまでに助燃










・2012年 1月 2日、GC8Aを 52次隊運用機から 53次隊運用機に更新した。HCトラップの交換も行ったが
ベースラインが不安定だったため、リークチェック等行い一晩焼きだしを行った。 










・2011年 2 月 11日と 2012 年 1月 4日（停電の前日）に計画停電のため測定全停止を行った。復電後、
再立ち上げし、連続測定を再開した。 









・8月 5日に ICカードの故障、9月 8日にカードの内容が消えてしまうトラブルが発生した。 
・9 月 12 日に RGA3 の停止発生。本体を暖機し直し、各部点検を行ったところ、Hg ランプの出力が不安
定になっていたのでランプ・スターターの交換を行った。9月 13日に測定を再開した。 
・9月 15日にポンプ故障。予備品と交換し測定を再開した。 
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・酸素計本体を 52次隊使用機から 53次隊持込機に交換した（1/5） 
・9月 22日データ受信 Mac がシャットダウンしていた。発見後すぐに測定を一時中断し、PCの再立上げ
を行って測定を再開した。 









タイミングは以前は 12時間毎に 5分間となっていたが、以降は 6時間毎に 5分間に変更した。またこ
れ以降チェックガス分析値は安定するようになった。 
・12月 14日にデータ受信 PC の電源が切れているのを発見した。原因は不明だったが再起動することで
測定復帰できた。 
・2012年 1 月 4日に NDIR本体を 53次隊運用機に交換した。測定復帰作業でデータ受信ができないトラ
ブルが発生したが、GP-IBケーブルの接触不良だった。ケーブルの接続し直しを行い、手動チェックガ
ス分析で問題ないことを確認し連続観測を続けた。。 
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表Ⅲ.3.3.2.1.6-1 温室効果気体連続観測におけるメンテナンス作業 
実 施 事 項 二酸化炭素 メタン 一酸化炭素 酸素 
日 常 点 検 毎 日 毎 日 毎 日 毎 日 













交換 7/12,1/4 7/15、1/2 7/14、1/5 ポンプ交換（1/5） 
チャート紙交換 毎 月 毎 月 毎 月 毎 月 
冷却用 
エタノール交換 1/4 1/2 なし 1/5 
標準ガス等交換 
標 準 ガ ス ： 4/23 、








リ フ ァ レ ン ス ガ
ス：3/20、5/12、7/3、
8/28、10/21、12/13 
  水 素 ガ ス ： 5/11 、
8/22、12/6 
    
空気取り入れ口
点検 ブリザード後 ブリザード後 ブリザード後 ブリザード後 
本 体 交 換 1/4 1/2 1/5 4/6、1/5 


































造の観測を行った。昭和基地での MPL観測は、NASAが展開中の MPLNETの 1サイトとして維持されている。










2009年 12 月 20日に 51次隊が持ち込んだ全天カメラを設置し連続観測を再開した。更新間は 10 分と
した。得られたデータは国立極地研究所で解析される。 
・極夜による光量不足のため、6月 8日より 7月 6日の期間は観測を停止した。 
・ブリザードが予測される期間においては可能な限り本体にカバーをかぶせた。 











また、計測機のデータ連続性の確認のため、TD100・KC01Eともに 52 次隊使用機と 53次隊使用予定機





・2月 10日～2月 21の間、PANSY小屋電源工事及び計画停電等のため測定停止、観測器保護を行った。 






2） 凝結核粒子数濃度観測（CPC）：直径 10nm程度以上の凝結核の計数 
凝縮粒子カウンター（CPC-3010、TSI 社）による 10nm以上の総粒子濃度のモニタリング観測を清浄大
気観測小屋で行った。計測機の動作状況確認のため、月に 2回、質量流量計（最大 2LPM）を用いて流量
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の確認を行い、合わせてフィルタを装着してゼロチェックを行い、偽係数が出ていないことを確認した。 



























10月 4日から 10月 12日にかけて S16からみずほ基地までのルート雪尺、雪尺網観測、積雪サンプリ
ングが、気象隊員（山本隊員）を中心にみずほ旅行隊員によって行われた。 





まるのを待った。4月 16日～12月 18日に実施し、111本のサンプルを回収した。 
 







S16 にある 36 本雪尺網の雪尺高の測定は、2011 年 10 月 5 日及び 2011 年 11 月 7 日に気象隊員の久光
隊員が実施した。担当隊員（木名瀬）が理解不足だったため極夜前のルート工作時に雪尺高の測定をし
ていなかった。そのためどの旗が整備されたか不明瞭のためルート雪尺データは全て新設扱いとした。 
3.3.3 地殻圏モニタリング【AMG】                                     
3.3.3.1 VLBI観測/水素メーザの維持【AMG2/8-52_01】 岩波 俊介 
1） VLBI観測 
a） 観測概要 
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観測数 参加局 備考 
OHIG70 
2011 年 2 月 2 日 
18:00:00 UT 







2011年 2 月 8 日 
17:30:00 UT 






2011年 2 月 9 日 
18:00:00 UT 







2011年 11月 1日 
16:30:00 UT 






2011年 11月 8日 
17:30:00 UT 






2011年 11月 9日 
18:00:00 UT 







2012年 2月 15日 
18:00:00 UT 










2011年 2 月 2〜3日、8～10 日に実施された OHIG70、71、72実験について、引継ぎを兼ね、第 51次隊










れており、その原因調査を第 51次隊から引き継いで実施してきたが、その原因が OHIG74 観測準備中に、
明らかになった。観測開始日当日(11月 8日)、DFC-1100の 1PPS ポートの外部入力(EXT)端子および内部
信号出力(INT)端子からの信号を再度確認したところ、INT端子からの 1PPS信号が微弱、あるいは出てい
ない状況であった（この時点で SYNC PHASE ALARM の赤色点灯が続いていたが、前次隊からの引継時に
DFC-1100 は電源 off など触らないことになっていたため，ALARM についても、そのままとなっていた)。
数日前からの国内とのやりとりに基づき、11月 8 日 09:00LTに DFC-1100の再起動を実施した。その後、
オシロスコープおよびユニバーサルカウンターにより 1PPS 信号を確認したところ、信号も正常に戻り、
また GPS の 1PPS に対する大きな時刻オフセットも解消された。つまり、DFC-1100 で生成している 1PPS
信号の時刻同期に不具合が発生し、それを観測時の基準時刻信号として使用していたことが、相関処理
局から指摘されていた時刻オフセットの原因であった。この DFC-1100 の 1PPS オフセットは再発するこ
とも考えられるので、OHIG74 実験開始直前に 1PPS 信号の配線を入れ替え、観測時の基準時刻信号は
DFC-1100からの 1PPS出力を用いず、水素メーザの 1PPS を直接使用するように変更した（水素メーザの
1PPS 信号は衛星受信棟に 2 系統で配信されている。1 つは DFC-1100 の校正用として外部入力(EXT)端子
に、もう一方は、GPSの 1PPSとの時刻比較用として HPユニバーサルカウンタに接続されていた。GPS と
の時刻比較用水素メーザ 1PPS 信号を K5 システムの基準時刻信号とすべく、直接 Nitsuki 7625A 
10MHz/1PPS DISTRIBUTORに接続し、替わりに DFC-1100の 1PPS出力を HP ユニバーサルカウンタに接続し


















である。(OHIG73、OHIG74、OHIG75実験において SKEDファイルを確認しながら D-cal のチェックを行っ
ていたところ，K5での SKEDファイルの進行には問題は認められておらず，おそらく D-cal取得システム
上の問題であると思われる。) 






ICRC error reading fsbn 275775 0f 137856-137887（ad5s1 bn 275775 cn 17 tn 42 sn 24）retrying
等)。安全のため、OHIG73 観測以降 OHIG76 観測までの期間においては、500GB のハードディスクを使用
しないこととした。 






SKEDファイルについて：新しいバージョンの SKEDが、昭和基地 K5システムの autoobsコマンドに対
応していない件に関しては、SKED ファイル中で、新しい項目である$STATWT が従来からある観測局を指
定する$STATION よりも前に配置されている場合に、autoobs の異常終了が発生することが分かった。ま






HDD について：K5 にて使用されている HDD ユニットのケース内の結線に使われているフラットケーブ
ルは、旧タイプの遅い ATA33規格であり、高速転送に対応した規格でないことがわかっている。VLBI観
測中の HD への書き込み速度は数分で GB 単位のデータを書き込んでいる。今回の調査にて発見された、
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ファイル容量が大きい場合、HDDに書き込まれたファイルの消去時にエラーが発生する件は、500GBの他、
一部の 250GB の HDDでも確認している。120GBの HDDでは発生しておらず、このことから早期に国内にお
ける HDDユニットの対応状況の調査、必要に応じた更新が望まれる。 




致していても DFC−1100 の再起動を実施する必要がある。この同期作業を実施しておかないと VLBI 観測
データの相関がとれないことになるので注意が必要である。しかし、OHIG74以降は、K5システムの基準
信号として、従来の DFC-1100の 1PPSを使わず、直接水素メーザの 1PPS信号を使用するように、配線を
入れ替えたため、観測前に水素メーザの同期を行えば、相関処理に影響は出ないはずである。 
 










3 月 4 日時点での HM1001C の稼働状況に異常はなかったが、3 月 11 日に HM1001C が前兆もなくイオン
ポンプが停止し、水素メーザ内部の真空度が低下したため、周波数基準信号の発信が停止した。この日






られていない（3月 11日付近の HM1001C の状況について図Ⅲ.3.3.3.1に示した）。 
3 月 11 日には東北地方太平洋沖地震が発生しており、重力観測のため以降 2 ヶ月の間、HM1001C 設置
の地震計室および、絶対重力計設置の重力計室への立ち入りおよび接近を制限した。 
HM1001C発信停止から約 4ヶ月後の 7月 5日より、11月末に実施される VLBIの OHIG73観測に向けて、
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ウェア(GWR-UIPC)で 1秒毎に記録されている。データは、収録 PCから FTPを介して国内、および地学棟
PCへ自動転送されている。GWR-UIPCの時刻は、GPSで同期している。 





2)  観測経過 
国内への自動転送は 2010年 12月 30日からのインテル回線の混雑により、停滞が頻発し、転送状況を
日常監視している。2011 年に入り観測データ送受信プロトコルの更新が行われたが、その後も 2 日に 1
度の割合で、極地研究所内 Polarisサーバならびに、昭和基地内地学棟データ受信用 PCへのデータ転送
の停滞が見られており、日常点検時に観測データの手動転送を行っている。 
2011年 2 月 11 日に実施された計画停電時に、屋外に出力 3kWhの軽油発電機を設置し、設置の UPSと
共に電源供給を行い、復電後も順調に観測を続けている。 
2011年 2 月 20 日に重力計室の湿度が上昇していたため、建物確認を行ったところブリザードによる吹
き込み、融雪による雨漏りが確認されたため、建築隊員に補修を依頼した。厳寒期を越えた 11 月下旬に
コーキングとブチルテープと隙間テープによる補修が行われた結果、症状はかなり軽減している。 
2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震の継続観測のため同日より 2011年 5月 12日までの
約 2 月間、昭和基地地震計室および重力計室について入室制限を行った。このため、日常点検として
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OSG#058 の VNC からの遠隔監視を行っていたが、4 月 27 日に VNC および web からの監視が出来ない状態
となったことから、同日、重力計室に入室し、OSG#058 Windows 2003serverの点検を行った。観測デー
タについては、継続的記録状態が確認されたため、東北地方太平洋沖地震から 2 ヶ月にあたる 5月 12 日
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3.3.3.3 衛星データの地上検証観測【AMG5-52_01】                 岩波 俊介 





GPSブイは、連続観測を行うべく第 46次隊で使用したシステム（第 1 世代）の改良を進めており、第
52次隊では、ブイフロート部の上面と側面に太陽光パネル（60W）と 40Ah鉛蓄電池 2台の電源システム
に NovAtel DL-V3 受信機を接続して CF カードで観測データを収録するタイプのもの（第 4 世代）、およ
びブイフロート部上面太陽光パネル（30W）とキャパシタ(ECaSS)3台の電源システムに Javad TR-G3T受
信機と SDHCカードを用いた専用データロガーを組合せて観測データを収録するタイプ（第 3世代）を使
用した。これらの GPS ブイ観測データは、1 秒サンプリング、カットオフ仰角を 0°の設定で取得した。




10月 20日より西の浦海氷上にて NovaTel の GPSシステムブイによる観測を開始した。また、2011年 12




観測地点 緯度 経度 観測期間 点検・保守作業回数 
西の浦海氷上 69°00’25.1”S 39°33’52.5”E 2011年 10 月 20日 〜12月 26日 7回（＋不具合対応 6回） 
まめ島北海氷上 69°01’29.5”S 39°28’34.0”E 2011年 12 月 06日 〜12月 28日 2回 
 
西の浦 GPSブイ設置点は、験潮小屋から直線距離で 65m の地点にあり、水深は 10m80cm、氷厚は 218cm、
海水面から海氷表面まで 5cm であった。また、まめ島 GPS ブイは、まめ島北側のプレッシャーリッジか
ら外側に 5m離れた地点に設置し、水深は 32m25cm、氷厚は 168cm、海水面から海氷表面まで 14cmであっ
た。当初、西の浦への GPS ブイ（第 4世代）の設置は、2011年 9 月 9日に行われたが、太陽光パネルか
らの充電が十分におこなえず、9 月 26 日に観測を中断した。その後、原因調査を行い、充放電回路
（SUNSAVER）の LOAD 出力が不安定であることが原因であることが分かった。実際に GPS 観測が安定して
行えるようになったのは 2011年 10 月 20日からであった。以後、52次越冬期間の西の浦での GPSブイで





c） 問題点・課題  
西の浦海氷上、およびまめ島北海氷上に設置した冬の期間は海氷状態も安定し、ブイの傾倒、転倒は






















Ⅲ.3.3.3.3-1に示した。測定点ではプラスチック製保温箱の中に、GPS（JAVADの TR-G3T受信機、Ashteck  
写真Ⅲ.3.3.3.3-1 スパイラルサポニウス型風力発電装置の設置状況 
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40MB受信機、または NovAtel DL-V3受信機の中からいずれか）、鉛蓄電池（GS YUASA 12V65Ah 1個）、充
放電回路（HYBRID CONTROLLER）を置き、岩の風下側に設置した。この際、保温箱と岩の間に吹雪などの
強風時に風力発電により発生する熱を放出するためのダミーロードを保温箱の外側に設置した。GPS設置








があり、部品交換が短時間でできるタイプのものが望まれる。今回の風力発電装置の設置日の 10月 4 日
から 2012 年 2 月 22 日までの期間に、瞬間最大風速が 20m を越える強風や吹雪が 7 回程度あったが、ス
パイラルサポニウス型風力発電に異常は見られていない。 
 









録 PCも停止した。このため 07:40:00から 18:27:30LTまでの期間に欠測が生じた。 





7月 8 日 17:00LT定常ワッチ時に地学棟暖房機が E-08のエラーを表示して停止していた。温度計表示
より室温が 60℃付近まで上昇していた事が分ったため、直ちにドアを開放、および送風機を使用して室
温を下げる作業を行った。この影響により、収録用 PC の冷却ファンが PC 再起動までの数日の間、高回
転で回り続けていたが、収録については、この間の欠測は発生していない。 









3.3.3.5 昭和基地での広帯域・短周期地震計によるモニタリング観測【AMG7-52_01】  岩波 俊介 
1） 昭和基地地震観測  
a） 観測概要 
日本のグローバル地震観測網(PACIFIC21)に属し、国際デジタル地震観測網(Federation of Digital 
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b） 観測経過  
ア） 地震計室管理 







2011年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震の継続観測のため、同日より 5月 12日までの約
2ヶ月間、昭和基地地震計室、および重力計室への入室制限を行った。 
7月 8 日 14:00UTCに行った定常ワッチ時に、地学棟暖房機が E-08のエラー表示を示して停止、温
度計表示より室温が 60℃付近まで上昇していたため、直ちにドアを開放、および送風機を使用して室
温を下げた。この影響により、地震記録計 8D23の感熱記録紙が一部分変色、AD変換器の Q680、Comserv
および監視用 PCの Kermitが停止した。  
以降、地学棟の室温については webカメラにより監視を継続し、53次隊が昭和基地に到着する 2012
年 12月 23日までは、作動状態に異常は見られなかった。 
12月に入り、好天時の雪融け水で、地震計室周辺に池(巨大な水溜まり)が出現するようになった。





































2011年 3 月 11 日 12:30UTCに行ったワッチ時に地学棟設置の HES用アンプ、ハイブリッドペンレコ
ーダ RD2212、および Kermit 搭載 ThinkPad PCを接続する UPSが、過負荷電流アラームと共に停止し
ていることを確認した。  




従って、3 月 1〜11 日までのペンレコード、ならびに RD2212 のメモリに蓄積されていた 3 月 11〜30
日の scale printと data printのみが記録された (以後、日々RD2212の動作状況の確認を日常点検
での確認を徹底する)。 





その位置が±2V 以上になった際に、零点調整を実施した。  
STS 地震計の地震波形アナログ記録は、3 成分地震波形用マルチペンレコーダ(R66)で行っている。
毎月の用紙交換、ならびに適宜インク補充を行った。R66による地震波の記録が 2011年 3 月 11日に
発生した東北地方太平洋沖地震の記録時にオーバーレンジとなっていた。 




HES地震計の地震波形アナログ記録は、波形レコーダ 8D23で行っている。3月 23日 06:48UTCに 8D23




5月 9日 5:00UTCから 10日 7:25UTCにかけて 8D23記録計の記録異常（3成分共に波形を記録せず、
直線を記録）があり、再起動により 10日 7:25UTCから記録が再開されている。この時間において 8D23
の記録に欠測が生じている。 
6 月 6 日 7:49UTC の地学棟定常ワッチ時に地震記録計関連機器(RD2212、Kermit、HES 用アンプ)を
接続した UPS が過負荷電流アラームを鳴動し停止していたため、UPSについては 7:50UTCに、Kermit
については 7:59UTC に、RD22120 記録計につては 8:29UTC に、HES 用アンプについては 8:38UTC にそ
れぞれ再起動を行い、それぞれの記録が再開されている。これらの時間において RD2212および、8D23
の記録に欠測が生じている。 
6 月 20 日 23:30UTC〜21 日 15:23UTC にかけて 8D23 記録計の時刻表示異常があり、21 日 15:23UTC
に時刻再設定を実施し、21日 15:24UTCから正常時刻表示となっている。 
直前の吹雪により発令されていた外出制限のため 8D23 記録計の記録紙を交換することが出来ず、
12月 20日 04:00:00UTCから用紙切れのため記録が停止したが、同日 06:50:00UTCに記録を再開した。 
2011年 2 月 1 日、3月 13日、4月 22日、5 月 29日、7月 09日、8 月 18日、9月 28日、11月 7日、
12 月 20 日、2012 年 1 月 29 日に記録紙の交換を行った。アナログ波形記録は、日々簡易験震した後
に、専用バインダーに綴じた。 
HES 地震計用レコーダ 8D23 及び STS 地震計用レコーダ R66 の記録状態は WEB カメラ




2011年 2 月 5 日、5月 2日、8月 5日、1104日、2012 年 2月 6日に Geotailデータ収録用 DATテー
プの交換を行った。 
2011 年 2 月 11 日に実施された計画停電時（6:45-13:41LT）に WS 用地震波計データ収録ソフト
（Comserv）等の観測機器の停止を行った。 
7月 8日、前述のように地学棟室温が 60℃付近まで上昇した際に、この影響により AD変換器の Q680、
デジタルデータ収録用 Comserv、および監視用 PC の Kermit が停止した。同日、19:00UTC より Q680
および Kermit の復旧作業を行った。このため、収録停止推定時刻の 09:00UTC 付近より、19:29UTC
の復旧完了時刻までの期間、デジタルデータの欠測が発生した。  






2011 年 03 月 12 日から 2012 年 02 月 20 日までの期間、2 号発電機から 1 号発電機への電源切換が
行われる毎に地学棟験震室内にある HESおよび STS地震計に関する収録機器に接続される各 UPSにつ
いて確認を行った。 
2012年 1月 5日の計画停電時に地学棟験震室の UPSについて、DATと Geotail（52次導入の APC Smart 
UPS RT1500-1）、T2200（APC RS900）、HESアンプ（52次導入の APC Smart UPS RT1500-2）、Kermit、
RD2212（APC RS900）への負荷分散を行い、過負荷電流アラームによる欠測の発生率の減少に務めた。 
 
c） 問題点・課題  
地震計センサーは温度依存性の高い機器であるため、現在設置している部屋のように、白熱電球によ
る放熱や、周囲の部屋の暖気を用いて温度管理しているものの、気温の影響があるため、恒温状態を保









している。電源には、シール型鉛蓄電池(HAWKER 社製 G70EP)8 個および太陽電池を利用している。ロガ






地点 日付 作業内容 備考 































































タは 2010年 12月、2011年 1、
2、8、9月について記録されて
いた。 





11 月 24 日 に 更 に
Firmware2.10 への変更連絡有
り、とっつき岬の収録データ
は 2011 年 5、6、7、809、11
月 














CMG-40Tの POS 確認 
きざはし浜設置の XT-7000 の







タは 2010年 12月、2011年 09、
10 月について記録されてい
た。 










ラングホブデ雪鳥沢 2012年 1 月 7 日 
-1月 8日 
LS-8800収録状況確認、データ




























とっつき岬の冬季保守作業では、低温のため LS-8000WD のフラッシュメモリから HD への書込みが行え
なかった。このため LS-8800への更新を期に LS-8000WD を昭和基地へ持帰った。 
雪鳥沢の冬季保守作業（2011年 8 月 9〜12 日）では、バッテリー保温箱、各種ケーブルおよび太陽電
池パネル 5枚中 3枚の損傷を確認したため、2011年 9月 5〜8日のオペレーション時に、破損箇所の交換、
および修復を行った。CMG-40T⇔LS-8800 間の通信ケーブルは 2012 年 1 月 7 日-1 月 8 日のオペレーショ
ン時に第 53次隊持込みの予備品と交換されている。 
きざはし浜の冬季保守作業では、XT-7000のデータ収録用 2GBの CFカードが低温時の誤作動のためか





















3.3.3.6 DORIS観測【AMG13-52_01】  岩波 俊介 
1） 観測概要 
DORIS (Doppler Orbitography and Radiopositioning Integrated by Satellite)は地球観測衛星用地





2) 観測経過  
VLBI 実験期間中は、混信を避けるため、電波の発信を中断したが、それ以外は概ね順調に観測が行わ
れた。積雪が多い日や吹雪後の点検時には気象センサー内の雪の除去を、タイラップを用いて行った。 
2 月 23 日の吹雪後点検時に、DORIS の気象測器用通信ケーブル上にあった GPS ブイを移動する際に、
誤って通信ケーブルを損傷したため、極地研と連絡をとり指示を得たうえで、昭和基地側で通信隊員の
協力を得て断線ケーブルの復旧作業を行った。その結果、2月 26 日 11:48LTより DORIS気象記録の復旧
を確認した。この間、気象記録について欠測となった。 
9月 5日に フランスの DORIS管理局(CNES)より DORISの高安定発信器(USO)の調整作業依頼の連絡を受
け、6日に地学棟不在時対応の気象隊員の協力を得てリスタートモード(Restart Mode)への変更、USO の







3.3.3.7 その他 岩波 俊介 














に再構築された 1 台と、時折走行不能になる 1 台のみしか存在せず、日本からの現状把握の重要性を特
に感じた越冬期間であった。 
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3.3.4 生物圏モニタリング【AMB】 





調査内容は例年同様、11月 15日±3日の間に行う繁殖個体数（全個体数）調査と 12月 1日±3日の間




で調査を行った。営巣数調査では 11月 30日にオングルカルベンおよびまめ島の日帰り調査、12月 2日




トホルメンにおいて、11月 13日に遠足で同島に行った隊員が 4個体を確認したとの報告を得た。 
 
表Ⅲ.3.3.4.1-1  繁殖個体数調査結果  
調査日 調査地 調査員 個体数の平均 標準偏差 
2011.11.12 弁天島 5名 4.0 0.0 
2011.11.12 オングルカルベン A 5名 143.7 2.5 
2011.11.12 オングルカルベン B 3名 7.0 0.0 
2011.11.12 オングルカルベン C 5名 114.4 5.7 
2011.11.12 まめ島 5名 356.1 29.7 
2011.11.14 水くぐり浦 写真撮影 1076.0 
 2011.11.14 袋浦 写真撮影 350.0 
 2011.11.15 鳥の巣湾 6名 47.0 0.0 
2011.11.16 ネッケルホルマネ A 6名 31.0 0.0 
2011.11.16 ネッケルホルマネ B 5名 5.0 0.0 
2011.11.16 ネッケルホルマネ C 5名 30.0 0.0 
2011.11.16 ネッケルホルマネ D 6名 2.0 0.0 
2011.11.16 ネッケルホルマネ E 6名 96.5 2.7 
2011.11.17 イットレホブデホルメン 3名 6.0 6.0 
2011.11.17 ひさご島 A 4名 28.8 0.5 
2011.11.17 ひさご島 B 4名 44.8 0.5 
2011.11.17 シガーレン 4名 0.0 0.0 
2011.11.17 ルンパ A 5名 291.0 23.5 
2011.11.17 ルンパ B 5名 99.4 4.6 
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表Ⅲ.3.3.4.1-2  営巣数調査結果 
調査日 調査地 調査員 総営巣数の平均 標準偏差 
2011/11/30 オングルカルベン A 7名 70.7 5.2 
2011/11/30 オングルカルベン B 5名 2.8 0.4 
2011/11/30 オングルカルベン C 8名 62.8 4.9 
2011/11/30 まめ島 8名 177.2 6.7 
2011/12/2 水くぐり浦 7名+写真撮影 530.4 91.2 
2011/12/2 袋浦 8名+写真撮影 179.7 4.7 
2011/12/3 ルンパ A 7名 155.1 11.2 
2011/12/3 ルンパ B 7名 46.4 4.5 




3.4.1.1 潮位観測装置保守・調整【TG02-52_W】            岩波 俊介 
  3.3.3.4 海洋潮汐観測（西の浦）（AMG6_52_01）に同じ 
3.4.2 測地観測【TG01-52】 
3.4.2.1 GPS連続観測局及び GPS固定観測装置保守【TG01-52_01W】 岩波 俊介 
1） 観測概要  
IGS 網 GPS 連続観測点は、第 36 次隊で設置して以来、連続観測が続けられている。GPS アンテナは、
重力計室西方の岩盤上に固定されたピラーに固定され、レドームで保護されたチョークリングアンテナ
を使用している。GPSアンテナからは、重力室までの約 60mの区間、同軸ケーブルが敷設され、重力計室
内の 2 周波 GPS 受信機に接続されている。GPS 受信機の時計の精度を向上させるため、セシウム原子時
計からの基準信号を取り込み、より安定した基準周波数で GPS電波の観測を行っている。GPS受信機は、
第 49次隊より、Trimble NetRS 2台の並列運用とされ、堅牢化が図られている。以上のシステムに無停
電電源装置 2 台が備え付けられている。 












院・極地研へ報告済である。また、9月 5 日から 8日までの期間に実施されたラングホブデ・スカルブス
ネスオペレーション時に地理院から依頼のあった詳細写真を撮影、報告した。 





3.4.3 気象【TJM】 久光 純司・小栗 秀之・髙野 松美・杉山 暢昌・山本 敦 












高層気象観測では、1日 2回（00UTCと 12UTC）の GPSゾンデ観測を行った。データ受信不良や強風の
ため、欠測 5 回・再観測 36 回があった他は概ね順調に観測を行った。 


















地点は P50）において実施し、また、移動気象観測装置により 51次隊から引き続き S17観測拠点小屋付
近において 1 年間及び、ラングホブテルート上 L53付近（ラングホブテ沖）において 10月 31 日から 12
月 5日の約 1 ヶ月間、観測を行った。 
 
  











観測項目 測器名 感部形式 備考 
気圧 電気式気圧計（静電容量型） PTB-220 気象棟内変換部に内蔵、感圧 3センサータイプ 
気温 電気式温度計（白金抵抗型） MES-39205 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
湿度 電気式湿度計（静電容量型） HMP-233LJM 百葉箱内強制通風式通風筒に設置、高分子薄膜型 
風向・風速   風車型風向風速計（FF-11型） MES-39207 測風塔（地上高 10.1m）に設置 
全天日射量   全天電気式日射計 MES-39233-01  気象棟西側旗台地に設置、日照計と一体型 
日照時間 太陽追尾式日照計 同上 気象棟西側旗台地に設置、日射計と一体型 
積雪深 積雪計（超音波式） MES-39208 観測棟北側海岸に設置 
視程 視程計（現象判別機能付） TZE-6P 測風塔西側に設置、参考測器 
 
b） 目視観測 




計との比較観測を行い、越冬観測開始時にオフセットの設定を行った（比較観測は 2011年 1月 5日、オ





による比較観測は、定期保守として 3 か月に 1 回行った。定期保守及び百葉箱内の除雪は、正時にかか
らないよう注意した上で、総合自動気象観測装置処理部で気温計と湿度計を保守にして実施した。 
 2012年 1 月 7日に通風筒、温度計、湿度計の交換を行ったためアスマン型通風乾湿計により 22時の





7月 6日、9月 27日に風車型風向風速計の保守点検を、12月 30日に風車型風向風速計の交換を実施し、
日平均風速が準完全値となった。 
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f） 全天日射量、日照時間 
全天日射量は全天電気式日射計で、日照時間は太陽追尾式日照計でそれぞれ通年観測した。 
2012年 1 月 2 日に全天電気式日射計及び太陽追尾式日照計の交換を行い、全天日射量の日合計が資料
不足値、全天日射量積算値が資料なしとなった。 
4月 13日から 5月 5日は、太陽追尾式日照計の障害のため、日照時間が欠測となった。また、4月 13
日は障害対応のため、5月 5 日は全天電気式日射計及び太陽追尾式日照計の交換のため、全天日射量の日
合計が資料不足値、全天日射量積算値が資料なしとなった。 
感部通信不良のため、9月 17日から 9 月 20日は日照時間が欠測、全天日射量の日合計が資料不足値、





















 図Ⅲ.3.4.3.1.1-1 旬平均気温         図Ⅲ.3.4.3.1.1-2 旬平均海面気圧 
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  図Ⅲ.3.4.3.1.1-5 旬間日照時間        図Ⅲ.3.4.3.1.1-6 旬平均雲量 
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表Ⅲ.3.4.3.1.1-3 52次越冬期間中の極値更新表 
年月 統計項目 観測値 起日 順位 
2011年 2月 
日最大風速（風向） 
39.0m/s（北東） 17日 3位 
 
38.1m/s（北東） 16日 4位 
 日最大瞬間風速（風向） 
46.3m/s（北東） 16日 3位 
 
45.2m/s（北東） 17日 5位 
 
月最深積雪 84cm 20日 1位 








月最深積雪 78cm 15日 1位 
2011年 4月 日最高気温の低い方から -18.8℃ 22日 9位 
 
日最大風速（風向） 37.9m/s（北東） 13日 2位 
 日最大瞬間風速（風向） 
45.1m/s（北東） 13日 4位 
 
43.1m/s（北東） 12日 9位 
 
月最深積雪 96cm 24日 1位 
2011年 5月 日最大風速（風向） 38.4m/s（北東） 25日 10位 
 
月最深積雪 114]cm 25日 1位 
2011年 6月 日最高気温の高い方から -2.3℃ 25日 3位 
 
  -2.5℃ 26日 6位 
 
  -2.7℃ 15日 10位 
 


















月最深積雪 120]cm 29日 2位 
2011年 9月 




2011年 10月 月平均気温の低い方から -16.2℃ 
 
2位 




2011年 11月 月平均気温の高い方から -5.4℃ 
 
5位 




2011年 12月 日最高気温の低い方から -5.9℃ 14日 2位 
 
日最高気温の低い方から -4.7℃ 9日 4位 
 
日最高気温の低い方から -4.6℃ 2日 6位 
 
日最高気温の低い方から -4.4℃ 3日 9位 
 
日最低気温の低い方から -12.9℃ 2日 1位 
 
日最低気温の低い方から -12.1℃ 14日 4位 
 
日最低気温の低い方から -11.6℃ 9日 6位 
 






日最大風速（風向） 29.1m/s（東北東） 20日 8位 
 
日最大風速（風向） 29.0m/s（東北東） 19日 9位 
 
日最大風速（風向） 28.7m/s（北東） 16日 10位 
 






月最深積雪 120cm 13日 1位 
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2012年 1月 日最高気温の低い方から -3.1℃ 23日 10位 
 






日最小相対湿度 31% 1日 7位 
 




 「 ] 」：資料不足値。統計値を求める対象となる資料が許容する範囲を超えて欠けている統計値。 
3．統計開始は日最小湿度が 1981年 12月、最深積雪が 1999年 2月、他は 1969年 2月である。 




2011 年 2 月から 2012 年 1 月まで、北の浦の海氷上において、竹竿を利用した雪尺を 20m 四方に 10m
間隔で計 9 本設置し、週 1回雪面上の雪尺の長さを測定し、海氷上の積雪深の変化量を観測した。雪尺
は 51 次隊が設置したものを継続して観測した。2 月 28 日に強風と融雪のため傾いていた雪尺 1 本を立
て直した。また、積雪量が多く雪尺が埋まりそうになったため、7月 11日に雪尺 4本を立て直した。そ





















気球が破裂する上空約 30km までの気圧、気温、風向・風速および気温が-40℃に達するまでの  相
対湿度を観測した。 
2） 観測方法および通報 
気象庁高層気象観測指針に基づき毎日 00UTCと 12UTCの 2回、ヘリウムガスを充填した自由気球に GPS
ゾンデを吊り下げて飛揚し観測（GPSゾンデ観測）を行った。GPSゾンデ信号の受信ならびにその信号処
理（測位および観測要素の計算など）、作表、気象電報作成等は、GPS高層気象観測システムを使用した。 
5月 1日から 10月 24日の期間は到達高度低下を予防するため気球の油漬け処理を実施し、飛揚した。
また、上層の気温が低下する冬期を中心とした 5 月 1日から 12 月 28 日の 00UTC の観測においては、放
球時の地上風速が概ね 10m/s以下の場合に限り、高高度の観測データ取得を目的として 600g気球をより
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電池 単三型リチウム電池 2本 
気球 
GPSゾンデ観測: 600g気球、浮力 1800g 






52次隊は、2011年 2 月 1 日 00UTCから 2012 年 1月 31日 12UTCまでの期間、観測を行った。 




           合計 
平均 
極値 
2011年          2012年 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 
飛揚回数 57 63 65 66 67 69 65 62 65 60 62 62 763 
定時観測回数 55 62 
 
59 61 60 62 62 60 62 60 62 62 727 
欠測回数（※1） 1 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 5 
資料欠如回数（※2） 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 1 0 4 
再観測回数 2 1 
 







回数   27 31 28 31 31 31 31 30 31 30 31 31 363 
平均 hPa 10.5 10.6 
 
14.0 10.4 39.2 9.2 12.7 8.7 20.1 11.9 12.3 11.9 14.3 
平均 km 31.1 30.5 
 
29.6 30.2 27.7 28.8 28.7 29.7 28.3 31.0 32.4 30.8 29.9 
最高 hPa 6.3 7.6 9.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 8.4 5.0 




30.9 32.9 32.1 31.9 32.5 31.7 34.7 35.7 36.7 32.9 36.7 
12UTC 
回数   28 31 
 
31 30 29 31 31 30 31 30 31 31 364 
平均 hPa 10.7 13.0 
 
12.8 11.5 44.4 14.4 10.2 11.6 17.9 10.8 12.6 11.5 15.1 
平均 km 31.2 29.9 
 
28.1 28.2 28.8 27.2 27.9 27.4 26.3 30.3 30.7 30.9 28.9 
最高 hPa 5.0 5.0 
 
5.0 5.8 6.3 5.1 5.0 6.1 8.2 5.6 5.0 6.7 5.0 
最高 km 36.2 35.8 
 
34.4 31.6 30.3 31.6 31.5 30.8 31.0 34.9 36.3 
 
34.6 36.3 











 カードル 単管（7㎥） 
51次隊から引継 未使用 20基・空 3基 0本   
52次隊持ち込み 48基 30本   
（52次隊運用数合計 71基 30本） 
   
52次隊持ち帰り 45基 30本   






























オゾンゾンデ観測 2000g気球、浮力 3000g（巻下器使用時は 3200g） 
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2） 観測経過 
52 次隊では ECC 型オゾンゾンデ 53 台を持ち込み、52 回観測を行った。各月の観測状況を表




観測気球の油漬けは 5月 15 日から 10月 21日まで行った。 
6月7日から10月17日の観測においては低温期に上空でオゾンセンサの反応不良を回避するために、
オゾンセンサ内部にウォーターバッグを入れる保温試験を行った。結果、反応不良が発生した事例は 24






























 4 6.6 *1 5 5.0   6 4.6  *2 5 15.4  
 18 5.1  19 4.0  17 5.2   15 10.4   
  27 5.5  24 52.7  27
 
19.6   23 26.3   
              






















 7 11.0  1 90.2 *1 3 4.9  4 6.7  
 17
 
14.9 *1 9 5.2  9 7.5 *2 7 7.8  
  27 5.4  17 
 
7.0 *1 13 5.9  11 7.1  
     27 32.6  18 5.4  15 7.7  
         25 19.3 *1 19 13.8  
         30 6.0  25 8.4  
            29 11.5  
  2011年 2012年 






 4 11.5  3 5.8  2 4.6  3 6.8  
 7 44.2  8 9.3  7 53.6  11 8.6 *1 
  13 15.3  12 5.7  13 10.2  21 8.7  
  17 9.7  16 8.3  20 7.4     
   21 15.4  23 8.4  28 11.7 *1    
   30 8.2 *1 28 7.7        
注）*1：KC型オゾンゾンデと ECC型オゾンゾンデの連結飛揚による比較観測 
  *2：受信不良によりデータの信頼性が低いため統計外 
 
  










なったため、3 月 10 日に水銀ランプの交換を行った。7 月 3 日にソフトウェアの改修を行い、昨年から
発生していた NAS との通信エラーによる断続的な欠測は発生しなくなった。7 月には 2 台のオゾン濃度
計で相互比較を行い、両者の間に大きな差がないことが確認できたため、8 月 1 日よりオゾン濃度計
（S/N:A-17812）を正器として観測した。12月 30日に 53次隊持ち込みのオゾン濃度計（荏原実業 EG-3000F）









およびオゾン反転観測を行った。119号機との入れ替えは 2011年 2月 1日観測開始前に行った。オゾン
全量観測は、大気路程（μ）が 1.4～3.5 の間に太陽北中時と午前午後各 2 回の 1 日計 5 回、それぞれ
AD 波長組による太陽直射光および天頂光観測を行った。太陽高度角が低くなり AD 波長組による観測が
不可能な時期は、μが 4.5～6.5の間に CD波長組により太陽直射光観測を行い、CD天頂光観測はμが 7.0
程度まで実施した。なお、太陽光による観測ができない冬期間（2009 年 4月 28 日～8 月 14 日）には月
光直射光による観測を行った。また、測器の保護のため悪天時には観測は行わなかった。 









2 月の月平均オゾン全量（280m atm-cm）は過去 4 番目、12 月の月平均オゾン全量（257m atm-cm）は
過去 4番目に少なかった。 
8 月下旬から 12 月中旬まで、オゾンホールの目安である 220m atm-cm をほぼ継続して下回った。9 月
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表Ⅲ. 3.4.3.3.3-1 月別オゾン全量観測日数およびオゾン反転観測日数 
 2011年          2012年  
  2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合計 
全量観測日数 
(太陽光)*1 
24 29 22 2 - - 18 26 30 29 29 31 240 
全量観測日数 
(月光)*1 
- 3 4 3 5 8 6 5 - - - - 34 
反転観測日数 
(ロング)*2 
10 9 - - - - - 3 14 13 2 7 58 
反転観測日数 
(ショート)*2 
0 4 2 - - - 4 6 3 1 0 1 21 








































































領域の大半と UV-A領域の短波長側の波長域）の波長別紫外域日射量を 0.5nm毎に観測した。 
d） 大気混濁度観測 










日射放射観測データの収録用パソコンについても 3 月 8 日に収録プログラムのバージョンアップを行っ
た。3月 25日に上向き日射放射観測について、積雪により雪面から観測面（測器感部）までの距離が 1.5
メートル以下となったために測器の嵩上げを行った。5 月 5 日に反射日射量観測用の精密全天日射計の
通風ファンが雪詰まりで故障したため、通風ファンの交換を行った。5 月 8 日に直達日射計の信号ケー
ブルが一部断線しデータに異常が発生したので信号ケーブルの交換を行った。11 月 14 日に散乱日射量
観測用の精密全天日射計の信号ケーブルの一部が断線しデータに異常が発生したので信号ケーブルの交
換を行った。11月 15日より 53次隊で使用する予定の精密全天日射計、精密赤外放射計及び紫外域日射
計と現用測器との並行観測を開始した。このうち精密全天日射計は 2012年 1 月 6日に散乱日射量観測用
の精密全天日射計と、精密赤外放射計は 12 月 30 日に上向き赤外放射量観測用の精密赤外放射計と、紫
外域日射計は 2012年 1 月 7日に下向き紫外域日射量観測用の紫外域日射計とそれぞれ交換した。12月 9








現用測器であるブリューワー分光光度計 MKⅢ（168号機）については、9月 2日に RS422-232C変換器
への電源が断となった影響で制御プログラムがハングアップしたため復旧まで 1 時間欠測した。2012年
1 月 6 日、7 日、12 日、15 日に太陽追尾装置の調整を行った。これら以外には、強風時に測器を保護す
るための一時的な観測停止と外部標準ランプによる定期点検時の観測停止以外に大きな障害は無く、順
調に観測が行われた。また、12 月 31 日から 2012 年 2 月 1 日まで 53 次隊が持ち込んだブリューワー分
光光度計 MKⅢ（209号機）と現用測器との並行観測を行った。 
ブリューワー分光光度計 MKⅡ（091 号機）については、6 月 29 日に内部標準ランプの交換を行った。
9月 21日に制御用パソコンが故障したため、予備の制御用パソコンに交換した。11月 8日から 12月 15
日にかけて現用測器との並行観測を行った。 
c） 大気混濁度観測 
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c）  気象庁数値予報資料 
気象庁の数値予報データから作成した表Ⅲ.3.4.3.5.1-1 に示す予想資料を、1 日 2 回昭和基地で受信
して利用した。 
































・AMPS（Antarctic Mesoscale Prediction System） 











報提供用のホームページを 51 次隊から引き継ぎ、気象棟内の WEB サーバに JMA-95 型地上気象観測装置
の観測データを 10分毎に転送、準リアルタイムで気象データを基地内 LAN経由で提供した。その他、極
値や平年値等の統計値もあわせて提供した。基地内のホームページへは、南極観測センター調達のノー
ト PCを借り受け、気象情報提供用の専用 WEBサーバとして運用し、情報提供を行った。 
昭和基地周辺の活動以外にも、53次隊のセールロンダーネ山地地学調査隊に対し、活動地域周辺の気
象情報を提供した（2011年 11月 17日から 2012年 1月 31日）。また、DROMLAN支援のためにノボラザレ
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フスカヤ基地（ロシア）やノイマイヤー基地（ドイツ）などの関係各国基地に対し、昭和基地及び周辺
の気象情報を提供した（2011年 2 月 3日、4日、7日、8 日、2011年 11 月 4日から 2012年 1 月 31日）。
さらに、観測隊ヘリコプターやしらせ搭載ヘリコプターの運航支援のためにも昭和基地や周辺の気象情
報を提供（2011 年 2 月 8 日から 2 月 23 日、2011 年 2 月 25 日から 26 日、2011 年 12 月 23 日から 2012
年 1 月 31 日）し、53 次隊やしらせの活動支援のため気象庁数値予報資料を提供した（2011 年 12 月 21
日～2012年 1 月 31日）。 
3） 天気概況 
a） 2011年 2 月 
上旬から中旬にかけては大陸の高気圧に覆われて晴れる日と、低気圧の接近に伴い曇や雪になる日が
2～3 日毎に交互に訪れる天気となった。中旬から下旬にかけては 3～4 日ごとに低気圧が通過しブリザ
ードとなり、その他の日については曇や雪の天気となった。極値では 16～17日の強風により日最大風速
については 16 日に 4位、17日には 3位に、日最大瞬間風速は 16日が 3位、17日は 5位と値を更新した。 




値が 3位に、月間日照時間の多い方からの値が 2位と値を更新した。 
c） 2011年 4 月 
月間を通して曇又は雪の天気が多く、上旬は天気の良い期間があったが中旬から下旬にかけて は雪
又は吹雪となる日が続いた。極値については月最高気温の低い方が 9 位と値を更新した。また 12～13
日にかけてのブリザードにより 13 日の日最大風速の極値が 2 位に、日最大瞬間風速の極値が 12 日は 4
位、13日は 9 位と値を更新した。 





e） 2011年 6 月 
期間を通して低気圧の接近又は通過に伴い曇又は雪の天気が多く続いた。その為、低気圧の接近、通
過に伴い暖気の流入等により平均気温が高く、極値では日最高気温の高い方が 2、3、10位の値を更新し、
日最低気温の高い方においても 4 位の値を更新した。また月最高気温の高い方も 2 位と気温は高めに推
移した。 
f） 2011年 7 月 
期間を通して周期的に天気が変わる日が続いたが下旬には高気圧の影響により好天が続いた。気温は
平均気温より、上旬は低めに、中旬から下旬にかけては高めに推移した。 
g） 2011年 8 月 
期間を通して周期的に天気が変わる日が続いた。低気圧の接近、通過に伴い暖気の流入等により月の
平均気温が高く、極値では月平均気温の高いほうの値が 10位と値を更新した。 
h） 2011年 9 月 
上旬は高気圧の影響により好天が多かったが、中旬から下旬にかけては低気圧の接近、通過に伴い雲
が多く一時的に雪の降る状態が続いた。 
i） 2011年 10月 
期間を通して概ね高気圧の影響により好天が続いたが低気圧の接近、通過により一時的に雲が多く、
雪の降る天気となった。また放射冷却等により極値の月平均気温の低いほうの値が 2位と値を更新した。 
j） 2011年 11月 
期間を通して概ね高気圧の影響により好天が続いたが後半は低気圧の接近、通過により一時的に雲が
多く、雪の降る天気となった。好天により日照時間が増えたこと等により月平均気温の高いほうの値が
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5位と値を更新した。 
k） 2011年 12月 
期間を通して低気圧の接近、通過により雲が多く雪の降る天気が続いた。このことから極値について
は月間日照時間が少ない方からの値が 1 位になり、月最高気温の低い方の値が 2、4、6、9位に、月最低
気温の低い方からの値が 1、4、6、10 位に、更に月平均気温の低い方からの値が 3位と値を更新した。
またブリザードにより日最大風速が 20 日に 8 位、19 日に 9 位、16 日に 10 位になり日最大瞬間風速が
20日に 10位と値を更新した。 





各月のブリザードの内容を表Ⅲ.3.4.3.5.1-2 に示す。視程 1km 未満で風速 10m/s 以上の継続時間が 6
時間以上の場合をブリザードと定義している。階級基準は以下のとおりである。 
・A級：視程 100m未満で風速 25m/s以上の継続時間が 6時間以上 
・B級：視程 1km未満で風速 15m/s以上の継続時間が 12時間以上 
・C級：A級、B級基準を満たさないブリザード 











測となったため、10 月 4 日に観測を一時停止し、昭和基地へ風向風速計を持ち帰り修理を行った。11
月 7 日にオゾンゾンデの交換と風向風速計の再設置を行い観測を再開した。弱風時に風向風速の異常値
が観測されたため、1月 19 日にオゾンゾンデの交換を実施した。 
気象ロボットに使用しているオゾンゾンデは、本来使い捨てであるオゾンゾンデを隊員の手で改造し
て再使用しており、観測測器としては非常に脆弱である。さらに、このオゾンゾンデは既に気象庁では



























































測装置（MAWS）による観測を、51 次隊から継続して実施した(2011 年 2 月 1 日から 2012 年 1 月 19 日)。
気圧、気温、湿度、風向・風速、全天日射量の各観測データをサンプリング間隔 1分でメモリに収録し、
約 2か月に 1 回、データ回収、点検、バッテリー交換を実施した。4月 22日に温湿度計のプルーフを交
換した。8 月 30 日からは、MAWS の交換をしたためサンプリング間隔を 10 分とし、内部データロガーへ
の収録と変更した。電源は、当初サイクロン電池 2個を使用していたが、8月 30 日の MAWSの交換時に 1
個とした。2012年 1 月 19日に MAWSを撤収した。図Ⅲ.3.4.3.6.2-1～2に気温、風速の観測結果を示す。
また、ラングホブデルート上 L53 付近で夏期オペレーション時の天気解析の基礎資料作成のため約 1 ヶ














図Ⅲ.3.4.3.6.2-1 旬平均気温         図Ⅲ.3.4.3.6.2-2 旬平均風速 
 
3.4.4 電離層【TN】 

























昭和基地における電離層垂直観測は、①従来の送信電力 10kWの 10C型電離層観測システム 1機とその
観測電波を送受信する 30m デルタアンテナ 1基、②第 51次隊で建設したより低電力で安定運用が可能な















10C型イオノゾンデ観測は出力 5kW〜6kWにて運用した。PC部 PA I/F ALM（赤色）による欠測はシステ
ムの再起動にて対応した。他に CPU部 ADSP CLK ALM（黄色）、PC部 WS SEND ALM（黄色）が発生した。電
離層垂直観測に関しては、PC部 PA I/F ALM（赤色）のみが、唯一復旧までに昭和基地側での作業が必要
な不具合であった。48次隊から続いている不具合であるが、原因究明にはいたっていない。 
b） FM/CWレーダ 
52 次隊では、特に新型 FMCW1 号機、2 号機と 40m デルタアンテナの保守点検、および次期デルタアン
テナ建設予定地の測量、積雪調査、砂まきによる融雪作業を実施した。2011年 10 月 15日から観測停止
していた新型 FMCW1 号機の停止原因は、制御 PC の OS Windows Vista のセキュリティ設定でユーザーア
カウント制御（UAC）が有効になっていたため、FMCW 観測スケジュールプログラム SkManagerII が USB
から GPS の時刻を取得できず観測停止状態に陥ったと考えられている。今件は UAC を無効にすることで
復旧した。また、1 号機の赤くなった内蔵液晶モニタは、制御 PC のビデオ出力、VGA ケーブルに異常の
ないことを確認した。おそらく故障であると考えられる。この内蔵モニタの故障は、運用上とくに問題
はない。現状、外部液晶モニタを接続して 1号機を運用中である。 






基地内の電離層観測小屋（サイト固有名 SYO1）と管理棟庶務室（SYO2）の 2ヶ所に設置し、第 52次隊
より観測を開始している。観測システムは、GPS受信装置部と観測記録装置部からなる。前者は GPS受信
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れ、Linuxサーバに入力される。入力信号は、観測記録ソフトウェアによって生データ、RIEF（Receiver 


















した ADSL等の有線 LAN設置によるデータ送受信の安定化が望まれる。 
衛星電波シンチレーション観測については、特になし。 
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c） 電離層棟のアンテナ更新のための調査 
第 52次隊越冬期間中に 40m デルタアンテナ建設予定地の調査、および除雪・砂まきといった建設作業
事前支援を実施した。しかし、しらせ接岸不能により基礎コンクリート工事、およびアンテナ部材搬入
に止まり、第 54次隊以降での 40mデルタアンテナ建設となった。 
d） その他 
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4. 設営部門 
4.1 機械 岡山 英樹・加藤 凡典・伊東 裕之・鯉田 淳・谷口 和幸・関崎 匠 
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が閉められず、ボンベを外に出して避難した。次の日、確認に行ったところガスの臭いや漏れの音は無
かったが、まだ気温が低いので、暖かくなるまで外に置いて 12 月に回収した。5 月 19 日、管理棟 100V
系が停電した。管理棟 1階、100Vのメインブレーカーが落ちていた。原因特定に至っていない。5月 20
日、警報盤のガス漏れ故障表示警報が鳴った。原因を調べたが異常は無く、警報も自動復旧した。原因









































いという事なので、補修部品を作り修理したが 12 月 20 日、作業工作棟前で除雪中、右カタピラが破損
した。これ以上は、修理に時間を取られ除雪作業に影響が出るので仮復旧し、車両置き場にデポした。
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SM652は補修部品が無い為、作業工作棟裏まで牽引しデポした。12月 16日～18日にかけ、ブリザードに
よる影響で発電棟 1階が浸水により全面が水没した。12月 25日、緊急物品で入ってきた見晴らしポンプ
小屋の燃料移送ポンプを交換した。2012 年 1 月 3 日、燃料移送を行ない交換したポンプが正常（1 ㎘/5
分）に送油出来る事を確認した。12 月 30 日、PC70 アバンセ（45）の右ガタピラが破損した。補修部品
があり修理したが、元々足回りが良い状態ではないので不安が残ったまま使用した。1 月 5 日、53 次隊
主導の元、計画停電を行なった。52次隊の停電中の作業として、地学棟 100V系トランスのタップ切替を
行なった。1月 12日、第 1 夏宿にて火報が発報した。原因は、朝厨房で炊き上がったご飯の蓋をあけた
所、水蒸気が直に煙感知器に掛かったためであった。また通常換気扇を使用していたが、使用していな
かったのと、煙感知器にカバーをしていなかったのも要因としてあった。昭和基地では、熱感知器と煙
感知器が同じ区域に付いている。なぜそうなったかは分からない。2月 5日 16 時 20分、全停電が起きた。
原因は 2号発電機エンジンオーバーホール後の試験中、1号クーラー冷却水検水器上げ忘れにより、検水
器下がりによる 1 号エンジン停止だった。復電作業には、53 次隊員にも支援いただき 1 時間後の 17 時
20分、各建物までの送電は終了した。 




























4.1.2 自然エネルギー棟電気工事【SME-52_02】 岡山 英樹 
1）概要 
当初 51 次隊・52 次隊と 2 ヶ年計画で建設する予定の建物だったが、しらせに屋根部材が積み込めず
53次隊まで完成が延びた。電気工事として、電源及び内部電気設備工事を行なう予定だが、建物が完成
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しない為どこまで施工するかは建屋状況に合わせる予定だった。 
2）作業期間 









   





















2011年 1 月 31 日～2011年 3 月 10日 
3） 作業人員 
12人工 




























   
 写真Ⅲ.4.1.5-1 基地電源幹線引き     写真Ⅲ.4.1.5-2 分電盤内トランス設置 
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2011年 4 月 23 日から 2011年 5月 10日 
3） 作業人員 
8人工 













4.1.9 機械設備/LPガスの管理・運用【SME-52_14】 鯉田 淳 
プロパンガスは管理棟で 37 本、夏期隊宿舎で 6本、1年間で合計 43本使用した。越冬初期に 3週間程
度で 3 本使い切ることが 2 回続いたために調理と相談し、少しガスの使用を抑えてもらい使用期間が長
くなった。プロパンガスボンベ庫には常時 6本のプロパンガスボンベがセットされ、3本ずつ 2系統で供
給している。自動切替弁にて、使用している系統のプロパガスボンベ 3 本が消費されると、自動的に別








4.1.10 機械設備/衛生の管理・運用【SME-52_15】 鯉田 淳 
1） 発電棟 
中水フィルター（5ミクロン）および温水フィルター（5ミクロン）は、差圧管理をし約 1ヶ月に 1 回
の交換で運用した。冷水循環ポンプは 2台のポンプを、6月までは 1号機で 7月以降は 2号機で運用した。
温水循環ポンプも冷水同様に運用した。低温・高温水槽の清掃はエンジン運転中には不可であるため、












2） 管理棟  
二槽ある受水槽は、午前のワッチ時に次亜塩素酸ナトリウム水溶液（12%希釈水）50mlをそれぞれの槽
に注入しながら運用した。これは、上水の受水槽内での滞留時間が長く、残留塩素濃度が希薄になるた
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めである。2 月に受水槽の清掃を実施した。清掃にあたっては№1・№2 水槽について日を替えて実施し




冷水循環ラインについて、9 月に第 2 居住棟の、2012 年 2 月には第 1 居住棟の循環ライン配管の床下
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水ボイラーの運用は停止しており、3 月から 4 月、12 月中旬から 1 月も同様の理由により温水ボイラー
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4.1.12 機械設備/造水の管理・運用【SME-52_17】 鯉田 淳 
年間を通して、130 ㎘水槽の雪入れは、水位目盛 110 ㎘を上限とし常時実施した。ただし、52 次隊で
は、水位調整は、基本的には重機にて雪入れを行い荒金ダムの水も使用して行った。1年間の造水量は、
上水が 1,573 ㎘、中水が 706 ㎘、合計 2,279 ㎘であった。毎月の 1 日当たりの造水量を図Ⅲ.4.1.12-1
に示す。 
上水の平均は 4,310ℓ/日、最大は 12月の 5,316ℓ/日、最少は 4月の 3,482ℓ/日であった。中水の平均は
1,938ℓ/日、最大は 1月の 2,483ℓ/日、最少は 9月の 1,575ℓ/日であった。なお、中水は発電棟のトイレ・
洗濯機・風呂のみで使用している。 








造水量は例年どおり 4ℓ/min で運用した。脱塩装置の年間稼働時間は 5,795h/年、1 日当たりの平均稼
働時間は 15.9h/日であった。1年間の平均脱塩率は 98.5％であった。水質については医療部門で水質検
査を実施している。52次隊で薬注装置に補充した、1.2％に希釈した次亜塩素酸ナトリリウム水溶液は約
600ℓであった。プレフィルタ （ー5ミクロン）は差圧で交換した。浸透膜は 3ヶ月、もしくは脱塩率 90％
以下となった時に交換と引き継ぎを受けていたが、50、51次隊が半年に 1回の定期交換で問題無かった








































4.1.14 雪上車の運用・管理【SME-52_19】 関崎 匠  






























足回りについては、7月 29 日に左第一転輪アーム、サスペンション No.1（SM651）、12月 13日にアン
カー、トーションバー（L）Assyと左第一転輪アーム、サスペンション No.1Assy(SM652)が破損した。 
ブレード用高圧ホースの破損は 7 月に SM653、11 月に SM652、12 月に SM651、SM652 と計 4 回起きた。
その為、油圧ホースの在庫が足りなくなってしまい、デポされていた SM601(7 月に発生した SM651 の足
回り不具合時に部品取り車とした。)から、ホースを取り外し使用した。 





































SM102改 42 27,619 27,623 4 S16 
SM103改 43 22,813 22,826 13 S16 
SM104改（h） 44 855 876 21 昭和  
SM107 38 19,748 19,748 0 S16 
SM108 39 19,707 19,707 0 S16 
SM109 40 19,590 19,591 1 S16 
SM110 40 24,475 24,475 0 S16 
SM112 42 22,145 23,602 1,457 ドーム帰路 みずほ 
SM113 43 7,329 7,329 0 とっつき岬 
SM114 44 20,315 21,912 1,597 ドーム帰路 みずほ 
SM115 45 16,349 17,194 845 ドーム帰路 
SM116 46 16,317 17,811 1,494 ドーム帰路 みずほ 
SM601 48 3,188 3,915 727   
SM651 49 3,199 5,940 2,741   
SM652 51 1,617 (3,619) 2,002  52次持ち帰り 
SM653 51 2,348 5,456 3,108   
SM507 34 4,851 4,851 0   
SM511 37 12,455 12,455 0   
SM518AT 28 15,588 15,588 0   
SM519AT 28 10,516 10,516 0   
SM521 30 19,542 19,542 1   
SM522 45 4,441 4,579 138   
SM407 36 19,019 19,019 0   
SM408 29 31,569 31,569 0   
SM409 29 32,347 32,347 0   
SM410 37 24,581 25,157 576   
SM411 39 21,430 21,565 135   
SM412 42 21,603 24,091 2,488   
SM413 45 8,321 8,321 0 距離計不良 
SM414 46 12,171 14,887 2,716   
SM302 43 5,888 5,943 55   
SM303 44 6,497 6,497 0 距離計不良 
 
  
- 327 - 
表Ⅲ.4.1.14-2 車両整備内容 
※定期点検整備項目は省略 
車両形式名 持込 隊次 整備内容 
SM102改 42 未整備 
SM103改 43 未整備 
SM104改 44 ①不凍液補充②エンジンオイル交換③高所作業バケットグリスアップ 
SM107 38 未整備 
SM108 39 未整備 
SM109 40 未整備 
SM110 40 未整備 
SM112 42 
①運転席側フォグランプバルブ Assy 交換②レーシングボルト 2 本交換③発発用
バッテリー交換④不凍液補充⑤作動油サクションフィルターAssy 交換⑥不凍液
補充⑦燃料フィルター取り付け部からの燃料漏れ・修理 






















④グローサ 2 本交換⑤底板作成 
SM507改 34 未整備 
SM511 37 未整備 
SM518AT 28 未整備 
SM519AT 28 未整備 
SM521 30 未整備 
SM522 45 ①クラッチ交換②フライホイール交換③タイヤ交換④定期整備 
SM407 36 未整備 
SM408 29 未整備 
SM409 29 未整備 
SM410 37 ①定期整備②配線の切断・修理②クラッチ点検 




SM413 45 ①クラッチ交換②助手席側フロントガラス交換 
SM414 46 ①サーモスタット交換②パトライトバルブ交換③ラジエターキャップ交換 
SM302 43 ①減速機オイルシール交換 
SM303 44 未整備 











または新規購入が望まれる。特に SM40S は 1 年を通して使用する為、どの車両も経年劣化及び老朽化が
激しいので持帰りオーバーホールまたは、新規購入が望ましい。 
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使用してエンジン回転数を調整している。51次隊の越冬報告でも報告されているが、ワイヤー関係が弱
い傾向にあるようなので、予備部品の在庫を多めにした方が良いと考える。 







ウ） 牽引トラクタ D40PL-5-1、D40PL-5-2 
52次隊では使用していない。S16に在るが雪で埋もれているので視認出来ていない。GPSにて位置が
記録されている。 

























イ） クローラダンプ C60R-2 
越冬中の除雪、物資の運搬に使用した。 





ア） パワーショベル PC70-7E 
(45)車を本格除雪から使用したが、(41)車は、左履帯を破断している状態の為に使用しなかった。（45）
車は、足回りの老朽化が著しく、作業中にキャタピラの不具合が発生した。ブレーカにて、はつり作業
































ア） 振動ローラ TW500W  
52次隊では使用しなかった。 
イ） 除雪機 YSR3420-1 YSR3420-2 
2 号車は狭い場所での除雪に使用した。1 号車は異物の噛み込みでオーガーのシャフト本体が破損し
ているが交換・修理は行っていない。 
























MS40V 43 2,625h 2,625h 55h  
MS40V 47 2,346h 2,900h 554h  
MS40V 51 520h 1,564h 1044h  
D31Q-20 39 1,732h 1,857h 125h  
D40PL-5-1 34 2,986h 2,986h 0h S16  
D40PL-5-2 34 3,096h 3,096h 0h S16  
D41P-6 45 5,154h 5,154h 0h メーター故障 
D41P-6改 41/49 4,977h 4977h 0h 使用不能 
MST-800VD 42 7,515h 7,814h 299h  
C60R-2 39 4,528h 5,265h 737h  
MF-50 40 1,554h 1,566h 12h  
B22-2-1 36 2,909h 3,576h 667h  
B22-2-2 36 2,429h 2,600h 171h  
B22-2 35 668h 688h 0h 見晴らし  
ViO20-2 43 2,245h 2,596h 351h  
PC70-7E 41 5,713h 5,713h 0h  
PC70-7E 45 5,687h （6,175h） 488h 52次持帰り 
ZAXIS70 51 1,340h 3,167h 1,827h  
TW500W 48 1,463h 1,463h 0h  
YSR3420A 45 461h 461h 0h 除雪機 
YSR3420A 46 548h 657h 109h  〃 
ECO-3V  456h 644h 188h パンジードリル 
CS340E （39-1） 39 3,515km 4,267km 452km  
ET410TR (43-1) 43 4,462km 4,462km 0km メータ故障 
VT500XL （47-2） 47 4,278km 5,048km 770km  
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表Ⅲ.4.1.15-2 車両整備内容 
車両形式名 持込隊次 整備内容 
ミニブル MS40V 43 未整備 








D40PL-5-1 34 未整備 
D40PL -5-2 34 未整備 
D41PＰ-6（改） 41 未整備 
D41PＰ-6 45 ①定期整備②履帯接続部ボルト折損・履帯破断、ボルト製作・修理 
クローラクレーン 42 ①定期整備②インジェクションポンプ交換③底板取付けナット溶接 
クローラダンプ 39 ①定期整備 
クローラフォーク 42 未整備 
ミニバックホー① 36 ①定期整備②油圧ホースパンク・交換③スイングシリンダーオーバーホール④リヤガラス破損・アクリル板にて製作・修理 
ミニバックホー② 36 ①定期整備 
ミニバックホー 35 未整備 
ミニバックホー（Vio） 43 ①定期整備②リヤガラス交換③オイルプレッシャースイッチ交換 
PC70-7E 41 未整備 
PC70-7E 45 ①定期整備②キャタピラの破断、修理 
ZAXIS 70 51 ①定期整備②ブレーカ作動用ホース破損、修理 
TW500W 48 未整備 
除雪機（YSR） 45 未整備 
除雪機（YSR） 46 未整備 
パンジードリル（ECO-3V） 47 ①定期整備 
CS340E（39-1） 39 ①定期整備②エンジン載せ換え 
ET410TR (43-1) 43 ①定期整備 
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庫、第 2廃棄物保管庫にて保管した。52 次隊では機械建築倉庫に 2 台（39次フォークリフト・40次フォ



















































































エルフ 2tダンプ 39 9,961km 10,350km 389km  
エルフ 2tダンプ 43 6,422km 6,684 km 262km  
エルフ 3tダンプ 48 4,204km 4,665km 461km  
エルフロング 31 8,227km 8,227km 0km  
エルフ 350 40 7,511km 7,739km 228km  
エルフ 350 44 4,963km 5,174km 211km  
エルフ 350 47 3,726km 3,951km 225km  
エルフ 150 40 5,098km 5,190km 92km  
エルフ 150白 41 9,055km 9,336km 281km  
エルフ 150青 41 4,789km 4,977km 188km  
エルフ 150 42 7,419km 7,984km 565km  
トラッククレーン 37 7,554km 7,747km 193km ZF303 
トラッククレーン 40 8,381km 8,582km 201km ZF303 
トラッククレーン 43 6,980km 7,341km 497km ZR303 
トラッククレーン 49 2,354km 2,752km 398km  
コンテナトラック 48 1,232km 1,467km 235km  
コンテナトラック 49 825km 1,116km 291km  
WING100 38 3,276h 3,341h 65h  
WING100 43 2,259h 2,518h 259h  
GR-160N-2 52 0h 518h 518h  
WA100-5 48 3,528km 5,932km 2402km  
FD25H-12 39 996h 1,080h 84h  
FD25H-12 40 964h 970h 6h  
NTX-25 49 19h 19h 0h  
FD115-7 48 419h 929h 510h  
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表Ⅲ.4.1.16-2 車両整備内容 
車両形式名 持込隊次 整備内容 
2tダンプ 39 ① 定期整備 
2tダンプ 43 ① 定期整備 
3tダンプ 48 ① 定期整備 
② PTOSW作動不良（端子エアブロー） 
エルフロング 31 ① 未整備 
エルフ 350 40 ① 定期整備 
② エンジンストール（ゴーズフィルター洗浄） 
エルフ 350 44 ① 定期整備 
② ブレーキ引きずり（フロントパネル修正） 
エルフ 350 47 ① 未整備 
② ブレーキ不良 
エルフ 150 40 ① 定期整備 
エルフ 150白 41 ① 定期整備 
② ATオイルパン交換 
③ 右後輪交換 
エルフ 150青 41 ① 定期整備 
エルフ 150 42 ① 定期整備 
トラッククレーンＺＦ300 37 ① 未整備 
4ｔユニック 40 ① 定期整備 
② クレーン作動不良 
4ｔユニック 43 ① 定期整備 
② 右側巻き込み防止ガード修正 
4ｔユニック 49 ① 定期整備 
コンテナトラック 48 ① 定期整備 
コンテナトラック 49 未整備 
WING100 38 ① 定期整備 
WING100 43 ① 定期整備 






フォークリフト 39 ① 定期整備 
フォークリフト 40 ① 定期整備 
フォークリフト 49 ① 未整備 










4輪バギー1号車  ① 定期整備 
4輪バギー2号車  ① 定期整備 
4輪バギー3号車  ① 定期整備 
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第 1・第 2 居住棟機械室 1・2、第 2 居住棟倉庫 2 の照明器具を FL タイプの器具から HF タイプの器具
へと交換した。 
51次隊で持ち込んだ生ごみ処理機をグリーンルームに設置したのに伴い、電源を発電棟 1階基地主要
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風が強いと揺れが激しく、擦れ等によるケーブル損傷が考えられるのでケーブルラックに変更した方が
良い。 
基地内の照明器具は FL、FLR、HF 用と 3 種類ありそれぞれ使用する球も違う。基地中心部は随時、HF
タイプの高効率タイプに更新していっているが、各観測建物等は古いタイプの物が多いので更新した方
がよいと思われる。 
4.1.18 電力設備/制御盤の管理運用【SME-52 23】 加藤 凡典 
1） 300kVA同期発電機 
a） 概要 





























2011年 2 月 4 日から 5日にかけて 2号発電機盤及び、自動同期盤の保護継電器試験を実施し、保護継






主分電盤裏面 400Vブスバーに発電機電力量測定用データロガーが設置されていて（2010年 2 月 4日）
越冬中毎日、データ収集を行い月末に日本大学西川教授に FTP 送信した。データロガー本体は制御用直
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新設のクレーンの組立終了後に制御系配線を取付け正常に動作することを確認した。 
4.1.19 電力設備/太陽光発電設備の管理運用【SME-52_24】 加藤 凡典 
1） 概要 
太陽光発電システムは、38次隊（1996年）より導入し 43次隊で架台 88基（架台 1基に太陽電池パネ














 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 
発電電力量 
（kWh） 4,053 2,757 266 75 0 0 525 1,927 4,782 5,280 5,107 5,251 
最大出力 







































年間を通じ安定した電力を供給した。最大使用電力量は 51 次隊（212kW）と比較して 220kW と 8kW 増し
となった。基地の設備も年々増加傾向にあり基地電力設備・機器について見直す必要があると考える。




不具合は無く稼働した。オイルは 500時間点検時に 5ℓ、1,000時間点検時には全て（8ℓ）を交換した。 
2011年 4 月 11 日、電力変動が大きい為に 1 号機から 2号機に電源を切り替えた。負荷が 2号機に替わ
り 1 号機が負荷遮断した時に過速度（重故障）で発動機が停止した。原因は燃料ポンプの始動レバーの
固着であった。燃料ポンプの固着部を整備復旧した。 
2011年 6 月 6 日、電源切替 2→1実施中、同期負荷投入後 1号機ハンチング発生、2号機に再度切り替
える。原因はアクチュエーター不良であった。その後、電力変動が不安定なことが有り国内とやり取り
しながら調整作業を行ったが安定するのに 11月まで掛かった。 
2012 年 2 月 5 日、1 号機稼働中に発電機重故障（全停電）発生、オーバーホール後の 2 号機発電機の









No. 50次隊からの引継ぎ時間 51次隊の年間稼働時間 52次隊への引継ぎ時間 
1号機 69,505.7 3,154.5 72,660.2 
2号機 55,870.5 5,675.1 61,545.6 
























潤滑油消費量の節約と保守性の向上に努めた。年間の潤滑油補給量は 1号機に 275ℓ、2号機に 500ℓ使用
した。また、2012年 6月の定期点検で 2号機の潤滑油全量 400ℓを交換した。合計 1,175ℓを使用した。燃












2012年 1 月 13 日～14日に 1、2号発動機の運転点検整備を実施した。模擬負荷装置で 25％～100％ま












ジャケット冷却水熱交換器のプレートを 9月に 1号機 2 号機とも新品と交換した。 
 
4.1.21 電力設備/風力発電設備の管理・運用【SME-52_26】 岡山 英樹 
1) 風力発電機の運用・管理状況  











 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 
積算出力 
（kWh） 329.5 317.8 340.6 114.8 340.5 161.1 187.2 267.8 158.9 210.6 295.5 253.9 
最大出力 
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 発電小屋内の温度を一定に保てれば良いと思った。特に夏場は室内温が 40度を超える日が多かった
ので、冷房装置か換気装置が必要である。 










4.1.23 燃料設備の管理・運用【SME-52_28】 岡山 英樹 
1） 見晴らし岩・基地貯油所 
見晴らし岩貯油所は、49 次隊より 100kℓ金属タンク 10 基、50kℓ金属タンク 2 基、200kℓターポリンタ
ンク 1 基、60kℓFRP タンク 1 基の構成となっている。100 ㎘金属タンク②③④⑤⑦⑧⑨を W 軽油用、100
㎘金属タンク①⑥⑩・50㎘タンク①を JP-5用として使用した。 
基地貯油所は、年間を通じ 25kℓ金属タンク①②、20kℓ金属タンク ①を W 軽とし 20kℓ金属タンク②を
JP-5 として 4 月までは発電機用・ボイラー用燃料として、5 月からはボイラー用燃料として運用した。
また、20kℓ金属タンク③は夏期車両用のスタンドとした。 
見晴らし岩貯油所から基地貯油所までの送油は、25kℓ金属タンクは 24kℓ、20kℓ金属タンクは 19kℓを上





























 また、3方弁タイプも 2種類あり操作方法も異なっている。 
衛星受信棟と情報処理棟の燃料流量計は縦方向に、横置き型が設置されて計測されていない状態であ
るので交換する必要がある。 
2012年 1 月 31 日現在の、見晴らし岩貯油所および基地側貯油所のタンク状況を、図Ⅲ.4.1.23-1、図
Ⅲ.4.1.23-2に示す。（53次隊搬入燃料は含まない） 
  



















































W 軽油 15.0kℓ 
100kℓ金属タンク №1 (35次) 
JP-5   0.5 kℓ 
100kℓ金属タンク №2 (36次) 
W 軽油  0.4 kℓ 
100kℓ金属タンク №3 (38次) 
W 軽油  83.0 kℓ 
100kℓ金属タンク №4 (39次) 
W 軽油  0.2 kℓ 
100kℓ金属タンク №5 (42次) 
W 軽油 0.9 kℓ 
100kℓ金属タンク №6 (47次) 




JP-5 49.9 kℓ 
50kℓ金属タンク№2 





JP-5  0 kℓ 
100kℓ金属タンク №7 (45次) 
W 軽油 1.9 kℓ 
100kℓ金属タンク №8 (46次) 
W 軽油  2.0 kℓ 
100kℓ金属タンク №9 (48次) 
W 軽油 95.8 kℓ 
100kℓ金属タンク№10 (49次) 
JP-5 49.8 kℓ 


























































W 軽油    24.4 kℓ 
20kℓ金属タンク №1 
W 軽油    19.2 kℓ 
20kℓ金属タンク №2 
JP-5     18.3 kℓ 
20kℓ金属タンク №3 
W 軽油    13.3 kℓ 
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4.1.24 防災設備/防災器具の管理運用【SME-52 29】 加藤 凡典 
1） 火災報知設備 


























4.1.25 防災設備/防災器具の管理運用【SME-52 30】 加藤 凡典 
1） 消防ポンプ 
a） 消防ポンプ 








管理棟 1階 2 階 3階の階段室に設置されている。52次隊では放水は行わなかった。 
b） スプリンクラー 









ウォータップミニは、ガス圧式加圧装置で計 5 台設置されている。その内 3 台は基地中心部の防火区
画 A・B・C に設置されており消火剤として水を充填している。消火器点検時、水の量の確認や窒素ボン
ベの圧力を確認した。第 1・第 2夏期隊員宿舎に 1台ずつ設置されている。設置場所が玄関入り口の為、
凍結の恐れがあるので夏期隊員宿舎の立ち下げが始まり室温が低下してくる頃消火剤の抜き取り作業を
行い、消火器の立ち下げを行った。12 月に第 1・第 2 夏期隊員宿舎の立ち上げが完了し、前室の気温が
安定してきた頃を見計らって消火器の立ち上げを実施した。消火剤には上水を約 170リットル入れた。  
5） 消火用ホース 
消火用ホースの設置場所は、発電棟消防ポンプ置場上部のラック、各防火区画防災棚とした。老朽化
で 4 本のホースに穴があいていたので廃棄し在庫品 2 本を出庫した。訓練で使用した後は、防火区画 A
～発電棟間の通路の斜面を使用して 1 週間ほど乾燥し、その後口元を脚立などで浮かせ 3 日ほど管口の
乾燥を行い、ホース班主体で各防火区画に戻し整理した。その際防火区画 A においてホースを 4 本載せ
たショイコを 2台用意してホース搬出の効率を上げた。 
6） インパルス消火器 













空気呼吸器は、「ライフゼム M30 型（自動陽圧式）」が防火区画 B の防災棚に 6 セットある。月に 1 度
消火訓練時に点検を行い取扱説明書に則り機能確認や空気ボンベの残圧確認を実施した。1月の引継ぎ消
火訓練の際に 53次隊への取り扱い訓練を実施した。また、空気呼吸器は 3年に 1回校正が推奨されてい
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場   所 南極軽油(ℓ) JET-A1(ℓ) 航空ガソリン(ℓ) エンジンオイル(ℓ) 
ラングホブデ雪鳥沢 500 570 500 37 
西オングル島 900 0 0 10 
スカルブスネスきざはし浜小屋 620 200 0 0 

















は 10月 5日からのみずほ旅行に使用した。また S17航空観測拠点用燃料橇の堀出し及び空ドラム缶橇も
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表Ⅲ.4.1.28-1 橇一覧 
種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
2トン積木製橇 15-01 昭和 枠無し  
2トン積木製橇 25-02 昭和 枠無し  
2トン積木製橇 27-06 昭和 枠無し  
2トン積木製橇 27-09 昭和 枠無し  
2トン積木製橇 28-01 昭和 枠無し  
2トン積木製橇 28-02 昭和 枠無し  
2トン積木製橇 28-03 昭和 枠無し  
2トン積木製橇 28-04 昭和 枠無し  
2トン積木製橇 28-05（?） 昭和 枠無し 貨油ホース積載 
居住カブース橇 28-?? 昭和 居カブ カセットボンベ、マッチ保管 
2トン積木製橇 29-04（?） 昭和 枠無し 貨油ホース積載 
2トン積木製橇 30-01 昭和 箱橇  
2トン積木製橇 30-03 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 32-03（?） 昭和 枠無し 貨油ホース積載 
2トン積木製橇 35-02 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 35-06 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 35-08 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 35-10 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 35-12 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 35-16 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 35-17 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 35-19 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 36-02 昭和 箱橇  
2トン積木製橇 36-04 昭和 枠付き 平床に改造輸送用 
2トン積木製橇 36-05 昭和 箱橇  
2トン積木製橇 36-08 昭和 枠無し  
2トン積木製橇 36-09 昭和 箱橇  
2トン積木製橇 36-14 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 36-15 昭和 枠付き 道板 
2トン積木製橇 39-02 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 39-04 昭和 枠無し  
2トン積木製橇 40-02 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 41-01 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 42-04 昭和 枠付き 貸油ホース 5 本 ドラム 3 本 ＃ゲタ 
2トン積木製橇 43-02 昭和 枠付き レスキュー橇 
幌カブース橇 47-観測-1 昭和 幌カブ  
特殊 2トン橇 47-掘削-1 昭和  海底掘削機搭載用 
幌カブース橇 47-発電-1 昭和 幌カブ 18kVA発電機内蔵 
2トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 貨油ホース積載 
2トン積木製橇 不明 昭和 枠付き  
2トン積木製橇 不明 昭和 枠付き  
大型橇 不明 昭和 枠無し 100kℓ金属タンクスキー橇改造品 
中型橇 不明 昭和 枠無し 25kℓ金属タンクスキー橇改造品 
コンテナ橇 41 昭和  スキー部分のみ、2台 1組 
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種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
コンテナ橇 41 昭和       〃 
コンテナ橇 47 昭和  12ftコンテナ専用、氷陸両用 
コンテナ橇 48 昭和  12ftコンテナ専用 
コンテナ橇 49 昭和  12ftコンテナ専用 
コンテナ橇 51 昭和  12ftコンテナ専用 
コンテナ橇 51 昭和  12ftコンテナ専用 
2トン積木製橇 不明 昭和 枠付き  
幌カブ改造橇 32-01 昭和 平橇 ミニバックホー（35）搭載、枠無し 
カブース橇 不明 昭和 幌カブ 小型、トイレ橇、持ち帰り予定 
2トン積木製橇 27-05 S16 枠付き  
2トン積木製橇 29-02 S16 枠付き  
2トン積木製橇 35-04 S16 枠付き 銀マット 
2トン積木製橇 35-09 S16 枠付き S17テント用床板、道板 
2トン積木製橇 35-14 S16 枠付き  
2トン積木製橇 35-21 S16 枠付き  
幌カブ改造橇 36-01 S16 平橇 S17小屋 造水槽一式 
2トン積木製橇 36-03 S16 枠付き S17テント用ベッド  
2トン積木製橇 36-07 S16 箱橇  
2トン積木製橇 36-10 S16 枠付き ブルーシート 
2トン積木製橇 36-11 S16 枠付き S17小屋用階段 
2トン積木製橇 36-12 S16 枠付き 主線ワイヤー、振れ止めワイヤー 
2トン積木製橇 36-13 S16 枠付き  
2トン積木製橇 36-16 S16 枠付き  
幌カブース橇 39-05 S16 幌カブ S16機械橇 
2トン積木製橇 40-03 S16 枠付き  
2トン積木製橇 40-04 S16 枠付き 銀マット 
2トン積木製橇 40-01 S16 枠付き  
2トン積木製橇 41-02 S16 枠付き  
2トン積木製橇 41-03 S16 枠付き  
2トン積木製橇 41-04 S16 枠付き  
2トン積木製橇 42-05 S16 枠付き  
2トン積木製橇 43-01 S16 枠付き  
2トン積木製橇 43-03 S16 枠付き  
2トン積木製橇 43-04 S16 枠付き  
2トン積木製橇 44-01 S16 枠付き  
2トン積木製橇 44-02 S16 枠付き  
2トン積木製橇 44-04 S16 枠付き  
2トン積木製橇 45-02 S16 枠付き  
2トン積木製橇 45-03 S16 枠付き  
2トン積木製橇 45-04 S16 枠付き  
2トン積木製橇 46-02 S16 枠付き  
2トン積木製橇 46-03 S16 枠付き S17テント（ウェザーハーヴェン） 
2トン積木製橇 46-04 S16 枠付き  
2トン積木製橇 47-01 S16 枠付き  
2トン積木製橇 48-01 S16 枠付き  
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種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
2トン積木製橇 48-02 S16 枠付き  
2トン積木製橇 44-03 S16 枠付き  
幌カブ改造橇 不明 S16 平橇 風呂・エコバック 
幌カブース橇 41-スチーム
-1 
S16 幌カブ  
幌カブース橇 41-機-1 S16 幌カブ 機械橇 
金属カブース橇 不明 S16 金カブ 機械･建築物資 
20トン積鉄製橇 37 S16 金カブ 二段ベッド×4 
2トン積木製橇 35-01 S17 枠付き JETA-1（51）3,JETA-1（49）3,リキッドコンテナ 1 
2トン積木製橇 35-11 S17 枠付き JAT-A1（51）12 
2トン積木製橇 35-15 S17 枠付き JETA-1（51）8 
2トン積木製橇 39-03 S17 枠付き JAT-A1（51）12 
2トン積木製橇 42-01 S17 枠無し リキッドコンテナ 3 
2トン積木製橇 46-01 S17 枠無し リキッドコンテナ 3 
20ftコンテナ橇 不明 ドーム 枠付き リーマン製 
20ftコンテナ橇 不明 ドーム 枠付き 恒栄製 
 
4.1.29 燃料移送配管漏油センサー切り分け改造【SME-52_34】 加藤 凡典 
センサー切り分け盤を取付け、電源及び信号線を配線し切り分け準備工事は完了した。 
 
4.1.30 制御盤 電圧調整ダイアル交換【SME-52_35】 加藤 凡典 
1、2号電力制御盤の概品交換を 2月に実施した。基本的に同等品の交換となりダイアルの過敏な反応
を改善出来なかった。(写真参考:写真Ⅲ.4.1.30-1、-2) 
     
 写真Ⅲ.4.1.30-1 ダイアル    写真Ⅲ.4.1.30-2 ダイアル裏面 
 

































4.1.32 野菜栽培室の温度調整実験【SME-52_37】 加藤 凡典 
4月、6月、12 月に工事と経過観察しながらの改善を続けた。外気の取入れで温度コントロールしつつ
隣接の男子トイレに排気することで吸排気が完了した。（写真参考: 写真Ⅲ.4.1.32-1～-4） 
       
写真Ⅲ.4.1.32-1 吸気ダクト      写真Ⅲ.4.1.32-2 温調器 
       
   写真Ⅲ.4.1.32-3 排気ダクト   写真Ⅲ.4.1.32-4 男子トイレ排気ファン 
 
4.1.33 自然エネルギー棟 データロガーによる情報収集【SME-52_38】 加藤 凡典 
建築工事未完成のため未実施。53次隊に引き継いだ。 
 
4.1.34 自然エネルギー棟 吸排気状況調査【SME-52_39】 加藤 凡典 
  建築工事未完成のため未実施。53次隊に引き継いだ。 
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      写真Ⅲ.4.1.35-1 ダクト    写真Ⅲ.4.1.35-2     写真Ⅲ.4.1.35-3   
                                         ダクト入り口            ダクト屋根面 
          
        写真Ⅲ.4.1.35-4           写真Ⅲ.4.1.35-5   
配管群西側ダクトと            配管群東側ダクト 
              通路棟南壁面用フレキシブルダクト 
 




            
     写真Ⅲ.4.1.36-1 ハツリ状況 1  写真Ⅲ.4.1.36-2 ハツリ状況 2 
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     写真Ⅲ.4.1.37-1 吸気口 1       写真Ⅲ.4.1.37-2 吸気口 2 
      
     写真Ⅲ.4.1.37-3                 写真Ⅲ.4.1.37-4            写真Ⅲ.4.1.37-5 西扉   
男子風呂排気ダクト               男子トイレ排気ダクト  
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          写真Ⅲ.4.1.39-1 空気取入れ口     写真Ⅲ.4.1.39-2 プロパンガス庫前            
         
     写真Ⅲ.4.1.39-3 7月のガス庫前     写真Ⅲ.4.1.39-4 7月ダクト出口 
 






                 
   写真Ⅲ.4.1.40-1 ダクト入り口      写真Ⅲ.4.1.40-2 ダクト出口 
              
    写真Ⅲ.4.1.40-3 空気取入れ口内部   写真Ⅲ.4.1.40-4 最終形状 
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           写真Ⅲ.4.1.41-1                    写真Ⅲ.4.1.41-2   
               水位センサー設置場所           制御室に設置した表示器 
 
4.1.42 燃料・油脂の管理【SFE-52_01】 岡山 英樹 
1） 概要 
52次隊では、発電機エンジン用及び車両用燃料、大型大気レーダー観測専用発電機用燃料として W軽
油を 600㎘、暖房用燃料として JP-を 50 ㎘、計 650㎘のバルク燃料を昭和基地に搬入した。この他に、
南極低温燃料をリキッドコンテナ 20台及びドラム缶 300本、DROMLAN 及び観測隊ヘリコプター用燃料と
して JETA-1 を 88 本（総数 89 本の内 1 本は観測隊ヘリ、しらせ発艦用燃料として、しらせ残置した。）
搬入した。 
油脂については、南極エンジン油 800ℓ、南極ギヤ油 800ℓ、南極トルコン油 800ℓ、南極作動油 200ℓ、









52次隊越冬開始前の 1月に、観測隊ヘリコプター用燃料として 52次隊持ち込みの JETA-1ドラム缶 15
本 3000ℓを使用した。3 月 17 日の燃料移送中、JP-5 約 100ℓが漏油した。3 月 29 日、JETA-1 ドラム缶デ
ポ中、196ℓが漏油した。11月の DORMLAN 航空燃料として 52次隊持ち込み JETA-1ドラム缶 6本を S17に
デポした。また 10月に昭和基地前海氷上に滑走路を作った。今回、昭和基地前滑走路にはバスラーBT67
機が 4回降りる予定だった。例年、S17での給油状況だと 1機あたりドラム缶 12本 2400ℓしていたので、
JETA-1ドラム缶 24本と JP-5リキッドコンテナ 3台 3000ℓ（航空機給油後、リキッドコンテナに JP-5 を
詰め次に備えた。）を準備した。11月に昭和基地前滑走路にバスラーBT67が 4回飛来し、JETA-1ドラム
缶 10本 2000ℓと JP-5リキッドコンテナ入を 6200ℓ供給した。53次隊持込観測隊ヘリコプター用燃料とし
て、12月に JETA-1ドラム缶 11本 2200ℓ、1 月に JETA-1ドラム缶 16本 3200ℓ・JP-5（リキッドコンテナ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4.1.44 内陸への燃料輸送と備蓄【AIM-52】 岡山 英樹 
1) 概要   
52次隊では 54次隊ドーム旅行用燃料として、10月みずほ旅行時に IM01に南極軽油 144本をデポした。





場 所 南極軽油 JP-5 JET A-1 
S-16 4,000 400 




中継拠点 6,600 1,000 6,000 
※単位リットル 
 2012年 1 月 31日現在 
表Ⅲ.4.1.44-1 内陸の燃料備蓄量 
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トを取り除いた。7 月 29 日 SM651 で除雪中足回り故障の為、使用不能になった。SM601 の足回りを移植
して直し、SM601は作業工作棟裏にデポした。 
2） 本格除雪 











いたブルドーザー（45）を使用したが 12 月 13・20 日と連続で足回りが故障し、これ以上は修理に時間
を取られ、除雪に影響が出る為、使用を諦めた。また 12月 13日、SM652が SM651と同じ箇所の足回りが






















































4.1.46 輸送【氷上輸送】 岡山 英樹 
1） 概要 
1月 21 日 12 時 00分、しらせ接岸断念が決定した。 
 しらせ接岸断念に伴い 52 次隊・53次隊で輸送打合せを行ない、主に空輸対応は 53次隊、氷上輸送
対応は 52次隊で行なう事となった。23日にしらせに行き、しらせ側との輸送調整会議を行なった。 




17：00  昭和発 
20：00  しらせ着 
     持ち帰り物資降ろし、持込み物資搭載 
23：00  しらせ発 
02：00  昭和着 
02：00～ 物資荷降ろし・配送 
2） 実施期間 
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送信棟に設置している第 1 第 2 受信機及び通信室に設置している遠隔操作装置は通年問題なく動作し
た。10月、気象棟に設置している NRD-93 型受信機が、高温時に PLL のロックが不安定となり、使用でき
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アンテナ近傍に設置されているので VHF を送信すると Air-VHF に雑音が入り、また逆に Air-VHF を送信
すると VHF の感度が落ちる。両方使用する場合、スケルチの調整を行う必要があるが、航空機が遠方に
行った際の対応については苦労することがあり、アンテナの位置を変更する必要があると考える。 
5)  広帯域受信機 










していない。また、極地研データセンターと 53次 LAN 担当から依頼があり、近々導入予定のインマルサ






















































































通信室の執務時間は 08:00 から 18:00を基本とし、冬日課の間は業務開始時刻を 09:00とした。また、
夏オペ期間は 06:00 から 23:00 を基本とした。通信隊員以外には、火、木、日の午後から越冬隊長と庶
務に交代でワッチをお願いした。その他の時間はすべて通信隊員がワッチに入った。外出制限時や野外
隊宿泊時は概ね 21:00 まで勤務した。また、11 月セルロン隊の定時交信が始まった後は、22:00 ごろま
で執務した。その他業務に応じて開始時間を早める等の対応もした。通信隊員が旅行に出る際も越冬隊
長と庶務に業務の代行をお願いした。トイレや食事など通信室を無人にする際は、代わりの隊員を置く
か、もしくは外線電話を A クラスの PHS へ転送設定し、PHS を 2 台使用し、52 次隊で製作したスピーカ
ーを使って通信室内の音声をモニターした。イリジウム、インマルサット等の各種通信機器からの着信








員は夜勤で 24 時間体制のワッチを行った。 
2） 通信業務（HF） 
a） 「しらせ（JSNJ）」との通信 




































































ア） インマルサット B-1 
かつてデータ伝送に使用していたが、現在その役目はインテル回線が担っている。現在はインテル回
線のバックアップとしてルーター経由で LAN接続されている。51次隊から夜間に試験伝送を頻繁に行っ
ている。レドーム内のヒーターについては 3月から 11 月まで「ON」としていた。 
イ） インマルサット B-2 
日々の電報のやり取り、インテルサット不通時の気象通報や KDDIとのやり取り、対しらせとの FAX 送
受信で活躍した。53次夏期間には VHFエリア外のしらせに気象通報を FAXにて毎時送信を行い FAXが故
障、予備品と交換した。この電話にノボランウェイからドロムランの問い合わせがかかってくることが
ある。私用での通話や FAX 送信はなかったが、家族からの私信 FAX が入ることもあり、着信があるかど
うかのチェックは日々行う必要がある。レドーム内のヒーターについては年間を通して「AUTO」として
いた。 












員が所持する PHS への転送ができないため苦労することが多かった。手書きメッセージを FAX で送って
くることも数回あった。遅滞なく渡すことができるよう FAX 紙が出力されていないか 1 日 1 回はチェッ
クするようにした。電報の送受信に関しては、インマルサット B-2 を使用して電報センターと直接送受
信を行った。電報センターからの受信については平日の 9時から 10 時の間に送られてきたが、こちらか


































緊急が優先である。緊急患者などは 1 番優先する言葉ではないだろうか。だが実際は第 1 便が最優先と
の事だ。そのことで今回、緊急物品と第 1 便で混乱が起きてしまい、両隊に迷惑をかけてしまった。用






















フリーマントル 積載分食料 なし 1コンテナ（12ft） 
3843kg 
なし 











搬入した食料の冷凍通常食品は倉庫棟 2 階の冷凍庫、冷蔵通常食品・アルコール・生鮮野菜は倉庫棟 2
階の冷蔵庫、乾物類と米は管理棟 1 階の 2 つの倉庫に分散して置いた。またカップ麺やお菓子類は防火








表Ⅲ.4.3.1.2-1 日本購入生鮮食品 52次隊使用期限 
品 名 梱数・重量 最終使用月 備 考 
生大根 2梱 20kg 7月  
生人参 4梱 40kg 6月  
森永ロングライフ豆腐 720丁 12月 問題なし 
生むきにんにく 2梱 20kg  冷凍保存 




生玉ねぎ（北見玉ねぎ） 15梱 300kg ほぼ通年 第 1 便到着まで問題なく使用できた。 
生リンゴ 2梱 20kg 10月  
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表Ⅲ.4.3.1.2-2 豪州購入生鮮食品 52次隊使用期限 
品 名 梱数・重量 最終使用月 備 考 
LL（ロングライフ）牛乳 60梱 7200kg 12月 第 1 便が来る直前まで分離することなく使用できた。 
卵 20梱 180kg 8月 4 月までは生食として使用したが、その後は加熱。 




生キャベツ 20梱 360kg 7月  
オレンジ 
グレープフルーツ 2梱  40kg  冷凍保存 













5月  0.1 0.2 2       
6月 1.45  0.1 3.65 1.05  2  2.3 1.15 
7月    7.5  3.9 2    
8月    10.9   4.5   0.47 
9月 1.2   3.9 1.4 2.5 6.4 1.75   
10月    5.8   4.9 2  0.1 
11月    2.5  0.85 5.5   0.3 
12月 1.2   4.5   8    
1月    14   10    















表Ⅲ.4.3.2-1 越冬期間の調理作業シフト（A:工藤 B:長谷川） 
 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 
朝食 A A A A A B  B B B B B A  
昼食 B B B A A B B A A A B B A A 
夕食 B B B A A B B A A A B B A A 
 
表Ⅲ.4.3.2-2 年間調理回数 




2月 28 28 28 2 2 
3月 27 31 31 8 1 
4月 26 30 30 9 1 
5月 22 30 30 8 1 
6月 17 30 30 8 5 
7月 21 31 31 9 1 
8月 23 31 31 8 1 
9月 24 30 30 8 3 
10月 25 31 31 9 2 
11月 22 30 30 8 1 
12月 27 31 31 9 2 
1月 26 31 31 9 1 






















第 1回食事調査 3月 7日から 13日までの 7日間 
第 2回食事調査 7月 4日から 10日までの 7日間 
第 3回食事調査 9月 17日から 23日までの 7 日間 
第 4回食事調査 12月 5日から 12月 11日までの 7日間 
 
4.3.5 予備食の管理と処分【SFD-52_01】 
52 次隊で持ち込んだ予備食は、発電棟第 1、第 2 冷凍庫に 52 次隊使用分と 53 次隊使用分に分けて保













4.4 医療【SHO】 兼定 博彦・青山 貴子 




項目自動血球計数装置（シスメックス KX-21N）、汎用超音波画像診断装置（フクダ電子 UF-4300R）を 52
次隊で持ち込み、診察室に配置した。医療機器会社の自己回収対象になった自動体外式除細動器 AED








2011 年 6 月 21 日と 12 月 20 日であった。i-STAT300F については最新版ソフトウエアに更新を行なった
が、旧型の i-STAT200 については使用頻度と今回が最終更新であることを考慮してソフトウエア更新を







































別に区分した月別の受診件数を表Ⅲ.4.4.2.1-1 に示す。2011 年 2 月分には 52 次夏隊員および同行者の
診療も含まれている。入院治療を要するような傷病の発生はなかったが、事故による外傷を 3件認めた。
2011 年 3 月 11 日の凍結した傾斜雪面での転倒による右肋骨骨折、4 月 18 日のミニバックホーを運転し
て橇へ積み込み作業中の横転による頸椎捻挫、11月 2 日の氷上ルート工作中にタイドクラックへの落下
による左肋骨骨折であった。いずれも保存的な安静療養で経過に問題はなかった。また、DROMLANでロシ
ア隊、ドイツ隊、航空機クルーらが昭和基地に宿泊滞在した 2011 年 11 月以降には、発熱、咽頭炎、胃
腸炎などウイルス感染症と思われる病状の隊員が散見された。更に、2012年 1月にはカンピロバクター
感染症と推測される胃腸炎が発生し、2名は 39℃以上の発熱を認め、輸液および抗生剤の投与を要した。







































           
1 
足趾爪周囲膿瘍 1 
           
1 
手指切創 1 
           
1 
手指爪周囲炎 1 












     




         
1 
頸部リンパ節炎 
   
1 
        
1 
肘熱傷 
      
1 
     
1 
手指皮下異物 
       
1 
    
1 
手掌皮下異物 
        
1 
   
1 
上腕部感染性アテローム 










           
1 1 
（計） 4 2 1 2 0 0 1 1 1 2 2 2 （18） 
整形外科 
腰痛症 8 4 2 3 1 1 





           
1 
足趾捻挫 1 
           
1 
足趾打撲傷 2 
           
2 
手関節痛 1 












































         
1 
肩関節打撲傷 
   
1 
        
1 
手背ガングリオン 
   
1 
        
1 
下腿打撲傷 
    
1 
       
1 
手関節捻挫 
     
1 1 1 
    
3 
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足関節捻挫 
      
1 
     
1 
肩関節周囲炎 





        
1 
   
1 
変形性足関節症 




（計） 13 10 6 5 3 2 2 1 2 3 1 1 （49） 
内科 
気管支炎 1 





       




   
1 1 
 



















    
5 
頭痛 
   
1 2 1 
      
4 
神経症 
   
1 
        
1 
胃炎 





           
1 1 
（計） 1 2 1 4 2 4 2 3 2 6 3 6 （36） 
眼科 
麦粒腫 
     
1 
      
1 
眼瞼部湿疹 
      
1 
     
1 
（計） 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 （2） 
耳鼻咽喉科 
鼻腔毛嚢炎 1 










          
1 
（計） 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 （3） 
皮膚科 
足白癬 1 1 
          
2 
皮脂欠乏症 3 
           
3 
皮膚炎 1 
   
1 









       
4 
蕁麻疹 
   
1 
        
1 
胼胝腫 
   
1 
        
1 
口唇ヘルペス 
    
1 1 










           
1 1 







      
3 
歯周囲炎 1 
           
1 
むし歯 1 
           
1 
歯牙充填物脱離 1 2 
 
1 
        
4 
口内炎 1 
           
1 
（計） 5 2 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 （10） 
 
合計（件） 29 21 10 14 8 9 6 5 7 14 6 11 140 
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2） 越冬隊員の健康診断 
【概要・経過】 
52次隊では、全越冬隊員 30 名を対象にした定期健康診断を越冬期間中に計 4回実施した。それぞれの
日程は、第 1 回は 2011年 3 月 15～16日の 3日間、第 2回は 6月 7～9日の 3日間、第 3回は 9 月 13～16
日の 4 日間、第 4 回は 12 月 13～15 日の 3 日間であった。検査内容については、労働安全衛生法で定め
られた定期健康診断項目に、平成 22年度（2010年）第 2回医療分科会において決定された項目を加えて
実施した。具体的な検査項目は、血圧、脈拍、体重、BMI、血球数、生化学検査（16項目）、尿検査（糖、
蛋白、潜血）で、第 2回には心電図（12 誘導）、第 3回には胸部 X線を追加項目とした。また、気象隊員




















2011 年 7 月 30 日に極地研で開催された「南極医学・医療ワークショップ 2011」での遠隔医療の現地
報告を第 6回目、10月 19日に行なわれた東葛病院との「緊急連絡シミュレーション」を第 8回目定期交
信の代替にした。また 8月 31日の定期交信では、LifeSizeテレビ会議システムによるハイビジョン接続












- 385 - 
表Ⅲ.4.4.2.3-1 定期交信としての遠隔医療相談 
日程 時間（LT） 交信の内容等 
2011.02.28 11:20～11:40 第 1回目定期交信。接続試験、宮本越冬隊長から東葛病院への謝辞。 
2011.03.31 11:45～11:55 第 2回目定期交信。IPアドレス設定変更による接続試験のみ。 
2011.04.07 11:15～11:55 第 3回目定期交信。昭和基地の古い手術機器についての照会。 
2011.05.25 11:00～11:15 第 4回目定期交信。52次隊の傷病数についての照会。 
2011.06.29 11:00～11:20 第 5回目定期交信。緊急時の東葛病院への連絡方法について説明。 
2011.07.30 09:15～11:00 WS2011での「遠隔医療の実際」の演題を第 6回目定期交信の代替。 
2011.08.31 11:10～11:40 第 7回目定期交信。ハイビジョン接続試験、手背部ガングリオンを相談。 
2011.9月  実施せず。 
2011.10.19 14:35～14:50 東葛病院との「緊急連絡シミュレーション」を第 8回目定期交信の代替。 
2011.11月  実施せず。 
2011.12.21 08:55～09:30 第 9回目定期交信。システム接続トラブルがあり、接続試験のみ。 
2012.1月  実施せず。 
 











検査実施日は 2011 年 3 月 24 日、4 月 23 日、5 月 24 日、7 月 18 日、8 月 17 日、9 月 20 日、10 月 25















かなければならない。参考資料として 2012年 1月分の水質検査結果を表Ⅲ.4.4.3-1に示す。 
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表Ⅲ.4.4.3-1 2012年 1月分の水質検査（参考資料） 
 
 










































検出されない 検出されない 検出されない 検出されない 検出されない 検出されない
大腸菌 検出されないこと 検出されない 検出されない 検出されない 検出されない 検出されない 検出されない




0.005 以下 0.005 以下 0.005 以下 0.005 以下 0.005 以下 0.005 以下
亜鉛及び
その化合物
1.0mg/l 以下 0 0 0 0 0 0.2
鉄及び
その化合物
0.3mg/l 以下 0.2 以下 0.2 以下 0.2 以下 0.2 以下 0.2 以下 0.2 以下
銅及び
その化合物
1.0mg/l 以下 0.5 以下 0.5 以下 0.5 以下 0.5 以下 0.5 以下 0.5 以下















6.3 6.5 6.3 6.6 6.2 6.7
味 異常でないこと 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない
臭 気 異常でないこと 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない




























槽と第 2 ばっき槽の DO 値測定と放流水の透視度の測定も行った。測定結果をメーカーに報告し、より
細かな維持管理に努めた。 
･ 毎月 1回原水及び処理水の水質分析を行った。COD計は 2種類の測定器で比較測定を実施中である。 






表Ⅲ.4.5.2-1 原水 水質分析結果 
項目 単位 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 
pH － 8.38 8.30 7.26 8.47 8.11 8.56 8.33 7.12 8.61 7.51 8.13 7.26 
水温 ℃ 23.3 21.1 23.1 22.0 22.1 22.5 22.6 20.1 22.1 23.3 24.0 23.7 
透視度 cm 4.0 4.5 4.6 4.5 4.0 4.0 3.5 3.5 3.5 3.0 3.0 3.0 
SS mg/l 69.5 38.0 77.0 43.0 34.5 52.0 65.0 38.5 16.0 119.5 128.5 66.5 
BOD mg/l 616 580 816 404 400 372 348 392 336 348 640 404 
COD mg/l 948 989 1217 686 753 659 560 686 539 979 974 1089 
新 COD mg/l 96 67 77 62 69 52 65 75 61 57 51 85 
 
表Ⅲ.4.5.2-2 処理水 水質分析結果 
項目 単位 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 
pH － 7.64 7.52 7.37 6.56 6.77 6.67 6.77 6.60 7.01 7.09 7.46 7.22 
水温 ℃ 23.3 21.4 22.0 22.0 22.2 21.6 22.0 20.7 21.7 22.5 23.6 24.4 
透視度 cm 10.0 14.5 19.5 24.5 30.0 24.0 26.0 30.0 26.0 30.0 23.0 25.0 
SS mg/l 31.4 15.9 10.8 7.6 1.4 8.6 4.8 2.8 1.1 3.0 15.1 5.9 
BOD mg/l 149 103 72 38 16 36 25 21 29 29 46 37 
COD mg/l 189 110 82 78 51 48 75 47 64 51 94 80 
新 COD mg/l 37 22 18 15 16 16 43 12 11 11 15 17 
注記：サンプル採取は、前日の週点検実施前に行った。 
 




表Ⅲ.4.5.2-3 放流水量と接触ばっ気槽第 2室の供給空気量及び水質分析結果 
項目 単位 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 
放流水量 m3 - - 73.5 77.8 75.4 76.3 71.1 69.8 74.2 73.2 160.1 192.7 
pH － 7.62 7.61 7.24 6.52 6.65 6.76 6.70 6.43 6.85 7.12 7.43 7.24 
DO mg/l 5.32 5.07 5.62 5.61 5.51 5.32 5.38 6.62 8.46 7.85 6.82 7.22 
水温 ℃ 23.3 21.5 22.1 21.6 22.4 21.3 21.5 20.9 21.8 22.5 23.8 23.7 
空気量 l/min 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400 
注記：2.3月は流量計故障のため記載なし。3月に流量計の設置を完了し 4月より記録開始したが、流量のセ
ッティングの不備により 4 月から 11月まで約半分の流量となっている。12月、1 月より正規流量。 
 
4） 機械電気設備の保守 















･ 臭気に対しては 51 次隊同様オゾン発生装置 VS-40 で対応した。小型生ごみ処理装置の設置により汚水
処理棟のオゾン脱臭機を使用したため汚水処理棟にはない状況となったが臭気が酷くなることなく倉




･10月は積雪、氷厚ともに厚く 11月と 12 月に行った。オングル海峡ポイントは指定採水地で採水可能で
あったが、北の浦、見晴らし岩沖は 11 月に入っても積雪、氷厚とも厚く採水ポイントを北東に移動し
採水を行った。 
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表Ⅲ.4.5.3-1 採水ポイント一覧表 






































を 60kg 入れ、餌となる 6 検体を医療部門の滅菌装置を借りて作成し、撹拌しながら各 300cc づつ入れ
10日間育成した。その後試運転として生ごみをすこしづつ入れこまめにワッチし分解状況を確認した。 




・試運転 25.1kg、本格運用後の 11 月 63.4kg、12 月 55.1kg、1 月 83.1kg であった。毎月の生ごみ
量の約 10%程度だが、これからの運用に期待が持てる結果となった。  
4.5.6 焼却炉の運転管理【SWE-52_08】 
1） 主な作業項目 
･ 第 1 廃棄物保管庫跡地横の焼却炉は主に夏作業で排出された木枠、生活可燃ごみ等の焼却に使用した。
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･ 発生した灰は、オープンドラムに梱包し持ち帰った。 



















焼却炉棟 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合計 
運転回数 9 9 12 8 6 4 6 5 5 6 6 13 89 
運転時間（h） 13.5 12 18 12 9 6 9 7.5 7.5 9 9 19.5 132 
焼却灰量（kg） 45 45 60 40 30 20 30 25 25 30 30 65 445 
 
表Ⅲ.4.5.6-2 第 1廃棄物保管庫跡地横焼却炉の運転記録 
焼却炉 
第 1廃棄物保管庫横 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合計 
運転回数 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 18 26 
運転時間（h） 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 18 26 

















- 391 - 
表Ⅲ.4.5.7-1 生ゴミ炭化装置メルトキングの運転記録 
生ゴミ炭化装置 
焼却炉棟 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合計 
運転回数 8 8 5 8 4 4 5 5 6 5 10 13 81 
運転時間（h） 64 64 42 79 40 40 50 50 52 49 100 130 760 















し収納し、越冬に入ってからは夏期間中に焼却炉棟前に設置しておいた 12ft コンテナ 3 基（ダンボー























･ スチールコンテナ、ドラム缶に梱包した廃棄物は A ヘリポート周辺に主風向に沿って集積し保管した。
ドラム缶は、ドラム缶パレットに積み込みラッシングして輸送した。 










廃棄物分類 処理方法 梱包状態 






















ゴム・革 廃棄物集積所のプラケースにて分別 ドラム缶に梱包 




廃油、廃液 廃棄物集積所もしくは排出場所で分別 ドラム缶に収納 
薬液 適切な容器に入いれ、内容物を表示した状態で廃棄物集積所のプラケースにて分別 ドラム缶、スチコンに梱包 
医療廃棄物 集積所にて分別 ドラム缶に梱包 





スチールコンテナ Aヘリポート周辺しらせフォークリフトがとれる位置に風に立てて 2 段積みで管理。 





その他 未焼却の木材、倒壊した旧地学倉庫のパネル、廃棄パレット、空スチコン、空セメントスチコン、空ドラム缶パレットは 12ftコンテナに収納 
 
  





 区  分 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 
可燃物 228.5 209 112.7 152.6 160.6 159.4 206.4 
生ゴミ 594.7 769.9 594.2 519.6 668.4 651.2 488.3 
不燃物 29.3 46.3 2.5 1.4 3.2 1 14.9 
プラ 120.2 245.9 59.4 81.1 79 74.8 77.8 
ペットボトル 8 4.3 4 4.2 8.5 3.9 4.2 
アルミ缶 37.6 35.3 46 46.4 41.5 36.7 46.2 
スチール缶 22.9 26.3 19.3 11.7 13.3 12 15.2 
大型缶（一斗缶） 16.1 10.7 6.7 3.2 10.1 3.9 1.1 
ダンボール 150.9 172.7 89.5 67.8 85.7 102.5 128.2 
ビン・ガラス 109.1 46.8 26.5 57.3 121.5 115.3 47.2 
複合物 17.8 42 10.5 7.4 121.7 16 58.3 
金属類 12.9 8.7 8 7.9 19.1 10.5 23 
陶器類 1 2 0.3 1.1 3.4 0 0.5 
電池 0.5 3.4 3.2 0 5.1 5 1.5 
蛍光灯・電球 0.5 3.4 3 0.2 3.6 1.1 0.8 
廃油（食用油） 30 30 29.5 53 34 9.9 33 
スカム・汚泥等 465 370 330 225 131 202.5 240 
その他 60 20.7 0 0 0 0 22 
合 計  1905 2047.3 1345.4 1239.9 1509.7 1405.7 1408.6 
 
 区  分 9月 10月 11月 12月 1月 合計 
可燃物 189.3 238.9 159.2 308.2 394.7 2519.5 
生ゴミ 418.1 588.3 790.8 778.2 711.4 7573.1 
不燃物 9.4 76.5 10.7 78.4 14.4 288 
プラ 73.2 70.6 75 137.9 110.7 1205.6 
ペットボトル 3.4 6 6.1 14.1 16.2 82.9 
アルミ缶 30.4 45.7 40.6 45.3 46.4 498.1 
スチール缶 10.2 11.6 18.3 27.2 20 208 
大型缶（一斗缶） 3.5 0 15.3 22 2.1 94.7 
ダンボール 69.2 86.4 214.8 248.5 119.5 1535.7 
ビン・ガラス 63.2 80.3 52.2 97.2 45.1 861.7 
複合物 107.1 275.1 22.7 101.9 53.4 833.9 
金属類 97.3 35.9 2.8 37.2 50.1 313.4 
陶器類 0.1 0 0 1.1 0.1 9.6 
電池 1.2 3.7 0 1.9 1 26.5 
蛍光灯・電球 0 0 1.3 2 0 15.9 
廃油（食用油） 36 61 18 21 36 391.4 
スカム・汚泥等 400 369 465 375 645 4217.5 
その他 4.2 3.2 1.3 0.8 0.8 113 
合 計  1515.8 1952.2 1894.1 2297.9 2266.9 20788.5 
注記：その他の項目には、ゴム革、薬液、バッテリー、吸着マット、医療廃棄物を含む。 
 




ト、スチールコンテナに梱包した廃棄物をは 39 個持ち帰り、氷上輸送では片道 30km1 日 1 往復という
厳しい条件の中リターナブルパレット 21 基、タイコン、エコバッグ、木箱等の廃棄物を収納した 12ft






・リターナブルパレットは、例年は 1 基 2t までと引き継ぎがあったが 52 次夏作業中、しらせ側より 1















・表Ⅲ.4.5.8-4～9 に持ち帰り廃棄物のリスト、表Ⅲ.4.5.8-10 に昭和基地残置 12ft コンテナの廃棄物
を示す。 
 
表Ⅲ.4.5.8-4 持帰り氷上輸送 廃棄物リターナブルパレットリスト 
荷     姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
リターナブル パレット 金属 15 19260 
〃 複合 6 6400 
合     計 ― 21 25660 
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表Ⅲ.4.5.8-5 持帰り空輸 廃棄物ドラム缶リスト 
荷    姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
ドラム缶 灰 14 1582 
〃 金属 31 4625 
〃 複合 31 3145 
〃 アルミ缶 1 60 
〃 スチール缶 1 80 
〃 電線 4 630 
〃 ガラス 9 1740 
〃 廃液 1 200 
〃 廃油 40 8165 
〃 缶詰 4 620 
〃 食用廃油 1 180 
〃 ペール缶（プラ） 1 50 
〃 スプレー缶 2 145 
〃 ゴム・革 2 140 
〃 油吸着シート 2 140 
〃 電池 1 200 
〃 陶器 1 150 
〃 バッテリー 1 290 
〃 不燃 1 160 
〃 廃オイル 4 790 
〃 薬品 1 110 
合      計  193 23202 
 
表Ⅲ.4.5.8-6に持帰り空輸 廃棄物スチールコンテナリスト 
スチールコンテナ 木材 4 1120 
〃 空一斗缶 9 1700 
〃 複合 12 4220 
〃 石膏ボード 2 750 
〃 金属 3 930 
〃 可燃 3 620 
〃 医療（点滴） 2 770 








合     計 ― 39 11910 
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表Ⅲ.4.5.8-7 持帰り 12ft コンテナ輸送 廃棄物リスト 
荷    姿 廃棄物・空容器種類 梱数 重量（kg） 
12ftコンテナ 52D-18 木材 1 4700 
12ftコンテナ 52D-33 木材 1 4550 
12ftコンテナ 52D-03 ダンボール 1 3800 
12ftコンテナ 52D-19 廃棄パレット 1 3350 
12ftコンテナ 52D-05 複合（断熱パネル） 1 3050 
12ftコンテナ 52D-15 タイコン 1 2985 
12ftコンテナ 52D-20 タイコン 1 2854 
12ftコンテナ 52D-42 タイコン 1 2835 
12ftコンテナ 52D-17 タイコン 1 2806 





12ftコンテナ 52D-45 タイコン 1 2498 
12ftコンテナ 52D-36 タイコン・エコバッグ 1 2482 
12ftコンテナ 48-R01 ダンボール 1 4150 
合     計  14 45560 
  
表Ⅲ.4.5.8-8 持帰り 12ft コンテナ輸送 空容器リスト 
12ftコンテナ 52D-13 空スチールコンテナ 1 4504 
12ftコンテナ 52D-43 空スチールコンテナ 1 4504 
12ftコンテナ 52D-40 空スチールコンテナ 1 4504 
12ftコンテナ 52D-24 空スチールコンテナ 1 4504 
12ftコンテナ 52D-25 ドラム缶パレット 1 4500 
12ftコンテナ 52D-32 セメントスチコン 1 4350 
12ftコンテナ 52D-35 ドラム缶パレット 1 4200 
12ftコンテナ 52R-03 ドラム缶パレット 1 3950 
12ftコンテナ 52D-07 ドラム缶パレット 1 3350 
12ftコンテナ 52D-28 ドラム缶パレット 1 3000 
合     計  10 41366 
         
表Ⅲ.4.5.8-9 持帰り廃棄建設重機 
裸 パワーショベル PC70 1 7000 
合     計   7000 
 
表Ⅲ.4.5.8-10 昭和基地残置廃棄物 12ftコンテナ 
12ftコンテナ 52D-09 廃棄パレット 1 3650 
12ftコンテナ 52D-10 複合（断熱パネル） 1 3000 
12ftコンテナ 52D-16 木材 1 3900 
12ftコンテナ 52D-22 木材 1 4100 
12ftコンテナ 52D-37 型枠 1 3600 
12ftコンテナ 52D-46 木材 1 4300 
12ftコンテナ 52D-38 廃棄パレット 1 3600 
合     計  7 26150 
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4.6 多目的アンテナ【SBD】 高平 忍 




4.6.1.1 L/Sバンドアンテナ及び Xバンドアンテナ、レドーム、受信設備保守 










b） 衛星受信棟～レドーム間のエフレックス管、及びケーブル導入口点検 （月次・ブリザード毎実施） 















































3） 52次隊での変更点  
a） Xバンドアンテナシステムの MODEM 交換（2011年 2月実施） 
51次隊で確認された不定期に発生する不具合対策として、Xバンドアンテナシステムの MODEMを 52 次
隊で持ち込んだ MODEMと交換した。交換後、正常動作を確認し、問題無く稼働した。 
b） おんどとりの設置（2011年 2月、3月実施） 
アンテナレドーム内の温度確認をリアルタイムに実施するため、52次隊でネットワーク型温度計の「お























c） IPアドレスの変更（2011年 5月実施） 
衛星受信棟で使用している LANセグメントの変更に伴い、端末の IPアドレスを変更した。 
d） L/Sバンドアンテナレドーム内ヒーターの追加（2011年 9月実施） 
「4.6.1.1項 2 ）a） L/Sバンドアンテナシステム用制御ケーブルの断線」で示す不具合対応時、低温
対策として、ヒーターを 1 台追加設置した。 













（内訳）全面補修…52枚（内新規補修は 2 枚） 








口径 11m の Az-El マウント方式カセグレンアンテナである。本システムを用いた運用には、オーロラ観
測衛星“れいめい（INDEX）”受信と VLBI観測がある。れいめい衛星データの受信結果については「3.2.1.2
項 れいめい (AP3-52_02)」を、VLBI 観測については「3.3.3.1 項 VLBI 観測/水素メーザーの維持 




a） 随時点検・衛星受信棟とレドーム間のケーブル、及びケーブル導入口点検 （ブリザード毎実施） 
ア） 衛星受信棟、空調小屋のダクト雪詰まり点検 （ブリザード毎実施） 





ア） 11mアンテナ半年点検 （2011年 8月実施） 
各部清掃、各部給脂、ブラシ点検、クラッチ隙間点検調整、モーター特性確認 
イ） 11mアンテナ 1年点検 （2012年 1月実施） 
半年点検作業に加え、アンテナ位相調整 
ウ） 11mアンテナ 1ヶ月点検 （毎月実施） 
各部グリス漏れ確認、オイル量確認、角度検出器シリカゲル交換等 
エ） S/Xバンド受信設備 （2011年 8月・10月、2012年 1月実施） 
レベルダイヤ、スペクトラム波形取得等 
オ） 運用管理 WS（OMS）データバックアップ （毎月実施） 





a） QL-PC起動不具合（2011年 2月発生） 
れいめい受信システムの QL-PC端末が、マザーボード不具合により、起動しなくなった。代替 PCに簡
易版の QLソフトをインストールし、代理運用した。 
b） ACSの HDD不具合（2011年 4月発生） 
ACSが HDD不具合で起動しなくなった。HDDを交換し、再インストールし復旧。同時に予備 ACSを整備
した。 
c） UPS不具合（2011年 5 月発生） 
れいめい受信システムの端末用に使用している UPS に、バッテリ交換を示す LED が点灯した。交換用
のバッテリが無かったため、代替 UPS に交換し、復旧した。交換用のバッテリは、販売終了になってお
り 53次隊では購入出来なかった。 
d） FANパネル Alarm LED 点灯（2011年 7月発生） 
Xバンド主受信架用 FAN PANELに不具合が発生し、Alarm LEDが点灯していた。パネル内部の FANを交
換し復旧。 
e） INTERFACE PANEL（2011年 11月発生） 
Xバンド受信用に使用していた INTERFACE PANELを、遠隔で監視・制御が行えなくなった。今後使用予
定がないため、電源を Off にすることになった。 
 
3） 52次隊での変更点 




















b） IPアドレス変更（2011年 5月実施） 
衛星受信棟で使用している LANセグメントの変更に伴い、端末の IPアドレスを変更した。未変更の端
末は、れいめい用 GW端末と LANインテル部門管轄の IPカメラ端末 1式。 
c） れいめい運用支援サーバーTLE設定変更（2011年 11 月実施） 
運用支援サーバーが、Space Trackから 2 line Element情報をダウンロード出来なくなっていた。ダ
ウンロードのスクリプトを変更し、復旧。 





















運用開始後、岩島無線 LAN 中継所（岩島カメラ含む）については運用停止（撤去）の予定である 
しらせ接岸が今後も継続する場合、岩島中継所の運用が継続される可能性もあるが、もし、岩島無線
LAN中継所が撤去される場合、設備を移設してラングホブデ長頭山に無線 LAN中継所（カメラを含む）の
- 402 - 
設置を提案したい。 













表Ⅲ.4.7.2-1 52次隊インテルサット衛星通信設備障害一覧（2011年 2月～2012 年 1月） 











3 4/24 HUB故障、VDU-2故障 通信室設置の HUBおよび VDU-2障害が発生し、
それぞれ予備品と交換して復旧した。 
無 




5 8/23 DAU-R故障 DAU-Rに切替後、MODEM-Bのアラーム誤表示が多
発。ファームウエア更新にて復旧した。 
無 
6 8/23 U/C-B故障 U/C-Bに切替後、Ping応答遅延が発生。タッピ
ングを実施して復旧した。 
無 
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表Ⅲ.4.7.2-2 52次隊インテルサット衛星通信設備保全作業一覧（2011年 2月～2012年 1月） 

























6 4/29 WXC切戻し WXC機能をチューニングするため、切戻し作業
を実施した。 
無 
7 7/11 予備 HPA-Cエージン
グ作業 
6ヶ月定期エージング作業を実施した。 無 



























運用 HPA の障害発生時に約 20 分のヒートラン（LV_ON）に要する時間だけであり、今後もコールドスタ
ンバイでの HPA運用が好ましい。現在、3台の HPA運用となっている。 
4） 太陽雑音 
衛星回線の春季太陽雑音によるインテルサット回線停止・接続品質低下が山口衛星センター側で 3 月




























1月 28日 北海道登別明日中等教育学校 
1月 29日 旭川市旭山動物園 
2月  3日 高知県立高知小津高等学校 
2月  5日 高知県立高知小津高等学校 






































































4.7.5 昭和基地 LANの保守運用【SISL-52_06】 
1） 概要 
5月に基地内の東地区と西地区の基幹スイッチ（GS（ギガスイッチ）1）故障により、管理棟を除く大
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規模なネットワーク障害が発生した。51次隊でも前年の 10月に GS1 障害が発生し、装置交換にて復旧し
たが、その 7 ヶ月後に 52次隊でも同様な設備障害が再発し、装置交換にて復旧した。また、GS10（情報
処理棟）障害も発生し、装置交換にて復旧した。 
これら GS 障害の影響は大きく、現在、各 GS を一元監視するネットワーク監視システムが導入されて
おり、迅速な GS障害の状況把握が可能になっている。 
2） 障害発生状況 
表Ⅲ.4.7.5-1に 52次隊昭和基地 LAN設備障害一覧を示す。 
 
表Ⅲ.4.7.5-1 52次隊昭和基地 LAN設備障害一覧（2011年 2月～2012年 1月） 
 発生日 障害件名 障害内容、対応状況 影響 










3 5/20 South1 DHCP障害 管理棟停電があり、Seg32_DCHPサーバである
South1が停止。復電後、再起動復旧した。 
有 




















表Ⅲ.4.7.5-2に 52次隊昭和基地 LAN設備保全作業一覧を示す。 
 
表Ⅲ.4.7.5-2 52次隊昭和基地 LAN設備保全作業一覧（2011年 2月～2012年 1月） 
 作業日 作業件名 作業内容 影響 
1 4/20 DHCP設定変更 DCHP設定を Seg33から Seg32に変更を実施した。 無 
2 4/27 VLAN設定作業 衛星受信棟を Seg45に VLAN（サブネット化）設
定を実施した。 
無 
3 5/6 VLAN設定作業 VDSL-LAN（夏宿、ゾル小屋、焼却炉棟）を Seg33
に変更を実施した。 
無 



































   51次隊にて UPS および FAN 定期交換を実施しており、52 次隊での保全作業は実施しなかった。 





















て紛失 PHS端末が通信接続している PHS 基地を特定し、全ての PHS 端末を発見した。PHS端末の圏外（屋
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外）での紛失事例（1台）があったが、越冬後半の積雪の減少に伴い、紛失した PHS端末が発見され、正







a)  PHS端末の仕様統一 
 旧型の PHS 端末（Carrity-SX）が 200 台ほどあり、早急に PHS 端末を購入する必要はないと考える
が、いずれ PHS端末の更新が必要なる時期を迎える。51 次隊で PHS端末（Carrity-NS）を 30台ほど新規
導入したが、アドレス帳の管理に互換性が無く、機種ごとの個別管理となり、管理業務が増える結果と
なった。今後、PHS端末を更新する場合、端末仕様の統一を推奨する。 
b） 予備 MAT 端末の確保 




4.7.7 昭和基地無線 LANの保守運用【SISL-52_09】 
1） 概要 
第一、第二居住棟に各 2 台、倉庫棟（設営事務室）に 1 台、管理棟(食堂)に 1 台、第一、第二夏期隊
員第一、第二宿舎に各 2台の計 10台のアクセスポイントを運用した。概ね問題なく稼働したが、設営事
務室、食堂および第一、第二夏期隊員宿舎に設置している COREGA 製 CG-WLAPAGPOE は時々ハングアップ
し、電源の抜き差しを行うことで復旧させる必要があった。 
53次隊の到着に向け、岩島無線 LAN中継所を立ち上げ、無線 LAN回線の正常動作を確認した。 
53次行動におけるしらせは、昭和基地から約 21km離れており、氷山の影に位置していたため、見通し
が無い状況であった。それでもしらせ左舷に無線 LAN アンテナを設置して岩島無線 LAN 中継所との接続
を試みたが、無線 LAN接続に必要となる受信電界強度は得られなかった。 
その他、昭和基地内には、電離層棟～電離圏観測小屋間に 25GHz 無線 LAN が設置されており、正常稼
動を継続している。 
【提案】 
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2月 19日の A 級ブリザードで北側外部ドアの片側が破損したため、芯材と合板でドアを作成し交換工
事を行った。 
 

















d） 第 1冷凍庫・第 2冷凍庫 















































































5月 25日の A 級ブリザードで北側ドアが開いてしまったため、突っ張り棒で暫定的に開閉防止対応を
行い、ブリザード終了後にラッチ受けの調整を行った。 






5） 〔 6月〕 




















g） 第 1HF小屋 
配線部穴からの雪の吹き込みがあったため、外部は気密パッキン材の取り付け、内部は粘土で穴塞ぎ
処理を行った。 














n） 第 1回調達参考の準備・作成 
工具、部材、部品類の数量調査及びリスト作成を行い、南極観測センターに送付した。 
 
6） 〔 7月〕 

























7） 〔 8月〕 

































8） 〔 9月〕 














e） 第 2居住棟     
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イ） 管理棟 3階サロン 
ソファー及び机の配置変更に伴い、壁付折りたたみ簡易テーブルの取り付けを行った。 






















































j） 第 1居住棟 
屋根からの水漏れが発生したため、屋根と屋根のパネル接合部の防水工事（シーリング処理）を行っ
た。 


































































e） 第 1居住棟 
屋根からの水漏れが発生したため、屋根と屋根のパネル接合部の防水工事（シーリング処理）を行っ
た。 

















































の予備がないため南極観測センターに連絡したが、修理は不要で 53 次隊以降での持ち帰りとなった。 





































3月 14日 宮本 堤 小栗 山本 池田 有田 伊東 加藤 鯉田 岡山 工藤 青山 兼定  
     須藤 渡辺 樋口 
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2月 27日 高野 杉山 町屋 岩波 礒野 有田 関崎 谷口 近藤 工藤 青山 兼定 柏木 
     高平 須藤 渡辺 市川 樋口 





a） 対象 レスキューリーダー訓練：レスキュー隊リーダー（6名） 
    レスキュー訓練：レスキュー隊メンバーと一般隊員。レスキューリーダーを指導者として配置。 
b） 訓練時間 1回 3時間 







d） 訓練方法 レスキューリーダー訓練はリーダースタッフ全員（6名）で実施。 




第 1回 3 月 26日 参加者：岡山 鯉田 柏木 谷口 久光 樋口 
第 2回 4 月 02日 参加者：岡山 鯉田 柏木 谷口 久光 樋口 
第 3回 5 月 02日 参加者：岡山 鯉田 柏木 谷口 久光 樋口 青山 
第 4回 5 月 11日 参加者：岡山 鯉田 柏木 谷口 久光 樋口 
 レスキュー訓練 
第 1回 1班 4月 4日 参加者：宮本 高野 山本 木名瀬 有田 関崎 青山 須藤 市川 樋口 
2班 4月 4日 参加者：堤 小栗 杉山 町屋 池田 伊東 加藤 岡山 長谷川 柏木 樋口 
3班 4月 7日 参加者：鯉田 久光 兼定 工藤 高平 渡辺 近藤 礒野 岩波 樋口 
第 2回 1班 4月 11日 参加者：宮本 杉山 谷口 加藤 鯉田 高平 樋口 
2班 4月 11 日 参加者：堤 高野 山本 池田 有田 工藤 近藤 青山 柏木 須藤 樋口 
3班 4月 18 日 参加者：岡山 久光 町屋 関崎 伊東 礒野 兼定 岩波 小栗 渡辺 木名瀬 
樋口 
第 3回 1班 5月 05日 参加者：柏木 鯉田 高野 市川 町屋 関崎 木名瀬 兼定 堤 工藤 樋口 
2班 5月 12 日 参加者：柏木 谷口 近藤 高平 池田 長谷川 礒野 伊東 加藤 渡辺 樋口 
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表Ⅲ.4.9.1-1 JARE52 レスキュー訓練・レスキューリーダー訓練カリキュラム 




基本的なロープワーク ダブルエイトノット  ○ ○ 
ダブルフィッシャーマンズノット  ○ ○ 
クローブヒッチ（巻き結び インクノット）  ○ ○ 
プルージック  ○ ○ 
マッシャー結び（オートブロック）  ○ ○ 
ザイルの巻き方 振り分け式  ○ ○ 
ループ式 ○ ○ 
ハーネスの装着 シットハーネス  ○ ○ 
チェストハーネス  ○ ○ 
レスキュー装備の使用法 レスキュー用装備の把握とその使用法 ○ ○ 
支点のとり方 流動分散 スノーバーの利用 ○ 解説のみ 
確保技術 エイト環利用 ○ ○ 
ムンターヒッチ（半マスト結び） ○ ○ 
懸垂下降 エイト環利用 ○ × 
グリグリ利用 ○ × 
自己脱出 ブルージック 解説のみ 解説のみ 
ユマール＋フッタコンプリート ○ ○ 




懸垂下降 エイト環利用 ○ ○ 
グリグリ利用 ○ ○ 
自己脱出 ユマール＋フッタコンプリート＋グリグリ ○ × 
引き上げシステム 1:3 × 解説のみ 
ロープフィックス フィックスロープの張り方 ○ 解説のみ 




ショートロープ ショートロープの方法 ○ × 
レスキューウィンチの 
使用法 
ペラルディ・レスキューウィンチの使用法 ○ × 
クレバスからの引き上げ 1:3引き上げシステム利用 ○ × 








表Ⅲ.4.9.1-2 第 3回レスキュー訓練（総合訓練）内容 
<想定内容＞  
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表Ⅲ.4.9.1-3 第 3回レスキュー訓練（総合訓練）の人員配置と役割 
    1班 2班 3班 訓練役割 必要装備 
レスキュー隊
 









鯉田 谷口 久光 リーダー補助 
隊員 高野 池田 山本 救助者補助 装備、安全確認 







町屋 加藤 小栗 ロープ準備   
木名健 渡辺 杉山 道具準備   
関崎 伊東 岩波 補助 引き上げ   
工藤 長谷川 須藤 補助 引き上げ   
兼定 礒野 青山 搬送 搬送準備、搬送指揮 担架、固定用具 
堤 近藤 宮本 要救助者 転落者 ハーネス 











b） 対象 全員 
c） 実施日と内容 
  3月 11日 13:15～15:30 応急処置 搬送法 （講師：兼定・青山・樋口） 
  3月 16日 19:00～20:00 野外行動 （講師：樋口） 
  3月 23日 19:00～20:30 個人装備 灯油コンロ使用法 （講師：樋口） 
  3月 30日 19:00～20:00 雪上車運用上の注意と危険性 （講師：岡山） 
  4月 06日 19:15～20:00 野外行動での通信（講師：近藤） 
  4月 13日 19:15～20:00 南極地域の気象（講師：久光） 
  4月 18日 19:15～20:15 救急法概論（講師：青山） 
  4月 29日 19:20～21:30 応急処置（講師：青山） 
  5月 04日 19:10～20:00 低体温症と凍傷（講師：青山） 
7月 08日 事故事例研究「天候急変によるロスト・ポジション」（JARE33） 
7月 15日 事故事例研究「旧娯楽棟での小火（ボヤ）」 (JARE41) 
7月 22日 事故事例研究「海氷上でのロストポジション」 (JARE31) 
7月 29日 事故事例研究「漏電による電源ケーブルの焼損」 (JARE37) 
8月 05日 事故事例研究「橇牽引ワイヤーによる右足骨折」（JARE42） 
8月 12日 事故事例研究「重機操作を誤って重機と物資に足を挟み骨折」 (JARE51) 
8月 19日 事故事例研究「ドラム缶積み込み作業中の骨折」 (JARE22) 
8月 26日 事故事例研究「とっつき岬で橇のワイヤーが暴走」 (JARE36) 
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表Ⅲ.4.9.1-4 南極安全講習カリキュラム 





応急処置の心構え 搬送法  











野外活動の装備 個人用非常装備、非常食の使用法 他 
講義 
樋口 厳冬期の衣類 貸与・支給装備の使用方法 
灯油コンロ使用法 講義終了後未経験者対象 実技 
4 車輛 雪上車の運用 雪上車運用上の注意と危険性 講義 岡山 
5 通信 野外行動での通信 野外行動での通信の重要性とルール 講義 近藤 






















固定法 （三角巾 テープ 包帯） 
9 
低体温症の予防と処置 低体温ラップ  講義 
実技 凍傷の予防と処置 
















倉庫棟 1階：日用品 文房具 梱包用具 厨房用品 個人装備予備 旅行用調理道具 野外用共同装備 
倉庫棟 2階：非常用レスキュー装備 非常用調理道具 車載用非常食 アイスドリルセット 



















 野外に出掛ける際に、雪上車に 1セットずつ積んで非常時に対応できるようにした。 
b） 内陸旅行用レスキュー装備（プラスチックケース入り、4人用×1セット） 
 内陸旅行に出かける際に携行して非常時に対応できるようにした。 
c） レスキュー隊用レスキューセット（ザック入り 1人用×4セット） 
 レスキューが発動された時に、レスキュー隊員が担いで持ち出せるように準備した。 
d） 車載用非常食（4人×１週間×4セット) 




  02月 01日  ルート偵察、空撮 
  02月 02日-9日 陸上生物支援 
  02月 15日 気象 北の浦雪尺観測支援 
  03月19日 とっつき岬ルート工作 
  03月23日 とっつき岬ルート工作 
  03月24日 とっつき岬ルート工作（ルート完成） 
  03月25日 向岩ルート、西オングルテレメルートのルート工作（ルート完成） 
  03月29日 ラングホブデルート工作 
  04月01日 とっつき岬ルート海氷状況確認 S16ルート標識旗整備（N11まで） 
   04月06日 西オングル島（宙空） VLF＆テレメトリ小屋保守 
   04月16日 S16ルート整備（N16まで） 
   04月20日-27日  S16オペレーション（機械・気象・通信） 
05月03日 西の浦プランクトン採取場所調査 
  05月04日  とっつき岬地震計保守（地圏） 
  05月06日 ラングホブデルート工作（L35まで） 
  05月09日 岩島LAN立ち下げ（LAN) 
  05月10日 ラングホブデルート工作（L41まで） 
  05月11日 西の浦プランクトン採取 
  06月14日-15日 西オングルテレメ小屋充電(宙空） 





  08月16日-20日 スカルブスネスルート工作 
  08月30日-09月2日 S16オペレーション 
09月05日-06日 地圏ラングホブデ・スカルブスネス観測 





  10月04日-19日 みずほ旅行 
  10月21日 オングル海峡滑走路位置決め 
  10月22日 オングル海峡滑走路整備 
  10月26日 オングル海峡滑走路整備 
  10月24日-26日 S17滑走路整備 
  11月02日 弁天島ルート工作 
  11月03日 弁天島ルート工作 
  11月07日 ルンパルート工作 
  11月12日 ペンギンセンサス（オングルカルベン・弁天島・まめ島） 
  11月14日-17日 ペンギンセンサス（ラングホブデ・スカルブスネス） 
  11月19日 とっつき岬地震計保守 
  11月21日-24日 地圏ラング・スカル観測＆研修 
  11月23日 西オングル風発保守 
  11月26日 アイスオペレーション 
  11月30日 ペンギンセンサス（オングルカルベン・弁天島・まめ島） 
12月02日-03日 ペンギンセンサス（ラングホブデ・ルンパ） 
  12月06日 岩島LAN立ち上げ 
  12月07日 アイスオペレーション 
  12月08日 アイスオペレーション 
  12月13日 氷上輸送ルート偵察 
 12月28日-01月12日 【53次支援】ラングホブデ氷河掘削 
  01月16日 岩島LAN中継所保守 
  01月18日 氷上輸送ルート氷状偵察（ヘリオペ) 
 01月19日 S16引き継ぎ（FA・気象・機械） 
01月21日 氷上輸送ルート氷状偵察（ヘリオペ） 
  01月21日 氷上輸送ルート偵察 






















氷状を偵察し、12月 13日に偵察した 4ルートのうち第 2ルートが利用可能性の高いことを確認した。 
さらに、接岸断念の決定を受け、1月 21 日の日中に再度観測隊ヘリで上空から偵察を行なった後、同
日夜間に海氷上からルートを偵察した。 
その結果、前述した第 2ルートを使用することを決定し、1月 24日にスノーモービル 2台、人員 3名
でルート工作を行ない、とっつき岬ルートの T06 から北の浦北方の氷山帯の北側を抜け、オングルカル
ベン北側から北東進してしらせに至る氷上輸送ルート（約 30km)が完成した (図Ⅲ.4.9.3-2)。 





















共通：弁天島東北東から氷山帯を迂回し、弁天島ルート BT12に至る。  
①第一候補：BT12から弁天島ルートをたどり、W10から北東進し、初島の北方から氷山帯を迂回し
てとっつき岬ルート T08に至る。（約 23km）  
②第二候補：BT12から BT07 まで弁天島ルートをたどり、その後北東進して、メホルメンの南東で
東進し、①と合流する。（約 24km）  
③第三候補：メホルメンの南東まで②と同じルートをたどり、その後さらに北東進を続け、しるべ
島の北西で島南東に進路を変えて、とっつき岬ルート T12に至る。（約 27km）  
④第四候補：しるべ島の北東までは③と同じルートをたどり、その後北島の東方から  
     氷山帯を迂回して、とっつき岬ルーＴ18に至る。（約 34km）  
共通：各ルートとも、とっつき岬ルート合流後は同ルートにて昭和基地まで。  
 ※（）内の距離は昭和基地までの総距離 
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4.10 輸送【STR】 市川 正和 
4.10.1 輸送（物資持ち帰り対応）【STR-52_05】 
【概要】 















1月 24日、しらせが停泊したのを受け、氷上輸送ルート工作が実施され、旗数 54 本、片道 30キロの
ルートが完成した。同日夜から氷上輸送を開始し、翌 25日からは空輸も始まった。25日夜からは荒天に




53次隊持ち込み予定総物資量の 64％にあたる約 820ｔの物資輸送を 2 月 10日に完了し、最終便では 2
年ぶりに花ドラムが届いた。 
1） 輸送体制 










空輸便の荷受けは 52次、53 次両隊の窓口担当が到着物資の確認を行い、配送については 53次隊から
3～5名のドライバーが参加し、希望先までの配送を行った。しらせまでの距離が近かった昨年は荷受け




氷上輸送の荷受け、配送は 52次隊総員で行った。最大 8 台の雪上車運転は 52次、53 次両隊から雪上
車運転経験の多い隊員及び車両担当隊員を出し合った。重機の配置等を理由に同日に届く物資は荷受け
- 430 - 
箇所に合わせて荷出しする予定だったが、非常事態により、出てくる物資に合わせて荷受け場を変更し




















部門別物資計 12ft混載（部門別内数） 輸送物資総計 
梱
数 重量 容積 
梱
数 重量 容積 
梱
数 重量 容積 
気象 K4 89  30,575  75.90        89  30,575  75.90  
宙空 K10 7  1,701  8.84  2  434  1.74  5  1,267  7.10  
気水 K11 3  171  0.27        3  171  0.27  
地圏 K12 5  567  3.03        5  567  3.03  
多目的 
アンテナ K15 6  64  0.23        6  64  0.23  
気水圏 
モニタリング K17 77  5,039  15.99  7  108  0.73  70  4,931  15.26  
PANSY K21 8  2,128  11.36        8  2,128  11.36  
機械 M 15  13,220  109.86  3  660  4.26  12  12,560  105.60  
通信 R 10  205  0.52  9  195  0.49  1  10  0.03  
医療 I 6  103  0.40  1  3  0.04  5  100  0.36  
環境保全 D 21  44,205  239.81        21  44,205  239.81  
環境保全 
（廃棄物） D 112  118,232  544.76        112  118,232  544.76  
LAN L 1  70  0.61  1  70  0.61  0  0  0.00  
装備 E 21  656  3.38        21  656  3.38  
公用 O 44  17,238  67.25  41  547  1.97  3  16,691  65.28  
公用計   425  234,174  1,082.21  64  2,017  9.84  361  232,157  1,072.37  
私物 
 
363 4,059 20.86 
   
363 4,059 20.86 
持ち帰り 
輸送物資総計  788 238,233 1103.07 64 2,017 9.84 724 236,216 1093.23 











































上輸送用は 2t 橇で輸送可能な範囲で最大量を給油できるものを検討願いたい。 
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5. 委託課題 
5.1 第 7回中高生南極北極科学コンテスト最優秀賞課題の昭和基地における実施 
  宮本 仁美 
第 7 回中高生南極北極科学コンテスト（平成 22 年度）において、優れた提案内容により第 52 次観測
隊が越冬期間中に実施するするのにふさわしいとされ「南極科学賞」を受賞した以下の二つの課題を、

















・5月 11日 第１回実験（西の浦） 
・9月 12日 第 2回実験（ラングホブデ、夜間） 
・10月 8日 第 3回実験（西の浦、向岩） 




西の浦 氷厚 水深 水温 気温 
5月 11日 205cm 29.3m -1.2℃ -17.5℃ 
10月 8日 180cm 18.0m -3.0℃ -16.2℃ 
  
   
  
ラングホブデ 氷厚 水深 
 
  




   
  
向岩 氷厚 水深 水温 気温 
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6. その他 












№ 題名 記者 
1 冬期総合訓練 髙平 
2 夏期総合訓練 髙平 
3 隊員室始動 髙平 
4 自然エネルギー棟訓練 渡邊 
5 第 1回全打ち合わせ会議 青山 
6 PANSY訓練 堤 
7 第 2回全員打合せ会議・消防訓練・極地研壮行会 兼定 
8 第 3回全員打合せ会議・家族説明会 岡山 
9 晴海港出航 鯉田 
10 晴海ふ頭～フリーマントル 市川 
11 フリーマントルで合流 加藤 
12 暴風圏・南緯 55度通過・氷山発視認 髙野 
13 海洋観測 小達 
14 氷海突入 小濱 
15 第一便 髙平 
16 接岸 髙平 
17 物資輸送 市川 
18 夏作業 市川 
19 越冬交代式 市川 
20 節分 市川 
21 昭和最終便 市川 
22 越冬成立式 市川 
23 ひな祭り 市川 
24 震災発生 市川 
25 定期健康診断 市川 
26 海氷安全講習 市川 
27 第 1回スポーツ大会（雪合戦） 市川 
28 温水配管を救出せよ 市川 
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29 南極安全講習 市川 
30 レスキューリーダー訓練① 市川 
31 休日の過ごし方 市川 
32 ルート工作 市川 
33 全体会議 市川 
34 全体清掃 市川 
35 レスキューリーダー訓練② 市川 
36 除雪は全員作業 市川 
37 お花見 市川 
38 ブリザード 市川 
39 S16オペレーション 市川 
40 レスキューリーダー訓練③ 市川 
41 第 3回スポーツ大会「流鏑馬」 市川 
42 ミニゲーム大会 開催 髙平 
43 南極教室のはじまり 加藤 
44 「南極大学」ただいま開講中。 青山 
45 極夜入り 髙野 
46 気象記念日とかまくら 髙野 
47 電源切り替え 岡山 
48 西オングルバッテリー充電旅行 鯉田 
49 ミッドウインターフェスティバル 兼定 
50 夏隊・同行者との TV対談 髙平 
51 消火器訓練 加藤 
52 帰ってきた太陽 市川 
53 有事に備えて 青山 
54 昭和基地での野菜栽培 髙野 
55 燃料移送 岡山 
56 南極見る太陽と月 髙野 
57 野外で見た光景 髙野 
58 環境保全という仕事 市川 
59 自家製手打ちうどん by麺恋倶楽部 髙野 
60 野外で見た光景（第 2弾） 髙平 
61 春の野外 青山 
62 昭和基地でのオゾン観測 髙野 
63 滑走路準備 加藤 
64 DROMLAN便オングル滑走路着陸 髙野 
65 白夜 髙野 
66 部分日食 髙野 
67 ペンギンセンサス 青山 
68 海氷 GPSブイ 髙野 
69 53次迎え入れ準備 市川 
70 第 1便到着 市川 
71 昭和基地での年越し 髙野 
72 計画停電 加藤 
73 帰り支度 市川 
74 さよなら南極昭和基地 市川 






取材元・取材方法 取材日 対応者 
稚内市青少年科学館電話交信 2月 19日 宮本隊長、市川、有田、青山、木名瀨隊員 
FM「NACK5」電話出演 7月 7日 宮本隊長 
FM「わっぴー」電話取材 7月 13日 市川隊員 
TBS「教科書に載せたい」電話取材 10月 13日 宮本隊長 
あまみエフエム電話出演 11月 19日 近藤隊員 
読売 KODOMO新聞電話取材 12月 1日 宮本隊長 
釜石小学校南極教室電話対応 12月 7日 近藤隊員 
ジャパン FMネットワーク電話取材 12月 28日 宮本隊長 
ラジオ大阪電話出演 12月 30日 近藤隊員 
ニッポン放送電話出演 1月 1日 宮本隊長 
山形放送電話取材 1月 1日 53次石沢隊長 
FM「わっぴー」電話取材 1月 6日 市川隊員 








原稿依頼元 送付月、期間 原稿依頼先（執筆者） 
稚内市（広報誌、 
ホームページ） 2010年 12月から 2012年 3月 市川隊員 
CQ出版 3月から 11月 近藤、須藤隊員 





ニュース 4月、12月 有田隊員 
気象友の会 5月～1月 久光隊員 
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表Ⅲ.6.1.1-4 TV会議システムを用いた情報発信一覧 
月 日 曜 項目 接続先 開始 終了 担当者他 特記事項 
2 
2 水 南極授業接続試験 高知小津高等学校 0900LT 1000LT 森岡先生   
3 木 南極授業本番 高知小津高等学校 0805LT 0955LT 森岡先生   
4 金 
南極授業接続試験 高知小津高等学校 0900LT 1000LT 森岡先生   




5 土 南極授業本番 高知小津高等学校 0800LT 0910LT 森岡先生   




19 木 南極教室接続試験 杉並区立馬橋小学校 0900LT 1005LT 宮本隊長   
20 金 南極教室本番 杉並区立馬橋小学校 0830LT 0915LT 宮本隊長   
25 水 南極教室接続試験 板橋区立志村第六小
学校 
0900LT 1015LT 加藤隊員   
26 木 南極教室本番 板橋区立志村第六小
学校 
0900LT 1005LT 加藤隊員 
ブリのため外中継
NG 
27 金 南極教室接続試験 早稲田大学本庄高等
学院 
1000LT 1105LT 須藤隊員   
30 月 南極教室本番 早稲田大学本庄高等
学院 




6 月 南極教室接続試験 南砺市立城端小学校 0900LT 1005LT 山本隊員   
7 火 南極教室本番 南砺市立城端小学校 0900LT 1015LT 山本隊員   
9 木 南極教室接続試験 津市立藤水小学校 0900LT 1020LT 谷口隊員   
10 金 南極教室本番 津市立藤水小学校 0900LT 1010LT 谷口隊員   
27 月 南極教室接続試験 苫小牧工業高等専門
学校 
0900LT 1000LT 岩波隊員   
28 火 南極教室本番 苫小牧工業高等専門
学校 
0900LT 1015LT 岩波隊員   
7 
1 金 南極教室接続試験 長野県池田町 0900LT 1000LT 樋口隊員   
2 土 南極教室本番 長野県池田町 0900LT 1000LT 樋口隊員   
4 月 南極教室接続試験 山口大学教育学部付
属山口中学校 
0900LT 1000LT 兼定隊員   
5 火 南極教室本番 山口大学教育学部付
属山口中学校 
0900LT 1000LT 兼定隊員   
7 木 南極教室接続試験 札幌市立宮の森中学
校 
0900LT 0950LT 樋口隊員   
8 金 南極教室本番 札幌市立宮の森中学
校 
0845LT 0950LT 樋口隊員   
19 火 南極教室接続試験 札幌市立藻岩北小学
校 
0900LT 1000LT 柏木隊員   
20 水 南極教室本番 札幌市立藻岩北小学
校 
0820LT 0920LT 柏木隊員   
20 水 南極教室接続試験 稚内市立南中学校 0945LT 1040LT 市川隊員   
21 木 南極教室本番 稚内市立南中学校 0830LT 0930LT 市川隊員   
22 金 極地研一般公開接続
試験 



















0800LT 0835LT 有志総員   




0800LT 0835LT 有志総員   
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月 日 曜 項目 接続先 開始 終了 担当者他 特記事項 
5 金 稚内市イベント接続
試験 
北海道稚内市 0900LT 0940LT 市川隊員   

























0800LT 0835LT 有志総員   
29 月 南極教室接続試験 滋賀大学教育学部附
属小学校 
0900LT 1000LT 近藤隊員   
30 火 南極教室本番 滋賀大学教育学部附
属小学校 






石狩市子ども未来館 0900LT 1020LT 樋口隊員   





1330LT 1500LT 樋口隊員 
回線断等トラブル
有 
10 土 陸別町イベント りくべつ宇宙地球科
学館 
1330LT 1440LT 樋口隊員   
13 火 南極教室接続試験 常陸大宮市立美和小
学校 
0900LT 1000LT 岡山隊員   
14 水 南極教室本番 常陸大宮市立美和小
学校 
0900LT 1000LT 岡山隊員   
15 木 南極教室接続試験 川崎市立宿河原小学
校 
0900LT 1000LT 渡邊隊員   
16 金 南極教室本番 川崎市立宿河原小学
校 
0900LT 1000LT 渡邊隊員   
20 火 南極教室接続試験 旭川市東明中学校 0900LT 1000LT 久光隊員   
21 水 南極教室本番 旭川市東明中学校 0900LT 1000LT 久光隊員   
30 金 南極教室接続試験 高知市立追手前小学
校 
0900LT 1000LT 池田隊員   
10 
3 月 南極教室本番 高知市立追手前小学
校 
0900LT 1020LT 池田隊員   
17 月 南極教室接続試験 袋井市立山名小学校 0900LT 1000LT 杉山隊員   
18 火 南極教室本番 袋井市立山名小学校 0830LT 1030LT 杉山隊員   






0800LT 0845LT 久光隊員   
6 日 科学の祭典イベント ひたちなか市総合体
育館 
0800LT 0950LT 久光隊員   
10 木 南極教室接続試験 気仙沼市立面瀬小学
校 
0900LT 0950LT 長谷川隊員   
11 金 南極教室本番 気仙沼市立面瀬小学
校 
0900LT 1015LT 長谷川隊員   
11 金 ジュニアフォーラム
接続試験 




13 日 ジュニアフォーラム 極地研究所大会議室 0800LT 0900LT 宮本隊長、 
堤副隊長 
  
17 木 南極教室接続試験 習志野市立谷津小学
校 
0900LT 0950LT 髙平隊員   
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月 日 曜 項目 接続先 開始 終了 担当者他 特記事項 
18 金 南極教室本番 習志野市立谷津小学
校 
0900LT 1020LT 髙平隊員   
21 月 南極教室接続試験 姫路市立船津小学校 0900LT 0950LT 鯉田隊員   
22 火 南極教室本番 姫路市立船津小学校 0900LT 1020LT 鯉田隊員   
1 












































28 土 白瀬 100 周年記念事
業本番 
秋田市 1030LT 1120LT 宮本隊長   
 
6.2 基地管理・安全点検【SM-52】 




先行して 3月 24日にとっつき岬ルートを完成させ、極夜前の 4月 20日～27日に雪上車・橇の掘り出し、
気象ロボットメンテナンス、通信設備保守、ドーム隊の廃棄物処理等のためのオペレーションを実施し
たのをはじめ、8月には 4月にとっつき岬まで降ろしていた大型雪上車を昭和基地まで回航して整備、9
月には内陸デポ・DROMLAN 用燃料の荷揚げを、10 月にはみずほ旅行及びその支援、S17 滑走路整備、11
月には S17 滑走路の視察点検・観測拠点小屋の整備・気象ロボットメンテナンスと、越冬期間中を通じ
て維持管理に努めた。このため、10 月のみずほ旅行や 11 月、2012 年 2 月の DROMLAN 機の離着陸を無事
に行うことが出来た。 







信室にかかってくる電話は全て PHSに転送設定し、その PHSは通信室を離れる場合は必ず携帯した。 
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表Ⅲ.6.2.3-1越冬日誌 













1 火 -1.1  -4.3  2.9  曇一時晴 午前休日日課/越冬交代式（10:00）/居住棟へ引越し/越冬隊
全体会議/バー「ご自由に」オープン 
2 水 -1.8  -3.9  1.8  雪 南極授業接続試験（高知小津高等学校） 
3 木 -1.4  -6.8  2.2  雪 南極授業本番（高知小津高等学校 同行者森岡氏 1 回目） 
4 金 -0.3  -7.1  5.4  晴 南極授業接続試験及びリハーサル（高知小津高等学校・立川
市柴崎学習館） 
5 土 -0.6  -10.3  2.9  晴 南極授業本番（高知小津高等学校 同行者森岡氏 2 回目） 
6 日 -1.8  -11.3  3.9  晴後一時曇 南極授業最終回（立川市柴崎学習館 同行者酒井氏・森岡氏共
同） 
7 月 -3.3  -11.1  1.9  曇後晴 しらせふじケルン祭 
8 火 -3.5  -12.8  1.9  快晴 VLBI 観測開始（48 時間）/夏宿汚水凍結により水回り立ち下
げ 
9 水 -2.6  -12.7  1.9  快晴 VLBI観測 2日目/生物圏担当隊員 2 名来島。島内散策 
10 木 -3.5  -13.2  2.6  晴後一時曇 VLBI観測終了 
11 金 -1.0  -11.2  2.2  晴一時曇 計画停電 
12 土 -5.6  -14.4  2.2  快晴 山内観測隊長再来島/観測隊ヘリに不具合発生。しらせで修理 
13 日 -3.3  -10.9  2.1  晴後曇 観測隊ヘリ不具合再発。しらせで修理後、予定通りのフライ
ト 
14 月 -2.6  -5.0  3.0  雪後曇 観測隊ヘリ最終フライト/女性隊員よりバレンタインデーチ
ョコプレゼント 
15 火 2.0  -4.8  13.1  曇 休日日課/ドーム隊昭和入り/外出注意喚起発令（1530） 
16 水 2.6  -0.4  24.6  曇後ふぶき 外出注意喚起解除（1000）/外出注意喚起発令（1730）/外出
注意発令（1828） 
17 木 0.7  -0.5   XX  ふぶき一時
曇 
外出注意令解除（0600）/火災報知機誤報（地学棟で 2 回 1542・
1621）/夏隊お疲れ様会（1900）/露天風呂「昭和温泉」開店 
18 金 -0.2  -5.8  5.6  曇時々雪 昭和最終便 
19 土 -0.1  -5.8  21.4  ふぶき 休日日課/初ブリザード（A 級） 
20 日 0.3  -0.8  15.3  ふぶき 休日日課/越冬成立式（荒天のため管理棟食堂で開催） 
21 月 -0.7  -7.2  5.3  薄曇後晴 生活部会 
22 火 -5.8  -11.7  2.9  薄曇 装備品他 52 次持ち込み物資（仮置き品）運搬（車庫→倉庫棟） 
23 水 -3.7  -9.3  5.8  曇後雪 第 1 回防災訓練（初期消火訓練及びポンプ取り扱い講習会） 
24 木 -1.6  -4.2  12.7  ふぶき 消防設備取り扱い講習会 
25 金 -2.5  -4.1   XX  曇 観測部会 
26 土 -3.2  -4.5  10.1  ふぶき時々
曇 
設営部会 
27 日 -1.2  -8.9   XX  曇時々晴 休日日課/車両立ち上げ講習会/島内散策/第 3 回オペレーシ
ョン会議 
28 月 -6.4  -11.0  3.7  曇一時雪 第 2 回全体会議 
  
1 火 -6.5  -10.0  2.6  晴一時曇 通称 DEV 倉庫オープン/オーロラ観測のため灯火管制開始 
2 水 -6.2  -12.0  3.9  晴 予備食を非常用物品庫より移動、非常食を各棟へ配布/12ft
コンテナの移動開始/クライミングウォールオープン 
3 木 -9.7  -16.8  1.6  快晴 電源切り替え 2→1/旗竿作成開始 
4 金 -9.7  -16.3  4.0  快晴 居住棟暖房用温水温度低下 
5 土 -9.5  -20.7  3.2  快晴 全体清掃/ひな祭りパーティー開催 
6 日 -7.3  -16.7  2.9  晴後薄曇 車両立ち上げ講習/島内散策 
7 月 -8.6  -15.6  3.6  薄曇後晴 53 次隊よりメッセージ受信/居住棟温度低下/食事調査開始 
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8 火 -9.2  -18.0  1.8  晴 支援連絡会議用資料送付 




10 木 -3.0  -5.5  12.4  曇一時ふぶ
き 
外出注意喚起解除（1000）/第 2回心理調査/映画会 
11 金 -4.2  -6.2  8.1  雪一時ふぶ
き 
電源切り替え 1→2/第 1 回南極安全講習/日本で地震発生、昭
和でも観測/外出注意喚起発令（1630） 
12 土 -2.6  -6.2  6.9  ふぶき後曇 外出注意喚起解除（0800）/お好み焼き大会開催 
13 日 -3.0  -7.5  9.3  曇一時雪後
晴 
外出注意喚起解除（0830）/解除（1330）/休日日課 
14 月 -3.2  -9.2  7.3  晴後曇 海氷安全講習/ホワイトデーイベント 




リ成立（C 級）（2230）/ 火災報知機発砲（発電棟 1625）作
業中の人的誤報 
16 水 -2.3  -7.8  13.9  曇一時ふぶ
き 
外出注意令・注意喚起解除（0700）/第 2 回南極安全講習 
17 木 -2.5  -7.7  11.4  曇 漏油事故（基地側タンクより約 100 リットル油流出）/映画会 
18 金 -2.5  -9.0  10.2  曇 第 4 回オペレーション会議（臨時）/海氷安全講習/地磁気絶
対観測 
19 土 -7.8  -16.9   2.5） 快晴 ルート工作開始（岩島ルート完成、とっつき岬ルートは 3 分
の 2 まで） 
20 日 -8.9  -16.7  3.6  曇 休日日課/雪合戦開催（スポーツ係）/居住棟温水配管凍結 
21 月 -9.3  -11.6  1.6  雪時々曇 居住棟温水配管復旧作業（手空き総員）2 居まで復旧 
22 火 -8.7  -13.5   XX  曇一時雪 居住棟温水配管復旧作業（手空き総員）完全復旧、以後ワッ
チ作業 
23 水 -10.4  -15.2   XX  快晴 
第 2 回防災訓練/ルート工作（とっつき岬ルート）作業中 T22
ポイントでスノーモービル故障。雪上車でレスキュー/第 3 回
南極安全講習 
24 木 -9.4  -16.1  1.9  快晴 ルート工作（とっつき岬ルート開通。T17 にタイドクラック
有）/映画会 
25 金 -13.0  -19.2  2.4  晴一時曇 ルート工作（向岩ルート、西オングルルート開通） 
26 土 -4.5  -16.5  8.0  曇一時雪 レスキューリーダー訓練/第 1回職場訪問（天候悪化により途
中まで）/外出注意喚起発令（1600） 
27 日 -3.3  -6.1  4.5  曇 外出注意喚起解除（0620）/休日日課/藍染会開催/餃子パーテ
ィー 
28 月 -4.3  -8.2  2.8  曇 観測部会/南極教室打合せ 
29 火 -5.8  -11.1  3.9  快晴 
ルート工作（ラングホブデルート SL18 ポイントまで）/漏油
事故（Ｂヘリ周辺でドラム缶を破損し約 1 本分の JET-A1 を流
出） 
30 水 -9.6  -19.3  1.7  快晴 第 5 回オペレーション会議/第 4回南極安全講習 
31 木 -10.1  -19.8  1.7  快晴 第 3 回全体会議/遠隔医療（TV 会議） 
4 
1 金 -9.2  -14.7  1.3  快晴 ルート工作（とっつき岬→S16ルート）/エイプリルフール企
画/支援連絡会議用資料送付 
2 土 -8.6  -12.9  2.2  曇 レスキューリーダー訓練/第 1回職場訪問（前回の後半） 
3 日 -2.8  -9.2  20.2  ふぶき 休日日課/フォトコンテスト写真掲示/外出注意喚起発令
（0715）/外出注意（1320）4号ブリ成立（C級） 
4 月 -1.9  -4.3  17.0  ふぶき レスキュー訓練/電源切り替え 2→1/外出注意令解除・注意喚
起（1300） 
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5 火 -3.3  -8.7  10.9  ふぶき後曇 外出注意喚起解除（1400） 
6 水 -5.9  -11.7  3.1  晴後薄曇 手空き総員屋根雪下ろし/宙空西オングルオペレーション/南
極安全講習 
7 木 -4.5  -9.2  7.4  曇一時雪 レスキュー訓練/燃料移送 
8 金 -6.5  -12.2  4.7  雪一時曇 防災訓練/雪上車訓練 
9 土 -9.1  -14.6  3.0  曇 休日日課/第 2回職場訪問/月例報告送付  
10 日 -13.6  -23.5  2.2  晴後薄曇 休日日課/お花見 
11 月 -10.7  -26.0  1.5  晴時々曇 電源切り替え 2→1/レスキュー訓練/火災報知機点検開始（～
16 日まで） 




13 水 -4.2  -6.0  23.7  ふぶき 外出禁止令解除・注意令（0800）/外出注意令解除・注意喚起
（1945）/南極安全講習 




15 金 -3.5  -7.3  6.2  雪一時曇 電源切り替え 2→1 




17 日 -7.8  -14.8  6.5  曇 休日日課/PANSYアンテナ掘り出し作業（手空き総員） 
18 月 -6.8  -13.8  3.3  雪 レスキュー訓練/ミニバックホー転倒事故発生/南極安全講習 
19 火 -13.4  -18.7  2.9  曇 S16 オペレーションメンバー変更ミーティング 
20 水 -11.7  -19.1  4.5  曇後晴 S16 オペレーション出発 
21 木 -13.3  -25.3  6.2  晴一時曇 子供の科学原稿送信/S16オペレーション順調に作業進行 
22 金 -18.8  -27.8  1.8  快晴 S16 オペレーション作業順調 
23 土 -4.6  -21.0  7.2  雪後ふぶき 外出注意喚起発令（1422）/外出注意令発令（2300）/S16 旅
行隊停滞 
24 日 -3.0  -5.0  25.1  ふぶき一時
曇 
休日日課/7号ブリ成立（A 級）/S16 旅行隊停滞 
25 月 -3.8  -8.2  8.3  曇時々雪 外出注意令解除/PS から WXCに変換（LAN）/S16オペレーショ
ン作業終了 
26 火 -7.9  -11.4  3.9  雪時々曇、
霧を伴う 
地磁気絶対観測/S16 旅行隊停滞 
27 水 -8.9  -18.1  2.4  曇時々雪、
霧を伴う 
S16 旅行隊帰還 
28 木 -14.1  -23.7  4.3  快晴 観測部会 
29 金 -11.4  -16.8  3.1  曇 第 6 回オペレーション会議 
30 土 -5.4  -11.6  15.5  曇後ふぶき 第 4 回全体会議/全体清掃 
5 




2 月 -5.2  -12.5  6.2  曇後晴 レスキューリーダー訓練/支援連絡会資料送付 
3 火 -9.2  -12.6  3.7  曇後雪 西の浦氷厚、水深調査/南極教室スタッフ会議 
4 水 -11.5  -15.5  2.2  雪後曇 とっつき岬オペレーション（地圏）/南極安全講習 
5 木 -8.0  -19.2  2.8  曇 レスキュー訓練/電源切り替え 2→1 
6 金 -6.0  -11.4  6.3  曇一時雪 装輪車車庫搬入/ルート工作（ラングホブデ方面 L35 まで）/
南極教室読み合わせ（宮本隊長） 
7 土 -10.9  -16.5  2.5  雪 休日日課/スポーツ大会（流鏑馬） 
8 日 -11.7  -15.7  4.1  快晴 休日日課/釣り、プランクトン採取用海氷穴あけ（ショウワギ
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ス 10、ウロコギス 1） 
9 月 -8.8  -16.1  3.3  快晴 岩島 LAN 立ち下げ/建物安全管理点検/月例報告送付  
10 火 -6.7  -12.2  10.0  晴 ルート工作（ラングホブデ方面 L41 まで）/燃料移送 
11 水 -9.9  -22.0  3.3  快晴 レスキューリーダー訓練/プランクトン採取オペレーション
（西の浦） 
12 木 -11.2  -22.3  2.7  晴時々薄曇 レスキュー訓練/南極教室リハーサル（宮本隊長） 




14 土 -13.5  -17.0  3.0  曇一時雪 休日日課/職場訪問/イベント（ゲーム大会、誕生会） 
15 日 -15.3  -18.8  5.0  曇一時晴 スポーツ係イベント「遠足（向岩）」/浄化装置異常警報発砲
（1609） 
16 月 -17.1  -27.4  1.0  晴一時曇 南極教室リハーサル（宮本隊長）/南極大学開校/フィルムフ
ェスティバル参加表明/子供の科学原稿送付 
17 火 -16.4  -22.7  4.1  曇一時雪 防災訓練/南極教室読み合わせ（須藤隊員） 
18 水 -21.6  -29.8  2.8  曇 手空き総員除雪/南極教室リハーサル（加藤隊員）（極地研と
接続） 
19 木 -13.6  -26.5  2.5  曇時々雪 地磁気絶対観測/橇移動開始（見晴らし→北の浦）/管理棟停
電（1625ブレーカー落ちるが原因不明）/南極教室接続試験 
20 金 -11.7  -23.4  6.5  雪一時晴 南極教室本番（宮本隊長）/ガス警報器誤報（0210） 
21 土 -21.8  -27.3  4.7  晴一時薄曇 休日日課/南極教室リハーサル（須藤隊員）/夕食時イベント
「アタック 25」 




23 月 -14.1  -26.8  2.2  雪後晴時々
曇 
南極大学 
24 火 -10.9  -26.5  3.0  曇後雪 南極教室読み合わせ（山本隊員） 




26 木 -6.4  -9.8  18.3  ふぶき 南極教室本番（加藤隊員）/第 7 回オペレーション会議/外出
注意令解除・注意喚起（1700）/外出注意喚起解除（2145） 
27 金 -9.7  -13.2  13.7  晴後ふぶき 外出注意喚起発令（1500）/南極教室接続試験/南極教室リハ
ーサル（山本隊員） 
28 土 -10.1  -14.0  6.0  雪 休日日課/外出注意喚起解除（0530） 
29 日 -11.7  -17.4  8.0  晴一時雪後
曇 
休日日課/麺恋倶楽部麺打ち/第 5回全体会議/全体清掃 




31 火 -5.2  -8.4  26.5  ふぶき 外出禁止令発令（0710）/外出禁止令解除・外出注意令（1540） 
6 




2 木 -3.4  -7.0  5.1  雪 南極教室リハーサル（山本隊員）/外出注意喚起解除（0630）
/非常時対応国内連携訓練 
3 金 -4.9  -10.0  7.3  曇後一時晴 設営シンポジウム（加藤隊員・須藤隊員発表）/手空き総員除
雪/気象記念日記念かまくらバー開催 
4 土 -9.5  -12.4  8.9  曇 休日日課 
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5 日 -12.1  -16.1  2.5  曇 休日日課/南極教室リハーサル（谷口隊員）/MWF greeting card
用写真撮影/MWF食事担当順争奪ミニゲーム大会 





7 火 -10.4  -16.8  2.6  曇 南極教室本番（山本隊員）/第 2回定期健康診断 
8 水 -15.7  -30.3  1.2  晴一時薄曇 電源切り替え 2→1/第 2回定期健康診断/52次隊越冬開始後初
のマイナス 30度記録 




10 金 -14.0  -21.9  2.8  晴後曇 南極教室本番（谷口隊員） 




12 日 -9.4  -13.6  7.7  曇一時晴 休日日課/外出注意令・注意喚起解除（0630） 
13 月 -11.7  -15.0  9.9  晴後曇 南極教室読み合わせ（岩波隊員）/安全管理点検（作業工作棟
指摘事項あり）/南極大学 
14 火 -5.5  -16.7  7.8  晴 西オングルバッテリー充電旅行（1 泊 2 日・宙空）/西オング
ル発電機メンテナンス（機械）/宙空定時交信 
15 水 -2.7  -5.7  10.0  雪後曇 西オングルバッテリー充電旅行（1 泊 2日・宙空）終了 
16 木 -3.9  -10.9  10.3  曇 電源切り替え 1→2/防災訓練/53 次夏訓応援メッセージ作成 
17 金 -9.6  -16.7  4.9  薄曇一時晴 南極教室読み合わせ（樋口隊員）/地磁気絶対観測/MWF 
greeting card送信 
18 土 -13.6  -18.6  1.7  曇一時晴 休日日課/南極教室読み合わせ（兼定隊員） 
19 日 -8.6  -19.4  2.0  晴後曇 休日日課/MWF 前夜祭（旧バーにて） 








22 水 -5.2  -9.3  4.5  雪時々曇 MWF（かるた取り、ジェスチャーゲーム、懐石料理、沖縄バー
＆バーテンコンテスト） 
23 木 -8.7  -29.0  2.0  雪時々曇 MWF（ウルトラクイズ、アルバム係組み写真、的屋バー）/1
居 1 階作成ブランチ（和食）＆1 居 2 階作成夕食（カレー） 
24 金 -10.3  -32.7  3.4  晴後曇 MWF（音楽祭、フィナーレ）/2 居 2 階作成ブランチ（洋食）
＆2 居 1階作成夕食（寿司）/外出注意喚起発令（2345） 
25 土 -2.3  -10.8  21.4  ふぶき 休日日課/外出注意令発令（0015）/14 号ブリ成立（B 級）/
外出禁止令発令（2330） 








28 火 -3.6  -9.6  8.1  雪 南極教室本番（岩波隊員）/ 南極教室読み合わせ（兼定隊員）
/全体会議/医療心理テスト/外出注意喚起解除（0800） 
29 水 -9.3  -14.9   2.7） 雪後時々曇 南極教室リハーサル（樋口隊員）/52 次夏隊による MWF を祝
う会開催（TV 会議） 
30 木 -10.7  -21.8  4.3  雪 一 時 晴
時々曇 
エコワット調査/防火・防災点検表提出 
7 1 金 -19.4  -35.2  2.4  快晴 南極教室接続試験 
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2 土 -16.1  -33.0  4.4  曇時々晴一
時雪 
休日日課/南極教室本番（池田町イベント）/全体清掃 
3 日 -16.3  -21.9  3.0  晴時々雪一
時曇 
休日日課 








6 水 -9.0  -18.6   6.4） 快晴 FM「NACK5」打合せ/電源切り替え 2→1/安全管理点検/食事と
健康調査/南極アカデミー 
7 木 -9.4  -12.7  9.8  曇 FM「NACK5」中継/南極教室接続試験・リハーサル（樋口隊員）
/食事と健康調査 
8 金 -11.3  -19.9  7.9  快晴 南極教室本番（樋口隊員）/食事と健康調査/事故事例集読み
合わせ 
9 土 -18.2  -27.0  1.8  晴後曇 休日日課/遠足（岩島）/食事と健康調査 
10 日 -19.6  -34.8  2.2  曇一時雪後
晴 
休日日課/食事と健康調査/蜃気楼太陽出現 
11 月 -22.5  -34.6  3.5  晴一時薄曇 燃料移送/南極大学 
12 火 -8.6  -27.6  4.2  晴一時薄曇 外出注意喚起発令（2345）/極夜最終日 
13 水 -7.8  -12.4  8.6  曇 FM「わっぴー」収録/外出注意喚起解除（0630）/外出注意喚
起発令（1110）/極夜明け/南極アカデミー 
14 木 -8.4  -15.3  6.8  曇一時晴 電源切り替え 1→2  
15 金 -12.3  -16.8  7.6  曇一時晴 53 次隊との顔合わせ（TV会議）/極夜明け太陽出現/事故事例
集読み合わせ 
16 土 -13.2  -18.4  6.9  曇後晴 休日日課/南極教室リハーサル（柏木隊員） 
17 日 -13.5  -20.2  2.5  曇時々晴 休日日課/ビアガーデンイベント 
18 月 -9.3  -16.1  8.1  曇一時ふぶ
き 
外出注意喚起発令（0925）/解除（1410）/南極大学 




20 水 -13.8  -21.2  5.1  曇一時晴 南極教室本番（柏木隊員）/南極教室接続試験/防災訓練/南極
アカデミー 
21 木 -20.3  -26.8  2.1  晴 南極教室本番（市川隊員）/防災訓練（消火器使用訓練） 










24 日 -9.7  -20.4  7.3  晴時々曇 休日日課/フィルムフェスティバル練習 
25 月 -15.0  -20.5  7.7  晴 観測部会/地磁気絶対観測/南極大学 
26 火 -15.3  -21.8  6.8  晴一時曇 オペレーション会議 
27 水 -17.5  -23.5  2.0  快晴 全体会議/南極アカデミー 
28 木 -14.6  -26.4  3.1  薄曇時々晴 とっつき岬オペレーション（地圏）/南極・北極科学館イベン
ト接続試験 




30 土 -10.1  -13.3  7.7  曇 休日日課/全体清掃/医療ワークショップ/フィルムフェステ
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31 日 -4.2  -13.7  4.7  曇時々晴 休日日課/SM651修理/エコワット調査/防火・防災点検表提出
/フィルムフェスティバル撮影・作品完成・送信 
8 
1 月 -10.4  -20.0  6.9  快晴 宙空西オングルオペレーション/外出注意喚起発令（2300）/
南極大学 
2 火 -16.5  -22.6  13.0  曇一時ふぶ
き 
外出注意令発令（0400）/ 18 号ブリ成立（C 級）/ 外出注意
令解除・注意喚起（1030）/注意喚起解除（1430） 
3 水 -19.0  -23.7  6.2  快晴 PC ウイルス感染/南極アカデミー/みずほ旅行隊打合せ 
4 木 -18.1  -21.3  7.2  曇時々雪 とっつき岬 SM100 回収オペレーション 




6 土 -16.9  -22.9  2.3  雪一時曇 休日日課/稚内イベント/遠足 









9 火 -11.3  -20.6  3.7  曇後時々晴 ラングホブデルート工作 
10 水 -10.9  -20.8  4.4  曇一時晴 外出注意喚起発令（1830）/外出注意喚起解除（2040）/南極
アカデミー/ラングホブデルート工作 2日目 







12 金 -10.6  -17.3  2.9  晴時々曇 南極北極科学館イベント/事故事例集読み合わせ/ラングホブ
デルート工作終了 
13 土 -16.1  -23.4  3.2  曇 休日日課 
14 日 -12.4  -19.6  2.8  曇 休日日課/みずほ旅行隊打合せ  
15 月 -13.8  -22.5  2.3  曇後晴 電源切り替え 1→2/防災訓練/南極大学 
16 火 -12.7  -26.8  5.7  曇一時雪 外出注意喚起発令（1935）/21 号ブリ成立（C 級）/スカルブ
スネスルート工作 





18 木 -14.4  -23.1  1.8  晴 女子中高生夏の学校本番/スカルブスネスルート工作 3日目 
19 金 -13.2  -18.9  4.7  曇一時雪 南極北極科学館イベント/事故事例集読み合わせ/スカルブス
ネスルート工作 4 日目 
20 土 -11.0  -14.4  6.3  雪 休日日課/スカルブスネスルート工作終了 
21 日 -12.4  -17.0  3.5  雪時々曇 休日日課/家族会/遠足 
22 月 -16.2  -29.9  2.9  曇時々雪一
時晴 
南極大学 
23 火 -13.8  -27.6  2.6  雪一時曇 調理引き継ぎＴＶ会議/安全管理点検 
24 水 -13.8  -24.0  4.1  曇後雪 地磁気絶対観測 
25 木 -14.5  -26.9  4.4  晴時々曇 観測部会/オペレーション会議 
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27 土 -6.8  -18.7  3.6  雪時々曇 休日日課/遠足 
28 日 -13.8  -21.4  6.9  快晴 スポーツ大会（ソフトボール）/SM100記念撮影会 




30 火 -21.9  -25.1  7.4  快晴 南極教室本番（近藤隊員）/S16オペレーション 
31 水 -19.8  -23.7  8.8  晴 遠隔医療 TV 会議/S16オペレーション 2日目 
9 
1 木 -8.5  -21.2  3.9  曇一時雪 夏日課初日 
2 金 -6.2  -10.6  13.6  曇 石狩市イベント接続試験/外出注意喚起発令（0915）/ 注意喚
起解除（1155）/外出注意喚起発令（1550）/注意喚起解除（1845） 
3 土 -10.0  -16.0  8.0  曇 地圏海氷上 GPS設置（北の浦） 
4 日 -10.2  -16.8  4.3  晴 休日日課/石狩市イベント 
5 月 -12.5  -17.4  9.3  快晴 地圏ラング・スカルオペレーション（～8 日） 
6 火 -13.1  -20.6  4.4  晴 電顕切り替え 2→1/西オングルオペレーション 
7 水 -18.3  -25.4  2.7  薄曇 とっつき岬オペレーション/南極アカデミー 
8 木 -23.3  -30.8  2.7  曇一時雪 プランクトン採取オペレーション/燃料移送 
9 金 -25.3  -32.4  2.1  晴 陸別町イベント接続試験/燃料移送（ポンプ不調のため開始直
後中止）/地圏海氷上 GPS 移設（北の浦→西の浦） 
10 土 -22.7  -34.4  1.5  快晴 休日日課/陸別町イベント/電源切り替え 1→2（1 号機動作不
安定のため）/9月イベント 
11 日 -19.8  -24.7  3.0  快晴 休日日課/漁協釣り 
12 月 -17.3  -23.9  6.2  晴後曇 ラング研修（～14 日） 
13 火 -17.2  -25.2  2.9  曇一時晴 南極教室接続試験/第 3回定期健康診断（～16 日） 
14 水 -20.2  -25.7  4.2  曇時々晴 
南極教室本番（岡山隊員）/とっつき岬オペレーション/電源
切り替え 2→1/第 3 回定期健康診断（～16日）/南極アカデミ
ー 
15 木 -22.8  -29.5  3.1  曇一時晴後
雪 
南極教室接続試験/第 3回定期健康診断（～16 日） 








18 日 -20.4  -26.1   2.6） 晴後雪 休日日課/第 3回食事と健康調査（～24 日）/スポーツ大会 
19 月 -24.3  -28.5  2.2  晴一時雪 S16 オペレーション/第 3回食事と健康調査（～24 日） 
20 火 -14.7  -26.7  4.7  曇一時雪 南極教室接続試験/安全管理点検/第 3 回食事と健康調査（～
24 日） 
21 水 -12.1  -16.8  5.2  曇 南極教室本番（久光隊員）/防災訓練/第 3 回食事と健康調査
（～24 日）/ラング研修報告会/南極アカデミー 
22 木 -10.8  -13.0  9.9  雪後ふぶき 電源切り替え 1→2/地磁気絶対観測/第 3 回食事と健康調査
（～24 日）/外出注意喚起発令（2020）/外出注意令発令（2345） 








除（1650）/ 第 3 回食事と健康調査 
25 日 -12.5  -21.6  5.3  晴後曇 休日日課/麺恋倶楽部による麺打ち/遠足 
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27 火 -12.9  -18.1   6.1） 雪後曇一時
晴 
注意喚起解除（0015） 
28 水 -12.1  -17.2  6.8  曇後雪 南極アカデミー 
29 木 -13.8  -23.0  3.3  快晴 全体会議/全体清掃/第 5回心理調査 
30 金 -12.9  -26.4  3.1  快晴 南極教室接続試験/宙空西オングルオペレーション 
10 
1 土 -15.3  -25.2  2.1  晴 地磁気絶対観測/みずほ旅行ミーティング 
2 日 -15.1  -25.7  2.4  曇一時雪後
晴 
休日日課/イベント（誕生会兼みずほ壮行会）/遠足 
3 月 -18.0  -26.8  2.8  快晴 南極教室本番（池田隊員） 
4 火 -16.7  -22.6  1.9  晴 みずほ旅行隊・支援隊出発/定時交信（S16） 
5 水 -16.7  -21.5  3.1  快晴 電顕切り替え 2→1/みずほ定時交信（H35） 
6 木 -10.8  -20.1  4.3  晴後曇 みずほ定時交信（H68） 
7 金 -13.5  -17.6  6.0  薄曇 燃料移送/みずほ定時交信（H180） 
8 土 -13.7  -20.4  3.9  快晴 燃料移送/プランクトン採取/みずほ定時交信（H280） 
9 日 -13.8  -22.5  2.7  曇時々雪 休日日課/飲茶/みずほ定時交信（Z20） 
10 月 -11.2  -14.8  5.3  雪一時ふぶ
き 
福島隊員慰霊祭（西オングル）/みずほ定時交信（Z78） 
11 火 -14.3  -21.8  2.6  晴 1 号機不調により電源切り替え 1→2/みずほ定時交信（IM01） 
12 水 -16.0  -19.9  3.2  雪時々曇 福島隊員慰霊祭（西オングル）/みずほ定時交信（IM01） 
13 木 -14.6  -21.7  2.9  雪一時曇 電源切り替え 2→1→2/みずほ定時交信（IM01）/教科書に載
せたい電話取材 





15 土 -9.5  -11.9  22.1  ふぶき 25 号ブリ成立（B 級）/ みずほ定時交信（Z34） 




17 月 -11.7  -19.1  4.4  薄曇一時晴 安全管理点検/南極教室接続試験/発電棟ポンプ故障/みずほ
定時交信（H68） 




19 水 -12.8  -16.1  4.0  雪 南極日和中継/緊急医療 TV 会議シミュレーション/みずほ旅
行終了・帰島 
20 木 -14.2  -18.0  7.9  雪時々曇 防災訓練/外出注意喚起発令（2015）/外出注意令発令（2210） 




22 土 -14.3  -21.8  3.6  晴 休日日課/遠足 
23 日 -16.1  -28.9  4.3  晴後一時曇 休日日課/ライギョダマシ穴掘り/遠足/2 居 1 階寿司/年賀状
受け付け開始 
24 月 -13.1  -22.3  4.4  晴一時曇 オングル滑走路整備/S17 滑走路整備オペレーション出発/電
離層オーロラアンテナ撤去開始 
25 火 -11.9  -20.1  2.5  雪時々曇 電離層オーロラアンテナ撤去終了 
26 水 -13.6  -25.8  2.1  快晴 プランクトン採取/破傷風菌サンプリング/地磁気絶対観測 
27 木 -10.1  -16.3  5.9  曇時々雪 アデリーペンギン初来島 
28 金 -7.7  -16.0  3.5  雪後曇 観測部会/オペレーション会議/ペンギンセンサス講習会 
29 土 -10.8  -21.5  1.7  雪後晴 全体会議/全体清掃 
30 日 -14.1  -22.7  1.2  薄 曇 一 時
晴，霧を伴
休日日課/遠足/破傷風菌サンプリング 
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31 月 -9.2  -17.3  3.8  晴一時雪 L53 移動気象観測装置設置/ライギョダマシワッチ 
11 
1 火 -7.8  -18.0  2.3  快晴 VLBI24 時間観測/  
2 水 -3.8  -12.3  3.0  晴時々薄曇 VLBI24 時間観測/ペンギンセンサスルート工作 
3 木 -2.3  -10.7  7.7  晴 ペンギンセンサスルート工作/外出注意喚起発令（2050） 
4 金 -7.4  -12.1  17.2  快晴 電源切り替え 2→1/外出注意喚起解除（1300） 
5 土 -0.7  -9.3  7.7  曇一時雪 燃料移送 
6 日 -0.3  -7.3  7.1  薄曇 休日日課/科学の祭典ひたちなかイベント/破傷風菌サンプリ
ング採取/遠足/渇水警報発砲・節水に関する注意喚起 
7 月 -1.6  -7.6  8.3  晴時々曇 S16 気象ロボット整備/ペンギンセンサスルート工作 
8 火 -4.0  -10.1  5.2  晴時々薄曇 VLBI48 時間観測/S16気象ロボット整備 
9 水 -1.4  -7.2  11.3  晴時々曇 VLBI48 時間観測/DROMLAN・オングル滑走路着陸・14名宿泊 
10 木 -1.4  -9.9  7.4  晴 VLBI48 時間観測/DROMLAN・オングル滑走路離陸/安全管理点
検/南極教室接続試験 




12 土 -3.0  -13.3  2.0  薄曇時々晴 ペンギンセンサス（オングル諸島）/DROMLAN・オングル滑走
路発着 
13 日 -5.3  -12.3  4.9  晴 休日日課/中高生ジュニアフォーラム/遠足 
14 月 -3.7  -11.8  3.9  曇一時晴 電源切り替え 1→2/ペンギンセンサス（ラングホブデ・スカ
ルブスネス）/積雪監視 
15 火 -3.5  -8.4  6.0  曇 ペンギンセンサス（ラングホブデ・スカルブスネス） 
16 水 -2.7  -9.0  5.3  晴 ペンギンセンサス（ラングホブデ・スカルブスネス）/海水サ
ンプリング採取 
17 木 -1.6  -9.0  4.7  晴 ペンギンセンサス（ラングホブデ・スカルブスネス）/海水サ
ンプリング採取/南極教室接続試験/セルロン隊定時交信開始 
18 金 -1.1  -9.5  2.5  晴 南極教室本番（髙平隊員）/防災訓練 
19 土 -2.8  -10.7  2.1  快晴 とっつき岬地震計メンテナンスオペレーション/あまみエフ
エム電話取材 




21 月 -3.2  -4.2  20.4  ふぶき 第 27 号ブリ成立（B 級）/南極教室接続試験 




23 水 -1.0  -3.8  5.6  雪一時曇 地圏・ラングホブデ、スカルブスネスオペレーション/宙空西
オングルオペレーション 
24 木 -1.9  -4.2  3.3  雪一時薄曇 地圏・ラングホブデ、スカルブスネスオペレーション 
25 金 -2.0  -4.2  7.8  ふぶき時々
曇一時晴 
地圏・ラングホブデ、スカルブスネスオペレーション 
26 土 0.5  -8.1  3.3  晴一時曇 アイスオペレーション 
27 日 -0.9  -8.6  5.2  曇時々晴 休日日課/DROMLAN・オングル滑走路発着/遠足 
28 月 -0.2  -5.8  4.7  曇 観測部会/オペレーション会議/心理テスト 
29 火 -1.3  -6.6  6.8  晴時々曇 全体会議 
30 水 -0.5  -8.0  6.6  薄曇 ペンギンセンサス（オングル諸島） 
12 1 木 -0.6  -10.0  2.5  晴一時曇 読売 KODOMO 新聞電話取材 
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2 金 -4.6  -12.9  2.2  晴 ペンギンセンサス（ラングホブデ） 
3 土 -4.4  -11.4  2.8  曇一時雪 ペンギンセンサス（ラングホブデ） 
4 日 -3.4  -7.5  3.0  曇後時々雪 休日日課 
5 月 0.3  -7.5  2.5  曇時々晴 L53移動気象観測装置回収オペレーション/第 4回食事と健康
調査（～11日） 
6 火 -1.8  -6.5  2.3  雪一時曇 電源切り替え 2→1/岩島無線 LAN立ち上げ/しらせ定時交信開
始/第 4回食事と健康調査（～11日） 
7 水 -2.7  -10.6  3.0  晴時々曇 アイスオペレーション/釜石小学校南極教室電話対応/第 4 回
食事と健康調査（～11 日） 
8 木 -1.5  -9.9  3.0  雪時々曇一
時晴 
アイスオペレーション/第 4 回食事と健康調査（～11日） 
9 金 -4.7  -11.6  6.6  曇一時晴後
時々雪 
積雪監視/第 4回食事と健康調査（～11 日） 
10 土 -2.1  -5.4  13.0  曇後雪 燃料移送/第 4回食事と健康調査（～11 日） 
11 日 -0.7  -2.2  10.6  雪 休日日課/第 4回食事と健康調査 
12 月 -1.8  -6.3  7.5  雪時々ふぶ
き 
北の浦より見晴らしに橇移動 
13 火 -3.7  -9.2  2.9  曇時々晴一
時雪 
氷上輸送ルート偵察/第 4回定期健康診断（～15日） 
14 水 -5.9  -12.1  3.7  晴後雪時々
曇 
防災訓練/第 4回定期健康診断（～15日） 
15 木 -3.5  -10.6  7.1  曇一時晴 第 4 回定期健康診断/外出注意喚起発令（2030）/外出注意令
発令（2120） 
16 金 1.9  -4.4  23.9  ふぶき時々
曇 
第 28 号ブリ成立（B 級） 
17 土 4.3  -0.2  20.0  曇 休日日課/イベント（12月誕生会）/外出注意令解除・注意喚
起（0730）/外出注意令発令（2100） 
18 日 0.2  -1.5  12.8  ふぶき後曇 電源切り替え 2→1/第 29号ブリ成立（B級）/外出注意令解除・
注意喚起（1000）/外出注意喚起解除（1140） 
19 月 2.4  -2.6  7.3  曇時々晴 第 1 夏宿立ち上げ完了/外出注意喚起発令（2220）/外出注意
令発令（2320） 
20 火 0.6  -2.7  12.6  ふぶき後晴
時々曇 
外出注意令解除・注意喚起（1100）/外出注意喚起解除（1150） 
21 水 0.4  -3.6  4.6  晴時々曇 地磁気絶対観測 
22 木 2.1  -2.2  6.0  曇時々雪 安全管理点検 
23 金 3.5  -2.2  4.3  薄曇時々晴
一時雪 
第 1 便、53次隊 33 名昭和入り 
24 土 1.5  -4.7  4.8  快晴 緊急物資準備空輸/日課変更（1900 食事、1945ミーティング） 
25 日 -2.0  -6.9  6.8  曇時々晴 輸送中止/全体会議 
26 月 0.2  -4.1  3.1  晴一時曇 休日日課/緊急物資準備空輸 
27 火 0.8  -5.7  3.1  晴一時薄曇 緊急物資準備空輸 
28 水 1.3  -4.9  1.9  快晴 ジャパン FM ネットワーク電話取材/53次隊野外支援（ラング
ホブデ氷河）/豆島海氷 GPS観測/53 次との顔合わせ会 
29 木 -1.2  -6.8  3.8  晴一時曇 海水サンプリング採取 
30 金 -1.8  -6.4   4.1） 晴時々曇 ラジオ大阪電話取材/海水サンプリング採取/餅つき 
31 土 1.2  -4.4  2.6  曇時々雪 年末大掃除 
1 
1 日 3.9  -4.4  2.2  晴 休日日課/ニッポン放送電話取材/山形放送電話取材（53 次石
沢隊長） 
2 月 1.6  -5.7  4.1  快晴 地圏西オングルオペレーション兼廃棄物回収 
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3 火 5.0  -2.3  3.9  晴一時曇 燃料移送（ポンプ試運転） 
4 水 4.5  -1.3  7.0  晴時々曇 S16 オペレーション/しらせ定着氷着 
5 木 3.4  -0.5  3.5  晴時々曇 計画停電/スノーモービル、海氷安全講習 
6 金 3.8  -2.9  2.6  晴後一時霧 PANSY 観測再開/FM わっぴー電話取材/袋浦野外オペレーショ
ン 
7 土 2.5  -6.6  2.5  快晴 雪鳥沢野外オペレーション/積雪監視 
8 日 -1.5  -6.6  5.1  晴後曇 休日日課 
9 月 2.6  -4.9  4.5  曇時々晴一
時雪 
インテルサット停止（保守作業） 
10 火 4.1  -2.2  5.6  晴 電源切り替え 2→1/宙空西オングルオペレーション 
11 水 4.9  -2.4  4.6  晴 地圏パッタ島オペレーション/しらせルート変更（52 次→51
次） 
12 木 -0.5  -6.1  2.6  曇時々雪、
霧を伴う 
防災訓練/130kl水槽清掃 
13 金 0.2  -4.2  2.7  曇時々晴 S16 オペレーション中止/しらせ乱氷帯脱出目前 
14 土 0.7  -3.9  13.7  曇 外出注意喚起発令（0800）/外出注意喚起解除（1600） 
15 日 3.2  -3.8  3.2  晴 休日日課/きざはし浜野外オペレーション/アンテナ島遠足 
16 月 -2.1  -6.0  6.3  雪一時曇 燃料移送/雪上車講習（53次）/LAN 岩島/当直引き継ぎ 
17 火 -1.1  -4.1  7.3  雪時々曇 地磁気絶対観測 
18 水 2.5  -3.9  6.7  薄曇 FM 横浜電話取材/宙空スカーレン野外オペレーション 
19 木 -0.2  -4.0  4.2  曇 S16 オペレーション 
20 金 1.3  -5.2  3.8  晴一時曇 LAN 岩島オペレーション 
21 土 0.3  -6.6  2.2  晴 しらせ接岸断念/輸送調整会議（しらせ士官室）/氷上輸送ル
ート工作 
22 日 -1.2  -10.5  1.9  晴 空輸開始 
23 月 -3.1  -5.9  7.2  雪時々曇 南極地域活動行為者証配布 
24 火 0.9  -8.0  2.4  曇時々晴一
時雪 
氷上輸送開始 
25 水 -1.7  -8.9  5.0  晴後曇時々
雪 
空輸開始 
26 木 0.2  -2.6  12.8  雪 53 次南極授業/外出注意喚起発令（0530）/ 外出注意喚起解
除（1400） 





28 土 1.5  -2.4  7.8  曇一時ふぶ
き 
外出注意令解除・注意喚起（0015）/外出注意喚起解除（0600）
/白瀬 100周年記念式典 TV会議 
29 日 -1.4  -4.5  6.7  曇 持ち帰り氷上輸送開始 
30 月 0.2  -5.2  16.2  曇一時ふぶ
き 
外出注意喚起発令（1650）/外出注意令発令（2000） 
31 火 0.5  -4.1  9.6  雪時々曇 第 30 号ブリ成立（C 級）/外出制限解除（0650） 
2 




2 木 1.3  -9.1  5.3  晴一時曇 持ち帰り物資に関する打合せ（しらせ）/空輸再開/船倉行き
私物パレット積み作業 
3 金 0.0  -9.3  2.0  曇時々雪 本格空輸/持ち帰り公用物資（9割）、船倉行き私物輸送完了 
貨油輸送用リキッドコンテナ移動 
4 土 -1.8  -9.3  3.0  晴 貨油空輸開始/しらせ医務長、歯科長訪問（宿泊）/発電機試
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5 日 -2.8  -10.4  1.7  晴 全停電/持ち帰り廃棄物空輸開始 
6 月 -5.4  -12.7  2.5  晴一時雪 発電機オーバーホール終了/宙空 H68 オペレーション/空輸途
中中止（霧） 
7 火 -1.7  -9.1  1.8  曇時々雪 バー「ご自由に」閉店 
8 水 -1.3  -10.2  2.3  雪後晴 電源切り替え 1→2 
9 木 -3.6  -15.9  1.9  晴 船室行き私物パレット積み/貨油以外の持ち込み氷上輸送終
了 
10 金 -1.4  -9.6  4.2  雪後曇一時
晴 
輸送完了/記念写真撮影（19広場）/居住棟清掃 
11 土 -2.2  -5.8  9.9  雪後ふぶき 外出注意喚起発令（1315）/最後のミーティング/越冬証明書
授与（隊長より） 












6.2.4 越冬隊の運営と安全管理【SM-52_09】 宮本 仁美 
第 52 次隊による昭和基地の運営、安全管理は 2.1.1～2.1.10 に示した「第 52 次日本南極地域観測隊















  a） 発生日時 ： 2011年 3 月 11 日 16時 20分ごろ 
  b） 発生場所 ： 発電棟外側階段付近（横の通路） 
  c） 概要 ： 






  d） 負傷者数及び被害状況 ： 1名、右第 8肋骨骨折 
  e） 経過 ： 快癒 
  f） 原因 ： 氷が雪に覆われており、気づかなかった。 
  g） 対策 ： スロープを削り滑りにくくするとともに、歩行する際の注意事項を周知した。 
2） 漏油 
  a） 発生日時 ： 2011年 3 月 17 日 16時 03分ごろ 
  b） 発生場所 ： 基地タンク 20㎘②番 
  c） 流出した油の種類と量 ：  
     JP-5 約 100ℓ（目視及び見晴らしポンプ小屋のポンプ稼働時間から推定） 
  d） 概要 ： 
 見晴らし金属タンク 100 ㎘-⑥番より基地側金属タンク 20 ㎘-②番へ JP-5 を移送中、基地タン







ンプ小屋メーター読みで 15.7 ㎘で計算上、タンク内貯油量 20.2 ㎘になっていた。この時点で、
タンク容量に達しているので、20㎘ FRPタンクに切り替える指示を出すべきはずが、忘れていた。
タンクメーター値が、ポンプ小屋メーター値よりも低い値を示していた。 
  e） 人的被害、環境への影響、施設等の被害状況 ： 
 人的被害・施設等の被害は特にない。また漏油は防油堤内にとどまっていたため環境への影響
もない。翌 18 日、漏油が拡散していないことを再確認した。 
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  g） 油流失及び対処処置の経過記録 ： 
     16:03頃 基地タンク 20 ㎘②番よりオーバーフロー 
     16:30～ オープンドラム・吸着マットの用意 
     16:50 漏油を通信室に連絡 
     16:58 油含んだ雪の除去開始 
     17:50 雪の除去ほぼ終了、引き続き氷上の油吸着マットにて回収 
     20:00 油回収終了し、再度吸着マットセットし経過観察とする 
  h） 今後のとるべき措置 ： 












  a） 発生日時 ： 2011年 3 月 29 日 16時 10分ごろ 
  b） 発生場所 ： Bヘリ 
  c） 流出した油の種類と量 ：  
     JET-A1 196リットル 
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  e） 人的被害、環境への影響、施設等の被害状況 ： 
   人的被害、環境への影響、施設等への被害なし 
  f） 対処措置 ： 
 大部分が雪に染み込んだ為、雪と地面表層の土を回収した（オープンドラム 11 本分）。ドラム
缶内残油と地面に油吸着マットを敷いて回収を図った。 
  g） 油流失及び対処処置の経過記録 ： 
  16時 10分 Ｂヘリで油流出（JET-A1） 
  16時 12分 昭和通信に事故発生報告 
  16時 16分 通信室に本部立ち上げ 
  16時 17分～22分 人員確認 
  16時 26分 現場本部設置・状況報告（ドラム缶 1 本分が流出。重機で周辺の雪をオープンドラ  
       ムに回収中。） 
  16時 45分 状況報告（ドラム缶パレットのドラムから流出。雪と氷が厚く土壌への汚染はない 
       模様。） 
  17時 00分 作業ほぼ終了 
  17時 10分 パレットをどけてその下の雪も回収中。 
  17時 23分 回収作業終了、現場本部解散、残作業を 10人ほどで行う。 
  h） 今後のとるべき措置 ： 
  ドラム缶を損傷させる恐れのある重機を使用する際は、他の適正な重機を併用したり、手掘りで 
 位置確認し慎重な作業を心掛けるようにする。 
4） 重機横転 
  a） 発生日時 ： 2011年 4 月 18 日 15時 30分頃 
  b） 発生場所 ： 作業工作棟前・福島ケルン横（海氷に降りるためのスロープ上） 
  c） 当事者 ： 2人（誘導者 1人・運転者 1人） 
  d） 概要 ： 
 19日からの S16オペレーションでミニバックホー（36-2）を使用することになり、昭和基地か
ら S16まで移送するために 2t橇に積み込む必要が生じた。 
 積み込むにあたり積雪のためにクレーンを使用できないことから、ミニバックホーを自走させ 
て橇に載せることとした。しかし、 
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図Ⅲ.6.2.4-3 横転したミニバックホー 






















5） 一部電源断による HF関連 PC（2台）の停止 
  a） 発生日時 ： 2011年 5 月 9日 22:00頃 
  b） 発生場所 ： 観測棟 
  c） 原因 ： 
 観測棟において普段より負荷容量の多い条件で電子レンジを使用したさいに負荷容量オーバー
でブレーカーNo.304が遮断されたことによる。 
  d） 影響 ： 
  該当 PC は、HF 小屋の観測データを吸い上げ国内に伝送する仕事をしている。今回、一時的
な停止によりデータ伝送が滞る状態になったが観測データの欠測は生じていない。 
  e） 経過 ： 
 ・停止した PC は 2台あり、以後 PC1（hfctl）、PC2（hfsrv1）と記載。 





 ・日点検時に、PC1（hfctl）が再起動した画面になっていた。現象を国内 PIに報告。 
 11日 





  12日 
 ・PIの指示により PC2（hfsrv1）を正常起動させる。その後 PI側リモート作業により、復旧。 
  e） 問題点 ： 
  ・観測棟において電源断が起きたことが宙空隊員に周知されなかった。 
  ・今回停止した PC2台に接続されている UPSは、耐用年数をすぎ停電に対応できないものであった。 
  ・観測系電源と生活系電源が同一ブレーカーの下にぶら下がっていた。 





・PCの停止により即座にデータの欠測を招くことはないとはいえ、予備 UPSがないか対応を PI と相談
する。 











  a） 発生日時 ： 2011年 7 月 8日、発見は 17時頃 
  b） 発生場所 ： 地学棟 
  c） 負傷者、物的被害 ： なし 
  d） 概要 ： 
 8 日（金）17 時（昭和時間、以下時間は全て昭和時間）頃、定常の見回りのため地学棟に行っ
た際、暖房が停止しているのを発見した。停止の原因は暴走による異常加熱で、一時室温が 50℃
を超えていた模様。再起動により復旧し、その後 11 月 22 日まで再発していない。観測機器、医
療関係の備蓄品に異常はなかったが、一部の機器（Q680及び kermit）は加熱により自動停止して
おり、再起動により復帰させるまで欠測が生じた。 
  ｅ） 経過 ： 
 暖房器からの温風が直接当たる機器の他、地学棟北側の地震記録計室と潮汐計の置いてある部
屋がかなり加熱されていた。観測機器類、電化製品などに異常はなかったが、8D23の感熱記録紙
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が最も室温が高かったと思われる 8日 12 時頃、熱のために灰色に変色していた。検震室が一番高
温になっていたようで、地震のデジタル収録器（Q680）が当日の再起動時刻 22時頃まで欠測とな







  f） 対処 ： 
 異常加熱を発見後、直ちに地学棟のドアを全開にいて熱を逃がした。その後設備担当隊員に連
絡するとともに、送により地震記録計室に冷風を送った。 
  g） 原因 ： 暖房器が暴走するに至った原因は不明 
  h） 対策 ： 




  a） 発生日 ： 2011年 10月 5日 
  b） 発生場所 ： S16～S25 
  c） 流出した油の種類と量 ： 低温燃料（南極軽油）  約 100リットル（約 30リットル回収） 





  e） 人的被害、環境への影響、施設等の被害状況 ： 
S16～S25までの雪面上に約 70リットルの燃料を漏油させた。 




  g） 油流失及び対処処置の経過記録 ： 
12：50     S25で車両に燃料を給油（他車と比較して約 100リットル多く燃料を給油） 
12：58    昼食の為デポ地到着（車両下に燃料の漏れた跡を発見） 
12：59    燃料漏れの個所を確認・発見 
13：00    車両のエンジン停止 
13：02～ 燃料フィルター交換 
13：20～ 車両の下にペール缶を設置し、底板上の燃料を回収 
14：00    回収作業終了 
※4日の午後にエンジンをかけ、5日朝の慣らし運転後に給油を行っているが、その際の給油量は
他の車両と差が無い為に、S16では漏れてはいなかったと考えられる。 
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8） 強打による肋骨骨折 
  a） 発生日時 ： 2011年 11 月 2 日 13時 00分ごろ 
  b） 発生場所 ： 弁天島沖タイドクラック近辺 




  d） 負傷者数及び被害状況 ： 1名、左第 8，9肋骨骨折 
  e） 経過 ： 快癒 
  f） 原因 ： タイドクラックが雪に埋もれており、気づかなかった。 
  g） 対策 ： 海氷上を行動する際の注意事項を再度周知徹底した。 
9） 全停電 
  a） 発生日時 ： 2012年 2 月 5 日 16時 20分ごろ 
  b） 発生場所 ： 発電棟 
  c） 経過 ： 
16時 20分 1 号機稼働中に発電機重故障（全停電）発生 
16時 40分 １号機発電機立上完了 
16時 46分 電源遮断確認完了 
16時 53分 復電開始 
17時 20分 復電完了 
  d） 原因 ： 
 オーバーホール後の 2 号機発電機の警報試験の一環として、クーラー断水の警報試験を実施し
た。クーラー冷却水は 1・2 号機共通のラインであるため、本来は 1号機の「検水器」警報を切っ
ておくべきところ、そのままで冷却水を断にしたため、警報が作動し、発電機が停止した。 
  e） 今後の対応 ： 
 クーラー断水警報試験の時は稼働中のエンジンの検水器を断にすることは引き継がれていたが、
試験前の手順の確認を再度徹底するよう、周知する。 























































トを取り除いた。7 月 29 日 SM651 で除雪中足回り故障の為、使用不能になった。SM601 の足回りを移植
して直し、SM601は作業工作棟裏にデポした。 
2） 本格除雪 












いたブルドーザー（45）を使用したが 12 月 13・20 日と連続で足回りが故障し、これ以上は修理に時間






















































6.2.7 積雪監視【SM-52_13】 宮本 仁美 
  ・目的：基地建物周辺の積雪の実態を客観的に記録する。 
  ・概要：一年を通じて定期的に定点からの写真撮影をすることにより積雪の状況を比較する。 







    写真撮影は、 
 （1）越冬はじめの 3月 5日 
 （2）A級ブリザード後の 4 月 15日 
 （3）A級ブリザード後の 4 月 28日  
 （4）B級ブリザード後の 5 月 23日 
 （5）C級ブリザード後の 7 月 1日 
 （6）A級ブリザード後の 7 月 25日 
 （7）C級ブリザード後の 8 月 12日 
 （8）B級ブリザード後の 9 月 18日 
 （9）C級ブリザード後の 9 月 25日 
 （10）B級ブリザード後の 10 月 17日 
 （11）本格除雪が始まって 1週間経った 11月 14日 
 （12）本格除雪終盤の 12月 9日 
 （13）除雪終了後、引継を兼ねて 1月 7 日 
    の 13 回実施し、これを前期、中期、後期の 3 回に分けて南極観測センターに報告した。 
    写真撮影実施日時・天気 
 2011年 3 月 5 日 08時 30分～10時 00分（快晴） 
 2011年 4 月 15 日 09時 30分～10時 30分（曇） 
 2011年 4 月 28 日 13時 30分～15時 00分（快晴） 
 2011年 5 月 23 日 12時 30分～14時 00分（曇） 
 2011年 7 月 1 日 12時 30分～14時 00分（快晴） 
  2011年 7 月 25 日 10時 00分～11時 00分（晴） 
 2011年 8 月 12 日 09時 30分～10時 45分（晴） 
 2011年 9 月 18 日 09時 30分～10時 30分（晴） 
 2011年 9 月 25 日 08時 15分～09時 15分（快晴） 
 2011年 10 月 17日 10 時 00分～11時 00分（薄曇） 
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 2011年 11 月 14日 12 時 30分～13時 30分（曇）  
 2011年 12 月 9 日 9時 45分～11時 00分（薄曇） 
 2012年 1 月 7 日 13時 30分～15時 00分（快晴 ） 
    使用機材：PENTAX Optio W90 （私物）、28mm 
 
 撮影場所の位置を図Ⅲ.6.2.7-1 に示した。また④天測点から基地中心部を撮影した 2011 年 9 月 18
日と 2012年 1 月 7日の写真撮影例を図Ⅲ.6.2.7-2に示した。 
図Ⅲ.6.2.7-1 撮影場所 
                  
図Ⅲ.6.2.7-2 天測点から撮影した基地中心部の積雪状況（左：2011年 9 月 18日、右：2012年 1月 7日） 
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6.3 その他 






11 月中旬までに予定されている 3 便は昭和基地沖の海氷滑走路を使用、11 月後半の 1 便及び 2012 年 2
月の 3便は S17を使用する計画が ALCIより示された。使用する航空機はいずれもこれまで昭和基地沖に
は飛来したことのないバスラ―ターボ機である。 
この計画に基づき、9 月 17 日に S17 に航空用燃料をデポ、10 月 24～26 日には S17 滑走路及び燃料橇
の整備を行った。また昭和基地沖の海氷滑走路については、飛来するパイロットが昭和基地近辺の地形
に習熟していないことから、進入路が基地上空を通らないように設定することとし、まず 10 月 13 日に
滑走路予定地の下見を行い、ドリフトによる凹凸はあるものの整備することにより十分な長さ・広さを
確保できると判断、21日に位置決めをした。その後加藤隊員が中心となって氷上滑走路を整備した。当
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BT - 67 "L:Lidia" (C-GEAI) , "M:Mia" (C-GEAJ) and "Polar6" (C-GHGF)




2011/11/9 L(RU) - 1 Novo (10 RU + 4 Crew) - Syowa 17:47 21:45
2011/11/10 L(RU) - 1 Syowa (10 RU + 4 Crew) - Progress 11:36 16:35
　 　 　 　 　 　 　 　
2011/11/11 M(NCAOR) -1 Novo (10 NCAOR + 4 Crew) - S17 11:10 15:07
M(NCAOR) -1 S17 (10 NCAOR + 4 Crew) - Progress 16:25 21:35
     
2011/11/12 L(NCAOR) - 1 Novo (9 NCAOR + 4 Crew) - Syowa 7:36 11:16
 L(NCAOR) - 1 Syowa (9 NCAOR + 4 Crew) - Progress 12:10 17:02
       
2011/11/20 Polar6(AWI) Novo (3 AWI + 3 Crew) - Syowa 20:20(19日) 0:27
 Polar6(AWI) Syowa (3 AWI+ 3 Crew) - Davis 10:15
21日夕方
Casey着
       
2011/11/27 M(RAE) - 1 Novo (9 RAE + 4 Crew) - Syowa-sea ice 8:26 12:22
M(RAE) - 1 Syowa (9 RAE + 4 Crew) - Progress 14:07 19:07
　 　
2012/2/2 L(RAE) - 2
Novo (3 RSS + 4 RAE-VIP + 220 kg + 534 kg
MIA) - Molo 4:00(ETD) 8:05
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沿岸部の全ルート図を図Ⅲ.7.1-1 に、ルート工作の実施状況を表Ⅲ.7.1-1 に示す。 
  

















図Ⅲ.7.1-1 52 次全ルート図(沿岸部) 
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表Ⅲ.7.1-1 ルート工作実施状況 
日程 ルート名 ルート工作区間 概要・特記事項 
3 月 19 日 とっつき岬 S00～T19 T17 の北側約 15m に幅約 30cm のクラックあり 
3 月 23 日 とっつき岬 T19～T22 スノーモービル不調のため T22 で引き返し 
3 月 24 日 とっつき岬 T22～T36 ルート完成。とっつき岬上陸地点手前のタイドクラックを
避けるために南側に迂回。 
3 月 25 日 向岩 M06～M17 
ルート完成。しらせ航跡を 3 か所で渡る。M15 と M16 の間
に小さなプレッシャーリッジあり。上陸地点手前にタイド
クラック 4本。 
3 月 25 日 西オングルテレメ M01～W17 
上陸地点手前にプレッシャーリッジ 3 本。極夜期の行動を
考慮して標識旗の間隔を約 300m とした。 
3 月 29 日 
ラングホブデ M07～L18 L18 の南約 30m にプレッシャーリッジ。 
アイスオペ W01～I07 北の浦北側の氷山にルートを工作。 
4 月 1日 と っ つ き 岬 S16 S00～N11 とっつき岬ルート海氷状況確認。S16 ルート標識旗整備。
4月 16 日 S16 N12～N15 ルート標識旗整備。T17 のクラックで氷厚測定。とっつき
岬ルート雪尺観測。 
5 月 6日 ラングホブデ L18～L35 裸氷帯が続き、乱氷も多い。 
5 月 10 日 ラングホブデ L35～L41 L41で氷厚が80cmを下回ったので、大事をとって引き返し。
8月 9日 
～12 日 
ラングホブデ L41～L64 ルート完成 
スカルブスネス L53～SV20 
8 月 16 日 
～20 日 
スカルブスネス SV20～SV56 ルート完成。 
ハムナ氷瀑 L60～HM09 ルート完成。 
9 月 14 日 
～16 日 S16 N16～S16 
ルート標識旗整備。とっつき岬での車輛整備と並行してル
ート整備を実施。 
9 月 12 日 
～14 日 小湊 L38～LZ06 ルート完成。ラングホブデ研修の帰路、小湊ルートを工作。
9月 26 日 
～28 日 水くぐり浦 L42～MZ04 ルート完成。ラングホブデ研修時にルート工作。 
11 月 2 日 
弁天島 W10～BT22 弁天島周辺のタイドクラック動き激しい。一部隠れている。
オングルカルベ
ン BT08～KALVEN  
豆島 BT05～RP03～豆島
11 月 3日 ルンパ RP03～RP30 
11 月 7 日 ルンパ RP30～L48 ルート完成 





ネ SV28～NE08 ルート完成。ペンギンセンサス時にルート工作。 
12 月 13 日 氷上輸送ルート 昭和基地～弁天島 利用可能性の高い 4ルートを絞り込んだ。 
1 月 12 日 氷状偵察 （観測隊ヘリを利用） 昭和基地～北島～ウートホルメン～西オングル 
1 月 18 日 氷上輸送ルート （観測隊ヘリを利用） 昭和基地～しらせ 
1 月 21 日 氷状偵察 （観測隊ヘリを利用） 昭和基地～しらせ（しらせでの打ち合わせ復路に偵察） 
1 月 21 日 氷上輸送ルート （SM302 とスノモ） 12 月 13 日偵察時の No.2 ルートを夜中に海氷上から偵察
1月 24 日 氷上輸送ルート T06～I54（しらせ）ルート完成。海氷は安定しており、パドルもほとんどない。
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7.2 野外行動一覧（日帰り） 
日程 申請者 部門 目的 目的地 参加者 （リーダー先頭） 使用車両など
2月 5日 近藤巧 通信 設備点検 アンテナ島 近藤 芹沢 中村 徒歩 
2 月 15 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 小栗 杉山 山本 樋口 徒歩 
2 月 21 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 小栗 杉山 高野 徒歩 
2 月 21 日 近藤巧 通信 設備点検、送信棟屋根コーキング アンテナ島 近藤 徒歩 
2 月 28 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 山本 他 1名 徒歩 
3 月 7日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 久光 宮本 長谷川 徒歩 
3 月 14 日 樋口和生 隊全般 海氷安全講習 北の浦海氷上 
宮本 堤 小栗  
山本 池田 有田 
伊東 加藤 鯉田 
岡山 工藤 青山 
兼定 須藤 渡辺 
樋口 
徒歩 
3 月 14 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 久光 小栗 工藤 徒歩 
3 月 18 日 樋口和生 隊全般 海氷安全講習 北の浦海氷上 
久光 高野 杉山 
町屋 礒野 関崎 
谷口 近藤 長谷
川 
柏木 高平 市川 
樋口 
徒歩 
3 月 19 日 樋口和生 隊全般 ルート工作 とっつき岬ルート 樋口 柏木 鯉田 
スノーモービ
ル 2 台 
3 月 23 日 樋口和生 隊全般 ルート工作 とっつき岬ルート 樋口 柏木 市川 
スノーモービ
ル 2 台 
3 月 23 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 小栗 杉山 町屋 徒歩 
3 月 24 日 樋口和生 隊全般 ルート工作 とっつき岬ルート 樋口 柏木 市川 
スノーモービ
ル 2 台 
3 月 24 日 近藤巧 通信 通信設備保守 アンテナ島 近藤 山本 徒歩 
3 月 25 日 樋口和生 隊全般 ルート工作 向岩／西オングルテレメルート 樋口 鯉田 柏木 
スノーモービ
ル 2 台 
3 月 28 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 久光 工藤 岩波 徒歩 
3 月 29 日 樋口和生 隊全般 海氷状況調査・ルート工作 
ラングホブデル
ート 樋口 柏木 礒野 
スノーモービ
ル 2 台 
4 月 1 日 樋口和生 隊全般 S16 ルート整備 とっつき岬ルート～S16 ルート 樋口 柏木 久光 
スノーモービ
ル 2台 
4 月 6日 町屋広和 複合 西オングル VLF＆テレメトリ小屋保守 
西オングルテレ
メトリ小屋 町屋 伊東 樋口 SM414 
4 月 7 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 高野 杉山 徒歩 
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4月 8日 関崎匠 機械 雪上車講習 作業工作棟～見晴らし 
関崎 宮本 堤  
久光 小栗 高野  
杉山 山本 町屋  
木名瀬 
岩波 池田 有田 




4 月 11 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 杉山 久光 徒歩 
4 月 16 日 青山貴子 生活 アイスオペレーション アイスオペルート I07 
青山 鯉田 宮本 
岩波 小栗 渡辺 SM410 








4 月 16 日 関崎匠 機械 雪上車講習 作業工作棟～見晴らし 
関崎 礒野 兼定 




4 月 18 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 山本 宮本 徒歩 
4 月 25 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 山本 木名瀬 徒歩 
5 月 2日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 小栗 杉山 徒歩 




宮本 樋口 久光 
市川 礒野 SM412 
5 月 4 日 岩波俊介 地圏 地震計保守・観測 とっつき岬 とっつきルート 
岩波 樋口 柏木 
鯉田 小栗 山本 
SM412 、
414 
5 月 5 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 近藤 青山 徒歩 
5 月 6日 樋口和生 隊全般 ラングホブデルート工作 
ラングホブデル
ート 






5月 8日 須藤和之 生活 漁協試し釣り 西之浦地区 
須藤 宮本 久光 




5 月 9 日 須藤和之 隊全般 岩島カメラ、無線 LAN中継 AP の電源立下げ 岩島地区 須藤 樋口 高平 SM412 
5 月 9 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 山本 小栗 徒歩 
5 月 10 日 樋口和生 隊全般 ラングホブデルート工作 
ラングホブデル
ート 






5月 10 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 近藤巧 徒歩 




宮本 樋口 久光 
市川 工藤 礒野 SM414 
5 月 15 日 渡辺慶太郎 生活 遠足 向岩（向岩ルート） 
渡辺 池田 柏木 
青山 近藤 山本 
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5 月 16 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 久光 青山 長谷川 徒歩 
5 月 19 日 近藤巧 通信 送信機不具合対処 アンテナ島 近藤 徒歩 
5 月 23 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 久光 小栗 徒歩 
5 月 24 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 近藤 徒歩 
5 月 29 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 小栗 山本 兼定 徒歩 
6 月 7日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 山本 木名瀬 徒歩 
6 月 13 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 高野 宮本 徒歩 
6 月 14 日 谷口和幸 機械 発電機エンジンメンテナンス 
西オングル島発電
機小屋 谷口 池田 SM412 
6 月 19 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 杉山 有田 徒歩 
6 月 30 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 杉山 山本 徒歩 
6 月 30 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 近藤 徒歩 
7 月 4日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 高野 青山 徒歩 
7 月 9日 久光純司 隊全般 遠足 岩島 
久光 柏木 渡辺 
宮本 礒野 工藤 
青山 谷口 山本 
町屋 須藤 
徒歩 
7 月 11 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 小栗 杉山 渡辺 徒歩 
7 月 12 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 近藤 徒歩 
7 月 20 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 杉山 青山 徒歩 
7 月 21 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 宮本 渡辺 近藤 徒歩 
7 月 28 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 山本 工藤 徒歩 
7 月 28 日 岩波俊介 地圏 地震計保守、GPS 観測 とっつき岬・とっつきルート 
岩波 樋口 柏木 
谷口 小栗 高野 
SM40 系 2 台
レスキュー
橇 
8 月 1日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 小栗 宮本 徒歩 




有田 町屋 近藤 
渡邉 樋口 SM410、414








池田 小栗 徒歩 
8 月 9日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 杉山 青山 徒歩 
8 月 15 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 久光 宮本 青山 徒歩 
8 月 23 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 高野 宮本 徒歩 
8 月 23 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 近藤  加藤  青山 徒歩 
8 月 28 日 渡辺慶太郎 生活 遠足 西オングル 渡辺 池田 柏木 長谷川 樋口 徒歩 
8 月 31 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 高野 宮本 徒歩 
9 月 3日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 小栗 高野 徒歩 
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渡辺 柏木 池田 
有田真 徒歩 
9 月 5日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 山本 高野 市川 徒歩 
9 月 6日 町屋広和 宙空 西オングルメンテナンス＆修理 
西オングルテレメト








SM115 状態調査 とっつき岬／とっつき岬ルート 





9 月 8日 宮本仁美 隊全般 プランクトン採取 西浦(西オングルルート） 
宮本 久光 須藤 
渡辺 青山 SM414 
9 月 9 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 小栗 杉山 宮本 徒歩 
9 月 10 日 久光純司 隊全般 遠足 ポルホルメン、西オングル島 久光 町屋 青山 徒歩 
9 月 11 日 須藤和之 生活 漁協イベント（ショウワギス釣り） 西之浦地区 
須藤 久光 柏木 
渡辺 町屋 青山 
長谷川 岩波 
SM412 
9 月 12 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 高野 小栗 徒歩 
9 月 15 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 近藤 徒歩 
9 月 19 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 小栗 宮本 徒歩 
9 月 19 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 宮本 徒歩 
9 月 25 日 渡辺慶太郎 生活 遠足 テオイヤ （海氷ルート） 
渡辺 柏木 池田 
有田 徒歩 
9 月 25 日 久光純司 生活 遠足 西オングル島（大池付近） 
久光 宮本 須藤 
岩波 岡山 青山 
小栗 谷口 
徒歩 
9 月 26 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 杉山 市川 徒歩 
9 月 29 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 小栗 徒歩 
9 月 30 日 町屋広和 宙空 西オングルメンテナンス 
西オングルテレメト




10 月 1 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 宮本 小栗 工藤 徒歩 
10 月 2 日 渡辺慶太郎 生活 遠足 西オングル島散策（中の瀬戸経由） 渡辺 池田 徒歩 
10 月 2 日 久光純司 生活 遠足 ミクロ岩→初島→ネスオイヤ 
岩波 宮本 青山 
小栗 町屋 徒歩 
10 月 3 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 久光 青山 徒歩 
10 月 3 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 宮本 徒歩 
10 月 5 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 宮本 徒歩 
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10 月 6 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 宮本 徒歩 






宮本 久光 岩波 
礒野 SM414 
10 月 9 日 渡辺慶太郎 生活 遠足 テオイヤ－オングル沖の島（海氷ルート）渡辺 池田 小栗 徒歩 
10 月 9 日 久光純司 生活 遠足 ひよこ島ｰわかどり島ｰめんどり島 
堤  杉山  町屋 
青山 徒歩 











10 月 11 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 久光 青山 徒歩 
10 月 12 日 市川正和 隊全般 福島紳隊員慰霊祭 
西オングル 
（福島ケルン） 
堤  小栗  高野 
杉山 
町屋 岩波 岡山 





10 月 13 日 加藤凡典 機械 ドロムラン用海氷滑走路下見 オングル海峡 加藤 宮本 岩波 SM411 
10 月 17 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 小栗 宮本 徒歩 
10 月 17 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 宮本 徒歩 
10 月 18 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 近藤   
10 月 19 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 杉山 徒歩 
10 月 20 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 杉山 徒歩 
10 月 21 日 加藤凡典 機械 オングル滑走路位置決め オングル海峡 
加藤 宮本 樋口 





10 月 22 日 渡辺慶太郎 生活 遠足 三つ岩－中島（岩島ルート・海氷） 
渡辺 柏木 池田 
有田 小栗 徒歩 
10 月 22 日 久光純司 生活 遠足 西オングル島（南側）久光 青山 須藤 徒歩 













ルート M12 付近） 
須藤 久光 柏木 




10 月 23 日 久光純司 生活 遠足 ネスオイヤ 岩波 近藤 谷口 杉山 高野 徒歩 
10 月 24 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 高野 青山 徒歩 
10 月 24 日 宮本仁美 隊全般 オングル滑走路整備 
オングル海峡に設置
した海氷滑走路 青山 高野 SM412 
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10 月 26 日 宮本仁美 隊全般 プランクトン採取及び海底調査 
向岩（向岩ルート
M15-M16 ポイント）
久光 岩波 市川 
青山 
SM412 




渡辺 柏木 池田 徒歩 
10 月 30 日 久光純司 生活 遠足 長頭山 
樋口 近藤 高野 
山本 礒野 町屋 
須藤 
徒歩 
10 月 31 日 久光純司 気象 移動気象観測装置の設置 
ラングホブテルート
L53 付近 
小栗 杉山 岡山 
木名瀬 
SM410、412







須藤 久光 町屋 
伊東 青山 
SM412 
10 月 31 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 杉山暢昌、他 1名
以上 
徒歩 




樋口 柏木 渡辺 
スノーモー
ビル 2台 
11 月 2 日 加藤凡典 機械 滑走路整備 オングル滑走路 加藤 SM653 
11 月 3 日 岡山英樹 機械 ドロムラン用燃料デポ みはらし沖滑走路 岡山 加藤 SM652 
11 月 3 日 樋口和生 FA  ルート工作 ルンパルート 樋口 柏木 礒野 スノーモービル 2 台
11 月 3 日 近藤巧 通信 送信棟屋根補修 アンテナ島（送信棟）近藤 渡辺 徒歩 
11 月 3 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 宮本 徒歩 
11 月 6 日 青山貴子 隊全般 破傷風菌調査土壌サンプル採取 初島、ネスオイヤ 青山 久光 小栗 徒歩（徒歩）











11 月 6 日 加藤凡典 機械 滑走路整備 オングル滑走路 加藤 SM652 
11 月 6 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 宮本 徒歩 
11 月 7 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 高野 市川 徒歩 
11 月 7 日 樋口和生 隊全般 ルート工作 ルンパルート 樋口 柏木 小栗 スノーモービル 2 台
11 月 9 日 岡山英樹 機械 DROMLAN 対応滑走路整備及び燃料供給 見晴らし経由 加藤 岡山 SM652 
11 月 9 日 谷口和幸 機械 ドロムラン用橇準備 北の浦橇デポ地 谷口 SM653 
11 月 10 日 岡山英樹 機械 ドロムラン用燃料デポ 見晴らし沖滑走路 岡山 加藤 SM652 




11 月 11 日 須藤和之 生活 ライギョダマシ釣り 
ライギョダマシ釣り
ポイント 
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11 月 11 日 宮本仁美 隊全般 DROMLAN 出迎え・見送り 海氷滑走路 宮本 岩波 他 SM411 
11 月 11 日 岡山英樹 機械 DROMLAN 対応、滑走路整備及び燃料供給 
見晴らし経由、オ
ングル滑走路 加藤 岡山 SM652 













11 月 12 日 岡山英樹 機械 DROMLAN 対応、滑走路整備及び燃料供給 
見晴らし経由オン
グル滑走路 加藤 岡山 SM652 

















11 月 13 日 岡山英樹 機械 燃料移送不具合調査 みはらし 加藤 岡山 SM652 スノーモービル
11 月 14 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 高野 杉山 徒歩 
11 月 14 日 須藤和之 生活 ライギョダマシ釣り（ワッチ作業） 
ライギョダマシ釣
りポイント 
須藤 久光 町屋 
伊東 兼定 
SM410 
11 月 17 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 近藤 徒歩 















11 月 18 日 加藤凡典 機械 滑走路整備 オングル滑走路 加藤 SM652 
11 月 18 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 昭和基地周辺海氷域 岩波 宮本 徒歩 
11 月 19 日 宮本仁美 隊全般 DROMLAN 対応 昭和基地沖海氷滑走路、見晴し 
宮本 堤 木名瀬 
谷口 加藤 岡山 
久光 高平 
SM412、652
11 月 19 日 岡山英樹 機械 DROMLAN 対応滑走路整備及び燃料供給 
みはらし経由オン
グル滑走路 加藤 岡山 SM652 






岩波 樋口 堤 
青山 
SM412 
11 月 21 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 杉山 小栗 徒歩 
11 月 21 日 岡山英樹 機械 ドロムラン用燃料デポ 見晴らし沖滑走路 岡山 加藤 SM652 
11 月 22 日 加藤凡典 通信 滑走路点検 オングル滑走路 加藤 スノーモービル 
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11 月 24 日 加藤凡典 機械 滑走路点検 オングル滑走路 加藤 スノーモービル 
11 月 25 日 岡山英樹 機械 DROMLAN 対応 見晴らし経由オングル滑走路 加藤 岡山 SM652 
11 月 25 日 谷口和幸 隊全般 アイスオペ用橇回収 北の浦橇デポ地 谷口 SM653 
11 月 26 日 市川正和 隊全般 アイスオペレーション（持ち帰り氷）
海氷上氷山・アイス
オペルート 
久光 小栗 高野 
杉山 町屋 木名瀬 
岩波 関崎 谷口 
伊東 工藤 兼定 






11 月 27 日 宮本仁美 隊全体 DROMLAN 対応 オングル滑走路 宮本 堤 岡山 加
藤 
SM412、652
11 月 27 日 久光純司 生活 遠足（破傷風菌サンプリング） 西オングル 久光 青山 徒歩 




渡辺 池田 有田 
小栗 
徒歩 
11 月 27 日 市川正和 生活 遠足 西オングル島 市川 樋口 高野 
高平 柏木 杉山 
徒歩 




11 月 28 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 山本 小栗 徒歩 
11 月 29 日 須藤和之 生活 ライギョダマシ釣（ワッチ作業） 
ライギョダマシ釣ポ
イント 









樋口 兼定 堤 杉
山 
町屋 岩波 関崎 
長谷川 
SM412、414
12 月 1 日 加藤凡典 機械 橇デポ 見晴らし 加藤 谷口 SM651 
12 月 3 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 西の浦験潮小屋付近の海氷上 岩波 宮本 徒歩 












12 月 4日 久光純司 生活 遠足（岩島あざらし見学) 
岩島（アイスペルー
ト） 





12 月 4 日 町屋広和 生活 ルンパ・豆島遠足 ルンパ・豆島 
高野 岡山 岩波 
山本 高平 町屋 




12 月 5 日 久光純司 気象 移動気象観測装置の回収他 
ルンパルート、ラン
グホブテルート L53
久光 宮本 岩波 




12 月 6 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 高野 岩波 SM414 
12 月 6 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 近藤 徒歩 
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日程 申請者 部門 目的 目的地 参加者 （リーダー先頭） 
使用車両
など 
12 月 6 日 青山貴子 隊全般 破傷風菌サンプリング 西オングル 青山 久光 SM412 
12 月 6 日 須藤和之 隊全般 岩島無線LAN立ち上げ 
岩島（岩島ルート
IWO02） 須藤 高平 渡辺 SM414 





岩波 高野 SM414 
12 月 7 日 市川正和 隊全般 アイスオペレーション 
アイスオペルート
氷山 
小栗 杉山 池田 
礒野 有田 鯉田 
関崎 兼定 柏木 





12 月 8 日 市川正和 隊全般 アイスオペレーション 
アイスオペルート
氷山 
宮本 堤 山本 町屋 
木名瀬 岩波 関崎 
伊東 加藤 岡山 





12 月 13日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 小栗 杉山 徒歩 




須藤 久光 町屋 
青山 SM414 
12 月 13日 樋口和生 隊全般 氷上輸送ルート偵察 
弁天島沖・弁天島




12 月 14日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 西の浦験潮小屋付近の海氷上 岩波 宮本 徒歩 
12 月 19日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 山本 木名瀬 徒歩 




加藤 岡山  
高澤(53 次) SM414 
12 月 26日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 久光純司、他 1名以上 徒歩 





























1 月 2日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 小栗 久光 徒歩 
1 月 5日 岡山英樹 機械 燃料ﾄﾞﾗﾑ移動 みはらし 岡山 関崎 SM653 
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日程 申請者 部門 目的 目的地 参加者 （リーダー先頭） 
使用車両
など 




北の浦 久光 谷口  53 次清水、泉、東野 
スノーモー
ビル 









1 月 7 日 久光純司 生物 【53 次支援】生物サンプリング 西の浦 
久光 町屋 須藤 




1 月 8日 久光純司 生物 【53 次支援】生物サンプリング 西の浦 
久光 町屋 須藤  




1 月 9日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 杉山 小栗 徒歩 
1 月 10 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検 アンテナ島 近藤 青山 53 次山下 徒歩 
1 月 10 日 岩波俊介 地圏 地圏パッダ島観測 【J53 野外観測支援】パッダ島（空路） 岩波 J53(2 名) 
観測隊ヘリ
コプター 






1 月 15 日 近藤巧 通信 アンテナ島点検と見学 アンテナ島 
近藤 久光 岡山 
青山 須藤 町屋 
53 次野城 白石 
徒歩 
1 月 15 日 近藤巧 通信 アンテナ島見学 アンテナ島 
近藤 長谷川 有
田 
小栗 高野 池田 
柏木 谷口 
徒歩 
1 月 16 日 須藤和之 隊全般 岩島無線 LAN 中継所（業務引継ぎ作業）
岩島（岩島ルート
IW02） 
須藤 樋口 高平 
53 次 竹之下 吉岡 SM412 
1 月 18 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 
杉山 山本  
53 次 藤田 大吉 
蓜島 坂梨 清水 
徒歩 
1 月 18 日 有田真 宙空 スカーレン無人磁力計保守 スカーレン 




1 月 19 日 樋口和生 隊全般 53 次引き継ぎ(気象・機械・FA) S16 
樋口 杉山 谷口 




1 月 20 日 須藤和之 隊全般 岩島中継所保守作業 岩島・岩島ルート（IW02） 
須藤 高平 渡辺 
53 次 竹之下 吉
岡 
SM412 
1 月 20 日 岩波俊介 地圏 海氷 GPS 観測 西の浦験潮所付近の海氷上 岩波 宮本 久光 49 トラック
1月 21 日 樋口和生 隊全般 氷状偵察 昭和基地～しらせ(往復) 
樋口  
53 次石沢 奈良 
観測隊ヘリ
コプター 
1 月 21 日 樋口和生 隊全般 氷上輸送ルート偵察 しらせ・氷上輸送ルート 
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日程 申請者 部門 目的 目的地 参加者 （リーダー先頭） 
使用車両 
など 





ヘッダ(空路) 岩波 53 次(2 名) 
観測隊ヘリコプ
ター 
1 月 24 日 樋口和生 隊全般 氷上輸送ルート工作 
しらせ・氷上輸




1 月 24 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ I ルート 
岡山 宮本 久光 
山本 高野 谷口 
SM601、651、653、
414、412、413
1 月 25 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 久光 杉山 徒歩 
1 月 28 日 岡山英樹 機械 氷上輸送 しらせ I ルート 
樋口 高平 有田 
高野 池田 山本 




1 月 29 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ I ルート 
樋口 高平 有田 
高野 池田 久光 




1 月 31 日 久光純司 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 杉山暢昌 小栗秀之 徒歩 
1 月 31 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ I ルート 
樋口 高平 有田 
山本 久光  
53 次 白濱 吉川 
SM601、651、653、
412、413、414
2 月 1 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ Iルート
樋口 高平 有田 
山本 小栗 
53 次 白濱 藤田 
SM601 SM651 
SM653 SM106 
SM412  SM413 
SM414 
2 月 2 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ Iルート
樋口 高平 有田 
山本 小栗 
53 次 白濱 志賀 
SM601 SM651 
SM653 SM106 
SM522  SM412 
SM414 
2 月 3 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ Iルート
樋口 高平 有田 
山本 小栗 高野 





2 月 4 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ Iルート
樋口 高平 有田 
山本 小栗 高野 





2 月 5 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ Iルート
樋口 高平 有田 
山本 小栗 高野 





2 月 6 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ Iルート
樋口 高平 有田 
山本 小栗 高野 





2 月 7 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ Iルート
樋口 高平 有田 
山本  




2 月 8 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ Iルート
樋口 高平 有田 
山本  




2 月 9 日 岡山英樹 隊全般 氷上輸送 しらせ Iルート
樋口 高平 有田 
山本  
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7.3 野外行動一覧（宿泊） 
日程 申請者 部門 目的 目的地・ルート 参加者 （リーダー先頭） 
使用車輛
など 
4 月 20 日 










樋口 谷口 近藤 






6 月 14 日 




メトリ小屋 町屋 有田 樋口 SM414 
8 月 5 日 










8 月 9 日 










8 月 16 日 








樋口 柏木 池田 




8 月 30 日 














谷口 樋口 鯉田 
関崎 渡辺 杉山 





9 月 5 日 









岩波 杉山 礒野 




9 月 12 日 










9 月 14 日 
～16 日 谷口和幸 
機械 FA 
通信 とっつき岬 SM115 整備 
とっつき岬／と
っつき岬ルート
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日程 申請者 部門 目的 目的地・ルート 参加者 （リーダー先頭） 
使用車輛
など 
9 月 19 日 




樋口 高野 山本 











9 月 26 日 




樋口 工藤 高平 




10 月 4 日 




樋口 鯉田 柏木 












10 月 4日 
～5日 谷口和幸 機械 みずほ支援（見送り） S16 





10 月 18 日 
～19 日 谷口和幸 機械 みずほ支援（出迎え） S16 





10 月 24 日 
～26 日 谷口和幸 機械 S17 滑走路整備 S17 
谷口 加藤 小栗 




11 月 7 日 
～8日 久光純司 気象 S16 気象ロボット整備他 
S16 及び S17 観
測拠点小屋 
久光 杉山 谷口 
須藤 渡辺 宮本 
SM412 、
414、653
11 月 14 日 








樋口 青山 小栗 





11 月 22 日 









柏木 岩波 近藤 





12 月 2日 












12 月 28 日 










- 486 - 
日程 申請者 部門 目的 目的地・ルート 参加者 （リーダー先頭） 
使用車輛
など 
1 月 2日 
～3日 樋口和生 複合 
【53 次引き継ぎ】 
地圏＆環境保全 S16 





1 月 6日 
～8日 樋口和生 生物 【53 次支援】ペンギン調査 袋浦 
近藤 青山  




1 月 7日 








1 月 10 日 








1 月 15 日 








1 月 22 日 




2 月 2日 
～5日 岩波俊介 地圏 【53 次支援】絶対重力観測
ラングホブデ 
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7.4 野外行動報告 
7.4.1 みずほ基地旅行報告（2011 年 10 月 4 日～19 日) 
1) 概要 樋口 和生 
10 月 4 日～17 日(行動 14 日・停滞予備 7日)の予定でみずほ基地往復を計画し、10 月 4日～19 日の日
程で終了した。 
期間を通じて天候は概ね良好で、悪天による停滞は 10 月 15 日の 1 日のみであった。ただし、連日の
好天による作業の連続でメンバーに疲れがたまっていたため、10月13日はIM01で完全休養停滞とした。
結果、前半の疲れの蓄積が軽減され、復路も安全に行動することができた。 
また、10 月 8 日の走行中にトイレ橇のランナー部分とキャビン部分が壊れ、以降毎日キャンプ地到着
後修理を行なったが、行動終了後の屋外での作業により疲労の蓄積が多くなった。 
その他、10 月 5日には SM112 と SM116 の燃料漏れが発覚したが、部品を交換して対処し、以降は問題
なく走行できた。 
気水圏の 2km 毎の雪尺観測と 10km 毎の積雪サンプリング、S16 を除く 4か所での 36 本雪尺網観測、み
ずほ基地での 101 本雪尺観測は、地吹雪の続く中気象隊員によって精力的に実施された。 
宙空圏の無人磁力計保守とデータ回収は、H68 とみずほ基地で実施された。H68 の磁力計は積雪表面か




行動判断に大いに役立った。ちなみに、期間を通じて観測した最低気温は、10 月 14 日 04:30 の-48.2℃
であった。 
その他、54 次ドーム旅行隊用の燃料橇の IM01 へのデポ、みずほ基地の残置廃棄物の調査を予定通り行
なった。 
2) 目的 
ⅰ  無人磁力計保守及びデータ回収（H 68、みずほ基地） 
ⅱ  1) 雪のサンプリング（S16－みずほ基地 10km 毎） 
    2) ルート上の雪尺測定（S16－みずほ基地 2km 毎） 
    3) 36 本雪尺網観測（S16、H68、H180、S122、Z40） 
    4) 101 本雪尺列観測（みずほ基地） 
  5) 無人気象観測装置のチェック（みずほ基地） 
ⅲ  残地廃棄物の調査（みずほ基地） 
ⅳ  54 次ドーム旅行用の燃料デポ（みずほ基地）[12 本×12 そり＝144 本] 
3) 人員及び役割 
樋口和生（リーダー・装備・野外観測支援） 鯉田淳（サブリーダー・橇・車両） 市川正和（食料） 
柏木隆宏（環境保全・医療） 有田真（宙空・通信） 山本敦（気象・気水圏） 関崎匠（車両・燃料） 
4) 車両および橇編成 
それぞれの乗車人員および車両役割については、表Ⅲ.7.4.1-1 と表Ⅲ.7.4.1-2 の様に割り振った。 
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表Ⅲ.7.4.1-1 S16 からみずほまでの車両および橇編成 
車両 人 員 役 割 牽 引 橇 
114 樋口 市川  先導・食堂 7 台 南軽 5台＋トイレ橇 1台+食糧・観測橇 1 台
116 柏木 有田  環境保全・通信・医療 7台 南軽 6台＋ゴミ・ワイヤー橇 1台 
112 鯉田 山本 関崎 機械・観測 6 台 機械橇 1台＋南軽 5台 
 
表Ⅲ.7.4.1-2 みずほから S16 までの車両および橇編成 
車両 人 員 役 割 牽 引 橇 
114 樋口 市川  先導・食堂 2 台 トイレ橇 1台+食糧・観測橇 1台 
116 柏木 有田  環境保全・通信・医療 3台 南軽 3台 
112 鯉田 山本 関崎 機械・観測 3 台
機械橇 1 台＋ゴミ・ワイヤー橇 1 台＋南軽
1台（途中回収） 
 




-夕食（19:30）-定時交信（20:00）-就寝（23:00）  終日快晴 
支援隊（谷口、渡辺、久光、長谷川、青山）とともに S16 に移動。 
S16 着後、橇編成、SM100 に荷物積み込み、S22 までトレースつけ。 
10/05 
起床（06:00）-暖機運転・朝食・ならし運転-S16（10:00）-S25（12:25-14:13）-H35（17:15）-
夕食（18:30）-定時交信（20:00）-就寝（23:00） 36.95km 走行 終日快晴 
支援隊の見送りを受け、記念撮影後出発。 
2km 毎の雪尺観測、ルート標識旗整備、10km 毎の積雪サンプリング。 
昼食時に SM112 の燃料漏れ発覚し、修理。約 100ℓ漏れて 30ℓ回収。 
キャンプ地着後 SM116 の燃料漏れ発覚し対応。SM114 の底板のボルト緩かった。 
10/06 
起床（06:00）-暖機運転・朝食・ならし運転-H35（08:45）-H68（10:15）-夕食（18:00）-交信
（20:00）-就寝（23:00） 11.25km 走行 終日快晴 
2km 毎の雪尺観測、ルート標識旗整備、10km 毎の積雪サンプリング。 






2km 毎の雪尺観測、ルート標識旗整備、10km 毎の積雪サンプリング。 
10/08 
起床（06:00）-暖機運転・朝食・ならし運転・36 本雪尺観測-H180（09:00）-H224（11:42-13:18）
-H280（17:05-17:50）-夕食（19:30）-定時交信（20:00）-就寝（23:00） 51.3km 走行 終日
地吹雪、夕方快晴。夕方-35℃。 
2km 毎の雪尺観測、ルート標識旗整備、10km 毎の積雪サンプリング、H180 にて 36 本雪尺観測。
H280 に空ドラム橇 1台、復路用燃料橇 1 台デポ。 
行動中積雪サンプル 2本飛ばされ紛失。帰路再サンプリング予定。 
トイレ橇のドア部分と左後部台座壊れ、キャンプ地着後ドア部分修理。 
行動中そりのシャックル 3 個外れた。 




-夕食（19:30）-定時交信（20:00）-就寝（23:00） 32.35km 走行 
2km 毎の雪尺観測、ルート標識旗整備、10km 毎の積雪サンプリング、S122 にて 36 本雪尺観測。




着後作業（16:30-19:30）-夕食（19:45）-定時交信（20:00）-就寝（23:00） 42.25km 走行 
雪時々曇り 午後ダイヤモンドダストとハローを観測 





06:30 -42.3℃ 終日晴れ高い地吹雪を伴う 
出発時と行動初期に SM100 動画撮影 
2km 毎の雪尺観測、ルート標識旗整備、10km 毎の積雪サンプリング 
IM01 に 54 次ドーム旅行隊用南極軽油ドラム橇 12 台（144 本）デポ 
デポ地点両サイド GPS 測位（S70°42'34.1",E44°16'06.4"）（S70°42'39.9",E44°16'07.6"）

















（20:00）-就寝（22:00） 82.4km 走行 朝高い地吹雪、日中低い地吹雪、夕方晴れ。 




-就寝（22:00） 70.95km 走行 朝低い地吹雪、日中から夜は晴れ。 





47.7km 走行  出発時は霧により視程が悪かったが、標高を下げるにつれて曇りとなり、午後
は晴れ。 





SM100 から SM40 に荷物を積みかえ後、SM100、ドーム夏宿立ち下げ。 
N11 にて列車編成後とっつき岬に橇を降ろす。とっつき岬にてあざらし 4頭確認。 
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表Ⅲ.7.4.1-3 みずほ基地往復旅行行動記録 






10/04 1 昭和基地 8:53 S16 14:10 33.4 0 0 0 
10/05 2 S16 10:00 H35 17:15 36.95 295 172 201 
10/06 3 H35 8:45 H68 10:15 10.75 69 73 81 
10/07 4 H68 8:15 H180 17:15 56.55 333 296 301 
10/08 5 H180 9:00 H280 17:05 51.3 261 251 240 
10/09 6 H280 10:33 Z20 16:55 32.35 169 151 155 
10/10 7 Z20 8:30 Z78 15:55 42.25 212 225 210 
10/11 8 Z78 9:00 IM01 13:15 27.85 159 146 151 
10/12 9 IM01  IM01   0 69 68 60 
10/13 10 IM01  IM01   0 0 0 0 
10/14 11 IM01 8:30 Z34 18:00 56.95 216 201 226 
10/15 12 Z34  Z34   0 0 0 0 
10/16 13 Z34 6:22 H208 18:00 82.4 295 274 270 
10/17 14 H208 6:10 H68 15:00 70.95 202 218 206 
10/18 15 H68 7:20 S16 12:25 47.7 159 163 136 
10/19 16 S16 9:10 昭和基地 15:25 33.4 56 32 49 
 
6) 輸送物資 鯉田 淳 
  全 20 橇をひき、みずほ基地に 12 橇デポした。その内訳が以下のとおりである。 
   内訳 
 昭和基地から輸送した橇 18 台 
  燃料橇（南軽）：16 台 
  食糧・観測橇（旅行用食糧、観測資材）：1台 
       ワイヤー橇（復路はゴミ橇共用）：1台 
 S16 にてピックアップした橇 2台 
  機械橇：1台（幌） 
  トイレ橇（ペール缶トイレ、日用品）：1台 
みずほ基地（IM01）にデポ 
          燃料橇（南軽）：12 台 
デポ地両端測位データ [ 70°42′34.13″S , 44°16′06.41″E ]  
    [ 70°42′39.90″S , 44°16′07.64″E ] 
 
7) 車両整備および修理事項 関崎 匠・鯉田 淳 
走行速度は 2 速および 3速 1500rpm で行い、路面に合わせて運行速度を変化させて運用を行った。 
旅行中の車両・橇の整備及び不具合の処置記録を表Ⅲ.7.4.1-4～7 に示す。112 及び 116 に燃料系のト
ラブルがあったがどちらも、交換及び締め付けにより対応できた。116 は慣らし運転中に異音がして調べ
たところドラムブレーキ内に異常が見られた。114 及び 116 に関しては LLC の減少が見られ運行中は特に
注意した。他はおおむね良好であった。IM01 で各車 250km 点検を行った。全体的には、出発前の本格整
備に問題があったかと考えられる。 
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表Ⅲ.7.4.1-4 車両整備記録（SM112） 



















日付 不具合 対策対処 
10月5日 LLC量不足 LLC2.8L補充 
10月7日 LLC量不足 LLC1.8L補充 















10月8日 LLC量不足 LLC1L補充 









10月9日 同上 同上 
10月10日 同上 同上 
10月11日 同上 同上 
10月12日 同上 同上 
10月14日 同上 同上 
10月16日 同上 同上 
10月17日 同上 同上 
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8) 走行距離および車両燃費 関崎 匠・鯉田 淳 
旅行中の走行距離および車両燃費を表Ⅲ.7.4.1-8～9 に示す。 




















9 258 28．3 
走行距離 / km 282 295 294 平均 290.3












5.69 5.36 5.42 平均 5.49
 
表Ⅲ.7.4.1-9 みずほ基地旅行（帰路）の走行距離と車両燃費 














5 258 51.6 
走行距離 / km 271 276 270 平均 272.3










3.60 3.44 3.44 平均 3.49
(*1) 日数には、みずほでの観測・作業の他、暖機・慣らし運転・給油他、各種作業による長短の停
滞を含む。 
(*2) ルート距離はルート方位表の距離に基づく。  
(*3) 1 日平均走行距離は、1日あたりの平均走行ルート距離である。 
(*4) 走行距離は車載距離計に基づく。  
(*5) 給油量はハイスピーダ換算である。 
(*6)但し、SM112 の往路に関しては 100L の南軽が流出したと仮定して算出 
 
9) 観測 
a) 気水圏 山本 敦 
ア) 積雪サンプリング 
ルート上 10km 毎に風上の表面積雪の採取を行った。 
採取地点：S16、S22、S27、H9、H48、H72、H96、H112、H132、H152、H172、H192、H212、H232、H248、
H268、H288、Z2、Z12、Z22、Z32、Z42、Z66、Z78、Z88、Z98、みずほ基地（Z 側旗門）の
計 27 地点 
イ) ルート上の雪尺測定（S16-みずほ基地） 
2km毎の雪尺の長さを測定した。概ね80cm以下の雪尺は、風上側50cmの所に新たに旗竿を設置した。 
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ウ) 36 本雪尺網観測（S16、H68、H180、S122、Z40） 
各雪尺網観測地点において、雪尺の長さを測定した。 
概ね 60cm 以下の竹竿について、風上側 50cm の所に立て直しを行った。 
エ) 101 本雪尺列観測（みずほ基地） 
雪尺の長さを測定した。 
概ね 60cm 以下の竹竿について、風上側 50cm の所に立て直しを行った。 
オ) 無人気象観測装置のチェック（みずほ基地） 




b) 宙空 有田 真 
H68 とみずほ基地において無人磁力計の保守を行った。各地点の作業内容は以下の通りである。 
ア) H68  往路の 10 月 6 日と、復路の 10 月 17 日に保守を行った。 
作業時間は 6 日 10:40(LT)～16:45(LT)、17 日 15:05(LT)～16:35(LT)。詳細は以下の通りである。 




雪面からバッテリボックス上辺までは 80cm 程度である(下写真参照)。 
  
H68 無人磁力計（2011 年 10 月 6 日）        参考 2010 年 9 月 23 日（JARE51） 
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③ バッテリの交換(10 月 6 日) 
満充電したバッテリ 4個を持ち込み交換を行った。交換後の電圧はそれぞれ、No1：12.92V、No2：
13.01V、No3：12.85V、No4：12.93V である。 
④ CF カードの交換、起動確認(10 月 6 日) 
データ伝送が行えていないため、データ回収と伝送再開のために CF カードの交換を行った。し
かし CF カードの交換後もデータ伝送再開は確認できなかった。 
   ⑤ 電圧の確認（10 月 17 日） 
       バッテリボックスから制御ボックスに接続されているケーブル端で開放電圧を測定した。
バッテリボックス 1：12.56V、バッテリボックス 2：12.57V であった。 


































外観は特に異常がなく良好であった。積雪量は 51 次隊同期から 65cm 程度であった。仮に来期ま
でに今期と同程度の積雪量があるとすれば、ソーラーパネルが埋没することになる。後述する CF
カードの交換後、ソーラーパネル下辺から 30cm 程度、半径 1m の範囲の除雪を行った。 
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みずほ無人磁力計（2011 年 10 月 12 日）除雪前      参考 2010 年 9 月 29 日（JARE51） 
  
←みずほ無人磁力計（2011 年 10 月 12 日）除
雪後。 
ケーブル近辺はケーブルの損傷を恐れ除雪し













   ロガーボックス内部          ロガー内部           撤収時 
 
c) 気象観測 山本 敦 





旅行中の最低気温は-48.2℃(10 月 14 日 04:30、IM01)、最大風速は 14.0m/s(10 月 15 日 07:30、Z34)

















10/4※1 19:55 S16 916.5 -23.3 快晴 NE 5.2 30 0+ 0+Ci 
10/5 
6:20 S16 909.3 -24.6 快晴 低い地ふぶき 155 8.5 20 0+ 0+Ci 
12:40 S25 874.6 -18.7 快晴 140 7.0 30 0+ 0+Ci 
18:30 H35 850.0 -23.1 快晴 低い地ふぶき 160 8.5 30 0+ 0+Ci 
10/6 
6:15 H35 856.7 -27.5 快晴 160 7.8 30 0+ 0+Sc,0+Ci 
13:20 H68 852.0 -20.8 晴 150 7.0 30 5 0+Sc,1Ac,5Ci 
17:10 H68 852.9 -22.3 曇 165 6.8 30 9 0+Sc,5Ac,9Ci 
10/7 
6:25 H68 850.0 -27.0 晴 低い地ふぶき 150 9.3 30 5 0+Sc,1Ac,5Ci 
13:00 H124 825.7 -22.0 薄曇 高い地ふぶき 150 11.3 1.5 10- 0+Ac,10-Ci 
18:50 H180 804.8 -26.5 晴 高い地ふぶき 155 12.2 1.0 7 1Ac,7Ci 
10/8 
6:25 H180 798.0 -29.6 快晴 高い地ふぶき 160 13.6 0.5 0+ 0+Ci 
12:45 H224 783.1 -28.9 快晴 高い地ふぶき 160 12.5 0.5 0 - 
19:00 H280 763.8 -35.4 快晴 低い地ふぶき 160 11.7 10 0 - 
10/9 
6:20 H280 765.8 -33.6 雪 140 5.1 10 10 10Sc 
13:35 S122 758.5 -25.9 雪 120 5.0 5 10 10Sc 
17:55 Z20 751.0 -26.4 雪 130 2.1 7 10 10Sc 
10/10 
6:20 Z20 755.4 -26.6 雪 130 4.7 1.0 10 10Sc 
11:55 Z40 746.3 -27.2 薄曇 細氷 120 3.0 10 10- 2Sc,10-Ci 
17:00 Z78 739.6 -33.0 雪 150 3.3 3.0 10- 5Sc,10-Ci 
10/11 
6:10 Z78 733.5 -42.3 晴 低い地ふぶき 細氷 140 6.3 5 8 1Sc,8Ci 
13:40 IM01 721.5 -37.2 晴 高い地ふぶき 140 7.3 1.0 7 1Ac,7Ci 
19:00 IM01 719.8 -41.0 薄曇 高い地ふぶき 150 8.3 1.0 9 1Sc,2Ac,8Ci 
10/12 
7:20 IM01 720.0 -43.0 曇 高い地ふぶき 160 7.5 1.0 9 1Sc,6Ac,4Ci 
12:00 MIZUHO 721.3 -36.9 曇 高い地ふぶき 130 7.4 1.5 10- 2Sc,8Ac,3Ci 
18:00 IM01 723.6 -37.4 薄曇 140 4.3 10 10- 0+Sc,1Ac,10-Ci
10/13 
4:20 IM01 725.5 -45.6 晴 130 5.2 5 7 0+Sc,1Ac,7Ci 
12:00 IM01 724.6 -37.2 晴 160 5.1 20 3 1Ac,3Ci 
18:00 IM01 725.4 -40.1 快晴 150 4.5 30 0+ 0+Ci 
10/14 
4:30 IM01 727.0 -48.2 快晴 160 6.2 10 0 - 
12:15 Z82 732.5 -36.9 快晴 低い地ふぶき 150 6.0 10 0+ 0+Ci 
18:40 Z34 740.2 -34.9 曇 高い地ふぶき 160 10.5 0.5 10- 1Sc,8Ac,10-Ci
10/15 
7:30 Z34 736.9 -27.3 ふぶき 140 14.0 0.01 X X 
12:00 Z34 740.8 -25.2 ふぶき 130 13.4 0.05 X XSc 
18:00 Z34 745.4 -26.4 晴 高い地ふぶき 130 11.4 0.1 6 3Sc,4Ac 
10/16 
4:15 Z34 751.5 -32.8 曇 高い地ふぶき 140 9.5 0.5 10- 10-Sc 
12:30 H280 776.3 -25.6 薄曇 低い地ふぶき 160 6.0 10 9 1Ac,9Ci 
18:40 H208 794.2 -25.7 晴 150 4.8 20 8 7Sc,2Ac,0+Ci 
10/17 
4:30 H208 786.2 -30.5 快晴 高い地ふぶき 150 8.2 1.0 0+ 0+Ci 
12:10 H104 813.5 -21.1 晴 低い地ふぶき 140 6.8 20 8 0+Ac,8Ci 
17:50 H68 830.9 -21.0 晴 150 4.3 20 8 3Ac,8Ci 
10/18 
5:25 H68 834.2 -24.0 曇 150 4.2 15 10- 10-Sc 
12:30 S16 906.8 -17.9 雪 300 1.4 10 10- 10-Sc 
18:25※1 S16 908.6 -18.5 雪 60 1.0 10 10 10Sc 
10/19 6:20 S16 910.3 -18.4 雪 120 4.7 15 10 10Sc 
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※1 10 月 4 日 19 時 55 分と 10 月 18 日 18 時 25 分の観測は、みずほ支援隊による。 
※2 風向について、数値は磁方位。 
観測機器は以下に示す通りである 
気温・気圧・風向・風速：携帯気象計 ケストレル 4500 
視程・雲量・雲型・大気現象：目視 
 
10) 医療 柏木 隆宏 
みずほ旅行中隊員の健康状態は良好で、重篤な疾病や外傷はなかった。みずほ基地の標高は 2230m だ












表Ⅲ.7.4.1-11 医療品リスト       
＜＜外用＞＞ ＜＜内服＞＞ 
名称 サイズ 数 名称 数 
血圧計   1 ムコスタ 10
パルスオキシメーター   1 ガスターD20 10
体温計 耳、脇用 各 1 ナウゼリン 10
聴診器   1 ガスモチン 10
バッグマスク   1 ブスコパン 6
ポケットマスク 2 種 各 1 ビオフェルミン R  6
吸引器   1 ロペミン 4
吸引チューブ 10Fr、14Fr、16Fr 1、2、1 センノサイド 6
はさみ   1 正露丸 1 びん
ソフトシーネ 3 1 ロキソニン 10
スコッチキャスト 3 1 カロナール 10
サムスプリント   2 ケフラール 10
サムスプリント（小）   1 クラビット(250) 6
バストバンド   1 ユベラ 20
マックスベルト   1 ダイアモックス 6
三角巾   3 レンドルミン 4
外科ピンセット（有鈎）   1 アレジオン 4
外科ピンセット（無鈎）   1 SP トローチ 24
外科ピンセット（プラ無鈎）   1 ニトロペン舌下錠 4
持針器   1 バファリン 330mg  6
ディスポメス 10 1 ＜＜外用＞＞ 
スキンステープラー   1 セット ケナログ軟膏 1
リムーバー   1 プロスタンディン軟膏 1
- 498 - 
＜＜外用＞＞ ＜＜内服＞＞ 
ナイロン糸 2－0、3－0 1、2 セット ヒルドイド軟膏 1
モスキートペアン   1 イドメシンゲル 1
滅菌はさみ   1 ゲンタシン軟膏 1
1％キシロカイン 10ml    2 クロマイ P軟膏 1
注射針 23G 3 リンデロン VG 軟膏 1
注射針 18G 3 強力ポステリザン軟膏 5
シリンジ 10ml、20ml 各 1 イソジンゲル 5
イソジン液 250ml 1 ボルタレンサポ（50） 4
マキロン   1 ワセリン 1
消毒用エタノール   1 キシロカインゼリー 1
ウェルパス 100ml 1 パスタロンソフト軟膏 1
生理食塩水 100ml  3 クラビット点眼 1
滅菌カップ＋綿球 3 個/5 個入 各 2 フルメトロン点眼 1
ブルードレープ（穴あき）   1 ロート UV キュア 1
ブルードレープ（穴なし）   1 日焼け止め 1
ラミシーツ   1 日焼け止め用リップ 1
ディスポシーツ（大）   1 スチックゼノール 1
清潔手袋 7.5 2 冷シップ 1
未滅菌手袋 L 5 温シップ 1
滅菌ガーゼ 10 枚入り 1 ＜＜注射＞＞ 
滅菌ガーゼ 5 枚入り 2 エピペン 1
滅菌ガーゼ 3 枚入り 2
滅菌ガーゼ 1 枚入り 3
メディポアプラス 大、中、小 各 5
キズパワーパッド 大、小 各 5
オーキューバンエコ 中、小 各 15
ステリストリップテープ   3
デュオアクティブ 10×10cm 1
ソフラチュール 10×10cm 1




マスク   2
アルコール綿 個別包装 10
弾性包帯（エラスコット）   2
伸縮包帯   3
サージカルテープ 10m、25mm、38mm 各 1
テーピングテープ 25mm、50mm 各 1
保温シート   2
ソフトネックカラー L 1
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10 月 1 日より 1.5～2 日分ずつ中ダンに詰め、出発前日にみずほメンバー全員で食糧橇に積み込みを行
った。積み込んだ食材は旅行予定期間である 13 泊 14 日分の 39 食及び停滞予備食 7 日分 21 食、また、
非常食として車載非常食、雪上車 3台分を FA 隊員に用意してもらい各車に搭載した。 
 
b) 旅行中の調理 












日 朝 昼 夜 
10 月 4 日 － 工藤シェフ手作り弁当 海鮮鍋・鴨、鳥、牛丹添え物・ごはん 






























10 月 10 日 オムレツ・ハム・カニカマ・ごはん・パン・みそ汁 
チキンライス・エビフライ・
牡蠣フライ 海鮮鍋・ごはん 










10 月 13 日 豚汁・レバー煮・ごはん シチュー・パン 角煮・ごはん 
10 月 14 日 焼き魚・厚焼きたまご・蒲鉾・タラコ 焼うどん・酢豚 カツカレー・モツ煮 
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日 朝 昼 夜 

























牛丼レトルト弁当   
 
表Ⅲ.7.4.1-13 持ち帰り停滞予備食リスト 
朝 昼 夜 
オムレツ・ハム・蒲鉾・青菜 豚骨チャーシューメン・チャーハン 生姜焼き・マーボー春雨 
目玉焼き・ベーコン・はんぺん 上海焼そば・マーボー豆腐 煮込みハンバーグ・ロールキャベツ
焼き魚・ソーセージ・厚焼きたまご エビピラフ・ナポリタン サバの塩焼き・煮物・よもぎ豆腐
目玉焼き・たらこ・丸十揚げ ドライカレー・コロッケ・アジフライ おでん・刺身 
オムレツ・ハム・カニカマ・青菜 焼き肉ピラフ・焼きうどん カレーライス・ササミフライ 
（朝食 1 食分は支援隊朝食として
S16 で調理） 焼そば・唐揚げ・焼きおにぎり 水炊きセット 
 
表Ⅲ.7.4.1-14 飲料物・中間食・夜食・調味料リスト 
飲料物 中間食 夜食 調味料 
ジュース各種 大福 チーズ各種 醤油 
お茶（ペット） 草餅 エビチリ 塩 
コーヒー（缶） ロールケーキ ピザ コショウ 
ビール 3 色団子 うなぎ塩焼き ソース 
日本酒 ちょこっと餅 塩辛各種 マヨネーズ 
焼酎 今川焼 サラミ ケチャップ 
ワイン たい焼 干物 ホンダシ 
ウイスキー   カップめん各種 味ポン 
チェリー酒   キムチ 麺つゆ 
各スープ     ニンニク 
みそ汁     豆板醤 
お茶（パック・スティック）     焼き肉のたれ 
コーヒー（パック・インス
タント）     ステーキ醤油 
ココア     わさび 
紅茶     スティックシュガー 
スポーツドリンク（粉）     油 
カルピス       
ホットレモン       
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12) 装備 樋口 和生 
・共同装備品は、事前に各車用の段ボールを用意し、梱包を行った。 




ハンドベアリングコンパス（1） 双眼鏡（1） カセットコンロ（1） カセットボンベ（3） スキ
ナクレン（2）  
JK ワイパー（大 1・小 1） 
・GPS は、車載のもの以外にハンディ GPS(Garmin GPSmap 60CSx×1 台、eTrex×2 台)を持参した。 
ハンディ GPS には予めルートデータを入れておき、先頭車両では GPSMap 60CSx を使ってナビゲーショ
ンを行ない、雪尺の測位には eTrex を利用した。 
・内陸旅行用の個人装備として、以下の装備を貸与した。 
羽毛服（パタゴニア プリモダウンジャケット） 防寒帽（ノースフェイス 特注帽セルロンダーネ
仕様） 携帯衣袋（ホグロフス又はノースフェイスのダッフルバッグ） 防寒手袋（ブラックダイア
モンド ガイドグローブ） 
・共同装備品リストを表Ⅲ.7.4.1-15 に、個人装備品リスト表Ⅲ7.4.1-16 に示す。 
 
表Ⅲ.7.4.1-15 共同装備品リスト 









ル 2本、ビニール手袋 1箱、ジップロック（大 3箱小 3箱） 
保温ポット 6 移動中、食堂車以外に 1本ずつ配布 
ポリタンク（20Ｌ） 8 出発時満タンにする。 
バケツ（造水専用） 12 
テルモス（大） 3 各車に 1本配備 
カセットコンロ 5 食堂車（常用 2台、予備 1台） 他 2車に 1台ずつ 
ガスカートリッジ 60 @2 本/日×最大 21 日+予備 8本+5 本×2車＝60 本 
食器（個人用） 7 式 出発後各自に配布 
シュラフ 7 出発後各自に配布 
タオル（多目的利用） 6 各車に 2枚配備 
ＪＫワイパー(大・茶
色） 12 @1 箱／2日×最大 20 日+予備 2箱 
ＪＫワイパー(小・白
色） 12 個人食器拭き用。@1 箱／2 日×最大 20 日+予備 2箱 
灯油コンロ 1 式 メンテナンスキットを含む 
灯油（JP-5）燃料缶 1 ＠10Ｌ×1本 
 
EPI ガスコンロ 2 非常用 




ガムテープ 10   
マジック 2   
テーブルタップ 1   
ウエットティッシュ 3   
スキナクレン 10   
ビニール紐 1   
CO濃度計 O2濃度計 各 3 各車 1個ずつ配備 
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品名 数量 備            考 




地図 3 各車に 1部配備 
ルート方位表 3 各車に 1部配備。 
双眼鏡 3 各車に 1個配備 
ハンドベアリングコ
ンパス 3 各車に 1個配備 
ハンディ GPS  3 
充電式乾電池セット 1 式 充電器 1個、単三乾電池 8 本 
気象観測セット 2 式 予備 1式含む  











ゴミ袋 70 @4 枚／2日×最大 24 日＝48 枚＋予備 → 60 枚 
タ イ コ ン
（400L/200L） 6   
ペールトイレ 2 式 消耗品 25 セット 
ペールトイレ用テン




車載 UHF  3 各車配備済み 
車載 VHF 3 各車配備済み 
車載 HF  3 各車配備済み 
ハンディ VHF  2   
イリジウム衛星電話 2   
通信予備品 1 式 アンテナ・ヒューズ・配線などの予備 
通信野帳 1   
ハンディ UHF 用充電





ット 1 式   
ライフロープ 1 式 ドラム巻きトラロープ（50m） 
車載用非常食（一斗
缶） 3 式 各車に 1式配備。 
ツエルト 3 各車に 1張配備。内 1張車載用レスキューセットに含む。 
非常用個人装備 7 出発前各自配布 → 旅行中は個人管理のこと。 









灯油携行缶 3 各車 1缶配備。 
軽油携行缶 3 各車 1缶配備 
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表Ⅲ.7.4.1-16 個人装備品リスト 
品     名 数量 備            考 
□ 食器（個人用） 1 式 共同装備として準備し、出発後各自に配布 
□ マグカップ 1   
□ 個人用非常装備 1 式 
□ 個人用非常食 1 式   
□ シュラフ 1 共同装備として準備し、出発後各自に配布 
□ タオル 1   
□ 歯磨きセット 1 式   
□ サンダル 1 車内用 
□ 肌着（上下） 2   
□ 中間着(上下） 2   
□ アウター（上下） 1   
□ 羽毛服（上下） 1   
□ 靴下 3 予備を含めること。 
□ 手袋各種 4 ウール手袋、黒皮手袋、ダイローブなど。予備を含めること。
□ 目出帽 2 薄手 1 厚手 1  
□ 防寒帽 1   
□ 着替え 適宜   
□ 防寒長靴 1   
□ バフィン 1 みずほ旅行中－30℃程度になる可能性もある。 
□ サングラス 2 予備を必ず持参すること 
□ ゴーグル 1   
□ ハンディ UHF 無線機 1   
□ 地図 1 事前に配布 みずほ基地周辺図も  
□ コンパス 1   
□ ナイフ 1   
□ ホイッスル 1   
□ ライター 1   
□ ヘッドランプ 1   
□ 予備電池 適量   
□ シノ棒 1   
□ 筆記用具 1 式   
□ カメラ 1   
□ みずほ旅行計画書 1   
□ 日焼け止め 1   
□ リップクリーム 1   
□ 持病薬 適宜   
□ 娯楽用品 適宜 書籍など 
□ 携帯灰皿 1 喫煙者 
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行動中の廃棄物は、可燃 26.5kg、プラ 8.5kg、ダンボール 20kg、アルミ缶 3kg、スチール缶 2.5kg、ペ
ットボトル 2.5kg、ガスカートリッジ 2.5kg、生ゴミ 15kg、排泄物 24kg、金属 2kg、複合 15kg、ゴム 0.5kg、
ビン 5kg、合計 127kg であり、全て持ち帰った。 
b)  みずほ基地周辺残置廃棄物の調査 






みずほ基地残置廃棄物の配置を図Ⅲ.7.4.1-1 に、その GPS ポイントを表Ⅲ.7.4.1-17 に示す。また各
ポイントにおける廃棄物の現状を写真に示す。 
 







度 分 秒 度 分 秒
161 70 41 54 44 16 42
162 70 41 58 44 16 47
163 70 41 56 44 16 43
164 70 41 57 44 16 40
165 70 41 56 44 16 39
166 70 41 56 44 16 39
167 70 41 55 44 16 37
168 70 41 55 44 16 36
169 70 41 53 44 16 32
170 70 41 53 44 16 37
171 70 41 56 44 16 35
172 70 41 53 44 16 33
174 70 42 31 44 16 17
175 70 42 31 44 16 17
表Ⅲ.7.4.1-17 GPS ポイント 
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・162・・・みずほ 30m タワー 
・168・・・19 次残置雪上車 609                     
・161、163・・・各種ポール、架台等 
    
・164～167・・・残地廃棄物 建築、機械資材、木枠類、空ドラム缶 
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・170・・・残地廃棄物 鋼材                 GPS ポイント配置図 
    
・175･･･IM01 横 残地廃棄物 空ドラム缶（51 次隊南極軽油表示） 
  
  




ア) UHF･VHF  
S16 地点までは UHF・VHF を使用して昭和基地との交信を行った。復路、昭和基地と VHF の交信試験を
行なった。SM112、116 は S25、SM114 は S23 が安定交信限界であった。 
イ) HF 
S16 より内陸に位置する地点の定時交信は HF を使用した。HF の周波数は 3MHz を使用した。HF のアン
テナ設置については昭和基地で稼働している HF レーダーからの信号強度が一番強い方向に設置した。 
b) 無線機の故障、損傷について 
旅行中、車載無線機の故障はなかった。隊員のハンディ UHF 無線機の 1 つが不調となったため予備機
と交換した。 
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15) ルート整備 樋口 和生 
ルート標識の整備については、雪尺の立て直し基準に則り、竹竿の高さが80cm以下の物については風上
側に 50cm 離して旗竿を新設した。80cm 以上の物で旗布が消耗していたり無くなっているものについては
旗布のみ取り付けた。立て直しまたは旗布の装着を行なった物については、ブタ札を装着した。 
結果、旗竿の立て直しが 62 本、ブタ札つけ直しが 3本、旗布のみ付け替えが 46 本であった。 
ルート標識用のドラム缶のうち、放っておくと埋まってしまうものや倒れているものについては掘り出
しと立て直しを行なったが、概ね 2/3 以上埋まっているものについては放置した。 
2 年前の 50 次隊の時と比べると埋没してしまったドラム缶が多かった。 
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